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ここでは、『Oracle VMユーザーズ・ガイド』の使用方法について説明します。









1 対象読者







『Oracle VMユーザーズ・ガイド』は、仮想化の基礎、Oracle VM、および仮想マシンのプロビジョニングと管理について習得することを希望するシステム管理者およびエンド・ユーザーを対象にしています。











2 ドキュメントのアクセシビリティについて







Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。











3 関連ドキュメント







詳細は、Oracle VMリリース3.2ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。


	
Oracle VMリリース・ノート


	
Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド


	
Oracle VMスタート・ガイド


	
『Oracle VM Paravirtual Driversインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』


	
『Oracle VMユーティリティ・ガイド』


	
『Oracle VMユーティリティ・ガイド』


	
Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイド






次のOracle VMのWebサイトでも、Oracle VMの最新情報を入手できます。

http://www.oracle.com/us/technologies/virtualization/oraclevm











4 コマンド構文







Oracle Linuxのコマンド構文は、固定幅フォントで表示されます。ドル記号($)、シャープ記号(#)、パーセント記号(%)はOracle Linuxのコマンド・プロンプトです。これらの記号をコマンドの一部として入力しないでください。このマニュアルでは、コマンド構文に次の表記規則を使用します。


	
規則

	
説明


	
バックスラッシュ \

	
バックスラッシュは、Oracle Linuxコマンドの行の継続を表す記号です。コマンド例が1行に入りきらない場合に使用します。コマンドは、表示どおりにバックスラッシュを付けて入力するか、またはバックスラッシュなしで1行に入力します。


dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \ 
count=10000


	
中カッコ { }

	
中カッコは、必須の入力項目を表します。


.DEFINE {macro1}


	
大カッコ [ ]

	
大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択することを表します。


cvtcrt termname [outfile]


	
省略記号 ...

	
省略記号は、同じ項目を任意の数だけ繰り返すことを表します。


CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN


	
イタリック体

	
イタリック体は、変数を表します。変数には値を代入します。


library_name


	
縦線 |

	
縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数の選択項目の区切りに使用します。


FILE filesize [K|M]
















5 表記規則







このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	
規則

	
意味


	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















第1章 仮想化の概要
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この章では、仮想化の概要について説明します。仮想化を使用する理由、利用できるテクノロジ、およびOracle VMの高レベルの概要を取り上げます。











1.1 仮想化の概要








	1.1.1 仮想化の歴史の概要
	1.1.2 ハイパーバイザ




ここ数年、IT業界では仮想化テクノロジへの注目がかなり高まってきました。ただし、以降に示す歴史の概要から読み取れるように、その概念はずっと以前から存在しています。この項では、仮想化のテクノロジおよび現在存在する方法の高レベルの概要について説明し、企業が仮想化の採用を推進しているいくつかの理由も取り上げます。





1.1.1 仮想化の歴史の概要







仮想化の概念は、IBM社が堅牢なタイムシェアリング・ソリューションの開発に長い時間と労力を投じた1960年代後半から1970年代初頭のメインフレーム時代にその起源があると一般的に考えられています。タイムシェアリングとは、多人数のユーザー間でのコンピュータ・リソースの共有使用を指し、ユーザーとユーザーが共有する高価なコンピュータ・リソースの両方の効率の向上を目指したものです。このモデルはコンピュータ・テクノロジにおける飛躍的な進歩となり、演算処理能力の利用コストは激減し、企業、さらには個人が、コンピュータを実際に所有することなく使用できるようになりました。単一のサーバーの処理容量が非常に大きいために大部分のワークロードではサーバーを効率的に使用することがほとんど不可能な現在の業界標準の演算処理に対して仮想化が推進されているのは、同様の理由によります。リソース使用率を向上させるのと同時にデータ・センター管理を簡略化する最適な方法は、仮想化の使用です。

現在のデータ・センターは、物理ハードウェアを抽象化する仮想化技術を使用して、CPU、メモリー、ディスク、ファイル記憶域、アプリケーション、ネットワークからなる論理リソースの大規模な集約プールを作成し、これらのリソースをアジャイルかつスケーラブルな、統合された仮想マシンの形式でユーザーまたは顧客に提供します。テクノロジと使用事例が進化を遂げても、コンピューティング環境で同時に複数の独立したシステムの実行を可能にするという、仮想化の中心的な意味は変わっていません。







1.1.2 ハイパーバイザ







仮想化の定義を、単一のホスト・コンピュータで複数のオペレーティング・システムを実行可能にすることとした場合、仮想化スタックの必須コンポーネントはハイパーバイザです。このハイパーバイザは、仮想マシン・モニター(VMM)とも呼ばれ、複数のゲスト・オペレーティング・システムが実行および監視される仮想プラットフォームをホスト・コンピュータ上に作成します。このように、複数のオペレーティング・システムは、同じオペレーティング・システムの複数のインスタンス、または異なるオペレーティング・システムのいずれの場合でも、ホストによって提供されるハードウェア・リソースを共有できます。

表1.1「ハイパーバイザのタイプ」に示すように、通常、ハイパーバイザはこれら2つのタイプのいずれかに分類されます。


表1.1 ハイパーバイザのタイプ


	
分類

	
特徴と説明


	
タイプ1: ネイティブまたはベア・メタル

	
ネイティブのハイパーバイザは、ホストのハードウェアで直接動作するソフトウェア・システムであり、ハードウェアを制御したり、ゲスト・オペレーティング・システムを監視します。したがって、ゲスト・オペレーティング・システムは、ハイパーバイザより上の別のレベルで動作します。仮想マシンアーキテクチャのこの従来の実装の例は、Oracle VM、Microsoft Hyper-V、VMWare ESX、およびXenです。


	
タイプ2: ホスト型

	
ホスト型ハイパーバイザは、従来のオペレーティング・システム内で動作するように設計されています。つまり、ホスト型ハイパーバイザはホスト・オペレーティング・システムの上部に個別のソフトウェア・レイヤーを追加し、ゲスト・オペレーティング・システムはハードウェア上の第3のソフトウェア・レベルになります。ホスト型ハイパーバイザの有名な例は、Oracle VM VirtualBoxです。他に、VMWare Server、VMWare Workstation、Microsoft Virtual PC、KVM、QEMU、Parallelsなどがあります。





















1.2 仮想化を使用する理由







今日、企業や組織が仮想化に投資することには多くの様々な正当な理由がありますが、経済的理由がその1番の動機付けになっていると言ってもおそらく過言ではないほど、仮想化によって多額のコストを節約できます。次に、仮想化の主な利点の概要を示します。


表1.2 仮想化を使用する理由


	
項目

	
説明


	
リソースの最適化

	
今日の企業レベルのコンピュータ・リソースは非常に強力であり、多くの場合、過剰な処理能力を抱えています。ハードウェアを仮想化し、ユーザーやアプリケーションによる実際の必要性に基づいて個々の仮想化ハードウェアを割り当てることによって、利用可能な計算能力、記憶域、およびネットワーク帯域幅を従来よりもかなり効率的に使用できます。接続ユーザー数が減少したために、または、ホストされたアプリケーションの要求がサーバーの処理可能量よりも偶然少なかったために、コンピュータがアイドル状態になったり、処理能力以下で動作する必要はなくなります。

仮想マシンによって、ソフトウェア開発者に、制約のある、分離されたテスト環境が提供されます。専用の物理ハードウェアを購入するのではなく、仮想マシンを既存のハードウェア上に作成できます。各仮想マシンは独立していて、他のすべてのサーバーから分離されているため、プログラマは、ソフトウェアが他のアプリケーションに影響したり、外部コンポーネントがアプリケーションのコードの実行に影響することを気にせずに、ソフトウェアを実行できます。


	
統合

	
慣例では、単一のアプリケーションに個別のコンピュータが割り当てられます。いくつかのアプリケーションで少量の処理能力しか使用しない場合、管理者は複数の仮想環境を実行する1つのサーバーにいくつかのコンピュータを統合できます。数百または数千のサーバーを所有する組織では、統合により、フロア・スペース、暖房、換気、空調、AC電源、およびコロケーション・リソースの必要性を激減させることができます。これは、所有コストが激減することを意味し、物理サーバー数やフロアおよびラックのスペースの必要量が減少することで、熱および電力の消費が減少し、最終的には二酸化炭素排出量が減少します。


	
稼働時間の最大化

	
できる限り迅速かつ柔軟に要件の変更に対応できるようにするには、アジリティがすべてです。仮想化はデータ・センター管理に新しい機会をもたらし、ユーザーは次の利点を享受できます。


	
サーバーとアプリケーションの稼動時間の保証、大規模な障害発生時の迅速なディザスタ・リカバリ


	
新しい仮想マシンのインスタント・デプロイ、さらにテンプレート・イメージを使用した仮想マシンの集約プールのインスタント・デプロイ


	
データ・センター全体を「always-on」状態に保持するかわりに、必要な時間と場所にリソースをプロビジョニングする弾力性


	
ユーザーに影響を与えることのない実行中のコンピューティング環境の再構成







	
サーバー障害からのアプリケーションの自動保護

	
サーバー仮想化は、追加のハードウェアを購入することなく冗長性を実現する1つの方法です。複数のサーバーで同じアプリケーションを実行するという意味において、冗長性は安全対策であり、なんらかの理由でサーバーに障害が発生した場合、同じアプリケーションを実行している別のサーバーが引き継ぐことによってサービスの中断を最小限にします。この種の冗長性は、仮想マシンに適用される場合に、次の2つの方法で機能します。


	
1つの仮想システムに障害が発生した場合、別の仮想システムが引き継ぎます。


	
別々の物理ハードウェアで冗長な仮想マシンを実行することによって、物理ハードウェア障害に対しても、より適切な保護を提供できます。







	
必要性の変更に応じたワークロードの簡単な移行

	
移行とは、サーバー環境を1つの場所から別の場所に移動することを指します。ほとんどの仮想化ソリューションでは、仮想マシンを環境内の1つの物理マシンから別のマシンに移動できます。物理サーバーでは、これは当初は、両方の物理マシンが同じハードウェア、オペレーティング・システム、およびプロセッサで動作していた場合のみ可能でした。仮想世界では、サーバーをまったく異なるハードウェア構成の物理ホスト間で移行できます。通常、移行は、信頼性と可用性を向上させるために使用し、ハードウェア障害の発生時に、ゲスト・システムを、停止時間が制限されている正常なサーバーに移動できます(存在する場合)。また、仮想マシンが現在のホストの物理機能を超えて拡張する必要があり、よりパフォーマンスの高い物理ハードウェアへ再配置する必要がある場合にも役に立ちます。


	
既存のレガシー・システムへの投資保護

	
サーバー・ハードウェアは最終的には使用されなくなりますが、1つのシステムから別のシステムへの切り替えが困難な場合があります。このようなレガシー・システムで提供されていたサービスを提供し続けるには、これを最新のハードウェア上で仮想マシンとして実行することで、レガシー・システム自体が同じレガシー・ハードウェアで動作しているかのように引き続き動作させることができます。アプリケーションの観点からは何も変更されていません。実際、そのパフォーマンスは、より新しい基礎となるハードウェアから、十分な恩恵を受けることになります。これによって組織は、ハードウェアの問題、特にレガシー・ハードウェアのメーカーがもう存在しないか、故障した機器を修理できない状況について気にすることなく、新しいプロセスに移行する時間が得られます。
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この章では、Oracle VM、そのコンポーネント、アーキテクチャおよびデプロイメント・オプションの概要について説明します。











2.1 Oracle VMの概要








	2.1.1 Xen(tm)テクノロジ
	2.1.2 Oracle VM Server for SPARC





Oracle VMは、仮想化テクノロジの最新の利点をすべて持つ環境を完備したプラットフォームです。Oracle VMを使用すると、サポートされている仮想化環境に、オペレーティング・システムおよびアプリケーション・ソフトウェアをデプロイできます。Oracle VMは、基礎となる仮想化テクノロジからユーザーと管理者を隔離して、毎日の操作が目標指向GUIインタフェースを使用して実行されるようにします。図2.1「Oracle VMのアーキテクチャ」に、Oracle VMのコンポーネントを示します。


図2.1 Oracle VMのアーキテクチャ


[image: Oracle VMのアーキテクチャ。あるコンピュータ上にあるOracle VM Managerのユーザー・インタフェース、管理サーバーおよびデータベースを示しています。また、別のコンピュータ上にあるOracle VM Server、ハイパーバイザおよびホスト・コンピュータ・ハードウェアも示しています。]









	
Oracle VM Manager: Oracle VM Server、仮想マシンおよびリソースを管理するために使用されます。これは、アプリケーション開発フレームワーク(ADF)・アプリケーションなどの多くのサブコンポーネントで構成されており、使い慣れたWebベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース、および外部スクリプトまたはコマンド・シーケンスの手動実行のいずれかによってコマンド・ラインからインフラストラクチャを直接管理できるコマンドライン・インタフェース(CLI)を提供します。

Oracle VM Managerは、Oracle Linuxで動作するOracle WebLogic Serverアプリケーションです。これはスタンドアロン・コンピュータ、または、Oracle VM Serverのインスタンスで動作する仮想マシンの一部の場合があります。

Oracle VM ManagerはOracle VMインフラストラクチャ内での構成アクションの重要なコンポーネントですが、Oracle VM Managerが停止したとしても仮想環境は正常に機能し続けることができます。これには、仮想マシンの高可用性を維持する機能およびライブ・マイグレーションを実行する機能が含まれます。


	
Oracle VM Server: 仮想マシンを実行するための軽量でセキュアなサーバー・プラットフォームを提供する、管理された仮想化環境。少なくとも1つのOracle VM Serverが必要ですが、クラスタリングを利用する場合は複数必要です。

Oracle VM Serverは、ベア・メタル・コンピュータにインストールされ、Oracle VM Agentとの通信を管理するためのOracle VM Agentが含まれています。Dom0は、ハードウェアおよびデバイス・ドライバにアクセスできる管理または制御ドメインであるドメイン・ゼロの省略形です。DomUは、ハードウェアまたはデバイス・ドライバに直接アクセスする権限を持たないドメインです。ユーザー・ドメイン(domU)は、dom0によってOracle VM Serverで起動され、管理されます。


注意

この用語の一部は、x86またはSPARCベースの環境で作業しているかによって変わる場合があります。可能な場合、このドキュメントでは、別の用語が使用されています。



x86ベースのシステムでは、Oracle VM Serverは基盤となるXenハイパーバイザ・テクノロジの更新されたバージョンに基づており、これにはOracle VM Agentが付属しています。また、様々なデバイス、ファイル・システムおよびソフトウェアRAIDボリューム管理をサポートするLinuxカーネルも含まれています。Linuxカーネルはdom0として動作して、1つ以上のdomU仮想マシンを管理します(各仮想マシンは、Linux、Oracle SolarisまたはMicrosoft Windows(tm)です)。

一方、Oracle VM Server for SPARCは、Oracle VM Agent for SPARCと一緒に、SPARCファームウェアに含まれているハイパーバイザを利用します。通常、デフォルトのOracle Solarisオペレーティング・システムがプライマリ・ドメインとして動作するようになります(これはx86システムでのdom0と同等です)。プライマリ・ドメインが決まると、プライマリ・ドメインは、異なるバージョンのOracle Solarisオペレーティング・システムが実行している別のドメインの作成および管理に使用することができます。










2.1.1 Xen(tm)テクノロジ







Oracle VMは、x86サーバーで実行している場合は、Xenハイパーバイザを利用して、Xenテクノロジを使用します。 Xenハイパーバイザは、x86互換コンピュータ向けの小型で軽量のベア・メタル・ハイパーバイザです。Xenハイパーバイザは、1台のホスト・コンピュータで複数の仮想マシンを安全に実行します。各仮想マシンは、ほぼネイティブ・パフォーマンスの独自のゲスト・オペレーティング・システムを使用します。Xenハイパーバイザはケンブリッジ大学の研究者によって作成され、Linuxカーネルの作業から派生したものです。







2.1.2 Oracle VM Server for SPARC







SPARCシステムでは、SPARCハイパーバイザがSPARCファームウェアに組み込まれており、通常、Logical Domains Manager (LDOM)と呼ばれています。Xenハイパーバイザと同様に、個々の仮想マシンは単一のコンピュータ上で安全に実行され、それぞれが所有するゲストOracle Solarisオペレーティング・システムを実行します。SPARCハイパーバイザは、SPARCハードウェアの特性と設計により、Xenハイパーバイザよりも幅広い仮想化機能を持っています。













2.2 Oracle VMの機能








この項では、Oracle VM Server、仮想マシン、記憶域リポジトリ、ネットワークおよびリソースの管理に使用されるOracle VM Manager機能の概要を示します。Oracle VM Managerは、次の主な機能を提供します。


	
物理的なOracle VM Serverを管理し、物理ハードウェアの再起動や再検出などを行うことができます。


	
サーバー・プールを作成し、構成します。


	
NICポート・ボンディングの使用やVLANネットワークの構成などによって、Oracle VM Server論理ネットワークを作成し、管理します。


	
記憶域リポジトリを構成し、管理します。


	
ISOファイル、仮想マシン・テンプレート、仮想マシン・イメージ、仮想マシン・アセンブリなどのリソースを管理します。


	
仮想マシンを管理します。これには、インストール・メディアまたはテンプレートのいずれかからの仮想マシンの作成、起動、ログイン、停止、仮想マシンの削除が含まれます。


	
仮想マシンをインポート、クローニングおよび移行します。


	
サーバー・プールで仮想マシンのロード・バランシングを実行します。


	
Oracle VM環境でジョブを管理します。


	
高可用性、分散リソース・スケジューリング、分散電源管理などのポリシーを管理します。
















2.3 Oracle VMの統合サポート







Oracleは、スタック全体にテクノロジを提供するエンタープライズ・アプリケーション、オペレーティング・システム、およびハードウェアのベンダーとして、仮想化市場で独自の位置を占めています。スタック全体を所有することには、次のような様々な利点があります。


	
すべてのコンポーネントの統合および集中管理


	
Oracle VMテンプレート使用による、Oracleテクノロジの事前パッケージ化と配布が可能


	
アプリケーションからハードウェアまで、テクノロジ・スタック全体にわたる統合エンタープライズ・サポート






Oracle VMサポートは、アプリケーションからディスクまでエンドツーエンドの単一のベンダー・サポート・ソリューションを提供する、Oracleのエンタープライズ・サポート・パッケージのアドオン・コンポーネントです。1つのサポート・コールでOracleスタック全体に対応し、問題解決を迅速化します。Oracleサポートを使用して、スタック間での共同作業が必要な問題の場合にOracleサポート・サービス・リクエスト(SR)をサポート・チームの間で移すことができます。たとえば、アプリケーションの問題のためにサービス・リクエストを開き、その根本原因が仮想化レイヤーにある場合、サービス・リクエストはアプリケーション・チームと仮想化チームの間で移されます。











2.4 用語
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この項では、このガイドを通して使用される用語およびOracle VMで使用される用語の定義について説明します。





2.4.1 ハイパーバイザ








各Oracle VM Serverに存在するハイパーバイザは、フットプリントが非常に小さい仮想マシン・マネージャおよびスケジューラです。システムで唯一完全な権限を持つエンティティとなるように設計されています。CPUとメモリーの使用量、権限の確認、ハードウェア割込みなど、システムの最も基本的なリソースのみを制御します。


注意

SPARCベースのシステムでは、ハイパーバイザがすでにファームウェアに組み込まれています。Oracle VM Server for SPARCがインストールされていない場合には、デフォルトのオペレーティング・システムがハイパーバイザの最上部で透過的に実行されます。Oracle VM Server for SPARCがインストールされている場合には、デフォルトのオペレーティング・システムがプライマリ・ドメインになり、ハイパーバイザによる他のドメインへのリソースとハードウェアの割当てを管理するためのツールがプライマリ・ドメインに提供されます。詳細は2.4.2項「ドメイン、ゲストおよび仮想マシン」を参照してください。









2.4.2 ドメイン、ゲストおよび仮想マシン








ドメイン、ゲストおよび仮想マシンは、ほぼ同じ意味に使用されていますが、若干の違いがあります。ドメインは、構成可能な一連のリソースで、メモリー、仮想CPU、仮想マシンを実行するネットワーク・デバイスおよびディスク・デバイスを含みます。ドメインには、仮想リソースが提供され、他のドメインまたはホスト・サーバー自体とは独立して起動、停止および再起動することができます。ゲストは、ドメイン内で実行される仮想化されたオペレーティング・システムです。ゲスト・オペレーティング・システムは、準仮想化またはハードウェア仮想化がなされています。同じOracle VM Serverで複数のゲストを実行できます。仮想マシンは、ゲスト・オペレーティング・システムとそれに関連するアプリケーション・ソフトウェアです。仮想化モードの詳細は、7.2項「仮想化モード(ドメイン・タイプ)」を参照してください。







2.4.3 管理ドメイン(dom0)








Oracle VM Server環境のハードウェア検出の役割のほとんどは、ドメイン0(dom0)と呼ばれる管理ドメインに渡されます。x86ベースのサーバーでは、dom0カーネルは、様々なデバイス、ファイル・システムおよびソフトウェアRAIDとボリューム管理をサポートするフットプリントの小さいLinuxカーネルです。Oracle VM Serverにおけるdom0の役割は、多くのシステム・ハードウェアへのアクセスを可能にし、ゲスト・オペレーティング・システムを作成、破棄、管理し、これらのゲストに対して共通の仮想ハードウェアを使用可能にすることです。

SPARCベースのサーバーでは、Logical Domains Managerがインストールされるときに、管理ドメイン(通常プライマリ・ドメインと呼ばれる)が作成されます。論理ドメインとして構成されていない既存のサーバーにインストールされると、現行のオペレーティング・システムがプライマリ・ドメインのステータスに自動的に昇格します。プライマリ・ドメインはOracle Solarisカーネルを実行して、他のすべてのドメインの作成および管理を行います。これは、仮想化されたハードウェア・リソースへのアクセスも提供します。

Oracle VM Server for SPARCを実行しているシステムの場合、「管理ドメイン」および「ゲスト・ドメイン」の他に、2.4.4項「ドメイン(domU)」で説明している「ユーザー・ドメイン」のように、管理ドメインと一緒に実行できる多様なドメイン・タイプがあります。たとえば、ネットワーク・スイッチおよび仮想ディスク・サーバーとして動作することができる「サービス・ドメイン」を設定できます。Oracle VM Managerを使用して、これらのすべてのドメイン・タイプを構成できるわけではありません。







2.4.4 ドメイン(domU)








各ゲスト・オペレーティング・システムには、「ユーザー・ドメイン」と呼ばれるこのシステムの管理ドメインがあり、「domU」と省略されます。このドメインは、ハードウェアまたはデバイス・ドライバに直接アクセスする権限を持たないドメインです。各domUは、Oracle VM Server上で実行しているdom0と一緒に起動されます。


注意

Oracle VM Server for SPARCでは、通常、これらのドメインは「ゲスト・ドメイン」と呼ばれます。









2.4.5 記憶域および記憶域リポジトリ








記憶域リポジトリは、仮想マシンを構築する様々なリソースが保存される中央の場所です。これらのリソースには、テンプレート、ISOファイル、VMファイルなどが含まれます。物理サーバーが故障した場合に備えて、環境内の利用可能なディスク領域の使用量が最適化され、仮想マシンの再割当てを簡単に行えるように、Oracle VM Serverには記憶域リポジトリへの共有アクセス権があります。


ただし、Oracle VM内の記憶域はリポジトリ以上であり、クラスタ化サーバー・プール用のサーバー・プール・ファイル・システム、物理ディスクまたはLUN(ストレージ・アレイ内)、ローカル物理ディスク(Oracle VM Server上)も含まれます。これらの記憶域要素はすべて様々な方法で使用され、Oracle VM Managerで集中管理されます。







2.4.6 サーバー・プール








Oracle VM Serverが1つだけである場合でも、サーバー・プールはOracle VMの必須エンティティです。実際には、複数のOracle VM Serverによって1つのサーバー・プールが形成され、Oracle VM環境に1つ以上のサーバー・プールが含まれる場合があります。通常、サーバー・プールはクラスタ化されますが、クラスタ化されていないサーバー・プールも可能です。

サーバー・プールはストレージ・リポジトリへの共有アクセスが可能で、サーバー・プール・ファイル・システムの重要なクラスタ情報を交換し、格納します。サーバー・プールでは、Oracle VM Managerとの通信を集中的に行うマスター・サーバーが選択されます。サーバー・プールの他のメンバーは、必要に応じてマスターのロールを引き継ぐことができます。サーバーで障害が発生した場合でも、サーバー・プールには、その仮想IPアドレスでアクセスできます(仮想IPアドレスはプール内のすべてのサーバーで共有されます)。

クラスタ化されたサーバー・プール内では、ロード・バランシングまたはスケジュールされたメンテナンスのために、仮想マシンのライブ・マイグレーションが可能です。プール・メンバーがなんらかの理由で消失した場合、必要なリソースはすべて共有記憶域で使用可能であるため、その仮想マシンをリカバリして別のOracle VM Serverで起動することができます。







2.4.7 ネットワーク








Oracle VM環境のネットワーク・インフラストラクチャは、Oracle VM Server間、Oracle VM ServerとOracle VM Manager間、およびOracle VM Serverとそれらの記憶域サブシステム間の接続に加えて、環境内にデプロイされている仮想マシン間の通信および仮想マシンと外部のプライベートまたはパブリック・ネットワーク間の通信で構成されます。これらのネットワーク接続では、Oracle VMによってサポートされる機能(ネットワーク化されたファイル・システム、クラスタリング、冗長性とロード・バランシング、ブリッジングおよび仮想LAN (VLAN)のサポートなど)を利用できます。

物理ネットワークとは、Oracle VM ManagerとすべてのOracle VM Serverの物理接続の集合、および宛先に情報を届けるスイッチおよびルーターです。Oracle VMの論理ネットワークはこれらの物理接続上に構築されます。Oracle VMネットワークを作成する場合は、1組の論理イーサネット・ネットワークに使用可能なネットワーク・ポートをマップします。これにより、仮想マシンが実行されている実際のサーバーに関係なく、個々の仮想マシンのネットワーク環境が一定になります。これにより、仮想マシンのネットワークに影響を与えることなく、サーバー・プール内での仮想マシンのサーバー間の移行が簡単にできます。このマッピングはOracle VM Managerで実行します。

Oracle VMのネットワークでは1つ以上のネットワーク機能を実行できます。Oracle VMのネットワーク機能には、サーバー管理、ライブ・マイグレーション、クラスタ・ハートビート、仮想マシンおよび記憶域があります。機能は組み合せたり、複数の異なるネットワーク上で使用することができ、設計上の要件は使用可能な物理ネットワーク・インフラストラクチャ(各サーバーのNICの数、ネットワーク・トラフィック、システム内のアプリケーションの動作など)によって異なります。







2.4.8 ジョブとイベント








ジョブは、通常はユーザー処理によってトリガーされる一連の操作です。サーバーの検出、リポジトリの提示、VMの作成などがあります。これらのジョブはOracle VM Managerユーザー・インタフェース下部の「Jobs Summary」ペインに表示され、そのステータスは進捗状況に従ってリフレッシュされます。ジョブには、特定のユーザー・アクションによるものではなく、更新版のYUMリポジトリの確認など、再帰的なシステム操作によるものがあります。環境内のすべてのジョブの履歴は、ジョブ・リストの表示およびフィルタ処理と、各ジョブの詳細(ステータス、実行タイム・スタンプ、ジョブなどの一部として実行される操作など)の表示が可能な「Jobs」タブで確認できます。

ジョブはシーケンシャルで処理され、完了するのに時間がかかる場合があるので、「Jobs」タブでジョブのステータスを追跡することで、システムが現在実行しているアクション、および現在実行しているジョブが完了した後で実行されるアクションを認識できます。「Jobs」によって、操作の失敗をデバッグするのに役に立つシステム・メッセージにアクセスできます。

イベントもユーザー処理に関連することがありますが、ユーザー視点での主な機能は、今後の参考のために「オブジェクト」のステータス情報を登録したり、問題のトレースをより簡単にすることです。イベントはOracle VM Managerユーザー・インタフェースの「Servers and VMs」、「Repositories」および「Storage」の各タブに表示されますが、イベントのリストはナビゲーション・ペインのツリー・ビューで選択されているオブジェクトによって異なります。たとえば、VMのイベント・リストでは、作成された時期、起動および停止されたポイント、移行された時期などが表示されます。同じツリー・ビューでサーバーまたはサーバー・プールを選択すると、特定のオブジェクトに関連する別のタイプのイベントが表示されます。イベントにはステータスはなく重大度レベルがあり、大部分のイベントは情報レベルに該当しますが、注意が必要な警告やエラーなどの状況である場合もあります。エラーをクリアするには、エラー・イベントを確認する必要があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。

イベントはシステムの状態の変化を表しますが、ジョブに関連しない場合があります。たとえば、イベントは、サーバーのクラッシュや記憶域の切断などの環境内の変化によってトリガーされる場合があります。そのため、イベントは、管理者の注意を必要とする潜在的な問題を管理者に警告するために使用されます。













2.5 サーバーおよびサーバー・プール








Oracle VM環境は、単一のOracle VM Managerによって制御される、拡張可能な一連のOracle VM Serverで構築されます。Oracle VM Managerは、物理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャの両方に関するすべての情報を含むデータベースを実行します。また、環境全体の構成および管理に使用されるWebブラウザ・インタフェースをホストします。Oracle VM ManagerとOracle VM Server間の通信は、サーバー上およびサーバーを介した操作を実行するために、環境内のすべてのサーバーに存在するOracle VM Agentを介して中継されます。

Oracle VM Serverは、Oracle VM Managerによって、IPアドレスまたはホスト名に基づいて検出されます。容量の拡大が必要になったときにはいつでも追加サーバーをインストールして検出できます。Oracle VM Serverは、ホストする仮想マシンに計算機能(CPUおよびRAM)を提供します。また、アタッチされているファイルベースおよびブロックベースの共有記憶域(データ・センターの他のハードウェアが提供)への接続に使用される記憶域プラグインをホストします。詳細は、この章の2.6項「記憶域」および第4章「記憶域の管理」を参照してください。


Oracle VM Serverはサーバー・プールのメンバーです。サーバー・プールは仮想IPアドレスを使用して、Oracle VM Managerとの通信を処理する1台のマスター・サーバーを選択します。マスター・サーバーが停止した場合、プール内の別のサーバーがマスター機能をすぐに引き継ぐため、サーバー・プールでは、仮想IPアドレスは使用可能なままとなります。障害が発生したサーバーで実行されている仮想マシンは、プール内の別のサーバーでリストアすることができます。これは、サーバー・プールのすべてのメンバーが、仮想マシン構成、ディスク、テンプレートなどが格納されている同じ共有記憶域にアクセスできるためです。


クラスタ化されたサーバー・プール(標準的な構成)では、それらがホストする仮想マシンで高可用性が有効になります。クラスタ化されたサーバー・プール内のサーバーが使用不能になると、そのサーバーがホストしていた仮想マシンは、プール内の別のサーバーの1つを使用して使用可能になります。クラスタ化されたサーバー・プールは、クラスタのハートビート機能、構成およびその他のクラスタリング情報を取得するために共有ocfs2プール・ファイル・システムを使用します。クラスタリングおよびocfs2によって、ブロックベースの共有記憶域へのアクセス、フェイルオーバーのポリシー、ロード・バランシング、電源管理などの重要な拡張機能が有効になります。サーバー・プール、クラスタリングおよびocfs2の詳細は、第6章「サーバー・プールおよびOracle VM Serverの管理」を参照してください。

Oracle VM環境は、いくつかのサーバー・プールで構成できます。設計上の要件では、データ・センターと同様、リソースをグループに分割し、それらを分離して別のユーザー(部門、チーム、管理者、顧客など)に割り当てるほうが適している場合があります。











2.6 記憶域








	2.6.1 Oracle VMが記憶域に接続する方法
	2.6.2 記憶域要素の使用方法




Oracle VM記憶域のすべての側面について説明するには、記憶域機能のプロビジョニングと使用の両方の側面について説明する必要があります。以降の項で、次の2つの重要な質問に対する答えについて説明します。


	
Oracle VMはどのようにして記憶域に接続するか


	
Oracle VM 環境で利用可能な記憶域要素はどれか。










2.6.1 Oracle VMが記憶域に接続する方法








Oracle VMは、Oracle Storage Connectプラグインを介して記憶域に接続されます。Storage Connectプラグインは、パッケージ化されてRPMパッケージとして分散され、Oracle VM Serverにデプロイされます。これらは、ブロックベースの任意の記憶域に対するストレージ・アレイ・プラグインと、ネットワーク・ファイル・システムベースの任意の記憶域に対するファイル・システム・プラグインの2つの主なカテゴリに分類されます。


どちらのカテゴリにも汎用プラグインが含まれます。NFS記憶域、iSCSIまたはファイバ・チャネルSANおよびローカル記憶域を検出、登録および使用するための標準機能が提供されます。Oracle VMでサポートされる記憶域のタイプの詳細は、4.2項「記憶域型」を参照してください。汎用プラグインで許可される標準操作は、Oracle VM Serverに提供される記憶域要素を検出して使用できるという点でパッシブです。汎用プラグインでは、記憶域ハードウェア上の対話型管理操作は利用できません。


また、オラクル社では、記憶域パートナと連携し、記憶域ハードウェア・ベンダーに呼びかけて特定のハードウェア用のOracle Storage Connectプラグインを開発しています。これらのベンダー固有のプラグインは記憶域ハードウェアの特定のブランドまたは製品ラインでのみ使用できますが、汎用プラグインと比較して、Oracle VM Managerで実行可能な操作が追加されています。たとえば、汎用ストレージ・アレイ・プラグインは記憶域ホストのLUNのみを検出し、記憶域要素にアクセスできるサーバーを定義するアクセス・グループを1つだけ所有します。一方、ベンダー固有のストレージ・アレイ・プラグインはLUNの作成や変更などの対話型の操作を実行でき、様々なアクセス・グループを構成してより詳細な記憶域アクセス管理を実行できます。Oracle Storage Connectプラグインの詳細は、4.3項「Storage Connectプラグイン」を参照してください。


プラグインを使用することの主な利点は次のとおりです。


	
柔軟性。既存の記憶域インフラストラクチャを使用および統合し、ファイルベースまたはブロックベースのソリューションを選択し、テスト用またはあまり重要でない仮想マシンのローカル記憶域を使用します。選択した使用可能なハードウェアまたは新しいハードウェアに応じて、汎用プラグインまたはベンダー固有のプラグインを使用します。


	
スケーラビリティ。必要な記憶域の増加に合わせて、希望の記憶域プロバイダを追加し、それらをサーバー・プールに提示します。より大きな記憶域の要件が一時的なものである場合は、記憶域の量を再度削減します。要件およびプリファレンスに従って、冗長性とマルチパス機能を備えた記憶域をプロビジョニングします。


	
拡張性。記憶域をアップグレードする場合は、ベンダー固有のプラグインの追加機能について考慮してください。Oracle Storage Connectプラグインが有効なハードウェアを選択する場合は、RPMについて製造業者に問い合せ、この記憶域ハードウェアへのアクセス権を持つOracle VM Serverにプラグインをインストールします。












2.6.2 記憶域要素の使用方法








Oracle VMでは、仮想マシンの作成および管理に不可欠な環境リソースを格納するための場所が常に必要となります。こういったリソースには、VMテンプレートおよびアセンブリ、ISOファイル(仮想DVDイメージ)、VM構成ファイル、およびVM仮想ディスクがあります。このようなリソースのグループが格納される場所を記憶域リポジトリといいます。記憶域リポジトリを、これらのリソースへのアクセス権が必要なOracle VM Server(通常はサーバー・プール内のすべてのサーバー)に提示します。

記憶域リポジトリは、NFSファイル・システムまたはストレージ・アレイの物理ディスク(LUN)に構成できます。ただし、物理ディスク上の記憶域リポジトリでは、そのリポジトリへのアクセス権を持つサーバーは、クラスタ化されたサーバー・プールのメンバーである必要があります。クラスタ化されていないサーバー・プールの場合は、ファイル・サーバーの記憶域のみが使用可能です。記憶域リポジトリの使用方法の詳細は、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。


クラスタリングでは、環境に別の記憶域要素(サーバー・プール・ファイル・システム)が追加されます。サーバー・プールの作成時、その新しいサーバー・プールに指定されたサーバー・プール・ファイル・システムは、そのファイル・システムがNFS共有、FC LUNまたはiSCSI LUNとしてOracle VM Serverによってアクセスされるかどうかにかかわらず、OCFS2ファイル・システムとしてアクセスされ、フォーマットされます。このフォーマットによって、グローバル・ディスク・ハートビートの領域を含め、ファイル・システムにいくつかの管理領域が作成されます。サーバー・プール・ファイル・システムは、クラスタリングおよびOracle VM環境の高可用性構成で重要な役割を果たします。サーバー・プールのクラスタリングの詳細は、6.2項「サーバー・プール・クラスタ」を参照してください。

最も具体的でOracle VMのすべてのユーザーから参照できる記憶域要素は、仮想マシン・ディスクです。VMディスクは、記憶域リポジトリのディスク・イメージ・ファイルまたはRAW物理ディスクのいずれかです。物理ディスク(LUN)が使用されている場合、物理マシンと同じ方法で直接VMにアタッチされます。仮想マシンの操作の詳細は、第7章「仮想マシンの管理」を参照してください。また、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverから共有アクセスされる記憶域の場所にあるVMディスクの可用性は、VM高可用性にとって不可欠です。













2.7 ネットワーク








Oracle VM環境のネットワーク・インフラストラクチャは、Oracle VM Server間、Oracle VM ServerとOracle VM Manager間、およびOracle VM Serverとそれらの記憶域サブシステム間の接続に加えて、環境内にデプロイされている仮想マシン間の通信および仮想マシンと外部のプライベートまたはパブリック・ネットワーク間の通信で構成されます。

これらのネットワーク接続では、Oracle VMによってサポートされる機能(ネットワーク化されたファイル・システム、クラスタリング、冗長性とロード・バランシング、ブリッジングおよび仮想LAN (VLAN)のサポートなど)を利用できます。


Oracle VM Managerのネットワーク構成とは、1組の論理イーサネット・ネットワークへの使用可能なネットワーク・インタフェースのマッピングです。物理ネットワークとは、Oracle VM ManagerとすべてのOracle VM Serverの物理接続の集合、および宛先に情報を届けるスイッチおよびルーターです。Oracle VMの論理ネットワークはこれらの物理接続上に構築されます。Oracle VM Managerで論理ネットワークを定義する前に、VLANやサブネット使用など、使用する物理ネットワーク構成を確認する必要があります。また、Oracle VM Serverが利用できるネットワーク・インタフェースの数も考慮します。単一のOracle VM Serverで必要なポートの推奨される最小数は2つですが、テストまたはデモンストレーション用には1つで十分です。Oracle VM Server上に3つ以上のポートがある環境では、より多くの冗長性またはトラフィック分離を設計できます。


Oracle VMは、様々なネットワーク機能(サーバー管理、ライブ・マイグレーション、クラスタ・ハードビート、仮想マシンおよび記憶域)を識別します。すべてのネットワーク機能は、専用または共有物理ネットワーク上のいずれかで使用できます(仮想マシンのイントラ・サーバー・ネットワークを除く)。たとえば、物理ネットワークを仮想マシンまたは記憶域のみに割り当てることも、すべてのネットワーク機能に割り当てることもできます。ネットワーク機能の詳細は、5.2項「ネットワークの使用」を参照してください。

物理ネットワーク環境を確認し、論理的な配分を決定してこれらの物理オブジェクトをグループ化したら、Oracle VM Managerで論理構成を作成してネットワーク設計を実装します。これらの論理構成には、ネットワーク・ボンド、VLANグループ、ネットワークおよびブリッジが含まれます。ネットワーク設計にインタフェース・ボンディング(2つのポートの集約)を含める場合は、最初にこれらのネットワーク・ボンドを作成します。複数のVLANからのトラフィックで同じボンドの使用が許可されている場合、これらのボンドはVLANとともに使用されることがあります。ネットワーク環境がVLANで構成される場合、次の手順でVLANグループを作成し、各Oracle VM ServerのどのポートまたはボンドでどのVLANからのトラフィックを受け入れるかを決定します。

使用可能なネットワーク・ビルディング・ブロックおよび必要なネットワーク機能を十分に評価してから、次のいずれかのタイプを選択して必要な論理ネットワークを作成します。


	
ボンドおよびポートを使用したネットワーク


	
VLANのみを使用したネットワーク


	
ボンド、ポートおよびVLANインタフェースに接続するハイブリッド・ネットワーク


	
単一サーバーの論理ネットワーク(イントラ・サーバーVMネットワーク)






詳細は、5.3項「ネットワーク環境の構築」およびこの章の以降の項を参照してください。











2.8 高可用性、ロード・バランシングおよび電源管理








Oracle VMには、高可用性(HA)機能が組み込まれています。環境に存在するOracle VM Managerは1つだけですが、重要な情報は管理対象の複数のサーバーに分散されるため、障害発生時にOracle VM Managerとそのインフラストラクチャ・データベースを再構築することができます。仮想マシンのHAでは、Oracle VM Serverをクラスタ化できるので、1台のサーバーで障害が発生した場合、すべての仮想マシンのデータはOracle VM Serverに直接格納されているのではなく共有記憶域に格納されているため、仮想マシンは自動的に別のサーバーに移行できます。予想可能な障害またはスケジュールされたメンテナンスが発生した場合、仮想マシンは、ライブ・マイグレーションを使用してサーバー・プールの他のメンバーに移動されます。

また、Oracle VMではHAネットワークおよび記憶域がサポートされますが、これらの構成はシステム管理者によってOracle VM Managerの外(RAID、マルチパスなど)に実装される必要があります。

クラスタ化されたサーバー・プールでは、動的電源管理(DPM)と動的リソース・スケジューラ(DRS)と呼ばれる高度な管理ポリシーもサポートされます。DPMは、電源を節約するために、サーバー・プール・メンバーの使用を最適化するポリシーです。DPMが有効になっている場合、ポリシーは利用中のOracle VM Serverを定期的に検索し、そのサーバーからプール内の別のサーバーへの仮想マシンのライブ・マイグレーションを実行します。ライブ・マイグレーションが完了すると、サーバーは停止し、電源が節約されます。反対に、サーバーが過負荷状態になった場合、ポリシーはビジー状態のサーバーから仮想マシンの負荷を軽減するために別のサーバーを検索します。電源の入った他のOracle VM Serverがどれも使用可能でない場合、ポリシーはWake-On-LAN機能を使用して電源が停止状態のサーバーを起動し、仮想マシンのライブ・マイグレーションを開始して全体的な負荷のバランスをとります。DPMに追加されたすべてのサーバーで、専用の管理ネットワークに接続する物理ネットワーク・インタフェースに対して、BIOSのWake-On-LANが有効になっている必要があります。動的リソース・スケジューラ(DRS)はDPMと同じ基礎コードを使用します。相違点は、DRSでは、CPUとネットワーク使用量のしきい値を上回るサーバーのみが対象となり、サーバーから仮想マシンを移動する処理のみが実行されることです。これらのしきい値はDRSポリシー(指定された間隔で実行され、サンプル期間にCPUとネットワーク使用量を監視)で設定できます。計算された平均負荷がしきい値と比較され、移行を実行する必要があるかどうかが決定されます。











2.9 仮想マシン








仮想マシン(VM)は、関連付けられたソフトウェアとアプリケーションを持つ仮想化されたオペレーティング・システムとして定義できます。3つのいずれかの仮想化モード(ドメイン・タイプ)で実行されます。


	
ハードウェア仮想化(HVM)。未修正のゲスト・オペレーティング・システムは完全に分離して実行されます。命令は、ハードウェア・レベル(Intel® VT-x/VT-iおよびAMD-V(tm))でトラップおよびエミュレートされ、ゲスト修正に対するオーバーヘッドが制限されます。


	
準仮想化(PVM)。基礎となるハードウェアに類似の(同一ではない)ソフトウェア・インタフェースがゲスト・オペレーティング・システムに表示されます。準仮想化によってゲストの手順にフックが提供されるため、ハードウェアに関連するタスク(ネットワーク・リソース、ブロックおよび基礎となるファイルへのアクセスなど)は、仮想マシンではなく管理ドメインによって処理され、パフォーマンスが大幅に向上します。その結果、PVMによって、その相手方のHVMでは優れたパフォーマンスが実現します。準仮想化では、仮想環境が認識されるように、ゲスト・カーネルがPVMドライバをサポートし、ロードする必要があります。


	
準仮想化ドライバを使用したハードウェア仮想化(PVHVM)。HVMに似ていますが、管理ドメイン内でI/O関連のプロセスを直接処理できる多くの準仮想化ドライバを使用して、VMパフォーマンスを向上させます。これは、別の方法で、準仮想化の利点をハードウェア仮想化ゲストに提供します。このドメイン・タイプは、通常、制限されたパフォーマンスでMicrosoft Windows(tm)ゲストを実行する場合に使用されます。






仮想マシンは様々なタイプのリソースから作成可能であり、事前構成された仮想マシンを含むテンプレートやアセンブリから作成する方法、またはインストールDVDのISOファイル(イメージ)を使用して最初から作成する方法があります。PXEを介したVM起動またはPVMゲストのネットワーク起動も可能です。


テンプレートからのVMの作成はクローニングに基づいており、テンプレートはアーカイブとしてインポートされ、解凍されてそのディスクのイメージと一緒にVM構成ファイルとして格納されます(新しいインスタンスを作成するためにVM形式でクローニングされます)。同様に、既存のVMをクローニングして、新しいVMおよび新しいテンプレートを作成することができます。クローニングの詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。

アセンブリは、仮想マシンのグループのテンプレート(複数のVMテンプレートの集まり)と言えます。Oracle VM Managerのユーザー・インタフェースでは、テンプレートおよびアセンブリは記憶域リポジトリの様々なタブに表示されますが、そのVM構成ファイルおよびディスク・イメージは、他の仮想マシンやテンプレートのVM構成ファイルおよびディスク・イメージと同じ場所に格納されます。

仮想DVD(イメージ・ファイル、ISO)からのVMの作成は仮想化モードによって異なります。HVMでは、イメージで提供される標準インストーラが使用されるので、PVドライバを使用する必要はありません。インストーラを即時に変更できるようにイメージを展開する必要があり、そうすることで、Oracle VM ServerがPVドライバを使用できるようになります。HVMゲストを作成する場合は、新しいVMが仮想DVDからすぐにブートされるように、記憶域リポジトリに配置されているISOファイルを割り当てることができます。一方、PVMゲストは、何もないところからDVDによるブートは実行できないため、リモートからマウントされるISOファイルにNFS、HTTPまたはFTPを介してアクセスし、そのファイルを使用します。

この項および2.6項「記憶域」で説明したとおり、仮想マシン・リソースは記憶域リポジトリに格納されます。記憶域リポジトリのコンテンツと構造の詳細は、7.5項「仮想マシン・リソース」を参照してください。


VMを実行すると、VNCコンソールを介してアクセスすることができ、VMを通常のPCとして使用できます。7.10項「仮想マシンの管理」で説明するとおり、VM上のすべての操作はOracle VM Managerを介して実行されます。











2.10 デプロイ・オプション   







この項では、Oracle VMのデプロイ・オプションの概要を示します。


図2.2 Oracle VMディプロイメント


[image: この図は、Oracle VMの配置ビューを示しています。この図では、1つのOracle VM Managerホストが2つのサーバー・プールに接続しています。サーバー・プールの配置はそれぞれ異なります。サーバー・プール1には、1つのサーバーのみが存在します。このサーバーではクラスタ機能が有効化されていないため、高可用性は提供できません。このプールにサーバーが追加された場合、アタッチされた共有記憶域を利用でき、仮想マシンを作成するとその共有場所にリソースを格納できます。ローカル記憶域を使用する場合、すべての仮想マシンおよびリソースはその単一のサーバーに関連付けられ、別のサーバーと共有したり別のサーバーへ移行することはできません。サーバーがクラッシュした場合は、仮想マシンおよびリソースは使用不能またはリカバリ不能になります。サーバー・プール2には、一連のサーバーがクラスタとして構成されており、サーバー・プール・ファイル・システムを使用して重要な環境情報が格納されています。このプールのサーバーは仮想IPを共有するため、1つ以上のサーバーに障害が発生した場合でもこのプールへのアクセスが可能です。クラスタ内のサーバーの1つがマスター・ロールを実行し、Oracle VM Managerと通信を行い、コマンドの実行や必要なアクションをプール内のサーバー間で分散します。このマスター・ロールは、プール内の任意のサーバーによる引継ぎやサーバーへの転送が可能です。通常、クラスタ化されたOracle VM Serverは、共有されている外部記憶域に依存するので、このサーバー・プールでは仮想マシンの高可用性が有効なため、万一のハードウェア障害または指定されたサーバーの過負荷によってVM操作に障害が発生した場合は、ユーザーに対してサービスを中断することなく、プール内の別のサーバーに操作がライブマイグレーションされます。]







図2.2「Oracle VMディプロイメント」に示すとおり、Oracle VMデプロイメントには、次のコンポーネントが含まれます。


	
Oracle VM Manager: Oracle VM Managerがインストールされているホスト・マシンは、Oracle VM Managerホストと呼ばれます。すべての仮想マシン管理タスクを実行するインタフェースが提供されます。操作コマンドは、Oracle VM Agentを介してOracle VM Serverに送信されます。


	
Oracle VM Server: Oracle VM Serverは、唯一のメンバーである場合でも、常にサーバー・プールに属している必要があります。

サーバー・プールの運用管理に必要な情報は、共有記憶域に格納されており、すべてのクラスタ・ノードに対して使用可能になっています。


	
サーバー・プール: サーバー・プールは、1つ以上のOracle VM Serverを含む独立したリージョンです。サーバー・プールは、複数の仮想マシンが存在する記憶域の統一ビューを示します。


	
記憶域: 共有記憶域リソースは、仮想マシン、外部リソースおよびその他のデータ・ファイルを格納するサーバー・プールの各Oracle VM Serverにマウントされます。仮想マシンのライブ・マイグレーションを実行するには、関連する各Oracle VM Serverに記憶域への共用アクセス権が必要です。

各種の共有記憶域の作成に関する詳細は、第4章「記憶域の管理」を参照してください。
















2.11 Oracle VMテンプレート







Oracle VMテンプレートは事前構成された自己含有型の仮想マシンで、主要なOracleテクノロジが備わっています。各Oracle VMテンプレートはOracleベスト・プラクティスを使用してパッケージ化されますが、これによってインストールおよび構成のコストの削減、リスクの軽減およびデプロイメントのタイムラインの大幅短縮を実現できます。

多くの主要Oracle製品(Oracle Linux、Oracle Solaris、Oracle Database、Fusion Middlewareなど)のOracle VMテンプレートはダウンロード可能です。

Oracle VMテンプレート・ライセンスには、製品ライセンスを購入するためのオプションとともに、無料ダウンロードおよび無料トライアル利用が含まれます。Oracle VMテンプレートには時間の制限または機能の制限がありません(つまり、Oracle VMテンプレートはフル機能で有効期限がありません)。Oracleテクノロジ・ライセンスを購入することによって、Oracle VMテンプレートの評価版から製品版に迅速に移行できます。

Oracle VMテンプレートはOracle Technology Networkからダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/templates-101937.html

すべてのOracle VMテンプレートのrootユーザーのパスワードはovsrootです。OVM_os_version_ORACLE_11Gテンプレートのoracleアカウントのパスワードはoracleです。

ダウンロードされたテンプレートを使用する前に、Oracle VM Managerにそれらをインポートする必要があります。テンプレートのインポートの詳細は、7.5.3.2項「仮想マシン・テンプレートのインポート」を参照してください。

これらのテンプレートの詳細は、次を参照してください。

http://download.oracle.com/otn_software/virtualization/README.templates











2.12 Oracle Enterprise Manager 12cを使用したOracle VMの管理







Oracle VM環境をOracle Enterprise Manager 12cを使用して管理できます。Oracle VM ManagerはOracle Enterprise Manager 12cに接続して、Oracle VMのすべての機能をOracle Enterprise Managerに公開するので、Oracle Enterprise Manager内からOracle VM環境を管理できます。Oracle Enterprise Managerは、監視やロールに基づいたアクセス制御など、Oracle VMの機能以上の拡張機能を提供します。詳細は、次の場所にあるOracle Enterprise Manager 12cのドキュメントを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_setup.htm











第3章 Oracle VM Managerの使用方法
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Oracle VM環境の管理は、Oracle VM Manager(統合データベースWebベースの管理ユーザー・インタフェースおよびコマンドライン・インタフェースも含むトランザクションベースのフレームワーク)によって提供されます。

この章では、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの使用方法について説明します。











3.1 ユーザー・インタフェースへのログイン







Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのログイン・ページを開くには、Webブラウザで次のアドレスを入力します。

https://hostname:port/ovm/console

ここで、hostnameはOracle VM Managerホストのホスト名またはIPアドレス、portはOracle VM Managerユーザー・インタフェースによってリスニングが行われているポートの番号(デフォルトでは7002)を示します。


注意

以前のバージョンのOracle VM Managerでは、暗号化されていないHTTPトラフィックがデフォルトで許可されていました。現在はデフォルトでHTTPアクセスが無効化されており、Oracle VM ManagerはSecure Sockets Layer (SSL)を使用してすべてのHTTPトラフィックを暗号化します。したがって、URIのプロトコル・セクションで常にhttpsを使用する必要があります。




重要

ファイアウォールを使用した接続を介してOracle VM Managerにアクセスしている場合は、Oracle VM Managerが接続のリスニングに使用しているポートでTCPトラフィックを許可するようにファイアウォールが構成されていることを確認する必要があります。



example.comというホストでOracle VM Managerに接続するには、次を使用します。

https://example.com:7002/ovm/console

Oracle VM Managerの管理ユーザー名を「Username」フィールドに入力します。これは、Oracle VM Managerのインストール時に作成した管理ユーザー名です。Oracle VM Managerの管理ユーザー名用のパスワードを「Password」フィールドに入力します。


重要

Oracle VM Managerユーザー・インタフェースでは、セッション・データを格納するためにクッキーを使用します。したがって、正常にログインしてOracle VM Managerユーザー・インタフェースを使用するためには、WebブラウザがOracle VM Managerホストからクッキーを受け入れる必要があります。



ログイン後、Oracle VM Serverの追加、記憶域の追加、記憶域リポジトリを作成しリソースのインポート、サーバー・プールの作成、仮想マシンの作成などを行うことができます。

ユーザー・インタフェースには、ナビゲータおよび内容ペインの選択内容に関連する、状況依存の情報が表示されます。











3.2 Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのアクセシビリティ機能








障害のあるお客様にオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメントを簡単にご利用いただけるようにする努力の一環として、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースでは、次のアクセシビリティ機能を構成できます。


	
スクリーン・リーダーのサポート


	
高コントラストのサポート


	
大きいフォントのサポート






Oracle VM Managerユーザー・インタフェースへのログイン時にこれらの機能を有効化することも、ログインしてからアクセシビリティ・オプションの設定または変更を行うこともできます。


ログイン時にアクセシビリティ・オプションを有効化するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのログイン・ページで、矢印をクリックして「Accessibility Options」を開きます。


	
次のアクセシビリティ・オプションから1つ以上のチェック・ボックスを選択します。


	
I use a screen reader


	
I use high contrast


	
I use large fonts







[image: この図は、「Accessibility Options」が表示されたログイン・ページを示しています。]









ログインしてからアクセシビリティ・オプションを設定または変更するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの右上にあるグローバル・リンクで、「Settings」をクリックします。


	
ドロップダウン・リストから、次のアクセシビリティ・オプションを選択します。


	
I use a screen reader


	
I use high contrast


	
I use large fonts







[image: この図は、アクセシビリティ・オプションが表示された「Settings」メニューを示しています。]


















3.3 HTMLアクセス・キー








マウスを使用せずにメニューにアクセスするために、HTMLアクセス・キーを使用できます。ユーザー・インタフェース項目のショートカット・キーは、項目名でショートカット・キー文字の下線として示されます(たとえば、「Servers and VMs」タブのショートカット・キーはsであり、これは次に示すようにタブのテキストで下線が引かれている文字です)。


[image: この図は、タブのショートカット・キーを示しています。「Health」タブの「a」、「Servers and VMs」タブの「s」、「Repositories」タブの「r」および「Networking」タブの「n」が示されています。]



ショートカット・キーにアクセスするには、ブラウザのHTMLアクセス・キーとアクセス・キー文字を入力します。たとえば、Microsoft Internet Explorerでショートカット・キーにアクセスするには、[Alt]とshortcut_keyを同時に押します。Webブラウザのドキュメントを参照して、ブラウザのHTMLアクセス・キーを使用するためのキーの組合せを見つけてください。











3.4 ユーザー・インタフェースの概要







Oracle VM Managerユーザー・インタフェースには、様々な機能および構成画面にアクセスするための一連のタブ、作業領域(管理ペイン)、アイコンおよびツールバーが表示されます。図3.1「Oracle VM Managerユーザー・インタフェース」に、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの主要構成要素を示します。


図3.1 Oracle VM Managerユーザー・インタフェース


[image: この図は、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースを示しています。この図の周囲のテキストは各構成要素を示しています。]

クリックするとui_overview.png画像を拡大表示します







Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの構成要素の詳細は、表3.1「Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの構成要素」を参照してください。


表3.1 Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの構成要素


	
ユーザー・インタフェースの項目

	
説明


	
グローバル・リンク

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェース全体に関連するナビゲーションおよびリソースを含みます。各グローバル・リンクの詳細は、3.5項「グローバル・リンクの使用方法」を参照してください。


	
タブ

	
使用可能なタブは、「Health」、「Servers and VMs」、「Repositories」、「Networking」、「Storage」、「Tools and Resources」、「Jobs」および「Getting Started」です。各タブの詳細は、3.6項「タブの使用方法」を参照してください。


	
ツールバー

	
タスク・アイコンのグループに簡単にアクセスできます。ツールバーのアイコンは、選択したタブに応じて変わります。ツールバーの詳細は、3.7項「ツールバーの使用方法」を参照してください。


	
ナビゲーション・ペイン

	
ナビゲーション・ツリーを含みます。


	
ナビゲーション・ツリー

	
物理コンポーネントおよび仮想コンポーネントの階層を示します。コンポーネントをクリックすると、そのデフォルト・ペインおよび関連する管理ペインが表示されます。ナビゲーション・ツリーの詳細は、3.8項「ナビゲーション・ツリーの使用方法」を参照してください。


	
管理ペイン

	
選択したタブの管理ペインを含みます。管理ペインは、選択したサブタブまたは管理ペインのツールバーのドロップダウン・リストの「Perspective」に応じて変わります。表示可能な管理ペインは、各タブで説明します。各タブに表示できるペインのリストは、3.6項「タブの使用方法」を参照してください。


	
ジョブ・サマリー・ペイン

	
「Job Summary」ペインには、「Total Jobs」、「Pending」、「In Progress」、「Failed」、「Aborted」および「Complete」といったジョブのサマリーを示します。タスクを示すダイアログ・ボックスを開くには、アイコンをクリックします。ダイアログ・ボックスでは、スプレッドシート・ファイルへのジョブのリストのエクスポート、ジョブの詳細の表示またはジョブの中断が行えます。ジョブの詳細は、3.6.7項「Jobsタブ」を参照してください。

「Job Summary」ペインには、次のようなOracle VM Managerの準備状況を示すステータス・アイコンも含まれます。


	
[image: Oracle VM Managerのステータスが準備完了であることを示すアイコン] Oracle VM Managerが正常に実行されており、操作を実行しても安全である場合は、アイコンが緑色になります。


	
[image: Oracle VM Managerのステータスが起動中/停止中であることを示すアイコン] Oracle VM Managerが起動処理中または停止処理中である場合は、アイコンが黄色になります。これらの期間中は、Oracle VM Manager内でアクションを実行することはお薦めしません。















後続の項で、各コントロール・セットおよびそれらの相互関係を詳しく説明します。











3.5 グローバル・リンクの使用方法








	3.5.1 「Help」メニュー





グローバル・リンクはすべてのページで使用できます。表3.2「グローバル・リンク項目の説明」にグローバル・リンクを示します。


表3.2 グローバル・リンク項目の説明


	
グローバル・リンク

	
説明


	
Logged in as username

	
現在ログインしているユーザーのユーザー名を表示します。


	
Logout

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースからログアウトし、Oracle VM Managerログイン画面を表示します。


	Settings	ドロップダウン・リストには、構成可能なアクセシビリティ・オプションが含まれます。「Settings」メニューの詳細は、3.2項「Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのアクセシビリティ機能」を参照してください。
	
Help

	
ドロップダウン・リストには、「Oracle VM Help」、「Getting Started」、「Oracle.com」および「About」の各メニュー項目が含まれます。「Help」メニューの詳細は、3.5.1項「Helpメニュー」を参照してください。














3.5.1 「Help」メニュー








「Help」メニューは、Oracle VM Managerオンライン・ヘルプ、オンライン・ヘルプのスタート・ガイドの章、製品リリース番号の表示およびオラクル社のホームページへの移動に使用します。表3.3「「Help」メニュー・オプション」に「Help」メニュー・オプションを示します。


表3.3 「Help」メニュー・オプション


	
「Help」メニュー・オプション

	
アイコン

	
説明


	
Oracle VM Manager Help

	
[image: オンライン・ヘルプのアイコン]

	
Oracle VM Managerオンライン・ヘルプ・システムが表示された新しいWebブラウザ・ウィンドウを開きます。


	
スタート・ガイド

	
[image: スタート・ガイドのアイコン]

	
オンライン・ヘルプ・システムの「スタート・ガイド」の章が表示された新しいWebブラウザ・ウィンドウを開きます。Oracle VM Managerを簡単に使用し始めるには、この章を参照してください。


	
Oracle.com

	
[image: Oracle.comのアイコン]

	
オラクル社のホームページが表示された新しいWebブラウザ・ウィンドウを開きます。


	
About

	
[image: Oracle.comのアイコン]

	
リリース番号を含む「About Oracle VM」ダイアログ・ボックスを表示します。





















3.6 タブの使用方法








	3.6.1 「Health」タブ
	3.6.2 「Servers and VMs」タブ
	3.6.3 「Repositories」タブ
	3.6.4 「Networking」タブ
	3.6.5 「Storage」タブ
	3.6.6 「Tools and Resources」タブ
	3.6.7 「Jobs」タブ
	3.6.8 「Getting Started」タブ





各タブは、Oracle VM Managerで実行可能な操作の様々なオブジェクトおよび機能領域を定義します。タブを選択すると、そのタブのデフォルトの管理ペインが表示されます。管理ペインは、ナビゲーション・ツリーで選択したオブジェクトおよびは管理ペインのツールバーのドロップダウン・リストの「Perspective」に応じて変わります。Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのタブは、「Health」、「Servers and VMs」、「Repositories」、「Networking」、「Storage」、「Tools and Resources」、「Jobs」および「Getting Started」です。





3.6.1 「Health」タブ








	3.6.1.1 詳細情報ダイアログ





「Health」タブを使用して、仮想化環境の全体的な状態とステータスを監視し、メモリーとCPUの使用量などの統計の履歴を表示します。

図3.2「「Health」タブ」に、「Health」タブを示します。


図3.2 「Health」タブ



[image: この図は、「Status Overview」サブタブが表示された「Health」タブを示しています。]

クリックするとui_health_tab.png画像を拡大表示します









「Health」タブには、表3.4「「Health」サブタブ」に記載されているサブタブが含まれています。


表3.4 「Health」サブタブ


	
サブタブ

	
説明


	
Status Overview

	
ダッシュボードに、各サーバー・プールの情報、Oracle VM Serverのサマリー、および実行中または停止中のOracle VM Serverの数が表示されます。

各サーバー・プールごとに、次の緑色、黄色または赤色のステータスが表示されます。

緑色: すべてのOracle VM Serverおよび仮想マシンが通常の状態です。

黄色: 1つ以上のOracle VM Serverで、CPUまたはメモリー使用率が指定した制限を超えています。1つ以上の仮想マシンで、CPU使用率が指定した制限を超えています。詳細情報を表示するにはハイパーリンクをクリックします。このダイアログ・パネルの詳細は、3.6.1.1項「詳細情報ダイアログ」を参照してください。

赤色: 1つ以上のOracle VM Serverで、停止状態を示す未確認のイベントが発生しており、オペレータによる処理が必要です。詳細情報を表示するにはハイパーリンクをクリックします。このダイアログ・パネルの詳細は、3.6.1.1項「詳細情報ダイアログ」を参照してください。

内容は、「Order By」ドロップダウン・リストを使用して並べ替えることができます。「Total Servers Down」、「Total VMs Down」または「Alphabetically」を基準にして並べ替えます。

リフレッシュ間隔は、「Refresh Interval」ドロップダウン・リストを使用して構成できます。20、30、45、60または120秒を選択します。

列数は、「Number of Columns」ドロップダウン・リストを使用して選択できます。1から10列の間で選択します。

パネルの上部にある「Utilization Thresholds」ツールバーを使用すると、状態に関する様々な警告をトリガーするパラメータを設定できます。次のオプションが使用できます。


	
Server Processor %: 警告をトリガーするサーバーのプロセッサ使用率(パーセント)を設定します。


	
Server Memory %: 警告をトリガーするサーバーのメモリー使用率(パーセント)を設定します。


	
VM Processor %: 警告をトリガーする仮想マシンのプロセッサ使用率(パーセント)を設定します。







	
Statistics

	
Oracle VM Managerでは、メモリーとCPUの使用量などの重要な統計を定期的に収集します。Oracle VM Serverと仮想マシンの統計の履歴を表示するには、「Statistics」サブタブを選択します。

「Line Graph」アイコンをクリックし [image: 「Line Graph」アイコン] (ツールバー)、統計を折れ線グラフで表示します。














3.6.1.1 詳細情報ダイアログ







サーバー・プールに対して黄色または赤色のステータスが示されている場合は、メッセージがハイパーリンクとして表示され、これにより処理が必要なインシデントを説明する詳細情報を含むダイアログが開きます。このダイアログでは、インシデントの原因であるイベントを検出するためにドリル・ダウンを行う機能を提供します。


図3.3 「Health」タブのエラーの詳細



[image: この図は、仮想マシンの問題を説明するハイパーリンクをクリックすると、「Health」タブ内に表示される詳細情報ダイアログを示しています。]

クリックするとui_health_tab_dialog.png画像を拡大表示します









ダイアログには、様々なアイコンを含むツールバーが存在し、これらのアイコンをクリックすると問題の解決に役立ちます。処理する表の項目を選択します。「Events」アイコンをクリックし [image: 「Events」アイコン] 、処理中の項目に関連するログ内でイベントの詳細を表示します。問題を解決するためには、特定のイベントを確認する必要がある場合があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。









3.6.2 「Servers and VMs」タブ








「Servers and VMs」タブを使用して、Oracle VM Serverの検出、サーバー・プールや仮想マシンの作成および管理、サーバー・プールへのOracle VM Serverの割当ておよびサーバー・プールでの仮想マシンの作成および構成を行います。

図3.4「「Servers and VMs」タブ」に、「Servers and VMs」タブを示します。


図3.4 「Servers and VMs」タブ



[image: この図は、「Servers」パースペクティブが表示された「Servers and VMs」タブを示しています。]

クリックするとui_servervm_tab.png画像を拡大表示します









「Servers and VMs」タブには、表3.5「「Servers and VMs」タブのパースペクティブ」に記載されている「Perspective」が含まれています。


表3.5 「Servers and VMs」タブのパースペクティブ


	
管理ペインのパースペクティブ

	
説明


	
Server Pools

	
サーバー・プールに関する情報を表示します。このタブを使用して、サーバー・プールの編集、サーバー・プールに対するOracle VM Serverの追加または削除、サーバー・プールの情報の編集およびサーバー・プールの削除を行います。

ナビゲーション・ツリーで、「Server Pools」フォルダを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Server Pool」を選択すると、このペインが表示されます。

サーバー・プールの管理の詳細は、6.9項「サーバー・プールの管理」を参照してください。


	Server Processor Compatibility	
仮想マシンの移行のために選択した互換性のあるプロセッサを持つOracle VM Serverに対して定義されている、サーバー・プロセッサの互換性グループに関する情報を表示します。タブのツールバーを使用して、サーバー・プロセッサの互換性グループに対して作成、編集、削除などのアクションを実行できます。

ナビゲーション・ツリーで、「Server Pools」フォルダを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Server Processor Compatibility」を選択すると、このペインが表示されます。

サーバー・プロセッサの互換性グループの詳細は、6.7項「サーバー・プロセッサの互換性グループ」を参照してください。


	Servers	
サーバー・プール内のOracle VM Serverをリストします。タブのツールバーを使用して、Oracle VM Serverに対して起動、停止、編集などのアクションを実行できます。このタブのツールバーを使用してOracle VM Serverを検出し、選択したOracle VM Server上に仮想マシンを作成できます。Oracle VM Serverが検出されると、「Unassigned Servers」フォルダにリストされます。Oracle VM Serverがサーバー・プールに追加されると、「Server Pools」フォルダにリストされます。

ナビゲーション・ツリーで、サーバー・プールを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Servers」を選択すると、このペインが表示されます。

Oracle VM Serverの管理については、6.10項「Oracle VM Serverの管理」を参照してください。


	
Virtual Machines

	
サーバー・プール内またはOracle VM Server上の仮想マシンに関する情報を表示します。タブのツールバーを使用して、仮想マシンに対して起動、停止、編集、移行、クローニングなどのアクションを実行できます。

「Name Filter」入力フィールドを使用して検索基準を指定し、表示される結果を制限します。詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。

ナビゲーション・ツリーで、サーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択すると、このペインが表示されます。

「Virtual Machines」ペインは、ナビゲーション・ツリーで「Unassigned Virtual Machines」フォルダを選択しても表示されます。

仮想マシンの管理の詳細は、7.10項「仮想マシンの管理」を参照してください。


	
Anti-Affinity Group

	
別のOracle VM Server上にある選択した仮想マシンを維持するために、定義されたアンチアフィニティ・グループの情報を表示します。タブのツールバーを使用して、アンチアフィニティ・グループに対して作成、編集、削除などのアクションを実行できます。

ナビゲーション・ツリーでサーバー・プールを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Anti-Affinity Group」を選択すると、このペインが表示されます。

アンチアフィニティ・グループの詳細は、6.6項「アンチアフィニティ・グループ」を参照してください。


	
Policies

	
サーバー・プールの電源およびリソース管理ポリシー(分散リソース・スケジューラ(DRS)または分散電源管理(DPM))に関する情報を表示します。タブのツールバーを使用して、サーバー・プールのポリシーを定義または編集できます。

ナビゲーション・ツリーでサーバー・プールを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Policies」を選択すると、このペインが表示されます。

サーバー・プールのポリシーの管理の詳細は、6.5項「サーバー・プールのポリシー」を参照してください。


	
Ethernet Ports

	
ネットワーク・ブリッジで使用可能な、選択したOracle VM Server上のイーサネット・ポートをリストします。このタブを使用して、イーサネット・ポートで使用されるアドレス指定のタイプ(なし、DHCPまたは静的IPアドレス)を編集します。

ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Ethernet Ports」を選択すると、このペインが表示されます。

ネットワーク・ブリッジの詳細は、5.6項「ネットワーク・ブリッジ」を参照してください。


	
Bond Ports

	
選択したOracle VM Server上のボンディングされたイーサネット・ポートをリストします。このタブを使用して、イーサネット・ポートでのボンドの作成、編集および削除を行います。


注意

Oracle VM ManagerではLinux用語を使用しているため、Oracle Solarisユーザーは、ポート・ボンディングがデータ・リンクの集約と同等のものとして理解する必要があります。



ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Bond Ports」を選択すると、このペインが表示されます。

ネットワークのボンディングの詳細は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」を参照してください。


	Physical Disks	
選択したOracle VM Serverで使用可能なローカル記憶域をリストします。このタブを使用して、物理ディスクを使用するサーバーを編集、再スキャン、クローニング、リフレッシュ、削除および表示し、ローカル記憶域のイベントを表示します。また、このタブは、ローカル記憶域でOCFS2ファイル・システムの作成または削除を行うためにも使用できます。

「Name Filter」入力フィールドを使用して検索基準を指定し、表示される結果を制限します。詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。

ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択すると、このペインが表示されます。

ローカル記憶域の詳細は、4.2.1項「ローカル記憶域」を参照してください。


	Storage Initiators	
環境内にあるOracle VM Serverで使用可能なストレージ・イニシエータをリストします。このタブを使用して、選択したストレージ・イニシエータのアクセス・グループを表示します。

ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Storage Initiators」を選択すると、このペインが表示されます。


	Control Domains	
CPU、メモリー、オペレーティング・システム、Oracle VM Agentのバージョンなどの制御ドメインに関する情報を表示します。制御ドメインはOracle Solarisの概念であり、x86ホストではdom0とも呼ばれます。このタブを使用して、サーバー更新管理(YUM)リポジトリを使用したアップグレードの前後にサーバーを実行してるOracle VM Serverのバージョンを表示することもできます。

ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Control Domain」を選択すると、このペインが表示されます。

Oracle VM Serverの更新管理の詳細は、6.10.11項「Oracle VM Serverの更新およびアップグレード」を参照してください。


	Repository Exports	
OCFS2ファイル・システムにアクセスするためにバックアップおよびリストア・アプリケーションで使用されるエクスポート・ファイル・サーバーをリストします。このタブを使用して、リポジトリ・エクスポート・ファイル・サーバーの作成、編集および削除を行います。

ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Repository Exports」を選択すると、このペインが表示されます。

記憶域リポジトリをバックアップするためのエクスポート・ファイル・サーバーとしてのOracle VM Serverの設定の詳細は、4.8.5項「記憶域リポジトリのバックアップの有効化」を参照してください。


	Info	
選択したオブジェクトの上位レベルのビューを表示します。「Info」ペインの内容は、ナビゲーション・ツリーで選択されているオブジェクトの情報を反映して変わります。このペインを使用して、環境内のリポジトリに関する情報を確認できます。

「Info」ペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Info」を選択します。


	
Events

	
イベントは、ナビゲーション・ツリーのオブジェクトごとに表示され、そのオブジェクトに関連するイベントを示します。

「Events」ペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Events」を選択します。















3.6.3 「Repositories」タブ








「Repositories」タブを使用して、記憶域リポジトリとそのコンテンツであるアセンブリ、VMテンプレート、ISOファイル、仮想ディスクおよび仮想マシン構成ファイルを作成および構成します。

図3.5「「Repositories」タブ」に、「Repositories」タブを示します。


図3.5 「Repositories」タブ



[image: この図は、「Repositories」パースペクティブが表示された「Repositories」タブを示しています。]

クリックするとui_repositories_tab.png画像を拡大表示します









「Repositories」タブには、表3.6「「Repositories」タブのパースペクティブ」に記載されている「Perspective」が含まれています。


表3.6 「Repositories」タブのパースペクティブ


	
管理ペインのパースペクティブ

	
説明


	
Repositories

	
記憶域リポジトリおよび各リポジトリのリソースに関する情報を表示します。このタブを使用して、記憶域リポジトリを表示、作成、編集、提示/非提示、リフレッシュおよび削除します。

このタブを使用して、記憶域リポジトリ(アセンブリ、ISOファイル、テンプレート・ファイル、仮想ディスクおよび仮想マシン構成ファイル)の内容を作成および管理することもできます。各記憶域リポジトリのコンテンツを表示するには、ナビゲーション・ツリーで記憶域リポジトリを選択して、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Repositories」を選択します。

記憶域の管理の詳細は、第4章「記憶域の管理」を参照してください。


	Info	
選択したオブジェクトの上位レベルのビューを表示します。「Info」ペインの内容は、ナビゲーション・ツリーで選択されているオブジェクトの情報を反映して変わります。このペインを使用して、環境内のリポジトリに関する情報を確認できます。

「Info」ペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Info」を選択します。


	
Events

	
イベントは、ナビゲーション・ツリーのオブジェクトごとに表示され、そのオブジェクトに関連するイベントを示します。「Events」ペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Events」を選択します。















3.6.4 「Networking」タブ








「Networking」タブを使用して、環境内のネットワークおよびその機能の管理、ネットワークおよびVLANグループの作成、編集および削除、仮想マシンで使用可能な仮想NICの作成を行います。

図3.6「「Networking」タブ」に、「Networking」タブを示します。


図3.6 「Networking」タブ



[image: この図は、「Networks」サブタブが表示された「Networking」タブを示しています。]

クリックするとui_networking_tab.png画像を拡大表示します









「Networking」タブには、表3.7「「Networking」サブタブ」に記載されているサブタブが含まれています。


表3.7 「Networking」サブタブ


	
サブタブ

	
説明


	
Networks

	
ネットワークに関する情報を表示します。このタブを使用して、ネットワークの作成、編集および削除を行います。

このペインを表示するには、「Networks」サブタブを選択します。ネットワークで使用されるネットワーク・ポートおよびVLANセグメントに関する情報を表示および編集するには、表でネットワークを選択します。

ネットワークの管理の詳細は、第5章「ネットワークの管理」を参照してください。


	
VLAN Groups

	
VLANグループに関する情報を表示します。このタブを使用して、VLANグループの作成、編集および削除を行います。

このペインを表示するには、「VLAN Groups」サブタブを選択します。VLANグループで使用されるポートおよびVLANセグメントに関する情報を表示および編集するには、表でVLANグループを選択します。

VLANグループの管理の詳細は、5.11項「VLANグループの管理」を参照してください。


	
Virtual NICs

	
仮想NICに関する情報を表示します。このタブを使用して、仮想マシンに対する仮想NICを作成および削除します。

仮想NICの管理の詳細は、7.6項「VNICの管理」を参照してください。















3.6.5 「Storage」タブ








「Storage」タブを使用して、ファイル・サーバーとSANサーバー(ストレージ・アレイ)、物理ディスク、アクセス・グループおよびボリューム・グループの管理、検出および編集を行います。

図3.7「「Storage」タブ」に、「Storage」タブを示します。


図3.7 「Storage」タブ



[image: この図は、「File Systems」パースペクティブが表示された「Storage」タブを示しています。]

クリックするとui_storage_tab.png画像を拡大表示します









「Storage」タブには、表3.8「「Storage」タブのパースペクティブ」に記載されている「Perspective」が含まれています。


表3.8 「Storage」タブのパースペクティブ


	
管理ペインのパースペクティブ

	
説明


	
File Servers

	
ファイルベースの記憶域を含むファイル・サーバーをリストします。このタブを使用して、ファイルベースの記憶域の登録、編集、削除および検出を行います。

このタブを表示するには、ナビゲーション・ツリーで「File Servers」を選択します。

ファイルベースの記憶域の詳細は、4.2項「記憶域型」を参照してください。


	
File Systems

	
ファイル・サーバーで使用可能なファイル・システムがリストされます。このタブを使用して、ファイル・システムのイベントを検出、編集、リフレッシュ、削除および表示します。

「Name Filter」入力フィールドを使用して検索基準を指定し、表示される結果を制限します。

詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。

ナビゲーション・ツリーでファイル・サーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「File Systems」を選択すると、このタブが表示されます。


	
Logical File Systems

	
ファイル・サーバーで使用可能な論理ファイル・システムがリストされます。このタブを使用して、論理ファイル・システムをリフレッシュおよび削除します。

このタブを表示するには、ナビゲーション・ツリーで「Logical File Systems」フォルダを選択します。


	
SAN Servers

	
SANサーバー(ストレージ・アレイ)がリストされます。このタブを使用して、SANサーバーを登録、編集、削除、リフレッシュおよび検出します。

このタブを表示するには、ナビゲーション・ツリーで「SAN Servers」を選択します。

ストレージ・アレイの詳細は、4.2項「記憶域型」を参照してください。


	
Physical Disks

	
ストレージ・アレイ上の物理ディスクをリストします。このタブを使用して、物理ディスクを使用するサーバーを作成、編集、クローニング、削除、リフレッシュ、および表示し、物理ディスクのイベントを表示します。

ナビゲーション・ツリーでストレージ・アレイを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択すると、このタブが表示されます。


	
Access Groups

	
ストレージ・アレイのアクセス・グループをリストします。このタブを使用して、ストレージ・アレイのアクセス・グループのイベントを作成、編集、削除、提示/非提示および表示します。また、このタブは、アクセス・グループを使用してOracle VM Serverにストレージ・アレイ内の物理ディスクへのアクセス権を付与するためにも使用します。

ナビゲーション・ツリーでストレージ・アレイを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Access Groups」を選択すると、このタブが表示されます。

アクセス・グループの詳細は、4.6.4.2項「SANサーバーのアクセス・グループ」を参照してください。


	
Volume Groups

	
ストレージ・アレイのボリューム・グループをリストします。このタブを使用して、ストレージ・アレイのボリューム・グループの作成、編集および削除を行います。また、このタブは、ボリューム・グループを使用してOracle VM Serverにストレージ・アレイ内の物理ディスクへのアクセス権を付与するためにも使用します。

ナビゲーション・ツリーでストレージ・アレイを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Volume Groups」を選択すると、このタブが表示されます。


	
Info

	
選択したオブジェクトの上位レベルのビューを表示します。「Info」ペインの内容は、ナビゲーション・ツリーで選択されているオブジェクトの情報を反映して変わります。このペインを使用して、環境内のリポジトリに関する情報を確認できます。

Infoペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Info」を選択します。


	
Events

	
イベントは、ナビゲーション・ツリーのオブジェクトごとに表示され、そのオブジェクトに関連するイベントを示します。Eventsペインを表示するには、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Events」を選択します。















3.6.6 「Tools and Resources」タブ








「Tools and Resources」タブを使用して、Oracle VM Server内でオブジェクトを識別してグループ化するために使用できるタグを管理し、Oracle VM Managerで管理されているOracle VM Serverの自動更新用にサーバー更新管理(YUM)リポジトリを構成します。このタブには、特定のユーザー・インタフェース動作を制御するプリファレンスも含まれます。

図3.8「「Tools and Resources」タブ」に、「Tools and Resources」タブを示します。


図3.8 「Tools and Resources」タブ



[image: この図は、「Tags」サブタブが表示された「Tools and Resources」タブを示しています。]

クリックするとui_tools_resources_tab.png画像を拡大表示します









「Tool and Resources」タブには、表3.9「「Tool and Resources」サブタブ」に記載されているサブタブが含まれています。


表3.9 「Tool and Resources」サブタブ


	
サブタブ

	
説明


	
Tags

	
このタブを使用して、Oracle VM Manager内でオブジェクト(サーバー・プール、サーバー、仮想マシンなど)の特定とグループ化に使用できるタグを管理します。パネルでは、Oracle VM Manager内でタグを追加、編集および移動するオプションが提供されます。また、特定のタグでタグ付けされたコンポーネントを検索するオプションもあります。

タグの使用の詳細は、3.15項「タグ」を参照してください。


	
NTP

	
このタブを使用して、Oracle VMでのNTPの管理と構成を行います。NTPは、サーバー・プール内のOracle VM Server間の時刻同期を維持します。NTPは、Oracle VM Managerホスト・コンピュータをNTPサーバーとして使用するようにデフォルトで設定されます。独自のNTPサーバーを使用することもできます。

NTPの構成の詳細は、6.10.17項「Oracle VM ServerでのNTPの管理」を参照してください。


	
Server Update Management (YUM)

	
「Server Update Management (YUM)」ダイアログ・ボックスを表示します。このタブを使用して、Oracle VM Managerで管理されているOracle VM Serverの自動更新用にYUMリポジトリを構成します。

Oracle VM Serverの更新管理の詳細は、6.10.11項「Oracle VM Serverの更新およびアップグレード」を参照してください。


	
Preferences

	
「Preferences」ダイアログ・ボックスを表示します。このタブを使用して、ユーザー・インタフェース動作(ログイン・ページにOracle VM ManagerサーバーURIを表示するかどうか、ファイルシステムのリフレッシュ中にタイムアウトするかどうかなど)を構成します。

Oracle VM Managerユーザー・インタフェースのプリファレンスの詳細は、3.10項「デフォルトのUI動作の変更」を参照してください。















3.6.7 「Jobs」タブ








現行および過去のタスクまたはジョブに関する情報を表示するには、「Jobs」タブを使用します。ジョブは、Oracle VM Managerで行われる1つ以上の一連の操作です。ジョブの管理の詳細は、B.1項「ジョブ・フレームワークの使用」を参照してください。

「Jobs」タブでは、仮想化環境でのすべての完了したジョブおよび実行中のジョブに関する包括的な情報が提供されます。「Jobs」タブは、ジョブに関するグローバル・ビューの取得、完了したジョブまたは中断されたジョブに関する情報の評価または実行中のジョブの取消しに使用されます。

「Jobs」タブのデフォルトのビューは、「Summary」ビューです。

ジョブは、すべてのユーザーまたは管理者に対してのみ表示できます。

「Jobs」カレンダによって、特定の日付のジョブを表示できます。「Jobs」カレンダで特定の日付を選択すると、その日付のジョブが「Jobs」表に表示されます。

図3.9「「Jobs」タブ」に、「Jobs」タブを示します。


図3.9 「Jobs」タブ



[image: この図は、「Job Detail」サブタブが表示された「Jobs」タブを示しています。]

クリックするとui_jobs_tab.png画像を拡大表示します









「Jobs」タブの「Summary」ビューには、表3.10「「Jobs」サブタブ」に記載されているサブタブが含まれています。


表3.10 「Jobs」サブタブ


	
管理ペインのタブ

	
サブタブ

	
説明


	
Jobs

		
「Jobs」表にタイムスタンプが設定されたリスト内のすべてのジョブに関する情報を表示します。ジョブは、「Jobs」表内の任意の列でソートして表示できます。表の内容を再ソートするには、列見出しをクリックします。表の内容は、「Jobs」タブ・ツールバーで「View」→「Reorder Columns」を使用して並べ替えることができます。「Jobs」表にリストされている列は、「Jobs」タブ・ツールバーで「View」→「Columns」を使用して選択できます。

「Jobs」表では、「View」ドロップダウン・リストを使用して、表示する列の選択および列の並替えを行うことができます。

スプレッドシート・ファイルにジョブのリストを保存するには、「Export to Excel」をクリックします。

ジョブの詳細を表示するには、表でジョブを選択して「Details...」をクリックします。

ジョブを中断するには、表でジョブを選択して「Abort Job」をクリックします。

「Status Filters」アイコンを使用して、「Total Jobs」、「Pending」、「In Progress」、「Failed」、「Aborted」および「Complete Jobs」を表示します。タスクを示すダイアログ・ボックスを開くには、アイコンをクリックします。ダイアログ・ボックスでは、スプレッドシート・ファイルへのジョブのリストのエクスポート、ジョブの詳細の表示またはジョブの中断が行えます。

ジョブの詳細は、B.1項「ジョブ・フレームワークの使用」を参照してください。


		
Job Detail

	
このタブは、「Jobs」タブに表示されます。「Job detail」タブには、「Jobs」表で選択されているジョブに関するすべての入手可能な情報が表示されます。

ジョブの詳細にメッセージが関連付けられている場合は、メッセージ・ペインにメッセージが表示されます。


		
Job Operation

	
このタブは、「Jobs」タブに表示されます。「Job operations」タブには、ジョブの一部として実行される操作が表示されます。


		
Job Events

	
このタブは、「Jobs」タブに表示されます。「Job events」タブには、ジョブで実行されるイベントのリストが表示されます。










「Jobs」タブには、「Recurring」ジョブを管理するリンクが含まれています。再帰ジョブの詳細は、B.1.7項「再帰ジョブの管理」を参照してください。







3.6.8 「Getting Started」タブ







Oracle VM Managerユーザー・インタフェースへの最初のログイン時に、「Getting Started」タブが管理ペインの右側に表示されます。「Getting Started」タブには、Oracle VM Managerを開始する手順を説明し、Oracle VM Serverの検出、記憶域の登録、ネットワークの設定、記憶域リポジトリの設定および記憶域リポジトリへのリソースのインポート、サーバー・プールの作成および仮想マシンの作成方法を説明するチュートリアルが含まれています。チュートリアルを表示または非表示にするには、管理ペインの右側にある矢印をクリックします。

図3.10「「Getting Started」タブ」に、「Getting Started」タブを示します。


図3.10 「Getting Started」タブ



[image: この図は、「Getting Started」タブを示しています。]

クリックするとui_getting_started_tab.png画像を拡大表示します




















3.7 ツールバーの使用方法








	3.7.1 ツールバー・オプション





ツールバーはタブの下に位置しています。ツールバーのアイコンは、ナビゲーション・ペインで選択されているオブジェクトに関連付けられているタスクの実行に必要なワークフローをサポートするように配置されています。

ツールバーは、特定のアクションを実行する場合に使用されます。選択したタブによって、ツールバーのアイコンが変わります。たとえば、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択すると、Oracle VM Serverを管理するためのツールバー・アイコンが表示されます。





3.7.1 ツールバー・オプション








ツールバー・オプションは状況依存であり、ナビゲータで選択されているオブジェクトに関連するアクションが表示されるように変わります。管理ペインのツールバーは、ナビゲーション・ツリーで選択されているオブジェクトまたは管理ペインのドロップダウン・リストの「Perspective」に応じて変わります。ツールバー・オプション多くが右クリック・メニュー・オプションとしても使用できます。

ツールバー・アイコンのオプションについては、表3.11「ツールバー・アイコンのオプション」で説明します。


表3.11 ツールバー・アイコンのオプション


	
ツールバー・アイコンのオプション

	
アイコン

	
説明


	Discover Servers...	
[image: 「Discover Servers」アイコン]

	
「Discover Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Serverを検出します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブを選択します。


	Create VNICs...	
[image: 「Create VNICs」アイコン]

	
「Create VNICs」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、仮想マシンの仮想NICを作成します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブを選択します。


	Create Server Pool...	
[image: 「Create Server Pool」アイコン]

	
「Create a Server Pool」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Serverのサーバー・プールを作成します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブを選択します。


	
Create Virtual Machine...

	
[image: 「Create Virtual Machine」アイコン]

	
「Create Virtual Machine」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、選択したサーバー・プールに仮想マシンを作成します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブを選択します。


	
Find

	
[image: 「Find」アイコン]

	
「Find」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、サーバー・プール、Oracle VM Serverおよび仮想マシンを検索します。「*」および「?」などのワイルドカードも使用できます。たとえば、仮想マシンを検索する場合、見つかった仮想マシンはVirtual Machines表の最初の行に表示され、選択されます。属しているOracle VM Serverもナビゲーション・ツリーで選択されます。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブを選択します。


	
Refresh All

	
[image: 「Refresh All」アイコン]

	
すべてのOracle VM Serverインスタンス、ファイル・サーバーおよびSANサーバーを再検出します。これを使用して、すべてのOracle VM Serverインスタンスに関する情報をリフレッシュします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブで「Server Pools」フォルダを選択します。

データベースの再構築後に、このオプションを使用して、データベース内に格納されているすべての情報を最新の状態にします。


	Import Virtual Machine	
[image: 「Import Virtual Machine...」アイコン]

	
「Import Virtual Machine」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Managerに仮想マシンをインポートし、必要に応じてOracle VM Serverまたはサーバー・プールにデプロイします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択します。


	
Edit Server Pool...

	
[image: 「Edit Server Pool」アイコン]

	
「Edit Server Pool」ウィザードを表示します。このオプションを使用して、サーバー・プールを編集します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでサーバー・プールを選択します。


	Delete Server Pool	
[image: 「Delete Server Pool」アイコン]

	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したサーバー・プールを削除します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでサーバー・プールを選択します。


	
Change Servers Agent Password

	
[image: 「Change Server Agent password」アイコン]

	
「Change Agent Password for All Servers within the Server Pool」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverの新しいOracle VM Agentのパスワードを設定します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでサーバー・プールを選択します。


	
Define Policy for Server Pool...

	
[image: 「Define Policy for Server Pool」アイコン]

	
「Configure DRS/DPM」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、サーバー・プールのリソース・ポリシーの設定または編集を行います。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでサーバー・プールを選択します。


	
Edit Server

	
[image: 「Edit Server」アイコン]

	
「Edit Server」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、Oracle VM Serverの名前および説明を編集します。これは、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードにし、Oracle VM Serverの所有権を取得し、IPMI (Intel®ligent Platform Management Interface)を使用してOracle VM Serverのリモート管理を構成するためにも使用されます。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。

Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定すると、ナビゲーション・ペインに次のアイコンが示されます。 [image: Oracle VM Serverのメンテナンス・モード・アイコン]


	Delete Server	
[image: 「Delete Server」アイコン]

	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したOracle VM Serverを削除します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Start Server

	
[image: 「Start Server」アイコン]

	
停止されているOracle VM Serverを起動します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Stop Server

	
[image: 「Stop Server」アイコン]

	
実行中のOracle VM Serverを停止します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Restart Server

	
[image: 「Restart Server」アイコン]

	
実行中のOracle VM Serverを再起動します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Kill Server

	
[image: 「Kill Server」アイコン]

	
Oracle VM Serverの電源を切ります。これは、ハードウェアの「Off」ボタンを押した場合と同じです。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Rediscover Server

	
[image: 「Rediscover Server」アイコン]

	
Oracle VM Serverを再検出します。これを使用して、Oracle VM Serverに関する情報をリフレッシュします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Rescan Physical Disks

	
[image: 「Rescan Physical Disks」アイコン]

	
Oracle VM Server上のローカル記憶域を再スキャンします。このオプションを使用して、記憶域の構成が変更された場合(新しいストレージ・アレイが追加された場合など)にOracle VM Serverに提供される記憶域を再スキャンします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Update Server

	
[image: 「Update Server」アイコン]

	
YUMリポジトリで更新が使用可能な場合にOracle VM Serverを更新またはアップグレードします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverを選択します。


	
Edit Virtual Machine

	
[image: 「Edit Virtual Machine」アイコン]

	
「Edit Virtual Machine」ウィザードを表示します。このオプションを使用して、仮想マシンを編集します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。


	Delete Virtual Machine	
[image: 「Delete Virtual Machine」アイコン]

	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択した仮想マシンを削除します。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブで1つ以上の仮想マシンを選択します。


	
Start Virtual Machine

	
[image: 「Start Virtual Machine」アイコン]

	
停止されている仮想マシンを起動します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、停止されている仮想マシンを表から選択します。


	
Stop Virtual Machine

	
[image: 「Stop Virtual Machine」アイコン]

	
仮想マシンを停止します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、実行中の仮想マシンを表から選択します。


	
Launch Console

	
[image: 「Launch Console」アイコン]

	
x86ベースのサーバー・プール内の仮想マシンのVNCコンソールを起動し、仮想マシンへのアクセスを有効化します。このオプションを使用して、仮想マシンのコンソールに接続し、仮想マシンに直接アクセスします。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。


	
Launch Serial Console

	
[image: 「Launch Serial Console」アイコン]

	
仮想マシンのシリアル・コンソールを起動し、仮想マシンへのアクセスを有効化します。このオプションを使用して、仮想マシンのシリアル・コンソールに接続し、仮想マシンに直接アクセスします。

このサービスは、一般的にSPARCベースのサーバー・プール内で実行中の仮想マシンに使用されますが、x86ベースのサーバー・プールで実行中の仮想マシンに対しても使用できます。

このオプションを有効化するには、「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。


	
Restart Virtual Machine

	
[image: 「Restart Virtual Machine」アイコン]

	
実行中の仮想マシンを再起動します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、実行中の仮想マシンを表から選択します。


	
Kill Virtual Machine

	
[image: 「Kill Virtual Machine」アイコン]

	
実行中の仮想マシンを停止します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、実行中の仮想マシンを表から選択します。


	Suspend Virtual Machine	
[image: 「Suspend Virtual Machine」アイコン]

	
実行中の仮想マシンを一時停止します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、実行中の仮想マシンを表から選択します。


	
Resume Virtual Machine

	
[image: 「Resume Virtual Machine」アイコン]

	
一時停止されている仮想マシンを再開(一時停止解除)します。

「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。このオプションを使用するには、一時停止されている仮想マシンを表から選択します。


	
Migrate Virtual Machine

	
[image: 「Migrate Virtual Machine」アイコン]

	
仮想マシンを別のOracle VM Serverに移行します。

このオプションを使用するには、「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。


	
Clone or Move Virtual Machine

	
[image: 「Clone or Move Virtual Machine」アイコン]

	
「Clone or Move Virtual Machine」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、仮想マシンをクローニングし、別の仮想マシンを作成します。

このオプションを使用するには、「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーからサーバー・プールまたはOracle VM Serverを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。


	
Create New Repository...

	
[image: 「Create New Repository」アイコン]

	
「Create a Data Repository」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しいリポジトリを作成し、Oracle VM Serverで使用可能にします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択します。


	
Find

	
[image: 「Find」アイコン]

	
「Find」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、リポジトリ、VMテンプレート、アセンブリ、ISO、仮想ディスクおよびVMファイルを検索します。「*」および「?」などのワイルドカードも使用できます。たとえば、仮想マシン・テンプレートを検索する場合、見つかった仮想マシンは「VM Templates」表の最初の行に表示され、選択されます。また、ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」フォルダも選択されます。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択します。


	Edit Selected Repository...	
[image: 「Edit Repository」アイコン]

	
「Edit Repository」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、リポジトリを編集します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Delete Selected Repository...	
[image: 「Delete Repository」アイコン]

	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したリポジトリを削除します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Present-Unpresent Selected Repository...	
[image: 「Present-Unpresent Repository」アイコン]

	
「Present this Repository to Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択したリポジトリを提示するまたは提示しないOracle VM Serverを選択します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Refresh Selected Repository...	
[image: 「Refresh Repository」アイコン]

	
選択したリポジトリがリフレッシュされます。このオプションを使用して、選択したリポジトリのディスク・コンテンツへの変更を検出します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Import VM Template...	
[image: 「Import VM Template」アイコン]

	
「Import VM Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Managerに仮想マシン・テンプレートをインポートし、サーバー・プールで使用可能にします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に「VM Templates」フォルダを選択します。


	Create VM Template...	
[image: 「Create VM Template」アイコン]

	
「Create VM Template」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しい仮想マシン・テンプレートを作成するか、既存の仮想マシン・テンプレートからクローニングします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に「VM Templates」フォルダを選択します。


	Edit Selected VM Template...	
[image: 「Edit VM Template」アイコン]

	
「Edit VM Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、仮想マシン・テンプレートの構成、ネットワーク、ディスクおよびブート順序を変更します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「VM Templates」フォルダを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Delete Selected VM Template	
[image: 「Delete VM Template」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択した仮想マシン・テンプレートを削除します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「VM Templates」フォルダを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Clone or Move VM Template...	
[image: 「Clone or Move VM Template」アイコン]

	
「Clone or Move Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、仮想マシン・テンプレートのクローンを作成するか、テンプレート(リポジトリおよびディスクの場所を含む)を移動します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「VM Templates」フォルダを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Manage Clone Customizers...	
[image: 「Manage Clone Customizer」アイコン]

	
「Manage Clone Customizer」ダイアログ・ボックスが表示されます。クローン・カスタマイザでは、ネットワーク、ISOリソースなどのクローン・パラメータを設定できます。このオプションを使用して、クローン・カスタマイザを作成、編集または削除します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「VM Templates」フォルダを選択し、次に、表でリポジトリを選択します。


	Import VM Assembly...	
[image: 「Import VM Assembly」アイコン]

	
「Import VM Assembly」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Managerに仮想マシン・アセンブリをインポートし、サーバー・プールで使用可能にします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで、「VM Assemblies」フォルダを選択します。


	Create VM Assembly...	
[image: 「Create VM Assembly」アイコン]

	
「Create VM Assembly」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しい仮想マシン・アセンブリを作成します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に「Assemblies」フォルダを選択します。


	Edit Selected VM Assembly...	
[image: 「Edit VM Assembly」アイコン]

	「Edit VM Assembly」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択した仮想マシン・アセンブリを編集します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Assemblies」フォルダを選択し、次に、表で仮想マシン・アセンブリを選択します。


	Delete Selected VM Assembly	
[image: 「Delete VM Assembly」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択した仮想マシン・アセンブリを削除します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Assemblies」フォルダを選択し、次に、表で仮想マシン・アセンブリを選択します。


	Refresh Selected VM Assembly	
[image: 「Refresh VM Assembly」アイコン]

	
選択したVMアセンブリがリフレッシュされます。このオプションを使用して、選択した仮想マシン・アセンブリをリフレッシュします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Assemblies」フォルダを選択し、次に、表でアセンブリを選択します。


	Import ISO...	
[image: 「Import ISO」アイコン]

	
「Import ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Managerに仮想マシンISOファイルをインポートし、サーバー・プールで使用可能にします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで、「ISOs」フォルダを選択します。


	Edit Selected ISO...	
[image: 「Edit ISO」アイコン]

	「Edit ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択したISOファイルを編集します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「ISOs」フォルダを選択し、次に、表でISOファイルを選択します。


	Delete Selected ISO	
[image: 「Delete ISO」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したISOファイルを削除します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「ISOs」フォルダを選択し、次に、表でISOファイルを選択します。


	Clone ISO	
[image: 「Clone ISO」アイコン]

	
「Clone ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択したISOファイルをクローニングします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「ISOs」フォルダを選択し、次に、表でISOファイルを選択します。


	Import Virtual Disk	
[image: 「Import Virtual Disk」アイコン]

	
「Import Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、Oracle VM Managerに仮想ディスクをインポートし、サーバー・プールで使用可能にします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで、「ISOs」フォルダを選択します。


	Create Virtual Disk...	
[image: 「Create Virtual Disk」アイコン]

	
「Create Virtual Disk」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しい仮想ディスクを作成します。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブを選択し、次に「Virtual Disks」フォルダを選択します。


	Edit Selected Virtual Disk...	
[image: 「Edit Virtual Disk」アイコン]

	「Edit Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択した仮想ディスクを編集します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Virtual Disks」フォルダを選択し、次に、表で仮想ディスクを選択します。


	Delete Selected Virtual Disk	
[image: 「Delete Virtual Disk」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択した仮想ディスクを削除します。
このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Virtual Disks」フォルダを選択し、次に、表で仮想ディスクを選択します。


	Clone Virtual Disk	
[image: 「Clone Virtual Disk」アイコン]

	
「Clone Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択した仮想ディスクをクローニングします。

このオプションを有効化するには、「Repositories」タブで「Virtual Disks」フォルダを選択し、次に、表で仮想ディスクを選択します。


	Create New Network...	
[image: 「Create New Network」アイコン]

	「Create New Network」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、新しいネットワークを作成します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択し、次に「Networks」サブタブを選択します。


	Edit Selected Network...	
[image: 「Edit Network」アイコン]

	「Edit Network」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択したネットワークを編集します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択して、「Networks」サブタブを選択し、次に、表でネットワークを選択します。


	Delete Selected Network...	
[image: 「Delete Network」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したネットワークを削除します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択して、「Networks」サブタブを選択し、次に、表でネットワークを選択します。


	Create New VLAN Group...	
[image: 「Create New VLAN Group」アイコン]

	「Create New VLAN Group」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しいVLANグループを作成します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択し、次に「VLAN Groups」サブタブを選択します。


	Edit Selected VLAN Group...	
[image: 「Edit VLAN Group」アイコン]

	「Edit VLAN Group」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、VLANグループを編集します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択して、「VLAN Groups」サブタブを選択し、次に、表でVLANグループを選択します。


	Delete Selected VLAN Group...	
[image: 「Delete VLAN Group」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したVLANグループを削除します。
このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択して、「VLAN Groups」サブタブを選択し、次に、表でVLANグループを選択します。


	Virtual NICs	
[image: 「Create VNICs」アイコン]

	
「Create VNICs」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、仮想マシンの仮想NICを作成します。

このオプションを有効化するには、「Networking」タブを選択し、次に「Virtual NICs」サブタブを選択します。


	Discover File Server...	
[image: 「Discover File Server」アイコン]

	
「Discover File Server」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しいファイル・サーバーを検出します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブを選択します。


	Edit File Server...	
[image: 「Edit File Server」アイコン]

	
「Edit File Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「File Servers」フォルダを選択し、次に、表でファイル・サーバーを選択します。


	Delete File Server	
[image: 「Delete File Server」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したファイル・サーバーを削除します。
このオプションを有効化するには、「Storage」タブを選択して、「File Servers」フォルダを選択し、次に、表でファイル・サーバーを選択します。


	Refresh File Server	
[image: 「Refresh File Server」アイコン]

	
選択したファイル・サーバーで使用可能な記憶域要素のリストがリフレッシュされます。このオプションを使用して、構成の変更後にファイル・サーバーを再スキャンします。これにより、Oracle VM Managerで認識される記憶域情報が更新されます。記憶域のリフレッシュには時間がかかる場合があるため、処理の開始前に確認ダイアログ・ボックスが表示されます。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「File Servers」フォルダを選択し、次に、表でファイル・サーバーを選択します。


	
Refresh File System

	
[image: 「Refresh File System」アイコン]

	
ファイル・サーバーによって提示されるファイル・システムがリフレッシュされます。このオプションを使用して、ファイル・システムの構成を再スキャンします。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブでFile Serversフォルダのファイル・サーバーを選択して、「Perspective」ドロップダウン・リストで「File Systems」を選択し、次に、表でファイル・システムを選択します。


	Add/Remove Admin Servers...	
[image: 「Add/Remove Admin Servers」アイコン]

	
「Add/Remove Admin Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、各ファイル・サーバーに対して管理サーバーを選択します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダを選択し、次に、表でファイル・サーバーを選択します。


	Discover SAN Server...	
[image: 「Discover SAN Server」アイコン]

	「Discover SAN Server」ウィザードが表示されます。このオプションを使用して、新しいSANサーバーを検出します。
このオプションを有効化するには、「Storage」タブを選択します。


	Edit SAN Server...	
[image: 「Edit SAN Server」アイコン]

	
「Edit SAN Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダを選択し、次に、表でSANサーバーを選択します。


	Delete SAN Server	
[image: 「Delete SAN Server」アイコン]

	「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したSANサーバーを削除します。
このオプションを有効化するには、「Storage」タブを選択して、「SAN Servers」フォルダを選択し、次に、表でSANサーバーを選択します。


	Refresh SAN Server	
[image: 「Refresh SAN Server」アイコン]

	
選択したSANサーバーで使用可能な記憶域要素のリストがリフレッシュされます。このオプションを使用して、構成の変更後にSANサーバーを再スキャンします。これにより、Oracle VM Managerで認識される記憶域情報が更新されます。記憶域のリフレッシュには時間がかかる場合があるため、処理の開始前に確認ダイアログ・ボックスが表示されます。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダを選択し、次に、表でSANサーバーを選択します。


	Add/Remove Admin Servers...	
[image: 「Add/Remove Admin Servers」アイコン]

	
「Add/Remove Admin Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、各SANサーバーに対して管理サーバーを選択します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダを選択し、次に、表でSANサーバーを選択します。


	
Create Physical Disk

	
[image: 「Create Physical Disk」アイコン]

	
「Create Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、ストレージ・アレイの選択したボリューム・グループに新しい物理ディスクを作成します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択し、次に、表でSANサーバーのボリューム・グループを選択します。


	
Edit Physical Disk...

	
[image: 「Edit Physical Disk」アイコン]

	
「Edit Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択した物理ディスクの名前、サイズ、プロビジョニングおよび共有機能を変更します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択します。


	Clone Physical Disk	
[image: 「Clone Physical Disk」アイコン]

	
「Clone Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、物理ディスクを別の物理ディスクまたはファイル・サーバーのディスク・イメージにクローニングします。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択します。


	
Refresh Physical Disk

	
[image: 「Refresh Physical Disk」アイコン]

	
SANサーバーによって提示される物理ディスクがリフレッシュされます。このオプションを使用して、物理ディスクの構成を再スキャンします。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択します。


	
Display Servers using Physical Disk...

	
[image: 「Display Servers using Physical Disk...」アイコン]

	
「Servers using Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、選択した物理ディスクを使用しているサーバーを表示します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで、「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択し、次に表で物理ディスクを選択します。


	
Edit Volume Group

	
[image: 「Edit Volume Group」アイコン]

	
「Edit Volume Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Volume Groups」を選択し、次に、表でSANサーバーのボリューム・グループを選択します。


	Create Access Group	
[image: 「Create Access Group」アイコン]

	
「Create Access Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、新しいアクセス・グループを作成します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Access Groups」を選択します。


	Edit Access Group	
[image: 「Edit Access Group」アイコン]

	
「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。このタブを使用して、名前、説明、選択したストレージ・イニシエータ、物理ディスクなどのアクセス・グループの設定を編集します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Access Groups」を選択します。


	Delete Access Group	
[image: 「Delete Access Group」アイコン]

	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、選択したアクセス・グループを削除します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Access Groups」を選択します。


	Present/Unpresent Physical Disk	
[image: 「Present-Unpresent Physical Disk」アイコン]

	
「Present/Unpresent Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。このオプションを使用して、アクセス・グループがアクセスする物理ディスクの選択を変更します。

このオプションを有効化するには、「Storage」タブで「SAN Servers」フォルダのSANサーバーを選択し、次に「Perspective」ドロップダウン・リストで「Access Groups」を選択します。


	
Abort Job

	
[image: 「Abort Job」アイコン]

	
ジョブを中断して取り消します。

このオプションを有効にするには、「Job Summary」ペインまたは「Jobs」タブで、実行中のジョブを選択します。


	
Find

	
[image: 「Find」アイコン]

	
「Find」ダイアログ・ボックスを表示します。このオプションを使用して、サーバー・プール、Oracle VM Serverおよび仮想マシンを検索します。たとえば、仮想マシンを検索する場合、見つかった仮想マシンはVirtual Machines表の最初の行に表示され、選択されます。属しているOracle VM Serverもナビゲーション・ツリーで選択されます。


	Help	
[image: オンライン・ヘルプのアイコン]

	
Oracle VM Managerオンライン・ヘルプ・システムが表示された新しいWebブラウザ・ウィンドウを開きます。





















3.8 ナビゲーション・ツリーの使用方法








ナビゲーション・ツリーは、管理対象のオブジェクト間の関係を示しています。これらのオブジェクトには、物理オブジェクトと仮想オブジェクトの両方があり、Oracle VM Managerを使用して作成したOracle VM Server、サーバー・プール、仮想マシンなどが含まれます。たとえば、サーバー・プール、Oracle VM Server、それらのOracle VM Servers上でホスティングされる仮想マシン間の関係です。ナビゲーション・ツリーでサーバー・プールを選択すると、そのサーバー・プールにあるOracle VM Serverがナビゲーション・ツリーに表示されます。Oracle VM Serverにホスティングされているすべての仮想マシンが、管理ペインの仮想マシンのパースペクティブにリストされます。

ナビゲーション・ツリーの内容は、ツリーで選択したオブジェクトに応じて変わります。

図3.11「ナビゲーション・ツリー」に、ナビゲーション・ツリーの例を示します。


図3.11 ナビゲーション・ツリー



[image: この図は、サーバー・プール選択時のナビゲーション・ツリーを示しています。]


















3.9 オブジェクト・アイコンの色








オブジェクト・アイコンは、灰色、黄色または赤色の3つの色のいずれかになります。これらの色はオブジェクトのステータスを表します(色の意味については、表3.12「オブジェクト・アイコンの色」を参照)。


表3.12 オブジェクト・アイコンの色


	
アイコンの色

	
アイコンの例

	
ステータス


	
灰色

	
[image: 仮想マシンのアイコン]

	
正常。警告イベントまたはエラー・イベントなし。


	
黄色

	
[image: 仮想マシンの警告アイコン]

	
オブジェクトに、関連付けられている警告イベントがあります。


	
赤色

	
[image: 仮想マシンのエラー・アイコン]

	
オブジェクトに、関連付けられているエラー・イベントがあります。










オブジェクトに関連付けられているイベントを表示するには、ナビゲーション・ツリーでそのオブジェクトを選択します。管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Events」を選択します。そのオブジェクトのすべてのイベントが表にリストされます。











3.10 デフォルトのUI動作の変更








Oracle VM Managerは、UI内での特定の操作の実行中または特定の画面の表示中に、特定のデフォルト値を使用します。デフォルト値はほとんどの環境にとって十分な値である必要がありますが、これらのデフォルト値を変更するとユーザビリティが向上する場合があります。Oracle VM Managerで使用されるデフォルト値は、「Tools and Resources」タブの下にあるOracle VM Manager UI内で変更できます。


[image: この図は、「Tools and Resources」タブ下で使用可能な「Preferences」を示しています。]

クリックするとui_tools_resources_tab_preferences.png画像を拡大表示します



ここでリストされているオプションは、Oracle VM Manager内の様々な機能に適用されます。次に、これらについて説明します。


	
Show Management Server URI: このチェックボックスは、ログイン・ページにOracle VM ManagerサーバーURIを表示するかどうかを制御します。デフォルトでは、URIオプションは表示されません。これは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースをOracle VM Managerのリモート・インスタンスの管理にも使用する場合に役立ちます。詳細は、「リモート・ログインの有効化」を参照してください。


	
Refresh Timeout Value: このラジオ・ボタンは、使用できるファイル・システムのリストをリフレッシュするときに、タイムアウト値を適用するかどうかを制御します。タイムアウト値を設定する場合は、提供されているフィールドに、タイムアウトになるまで待機する秒数を指定する必要があります。


	
Statistics Collection Interval: このフィールドでは、サーバーの統計を収集する頻度を指定できます。統計は、Oracle VM Manager内の「Health」タブで使用されます。このフィールドの値は、20秒から86,400秒(1日)の間に設定できます。サーバーの統計の詳細は、3.6.1項「Healthタブ」を参照してください。






デフォルトのOracle VM Managerのパラメータは、「Tool and Resources」タブをクリックしてから、ツールバーの「Preferences」リンクをクリックすると、Oracle VM Managerユーザー・インタフェース内で簡単に編集できます。

構成パラメータは、変更してすぐに有効化できます。Oracle VM Managerの再起動は必要ありません。

これらのUIプリファレンスを変更する必要がある場合の詳細は、B.3.1項「デフォルトのUI動作の変更」を参照してください。











3.11 ドラッグ・アンド・ドロップ








(管理ペインの表またはナビゲーション・ツリーから)1つ以上のOracle VM Serverを、ナビゲーション・ツリーの別のサーバー・プールまたは「Unassigned Servers」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップできます。Oracle VM Serverを移動する前に、Oracle VM Server上のすべての仮想マシンを移行または移動する必要があります。

また、管理ペインの表の1つ以上の仮想マシンを、ナビゲーション・ツリーのサーバー・プール、Oracle VM Serverまたは「Unassigned Virtual Machines」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。複数の仮想マシンをサーバー・プールにドラッグ・アンド・ドロップする場合、仮想マシンの配置計画は、Oracle VM Serverロールと、分散リソース・スケジューラ(DRS)や分散電源管理(DPM)などのサーバー・プールのポリシーによって異なります。Oracle VM Serverロールの詳細は6.9.1項「Oracle VM Serverのロール」を、サーバー・プールのポリシーの詳細は6.5項「サーバー・プールのポリシー」を参照してください。仮想マシンの移行の詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。

すべてのドラッグ・アンド・ドロップ操作は、同時にではなくシリアルに実行されるため、一度に1つのジョブが送信および実行されます。たとえば、複数の仮想マシンを移行する場合、1つの仮想マシンが移行されてから、次のマシンが順次移行されます。











3.12 右クリック・アクション・メニュー








タブの管理ペイン内およびナビゲーション・ツリー内の多くの要素が、右クリックでアクション・メニューを起動できます。右クリック・アクション・メニュー・オプションは状況依存であり、選択した要素に関連したアクションを表示するように変化します。たとえば、「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでサーバー・プールを選択し、次に、管理ペインの表のOracle VM Serverを右クリックすると、Oracle VM Serverのアクション・メニューが表示されます。

ツールバー・オプション多くが右クリック・メニュー・オプションとしても使用できます。ツールバーの詳細は、3.7項「ツールバーの使用方法」を参照してください。











3.13 複数選択機能








Oracle VM Managerユーザー・インタフェースでは、管理ペインの表から複数のオブジェクトを選択し、選択したすべてのオブジェトに対して一度にアクションを実行できます。複数選択機能は、一般的に使用されているすべての選択オプションおよびショートカットをサポートしています。たとえば、表で最初のオブジェクトを選択し、[Shift]キーを押しながら表の最後のオブジェクトを選択すると、すべてのオブジェクトを選択できます。また、表内の任意のオブジェクトを選択してから、キーボード・ショートカットとして[Ctrl]を押しながら[A]を使用すると、残りのすべてのオブジェクトを選択できます。個々のオブジェクトを選択するには、[Ctrl]キーを押しながら、アクションを実行するオブジェクトをクリックします。

ツールバー・オプションまたは右クリック・アクション・メニュー・オプションを使用して、選択した複数のオブジェクトに対してアクションを実行できます。アクションが複数のオブジェクトに影響する場合は、影響を受けるすべてのオブジェクトがアクション用の確認ダイアログにリストされます。

すべての複数選択操作は、同時にではなくシリアルに実行されるため、一度に1つのジョブが送信および実行されます。たとえば、複数の仮想マシンを起動する場合、1つの仮想マシンが起動されてから、次のマシンが順次起動されます。











3.14 名前フィルタ








Oracle VM Managerユーザー・インタフェース内の多くのタブ管理ペインおよび一部のダイアログ・ボックスで、「Name Filter」を提供するオプションがあります。現在のビューに関連する多くの項目がリストされる可能性のある大規模なデプロイメントについては、アクションの実行対象となるオブジェクトを検索して選択するのが難しくなる場合があります。「Name Filter」フィールドは、検索基準を指定して表示結果を制限できるようにすることで、この処理を簡単に行えるように設計されています。

タブ管理ペインでは、「Name Filter」フィールドは、タブのすぐ下にツールバーと並んで配置されています。

入力フィールドでは、大文字と小文字が区別され、ワイルドカード文字を使用できます(「*」(任意の複数文字)や「?」(任意の単一文字))。たとえば、「Select File Systems」ダイアログで使用される一般的なフィルタは、nfs*vol?/repo*のようになります。


[image: この図は、フィルタを適用した「Select File Systems」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnfs311_register3_filtered.png画像を拡大表示します













3.15 タグ








Oracle VM Managerは、オブジェクトの識別とグループ化に使用できるタグを作成する機能を提供します。この機能により、オブジェクトのビューの迅速な制限や、共通タグを共有しているオブジェクトに対するバッチ操作の実行を簡単に行うことができます。タグは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェース内の「Tool and Resources」タブにある「Tags」サブタブ内で管理されます。


図3.12 「Tags」管理サブタブ



[image: この図は、「Tags」サブタブが表示された「Tools and Resources」タブを示しています。]

クリックするとui_tools_resources_tab_tags.png画像を拡大表示します









「Tags」タブの機能は、タグの追加 [image: 「Create a New Tag」アイコン] 、編集 [image: 「Edit an Existing Tag」アイコン] および削除 [image: 「Delete an Existing Tag」アイコン] です。また、コンポーネントの検索 [image: 「Find Components」アイコン] (共通タグの共有)オプションもあります。これらのオプションにアクセスするには、タブの上部にあるツールバーを使用するか、またはパネル内の項目を右クリックすると表示されるコンテキスト・メニューを使用します。

「Create New Tag」アイコンをクリックするか、または「Edit Tag」アイコンをクリックすると、タグ名とタグの説明を入力できるダイアログが起動します。


[image: 「Create New Tag」ダイアログ。]




注意

タグ名は大文字と小文字が区別されます。タグ名は一意であり、重複できません。



Oracle VM Manager内でタグが作成されると、これらのタグを様々なコンポーネントまたはオブジェクトに割り当てることができます。これは、表示されるダイアログ内で既存のオブジェクトを編集してタグを追加することによって、または新規オブジェクトの作成中に行うことができます。たとえば、既存のサーバーにタグを追加するには、「Servers and VMs」タブでサーバーを検索し、サーバーを編集するオプションを選択する必要があります。表示されるダイアログで、「Tags」タブをクリックし、今後サーバーの識別に使用するタグを割り当てます。


[image: 「Edit Server」ダイアログの「Tags」タブ。]



タグは、異なるタイプのオブジェクト間で再使用できます。たとえば、サーバーの特定のセットを識別するために使用されるのと同じタグを、仮想マシンのセットをグループ化するために使用することもできます。同じタグを共有するすべてのオブジェクトを表示するには、「Tool and Resources」タブの「Tags」サブタブにある「Find Components」アイコンをクリックします。


[image: 「Find Components」ダイアログ。]



「Find Components」機能は、複数選択機能をサポートしているため、多くの個別のタグ名でタグ付けされたコンポーネントを検索できます。さらに、「Find Components」ダイアログでは、「Show Types」ドロップダウン・セレクタから特定のオブジェクト・タイプを選択することで、オブジェクト・タイプによって結果を制限できます。

Oracle VM Managerユーザー・インタフェース内の多くの画面で、「Tag Filter」を使用するオプションが提供されています。この機能は、フィルタの形成に使用可能なタグをリストするドロップダウン・ボックスの形式をとります。タグを選択すると、現在の画面のビューが、同じタグを共有するオブジェクトに制限されます。「Name Filter」オプションも提供する画面では、ドロップダウン・メニューから適切なフィルタ・タイプを選択して、フィルタ・タイプを切り替えることができます。


[image: ツールバー内の「Tag Filter」。]

クリックするとtoolbar_tag_filter.pngを拡大表示します



「Tag Filter」機能を使用してビューを制限すると、実行する操作を選択する前に、すべての項目を選択する[Ctrl] + [A]などのショートカット・キーを使用することにより、リストされたすべての項目に対してバッチ操作を実行できます。











第4章 記憶域の管理
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Oracle VM環境用に記憶域プロバイダを設定して構成するには、記憶域アーキテクチャ全体の背後にある概念および設計の考えを理解する必要があります。これについては、この章の最初の項で説明します。次に、Oracle VMで記憶域要素を準備、構成および使用し始めるのに必要な手順について説明します。

記憶域リポジトリのコンテンツ(仮想マシン・テンプレート、ISOファイル、アセンブリなど)の管理および使用の詳細は、7.5項「仮想マシン・リソース」を参照してください。











4.1 記憶域の概要







Oracle VMが記憶域にアクセスする特定の方法では、プラグインが使用されますが、オラクル社では、記憶域の異なるカテゴリおよびタイプごとにStorage Connectプラグインを作成することによって、記憶域の構成および統合をできるだけ柔軟性が高くモジュール化されたものとしています。これらのプラグインの詳細は、4.3項「Storage Connectプラグイン」を参照してください。

Oracle VMの記憶域は、2つの異なるタイプのディスク記憶域、つまりテンプレートやISOファイルなどの環境リソースが使用可能な領域と、仮想マシンが使用する論理ディスクまたは物理ディスクを指します。


注意

また、クラスタ化されたサーバー・プールのプール・ファイル・システムに使用されるディスク領域もありますが、これについてはこの項で説明しません。



仮想マシン・ディスクの場合、Oracle VMでは2つの選択肢が提供されます。


	
仮想ディスク: ファイル・システム上のディスク・イメージ・ファイル


	
RAW物理ディスク: 仮想マシンが直接アクセスするLUN






仮想記憶域のアクセスと物理記憶域のアクセスの設計上の要件は、サーバー仮想化のユースケースおよび使用できる既存の記憶域ハードウェアによって異なります。仮想記憶域では迅速かつ容易なオンザフライの構成が可能ですが、複数のファイル・システムが互いの中にネストされているため、抽象化のレベルが高くなります。したがって、仮想記憶域を使用する場合は、物理記憶域と比較して、使いやすさとパフォーマンスの低下とのバランスを保つことが重要です。物理記憶域のアクセスは、物理記憶域ハードウェアで構成されているLUNに仮想マシンのディスク記憶域が直接マップされることを意味し、これは、物理サーバーが記憶域にアクセスする方法とまったく同様です。この場合の利点は、既存のプロシージャおよびストレージ管理の手法を保持できることです。

記憶域は、ローカルで構成でき、具体的にはOracle VM Serverのローカル・ディスクのOCFS2ファイル・システムを使用して構成できます。ファイル・システムが複数のVMによって同時にアクセスされるため、OCFS2が使用されます(ほとんどのファイル・システムでは同時アクセスを処理できませんが、OCFS2は処理するように明示的に設計されています)。一般的には、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverでアドレス指定でき、これらのOracle VM Serverに接続できるように、記憶域リポジトリの別の場所を使用する方がはるかに信頼性が高くなります。これは、ライブ・マイグレーションおよびHA構成において重要です。記憶域は、次のいずれかのテクノロジを使用して構成します。


	
ローカル・ディスク


	
共有ネットワーク接続ストレージ - NFS


	
共有iSCSI SAN: 既存のネットワーク・インフラストラクチャを介してアクセス可能な抽象化されたLUNまたはRAWディスク


	
1つ以上のホスト・バス・アダプタ(HBA)に接続されているファイバ・チャネルSAN







注意

記憶域構成でOCFS2(Oracle Cluster File System)が使用されますが、NFSには基づいていません。



HAまたはライブ・マイグレーションを有効にするには、すべてのOracle VM Serverが同じ記憶域リソースにアクセスできることを確認する必要があります。特にライブ・マイグレーションの場合、Oracle VM Serverが同じサーバー・プールに含まれている必要もあります。クラスタ化されたサーバー・プールは、失敗や後続のサーバー・ロールの変更などの場合に、サーバー・プール情報が格納および取得される共有ファイル・システムへのアクセスが必要となることにも注意してください。サーバー・プールのファイル・システムは、NFS共有上、またはSANサーバーのLUN上に配置できます。ファイル・サーバーおよびSANサーバーの設定の詳細は、4.6項「記憶域の管理」を参照してください。











4.2 記憶域型








	4.2.1 ローカル記憶域
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Oracle VMは、様々な記憶域型を使用できるように設計されているため、構成をニーズに合わせることができます。ハードウェア設定が限られるか、フルラックのサーバーがあるかに関係なく、またはテストと一時的な内部使用のためにインストールを実行するか、すべての領域で高可用性が必要な本番環境を設計するかに関係なく、Oracle VMでは適切な記憶域ソリューションのサポートが提供されます。

Oracle VMでは、汎用のStorage Connectプラグインとベンダー固有のStorage Connectプラグインの両方を利用し、次の型の記憶域を使用できます。


	
ローカル記憶域


	
共有ネットワーク接続ストレージ(NFS)


	
iSCSIストレージ接続ネットワーク


	
ファイバ・チャネル・ストレージ接続ネットワーク










4.2.1 ローカル記憶域








ローカル記憶域は、Oracle VM Serverにローカルにインストールされているハード・ディスクで構成されます。デフォルトのインストールでは、Oracle VM Serverによって最初のディスク(/dev/sda)のみが使用され、他のディスクは格納用に確保されます。

パーティションおよびデータが存在しないかぎり、デバイスはRAWディスクとして検出されます。ローカル・ディスクを使用して、仮想マシンのディスクとして論理記憶域ボリュームをプロビジョニングするのか、記憶域リポジトリをインストールするのかを選択します。ローカル・ディスクに記憶域リポジトリを配置した場合は、OCFS2ファイル・システムがインストールされます。ローカル・ディスクに記憶域リポジトリを作成する場合には、ディスクにデータやメタデータを含めないでください。この場合、ディスクに記憶域リポジトリを作成する前に、手動でディスクをクリーンする必要があります。これは、ddコマンドを使用して実行できます。


# dd if=/dev/zero of=/dev/disk bs=1M


diskは、リポジトリを作成するディスクのデバイス名です。この動作は破壊的なため、この動作を行うデバイス上のデータは回復できなくなる場合があります。また、インストール・プロセスでは、実際のインストール用に指定されていないディスクはクリーンしません。したがって、Oracle VM Serverを既存データのある他のディスクを含むシステムにインストールした場合、ローカル記憶域リポジトリとして使用するために、これらのディスクを手動でクリーンするよう選択できます。


注意

ローカル記憶域は、サーバー・プールのファイル・システムに使用できません。



ローカル記憶域は、ディスク・サブシステム用の特別なハードウェアが必要ないため、設定が非常に簡単です。この設定の仮想化のオーバーヘッドは限られており、ディスク・アクセスは1つの物理サーバー内で内部的であるため、ローカル記憶域ではかなり高いパフォーマンスが得られます。

ただし、複数のOracle VM Serverでの構成を考えると、デメリットはすぐに明らかになります。ローカル記憶域は、当然、ローカルのままであり、異なるサーバー間で共有できません。したがって、複数のサーバーのプールを設定し、クラスタリングの利点を使用する場合でも、ローカル記憶域を使用している仮想マシンは、高可用性のメリットを得ることができず、あるサーバーから別のサーバーに移行できません。


注意

Oracle VMでは、VM間でローカルの物理ディスクを共有することは可能ですが、お薦めしません。









4.2.2 共有ネットワーク接続ストレージ(NFS)








ネットワーク接続ストレージ(通常、NFS)は、一般的に使用されているファイルベースのストレージ・システムであり、Oracle VM記憶域リポジトリのインストールに非常に適しています。記憶域リポジトリは、テンプレート、仮想ディスク・イメージ、DVD ISOファイルおよび仮想マシン構成ファイルなど、リソースの様々なカテゴリを含み、これらはすべて、リモートにある、接続されたファイル・システム上のディレクトリ構造にファイルとして格納されます。これらのリソースのほとんどは、めったに書込みは行われませんが頻繁に読取りが行われるので、NFSはこれらの型のリソースを格納するのに最適です。

Oracle VMでは、サーバーIPまたはホスト名を介してNFS記憶域を検出し、通常はサーバー・プール内のすべてのサーバーに記憶域を提示してそれらが同じリソースを共有できるようにします。これは、クラスタリングとともに、環境の高可用性を実現するのに役立ち、ロード・バランシングの目的で、またはハードウェア障害によりオフラインにならないように重要な仮想マシンを保護する目的で、仮想マシンをホスト・サーバー間で簡単に移行できます。

NFS記憶域は、Oracle VM Serverのファイル・システムにマウントされるNFSサーバー上の共有の形式でOracle VM Serverに公開されます。NFS共有のマウントは、NFSが公開されているネットワーク・セグメント内の任意のサーバーで実行できるため、同じプールのサーバー間だけでなく、異なるサーバー・プールでもNFS記憶域を共有できます。

パフォーマンスに関しては、NFSは、論理ボリュームまたはRAWディスクと比較して、仮想ディスクのI/Oで低速になります。これは、主にファイルベースの特性によります。ディスク・パフォーマンスを向上させるには、Oracle VMでiSCSIまたはファイバ・チャネルSANの形式でサポートされる、ブロックベースの記憶域の使用を検討する必要があります。







4.2.3 iSCSIストレージ接続ネットワーク








インターネットSCSI(iSCSI)を使用すると、記憶域エンティティをクライアント・マシンに接続でき、ディスクはローカル接続されたディスクであるかのように動作します。iSCSIは、イニシエータと呼ばれるもの(クライアント)とターゲット(記憶域プロバイダ)間の既存のIPネットワークを介してSCSIコマンドを転送することによって、この接続を可能にします。

すべてのOracle VM Serverは、iSCSI SANとのリンクを確立する場合に、構成済のネットワーク・インタフェースをiSCSIイニシエータとして使用できます。次のことは、ユーザーが行います。


	
ストレージ・サーバーによって提供されるディスク・ボリューム(iSCSI LUN)の構成


	
Oracle VM ManagerによるiSCSIストレージの検出


	
Oracle VM Managerによる、iSCSIイニシエータのグループであるアクセス・グループの設定(どのLUNがどのOracle VM Serverで使用可能かを決定することを目的とする)






iSCSI SANは、NFSなどのファイルベースの記憶域よりもパフォーマンスが高く、多くの場合、直接のローカル・ディスク・アクセスと同等です。iSCSIストレージは、リモート・サーバーから接続されるため、記憶域の高可用性と仮想マシンのライブ・マイグレーションの可能性が重要な要素であるクラスタ化されたサーバー・プール構成に最適です。

iSCSIストレージのプロビジョニングは、追加コストなしでオープン・ソースのターゲット作成ソフトウェアを使用して、またはハイエンドの専用ハードウェアを使用して(あるいはその中間の任意のものを使用して)実行できます。iSCSIの汎用のStorage Connectプラグインにより、Oracle VMは事実上、iSCSIのすべての記憶域プロバイダを使用できます。また、特定のタイプの専用のiSCSIストレージ・ハードウェアの場合はベンダー固有のStorage Connectプラグインが存在し、Oracle VM Managerは追加の対話型機能にアクセスできます(それ以外の場合、この機能は記憶域プロバイダの管理ソフトウェアを介してのみ使用可能)。この例には、LUNの作成および削除、既存のLUNの拡張などがあります。Storage Connectプラグインが使用可能かどうか、記憶域ハードウェアのサプライヤに確認してください。インストールおよび使用手順については、サプライヤのプラグイン・ドキュメントを参照してください。







4.2.4 ファイバ・チャネル・ストレージ接続ネットワーク








ファイバ・チャネルSANは、機能的にiSCSI SANとほとんど異なりません。実際、ファイバ・チャネルの方が古いテクノロジであり、ファイバ・チャネルではかわりに専用ハードウェアが使用されます(SANハードウェア上では特殊なコントローラ、クライアント・マシン上ではホスト・バス・アダプタ(HBA)、およびコンポーネント間の相互接続用には特殊なファイバ・チャネル・ケーブルとスイッチ)。

iSCSIと同様に、ファイバ・チャネルSANはイニシエータとターゲット間でSCSIコマンドを転送し、直接ディスク・アクセスとほぼ同じ接続を確立します。ただし、iSCSIはTCP/IPを使用するのに対し、ファイバ・チャネルSANはファイバ・チャネル・プロトコル(FCP)を使用します。前述のiSCSI SANの同じ概念が、ファイバ・チャネルSANに同様に適用されます。この場合も、汎用およびベンダー固有のStorage Connectプラグインが存在します。記憶域ハードウェアのサプライヤによってStorage Connectプラグインの適切なドキュメントが提供されます。













4.3 Storage Connectプラグイン








	4.3.1 Storage Connectプラグインのインストール





Oracle VM Managerは、Storage Connectフレームワークの一部である一連のプラグインを介してすべての記憶域と通信します。これらのプラグインは、実際はOracle VM Managerから実行されるのではなく、一部またはすべてのOracle VM Server上に存在します。これらのプラグイン・ファイルは、/opt/storage-connect/ディレクトリのOracle VM Serverのローカル・ファイル・システムにあります。環境で使用する記憶域要素を作成および構成するときに、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、使用可能なプラグインを選択します。


図4.1 Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの「Storage」タブ


[image: この図は、「Hardware」ビューの「Storage」タブを示しています。]

クリックするとstorage_overview.png画像を拡大表示します







図4.1「Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの「Storage」タブ」の「Storage」タブに示されているとおり、記憶域要素はファイル・サーバーとSANサーバーに論理的に分けられます。この区別は、ファイルベースの記憶域とブロックベースの記憶域またはRAWディスクの違いを示します。両方のタイプの記憶域がサポートされており、4.2項「記憶域型」で説明されている各カテゴリでStorage Connectプラグインが使用可能です。

さらに、Storage Connectプラグインは、提供する機能に従って分けられ、汎用プラグインと非汎用プラグイン(ベンダー固有のプラグインとも呼ばれる)があります。汎用プラグインは、既存の記憶域リソースの検出および操作など、すべての記憶域ハードウェアに対して限定された標準記憶域操作を提供します。これらの操作は、ストレージ管理と相互作用せず、単に使用可能な記憶域アーキテクチャを検出してOracle VM環境で使用できるようにするという点でパッシブに分類されます。

ベンダー固有のプラグインには、より多くの一連の操作が含まれ、これには、スナップショット、クローニング、LUNの作成、サイズ変更など、記憶域ハードウェアでのアクティブな直接操作も含まれます。汎用の記憶域プラグイン操作を実行するには、アクセス・ホストまたはファイバ・チャネル接続のみが必要です(iSCSIの場合、通常はホスト名またはIPアドレスとポート番号)。非汎用プラグイン操作では、追加の管理ホストが必要であり(管理ユーザー名およびパスワードはオプション)、適切なプラグインがインストールされたOracle VM Serverに対して記憶域ハードウェアの構成への直接アクセス権が付与されます。

Oracle VM Serverに含まれるプラグインは次のとおりで、Oracle VM Managerで動作します。


	
Oracle Generic NFSプラグイン。


	
Oracle Generic SCSIプラグイン。






ベンダー固有のプラグインのインストールの詳細は、4.3.1項「Storage Connectプラグインのインストール」を参照してください。





4.3.1 Storage Connectプラグインのインストール








ベンダー固有(非汎用)のStorage Connectプラグインは、記憶域ベンダーから直接入手できます。

ベンダー固有プラグインの完全なリストは、次の場所で確認できます。https://wikis.oracle.com/display/oraclevm/Oracle+VM+Storage+Connect+Plugins

Storage ConnectプラグインはRPMとして配布され、通常は単一のRPMですが、記憶域ベンダーによって複数のRPMが提供される場合があります。記憶域ベンダーからStorage ConnectプラグインのRPMを入力したら、このRPMをOracle VM Serverにインストールします。


注意

特定の記憶域を使用するすべてのOracle VM ServerにRPMをインストールする必要があります。



記憶域プラグインのRPMをインストールするには、Oracle VM Serverのコマンドラインで次を入力します。


# rpm -ivh filename.rpm


既存のStorage Connectプラグインをアップグレードしている場合は、RPMアップグレード・パラメータを使用します。


# rpm -Uvh filename.rpm


Oracle VM Managerによってすでに管理されているOracle VM Server上のStorage Connectプラグインをインストールまたはアップグレードする場合は、Oracle VM Serverを再検出して、データベース・リポジトリをOracle VM Serverに関する最新の構成情報で更新します。

Storage Connectプラグインをインストールして使用する前に、記憶域ベンダーのプラグインのインストールと構成に関するドキュメントを確認します。ここでは説明されていない追加構成が必要な場合があります。













4.4 記憶域リポジトリ








記憶域リポジトリは、基本的に、物理記憶域ハードウェア上のファイル・システムを介して使用可能となる論理ディスク領域です。記憶域リポジトリをファイル・サーバー(NFS共有など)上に作成する場合、ファイル・システムはすでに存在していますが、リポジトリをLUN上に作成する場合は、OCFS2ファイル・システムを最初に作成します。

記憶域リポジトリによって、Oracle VMリソースが存在する場所が定義されます。リソースには、仮想マシン構成ファイル、仮想マシン作成のテンプレート、仮想マシンのアセンブリ、ISOファイル(DVDイメージ・ファイル)、共有仮想ディスクおよび共有されていない仮想ディスクなどがあります。


警告

仮想マシンの構成ファイルなどのOracle VMのリソースを、リポジトリ間で手動でコピーしないでください(Oracle VM環境内でUUIDの重複が発生してOracle VMが誤動作する可能性があります)。必ずOracle VM Managerで提供されているツールを使用してリソースを移動してください。たとえば、仮想マシンの構成を記憶域リポジトリ間で移動する場合は、7.10.9項「リポジトリ間での仮想マシンの移動」の説明のとおり、仮想マシンの移動ウィザードを使用してください。



記憶域リポジトリの構成を開始する前に、次の要件が満たされていることを確認します。


	
NFSベースのリポジトリ: 1つ以上のOracle VM Serverを検出する必要があります。NFSサーバーを使用するすべてのOracle VM ServerがNFSサーバーにアクセス可能である必要があります。NFSサーバーのディレクトリは書込み可能である必要があります。


	
LUNベースのリポジトリ: iSCSIサーバーを使用するすべてのOracle VM ServerがiSCSIサーバーにアクセス可能である必要があります。iSCSIサーバーのディレクトリは書込み可能である必要があります。クラスタリングが有効なサーバー・プールが存在する必要があり、クラスタ化されたプール内に1つ以上のサーバーが存在する必要があります。使用されるOCFS2ファイル・システムの特性のため、設計上、LUN上の記憶域リポジトリはクラスタ化されたサーバー・プールにリンクされます。

ローカル・ディスクは常にLUNとして検出されるため、ローカル・サーバーの記憶域のリポジトリもこのカテゴリに属します。ローカル記憶域およびリポジトリの詳細は、4.6.5項「ローカル記憶域の使用」を参照してください。







注意

NFS記憶域リポジトリのみが複数のサーバー・プールで共有できます。



記憶域リポジトリの構成および管理方法の詳細は、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。











4.5 記憶域構成のガイドライン







仮想インフラストラクチャをデプロイする前に記憶域構成を計画することが重要です。次のいくつかのガイドラインに注意してください。


	
LUNの追加、削除およびサイズ変更を行うときは、物理サーバーの再起動が必要な場合があるため注意してください。論理ディスクの一部として使用されているLUNのサイズは変更せず、かわりに、新しいLUNを作成してディスク・グループに追加します。


	
ターゲットがサーバーの外部で切り替えられていることで発生する可能性のあるLUNの再マップによるデータ破損を回避します。Linux SCSIレイヤーは、ストレージ・アレイからの動的なLUNの再マップをサポートしません。


	
本番に進む前に、テスト環境で構成(特にフェイルオーバー)をテストします。(SAN)配列ファームウェアのリリース番号がテスト済のものとは異なる場合は、違いがあるかどうかを確認します。Oracle VM Serverのマルチパス構成ファイルに変更を加える必要がある場合があります。


	
ワークロードごとに、使用する記憶域のサイズとタイプを計画します。次に例を示します。


	
ほとんどのオペレーティング・システムでは、ブート・ディスク上のI/Oアクティビティは最小限ですが、そのI/Oの一部はレスポンス時間の影響を受けやすいメモリー・ページングであるため、ブート・ボリュームは通常、容量が大きいドライブに配置できます。


	
アプリケーションは、大量のI/Oを実行しないかぎり、より大きく低速なドライブ(RAID 5など)に配置できます。書込み集中型のワークロードでは、中速から高速のドライブのRAID 10を使用する必要があります。ログ・ファイルが、保護対象のデータとは異なる物理ドライブ上にあることを確認します。


	
DNSなどのインフラストラクチャ・サーバーのI/Oニーズは少ない傾向があります。これらのサーバーのドライブはより大きく、低速にできます。







	
クローニングやスナップショットなどのストレージ・サーバー機能を使用する場合は、RAWディスクを使用します。


	
論理ディスクを使用するときに、非常に大きなLUNを作成したいと考える場合がありますが、各仮想マシンが同じディスクに対するI/Oをキューに入れるため、パフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。記憶域リポジトリが2TBを超えないようにすることをお薦めします。


	
サーバー・プールのファイル・システムとして使用する小サイズの記憶域エンティティ(それぞれ12GB以上)を作成するためのディスク領域を使用可能にしておいてください。サーバー・プールのファイル・システムはサーバー・プールおよびクラスタ・データの保持に使用され、クラスタのハートビートにも使用されます。サーバー・プールのファイル・システム用の領域は、記憶域リポジトリの記憶域エンティティを作成する場合と同じ方法で作成します。クラスタおよびサーバー・プールの使用と管理の詳細は、「第6章 サーバー・プールおよびOracle VM Serverの管理」を参照してください。 


	
サーバー・プールのファイル・システムは、別のNFSサーバーに配置するか、可能な場合は小さいLUNを使用します。OCFS2のハートビート機能は、同じ物理記憶域でのI/O集中型操作による影響を受けることがあります。たとえば、サーバー・プールのファイル・システムが存在する同じNFSサーバー上の記憶域リポジトリでテンプレートのインポートまたはVMのクローニングを行うと、ハートビート通信でタイムアウトが発生する場合があり、これはサーバーのフェンシングおよび再起動を行う原因となります。不要な再起動を回避するには、十分で安定したI/Oバンド幅があるサーバー・プールのファイル・システムの場所を選択することをお薦めします。


	
下層のディスク・システムで読取りおよび書込みキャッシュを無効化することでI/O同期が保証されます。Oracle VM Serverまたは仮想マシンで突然障害が発生した場合に、キャッシュの使用によってデータの消失が発生する可能性があります。書込みキャッシュを無効化するには、RAIDコントローラのBIOSの該当する設定を変更します。または、sg_wr_modeコマンドを使用するか、次のようにSCSIディスク・クラスを直接使用します。echo "write through" > /sys/class/scsi_disk/scsi-device-id/cache_type







警告

ファイル・サーバーでエクスポートを作成する際に、ホストの特定のセットへのアクセスを制限する場合、ファイル・サーバー上のすべてのエクスポートには、エクスポート・リストで許可されているホストの同一のリストが必要です。Oracle VM Managerでは、アクセスが許可されているホストのすべてを、ファイル・サーバーの管理サーバーのリストに追加する必要があります。Oracle VM Managerでのファイル・サーバーへの管理サーバーの追加の詳細は、4.6.1項「ファイル・サーバーの検出」を参照してください。













4.6 記憶域の管理








	4.6.1 ファイル・サーバーの検出
	4.6.2 ファイル・サーバー構成の管理
	4.6.3 管理対象外のストレージ・アレイの処理
	4.6.4 SANサーバーの管理
	4.6.5 ローカル記憶域の使用
	4.6.6 記憶域の削除




4.1項「記憶域の概要」で説明したとおり、Oracle VM Managerでは、ファイル・サーバーとSANサーバーが「Storage」タブで区別されます。ハードウェアおよびネットワークの構成によっては、Oracle VM Serverの検出時またはそれらの物理ディスクの再スキャン時に外部記憶域が検出される場合があります。ローカル記憶域は、この検出操作時に常に検出されます。

外部記憶域要素は、記憶域ハードウェア上に作成されます(NFS共有を提供するNASに対して構成されているサーバー、汎用iSCSIターゲットおよびLUNまたは希望の記憶域ベンダーのSANデバイス)。記憶域を提供するサーバーまたはディスク・サブシステムには、ファイバ・チャネルまたはイーサネット・ネットワークを介してOracle VM環境のOracle VM Serverがアクセスできる必要があります。外部記憶域は、リポジトリ用の可能性のある場所またはVMで使用するRAWディスクとしてOracle VM Managerを介して検出可能なマウント・ポイント(NFS共有)またはLUN(iSCSIおよびファイバ・チャネル)として提供されます。

通常、外部記憶域をOracle VM環境に接続するには、Oracle VM Managerで新しい記憶域エンティティを作成し、適切なStorage Connectプラグインの選択時に外部記憶域プロバイダの場所を指定します。

その後、記憶域リソースをOracle VM環境内のサーバーおよびサーバー・プールに対して使用可能するために、検出された1つ以上の記憶域エンティティで記憶域リポジトリを構成することもできます。

これらの準備および構成手順については、以降の項を参照してください。記憶域リポジトリの構成については、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。





4.6.1 ファイル・サーバーの検出








	4.6.1.1 不均一エクスポートのNFSアクセス・グループ





Oracle VMでは、ローカル記憶域に対し、ファイル・サーバーという用語を使用して、別の物理サーバーから環境に対して使用可能にされているファイルベースの記憶域を示します。ファイル・システム、NFS共有などの公開に使用されるテクノロジについては、このマニュアルで説明しません。次の手順では、公開されたファイルベースの記憶域をOracle VMに登録し、記憶域リポジトリのインストール用に準備し、ファイル・サーバーおよび検出されたファイル・システムを構成する方法について説明します。


ファイル・サーバーを検出するには、次の手順を実行します。

	
ストレージ・サーバーが、書込み可能なファイル・システムをサーバー・プールの記憶域ネットワークに公開していることを確認します。


	
「Storage」タブを選択します。


	
ナビゲーション・ペイン上部のツールバーで「Discover File Servers」[image: 「Discover File Servers」アイコン。]をクリックします。 .「Discover a File Server」ダイアログ・ボックスが表示され、ここにOracle VM Managerが外部記憶域のマウント・ポイントを検出するのに必要な情報を入力します。

[image: この図は、「Discover a File Server」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnfs311_register1.png画像を拡大表示します


	
必ず次の情報を入力します。


	
Storage Plug-in: ファイル・サーバーのタイプに対応する記憶域プラグイン(汎用NFSまたはベンダー固有)。


	
Name: ファイル・サーバーの識別に使用する名前。


	
Access Host: ファイル・システムを提供するサーバーのホスト名またはIPアドレス。


	
Uniform Exports: すべてのサーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverがファイル・サーバー上の同じエクスポートにアクセス可能な場合は、デフォルト(選択済み)のままにします。ファイル・サーバーが異なるサーバ・プールに異なるエクスポートを提供するように構成されている場合、このチェック・ボックスは選択解除する必要があり、一度ウィザードの手順を完了すると、Oracle VM Managerでエクスポートの権限が認識できるようにNFSアクセス・グループを構成する必要があります。詳細は、4.6.1.1項「不均一エクスポートのNFSアクセス・グループ」を参照してください。


重要

不均一エクスポートは同じサーバー・プール内のサーバーを対象としていません。NFSサーバーは、少なくとも、特定のクラスタ化されたサーバー・プールに属するすべてのサーバーに同じエクスポートを提供するように構成される必要があります。




	
Description: このファイル・サーバーについて追加するオプションの情報。







	
Sun ZFS Storage Applianceなど、非汎用のファイル・サーバーを追加する場合は、追加のプラグイン・オプションも入力して、Oracle VM Managerがファイル・サーバーの構成管理機能にアクセスできるようにします。  


	
Admin Host: 適切な資格証明を使用して、ファイル・サーバーへの管理アクセスが許可されるホスト名またはIPアドレス。


	
Admin User Name: ファイル・サーバーへの管理者アクセス権を持つユーザー名。


	
Admin Password: 入力したユーザー名の管理者パスワード。







	
「Next」をクリックして管理サーバーの選択画面に進みます。クラスタ化されていないサーバー・プールを使用している場合は、この画面をスキップできます。管理サーバーは、ファイル・システムの拡張や新しいLUNの作成などの管理機能を実行するために、ストレージ・アレイまたはファイル・サーバーへのログインが可能な指定されたOracle VM Serverです。NFSファイル・サーバーの場合、管理サーバーはファイル・サーバーの検証にのみ使用されます。下位互換性のために、管理サーバーはリフレッシュ・サーバーとほぼ同じように、ファイル・サーバーのリフレッシュを実行するためにも使用できます。

矢印ボタンを使用して、目的のOracle VM Serverを「Selected Servers」ボックスに移動します。 

[image: この図は、「Add Admin Servers」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnfs311_register2.png画像を拡大表示します


	
「Next」をクリックしてリフレッシュ・サーバーの選択画面に進みます。リフレッシュ・サーバーは、NFSファイル・サーバーの上に1つ以上のファイル・システムの可視性を持つ、指定されたOracle VM Serverです。これらのサーバーは、サーバー・プール全体のファイル・システムのリフレッシュに使用されます。

各ファイル・システムは、ファイル・システムのリフレッシュを可能にするために、少なくとも1つのリフレッシュ・サーバーに割り当てる必要があります。ファイル・サーバーのリフレッシュ時に、リフレッシュ・サーバーはすべてのプールで使用されるすべてのファイル・システムをリフレッシュするために使用されます。このため、リフレッシュ・サーバー・リストには各サーバー・プールから少なくとも1つのサーバーが含まれていることが重要です。


重要

環境によっては、異なるサーバー・プールに異なるファイル・システムのエクスポートを提供するようにファイル・サーバーが構成されていると想定することが妥当です。したがって、ファイル・サーバーによって提供されるすべてのエクスポートにアクセスできる単一サーバーがないこともあります。ファイル・システムのリフレッシュを処理するために各サーバー・プールからサーバーを割り当てることによって、Oracle VMは、すべてのファイル・システムがすべてのサーバー・プールでリフレッシュされることを保証できます。環境がそのような方法で設定されている場合、Managerでエクスポートの権限が認識できるようにNFSアクセス・グループを構成する必要があります。詳細は、4.6.1.1項「不均一エクスポートのNFSアクセス・グループ」を参照してください。



「Servers and VMs」タブの「Server Pools」のコンテキスト・メニューで使用可能な「Refresh All」オプションを選択すると、各ファイル・システムに指定された構成済リフレッシュ・サーバーが包括的なファイル・システムのリフレッシュを実行するために使用され、1つ以上の代替リフレッシュ・サーバーを使用するオプションは提供されません。

この画面では、作成する各サーバー・プールから少なくとも1つのサーバーを含める必要があります。高可用性を確保するために各サーバー・プールから複数のサーバーを選択できますが、3つ以上のサーバーを追加することは不必要です。

[image: この図は、「Refresh Servers」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnfs_register_export_servers.png画像を拡大表示します


注意

下位互換性のために、前の手順で管理サーバーのグループを定義した場合、これらのサーバーはリフレッシュ・サーバー・リストに追加され、ファイル・サーバーのリフレッシュを実行するためにも使用できます。これは、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースでは明白ではありません。




	
(このウィザードの最初の画面で選択したように)ファイル・システムの不均一エクスポートを使用している場合は、「Finish」をクリックしてウィザードを完了します。ここでファイル・サーバーのアクセス・グループを作成する必要があることを通知するメッセージが表示されます。NFSアクセス・グループの作成の詳細は、4.6.1.1項「不均一エクスポートのNFSアクセス・グループ」を参照してください。少なくとも1つのアクセス・グループが構成されている場合は、Oracle VM Managerでファイル・システムを使用可能にするためにファイル・サーバー上のファイル・システムをリフレッシュする必要があります。ファイル・サーバーのリフレッシュの詳細は、4.6.2項「ファイル・サーバー構成の管理」を参照してください。

ファイル・システムの均一エクスポートを使用している場合は、「Next」をクリックしてファイル・システムの選択画面に進みます。ファイル・システムに既存の仮想マシン・リソースが含まれている場合は、対応するチェック・ボックスを選択して、Oracle VM Managerで既存のリソースを環境に追加できるようにします。

画面の上部に、「Name Filter」を提供するオプションがあることがわかります。このフィルタを使用して、表示するオブジェクトを制限する検索基準を指定できます。詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。

[image: この図は、「Select File Systems」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnfs311_register3.png画像を拡大表示します

「Finish」をクリックして、ファイル・サーバーの登録を完了します。


	
新しいファイル・サーバーがナビゲーション・ペインの「File Servers」の下に表示されます。


注意

サーバー・プールのファイル・システムとして使用する共有を作成した場合、これらは同じプロセスで検出されます。これらのファイル・システムは比較的小さいため、サーバー・プールがこれらを使用できるようにしておき、記憶域リポジトリはより容量が大きいファイル・システムに作成してください。



ファイル・サーバーの検出の終了時に、ファイル・サーバーで使用可能なすべてのファイル・システムがOracle VM Managerに表示されるように、リフレッシュ操作がトリガーされます。操作の完了後、ナビゲーション・ペインでファイル・サーバーを選択すると、使用可能なファイル・システムが管理ペインの「File Systems」概要表に表示されます。

[image: この図は、管理ペインで「File Systems」パースペクティブが表示された「Storage」タブを示しています。]

クリックするとnfs311_register4.png画像を拡大表示します






これで、ファイル・サーバーおよびファイル・システムを記憶域リポジトリに、またはサーバー・プールのファイル・システムとして使用する準備ができています。サーバー・プールのファイル・システムはサーバー・プールの作成時に選択されますが、ファイル・システムに記憶域リポジトリを作成するには、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。


警告

権限に関連する問題など何らかの理由でサーバーがファイル・システムをマウントできない場合は、それ以上のマウントは停止されるため、Oracle VM Managerでは障害は報告されません。サーバーがファイル・システムにアクセスできない場合には、その理由がサーバー上の/var/log/ovs-agent.logログ・ファイルで報告されます。







4.6.1.1 不均一エクスポートのNFSアクセス・グループ








通常、NFSサーバーは異なるサーバー・プールに同じファイル・システムをエクスポートするように構成されています。この設定では均一エクスポートを持っていると言われます。ただし、NFSサーバーが異なるサーバー・プールに異なるファイル・システムをエクスポートするように構成されている場合は、NFSサーバーで使用可能なすべてのエクスポートにフルアクセスできる単一サーバーがどのサーバー・プールにもありません。この設定では不均一エクスポートを持っていると言われます。この場合、Oracle VM Managerでファイル・システムのリフレッシュを適切に処理するために、各サーバー・プールで使用可能な権限を定義するようにNFSアクセス・グループを構成する必要があります。エクスポートがすべてのサーバー・プールで均一である場合、この操作を実行する必要はありません。

均一および不均一エクスポートについて説明する際、特定のサーバー・プールに属するすべてのサーバーにエクスポートを提示するようにNFSサーバーを構成する方法について説明しているという認識が重要です。クラスタ化されたサーバー・プール内では、すべてのサーバーがNFSサーバー上の同じエクスポートにアクセスできる必要があります。


不均一エクスポートのNFSアクセス・グループを構成するには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブのナビゲーション・ペインで「File Servers」フォルダを展開し、ここにリストされているファイル・サーバーを選択します。管理ペインで、ドロップダウン・リストから「NFS Access Groups」パースペクティブを選択します。


	
新しいNFSアクセス・グループを追加するには、「Create NFS Access Group」アイコンをクリックします[image: 「Create NFS Access Group」アイコン]。


	
「Create NFS Access Group」ウィザードが表示されます。作成するNFSアクセス・グループの意味のある名前および説明を入力します。グループは、特定のサーバー・セットで使用可能なファイル・システムのセットを定義します。「Next」をクリックします。


	
「Select File Systems」ダイアログで、NFSアクセス・グループに割り当てるサーバー・セットを通じてアクセス可能なファイル・システムを識別します。矢印ボタンを使用して、それらを「Selected File System(s)」パネルに移動します。「Next」をクリックします。


	
「Select Servers」ダイアログで、前の手順で選択したファイル・システムのエクスポートにアクセス可能な個々のサーバーまたはサーバー・プールのいずれかを選択します。矢印ボタンを使用して、それらを「Selected Server(s)/Selected Server Pool(s)」パネルに移動します。「Finish」をクリックして、新しいNFSアクセス・グループの定義処理を完了します。







	
既存のNFSアクセス・グループを編集するには、「Update NFS Access Group」アイコンをクリックします。[image: 「Update NFS Access Group」アイコン]これにより、「Edit NFS Access Group」ダイアログが開きます。NFSアクセス・グループの詳細、ファイル・システムおよびサーバーを変更できるようにタブが提供されます。


	
既存のNFSアクセス・グループを削除するには、「Delete NFS Access Group」アイコンをクリックします。[image: 「Delete NFS Access Group」アイコン]処理が完了する前に、確認ダイアログが表示されます。


	
既存のNFSアクセス・グループに関するイベントを表示するには、「NFS Access Group Events」アイコンをクリックします。[image: 「NFS Access Group Events」アイコン]NFSアクセス・グループに固有のイベントのリストが表示されている「Events」ダイアログが表示されます。問題を解決するためには、特定のイベントを確認する必要がある場合があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。














4.6.2 ファイル・サーバー構成の管理








既存のファイル・サーバーの構成は編集することができます。次に、これを行う際の手順およびオプションについて説明します。


登録済のファイル・サーバー構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
ファイル・サーバーを変更する必要がある場合は、ナビゲーション・ペインで「File Servers」フォルダを選択し、管理ペインの表で1つ以上のファイル・サーバーを選択して、管理ペインのツールバーで適切なボタンを使用します。または、ファイル・サーバーを右クリックして、該当する次のいずれかのオプションを選択します。


	
[image: 「Edit File Server」アイコン]Edit File Server: 名前、アクセス・ホスト、説明、プラグイン・オプションなどのファイル・サーバーの設定を変更し、ウィザードの2番目のセクションで管理サーバーの設定を変更します。


	
[image: 「Delete File Server」アイコン]Delete File Server: 選択したファイル・サーバーをOracle VM環境から削除します。


	
[image: 「Discover File Systems」アイコン]Discover File Systems: 1つ以上のファイル・サーバーのすべてのファイル・システムを検出します。


	
[image: 「Refresh File Server」アイコン]Refresh File Server: ディスクおよびファイル・システムに対して変更が行われた場合に、1つ以上のファイル・サーバーの構成の更新をリクエストします。


	
[image: 「Add/Remove Admin Server」アイコン。] Add/Remove Admin Server: このファイル・サーバーとの情報交換を行うOracle VM Serverを決定します。







	
ファイル・システムを変更する必要がある場合は、ファイル・システムが属しているファイル・サーバーを選択し、管理ペインのパースペクティブが「File Systems」に設定されていることを確認します。概要表で1つ以上のファイル・システムを選択し、上部のツールバーで適切なボタンをクリックして、次のいずれかのオプションを選択します。


	
[image: 「Edit File System」アイコン]Edit File System: ファイル・システムの名前および説明を変更します。


	
[image: 「Delete File System」アイコン]Delete File System: 選択したファイル・システムのOracle VM環境での使用を停止します。


	
[image: 「Refresh File System」アイコン]Refresh File System: 1つ以上のファイル・システムのファイル・システム情報の更新をリクエストし、サイズおよびコンテンツが変更されたかどうかを確認します。リフレッシュする1つ以上のファイル・システムを選択する場合、ファイル・サーバーの初回の検出時にこの目的で選択された「Refresh Servers」は、ファイル・システムのリフレッシュ時に選択されたファイル・システムを一時的にマウントするために使用されます。


	
[image: 「Events」アイコン]Display Selected File System Events: ファイル・システムのイベントを表示するための「Events」ダイアログ・ボックスが表示されます。

















4.6.3 管理対象外のストレージ・アレイの処理








管理対象外のストレージ・アレイをリストする目的は、使用可能な特定の管理メカニズムがない環境の記憶域がOracle VMで検出された場合、または、適切な管理メカニズムを特定できない場合にOracle VMによって警告されるようにすることです。つまり、iSCSIおよびファイバ・チャネルにおいて、管理対象外のストレージ・アレイは、ストレージ管理ツリー内の適切な場所が不明である物理ディスクのプレースホルダです。

iSCSIとファイバ・チャネルでは、管理対象外のアレイの動作が異なることに注意してください。iSCSIの場合、実際の管理対象外のアレイの使用は一時的ですが、ファイバ・チャネルの場合、状況は異なります。汎用ファイバ・チャネル・アレイは、記憶域ネットワークに接続されると検出されるため、特定のアクセス・ホストに基づいて別のストレージ・アレイの下にそれらを配置するメカニズムが存在しません。そのため、汎用ファイバ・チャネルLUNは、アクセス・グループがない、管理対象外のファイバ・チャネル・ストレージ・アレイに存在したままとなります。


警告

Oracle VMで汎用ファイバ・チャネル・ストレージを使用する場合は、常に管理サーバーを構成する必要があります。管理サーバーは、検出操作および管理操作で必要です。管理サーバーが設定されていない場合、アレイの物理ディスクの再スキャンでは結果が生成されません。4.6.4.3項「SANサーバーの編集」の説明に従って、管理サーバーを構成してください。



管理対象外の記憶域要素を使用しない場合は、その記憶域要素をOracle VM環境から削除できます。汎用iSCSIストレージ・アレイの場合は、4.6.4.1項「SANサーバーの検出」の手順に従って、適切な方法でそのストレージ・アレイを登録することをお薦めします。記憶域エントリを適切に登録するには、そのエントリを管理対象外のアレイから削除する必要があります。登録後、これらのエントリは、適切なタイプの管理対象のストレージ・アレイの下に表示されます。

汎用的なStorage Connectプラグインを使用しないベンダー固有の記憶域は、必ずその専用のプラグインとともに登録する必要があり、ストレージ管理ツリー内の独自のストレージ・アレイ・エントリの下に表示されます。







4.6.4 SANサーバーの管理
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Oracle VMでは、SANサーバーという用語を使用して、別の物理サーバーから環境に対して使用可能にされているブロックベースの記憶域を示します。この記憶域エンティティはストレージ・アレイとも呼ばれ、外部ボリュームおよびローカル記憶域ボリュームも含みます。iSCSIターゲットおよびLUNの形式でのRAWディスク領域の公開に使用されるテクノロジまたはSAN(ストレージ接続ネットワーク)の構成については、このマニュアルで説明しません。次の手順では、公開されたブロックベースの記憶域をOracle VMに登録し、記憶域リポジトリのインストール用または物理ディスクとしての仮想マシンへの直接接続用にストレージ・アレイおよび物理ディスクを構成する方法について説明します。


注意

Oracle VMには、デフォルトの管理対象外のファイバ・チャネル・ストレージ・アレイがあります。単一の汎用ファイバ・チャネル・ストレージ・アレイのみが存在できるため、このタイプの追加アレイは作成できません。そのため、以降の手順は、次のタイプのStorage Connectプラグインを使用するSANサーバーとストレージ・アレイに適用されます。


	
汎用iSCSI。


	
ベンダー固有のiSCSI。


	
ベンダー固有のファイバ・チャネル。








エンドツーエンドの手順は、3つのフェーズに分けて次の項以降で説明します。





4.6.4.1 SANサーバーの検出







この第1フェーズでは、検出と登録部分、つまり環境内で使用する記憶域要素のコンテナの検出方法について説明します。

選択した記憶域型とプラグインによっては、次の表に示すように、ストレージ・アレイを登録するときに、(ISCSI SANサーバーを使用した)この例に示されている以外の追加情報の入力が必要な場合があります。 


表4.1 それぞれの記憶域型の登録に必要な情報


	
必要な情報フィールド

	
汎用iSCSI

	
ベンダー固有のiSCSI

	
汎用ファイバ・チャネル

	
ベンダー固有のファイバ・チャネル


	
Access host and port

	
必要

	
必要

	
不要

	
不要


	
Access credentials/Chap

	
不要

	
オプション

	
不要

	
不要


	
Administration information

	
不要

	
必要

	
不要

	
必要


	
Plug-in private data

	
不要

	
オプション

	
不要

	
オプション











ストレージ・アレイを検出するには、次の手順を実行します。

	
ストレージ・サーバーがRAWディスク(ファイバ・チャネルSANボリューム、iSCSIターゲットおよびLUN)をサーバー・プールの記憶域ネットワークに公開していることを確認します。


	
「Storage」タブを選択します。


	
ナビゲーション・ペイン上部のツールバーで「Discover SAN Server」[image: 「Discover SAN Server」アイコン。]をクリックします。 .


	
「Discover SAN Server」ウィザードが表示され、ここにOracle VM Managerが外部記憶域要素を検出するのに必要な情報を入力します。


[image: この図は、「Discover SAN Server」ウィザードを示しています。]

クリックするとsan_discover1.png画像を拡大表示します



「Discover SAN Server」手順で、次の情報を入力します。


	
Name: SANサーバーの識別に使用する名前。


	
Description: このSANサーバーについて追加するオプションの情報。


	
Storage Type: アレイは、SANまたはiSCSIストレージ・サーバーのいずれかです。


	
Storage Plug-in: ストレージ・アレイのタイプに対応する記憶域プラグイン(汎用iSCSI、ベンダー固有のiSCSIまたはファイバ・チャネルのプラグイン)。


	
Plugin Private Data: ベンダー固有の記憶域プラグイン(必要な場合)。これは、汎用の記憶域では使用できません。


注意

ベンダー固有のストレージ・アレイを登録するときは、「plug-in private data」フィールドに入力した情報を必ず再度確認してください。ストレージ・アレイが登録されると、このフィールドは変更できなくなります。プラグイン・プライベート・データを更新する必要がある場合は、ストレージ・アレイを登録解除してから再登録する必要があります。




	
Admin Host: 管理ホストのホスト名またはIPアドレス。これは、汎用の記憶域では使用できません。


	
Admin Username: 管理ホストのユーザー名。これは、汎用の記憶域では使用できません。


	
Admin Password: 管理ユーザーのパスワード。これは、汎用の記憶域では使用できません。






「Next」をクリックします。


	
「Access Information」手順が表示されます。これは、ファイバ・チャネル・ストレージ・アレイには適用されません。



[image: この図は、「Discover SAN Server」ウィザードの「Access Information」手順を示しています。]

クリックするとsan_discover2.png画像を拡大表示します



アクセス・ホストは、SANサーバーへのアクセスが可能で、記憶域へのネットワーク・パスを作成するネットワーク・インタフェースのIPアドレスです。この画面では、1つ以上のアクセス・ホストを入力して記憶域へのネットワーク・パスを作成します。(マルチパス用に)複数のパスを追加するには、複数のアクセス・ホストを追加します。記憶域へのアクセス・ホストは少なくとも1つ必要です。一部のISCSIサーバーでは、1つのアクセス・ホストのみがサポートされているため、画面がこの手順の例と異なる場合があります。その場合は、表示される画面でアクセス・ホストのIPアドレス、アクセス・ポートおよび(オプションで)CHAP認証の詳細を入力してください(この手順の残りの部分は実行する必要はありません)。

CHAP認証を使用してSANサーバーに接続する場合は、「Use Chap」チェック・ボックスを選択します。

「Create New Access Host」[image: 「Create New Access Host」アイコン]をクリックして、 SANサーバーのアクセス・ホストを追加します。

「Create Access Host」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Discover SAN Server」ウィザードの「Create Access Host」手順を示しています。]

クリックするとsan_discover2a.png画像を拡大表示します



SANサーバーにアクセス可能なホストのIPアドレスおよびアクセス・ポートを入力します。iSCSIのデフォルトのアクセス・ポートは3260です。前の画面でCHAP認証を選択した場合は、記憶域にアクセスするためのユーザー名およびパスワードを入力します。「OK」をクリックします。


[image: この図は、「Access Host added to the Access Information」ダイアログを示しています。]

クリックするとsan_discover3.png画像を拡大表示します



各アクセス・ホストについてこの手順を繰り返します(たとえば、10.172.76.130、10.172.76.131、10.172.77.130および10.172.77.131などのアクセス・ホストを指定してマルチパスを有効にすることができます)。

すべてのアクセス・ホストを入力したら、「Next」をクリックします。


	
ほとんどのSANサーバーでは、ウィザードは「Add Admin Servers」手順に移ります。ただし、特定のHP EVAやEMCアレイなどの複数のストレージ・アレイを処理する管理ホストを含む、ベンダー固有の記憶域ハードウェアの場合は、新しいSANサーバーに使用するアレイの名前を入力する必要があります。ウィザードはこのタイプの記憶域を認識し、必要に応じて「Set Storage Name」手順を表示します。記憶域名を入力して、「Next」をクリックします。


	
「Add Admin Servers」手順が表示されます。クラスタ化されていないサーバー・プールを使用している場合は、この手順をスキップできます。


[image: この図は、「Discover SAN Server」ウィザードの「Add Admin Servers」手順を示しています。]

クリックするとsan_discover4.png画像を拡大表示します



矢印ボタンを使用して、目的のOracle VM Serverを「Selected Servers」ボックスに移動します。これにより、SANサーバー上でOracle VM関連の管理操作を実行するために使用できるようにするOracle VM Serverが選択されます。「Next」をクリックします。 


	
「Manage Access Group」手順が表示されます。


[image: この図は、「Discover SAN Server」ウィザードの「Manage Access Group」手順を示しています。]

クリックするとsan_discover5.png画像を拡大表示します



ウィザードのこの最終フェーズでは、アクセス・グループの構成機能が提供されます。アクセス・グループ内でOracle VM Serverにストレージ・イニシエータを追加して、記憶域の構成を完了します。


重要

SANサーバーへのアクセスに必要な各Oracle VM Serverのアクセス・グループにストレージ・イニシエータを追加する必要があります。ストレージ・イニシエータを追加しない場合は、Oracle VMはストレージ・アレイにログインできず、LUNにアクセスできません。



デフォルトのアクセス・グループが検出プロセス時に作成される場合があります。


	
アクセス・グループが存在しない場合は、「Create Access Group」[image: 「Create Access Group」アイコン]をクリックすると、この画面から作成できます。 .


	
このSANサーバーで使用するために既存のアクセス・グループを変更する場合は、リストからそのグループを選択して「Edit Access Group」[image: 「Edit Access Group」アイコン]をクリックします。 .


	
必要に応じて、「Delete Access Group」[image: 「Delete Access Group」アイコン。]をクリックすると、アクセス・グループを削除できます。






この例では、汎用iSCSI SANサーバーを使用しているため、デフォルトのアクセス・グループが作成されます。表でデフォルトのアクセス・グループを選択して、「Edit Access Group」[image: 「Edit Access Group」アイコン]をクリックした後、 「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスで「Storage Initiators」タブを選択します。


[image: この図は、「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスに表示された「Storage Initiators」タブを示しています。]



Oracle VM Serverを選択して「Selected Storage Initiators」ボックスに移動し、各Oracle VM Serverにストレージ・イニシエータを追加します。「OK」をクリックします。

アクセス・グループの管理機能はこのウィザード外でも使用できます。アクセスするには、4.6.4.2項「SANサーバーのアクセス・グループ」で説明されているように、「Storage」タブに移動して、ナビゲーション・ペインでSANサーバーを選択し、管理ペインの「Perspective」フィールドを「Access Groups」に変更する必要があります。また、個々のOracle VM Serverのアクセス・グループの管理については、6.10.13項「Oracle VM Serverでのアクセス・グループおよびストレージ・イニシエータの管理」を参照してください。


	
「Finish」をクリックして、SANサーバーの検出操作を完了します。

新しいストレージ・アレイがナビゲーション・ペインの「SAN Servers」の下に表示されます。アクセス・グループの構成の前に、Storage Connectプラグインによって記憶域の場所へのリンクが確立されています。アクセス・グループを構成することによって、1つ以上のOracle VM Serverにストレージ・アレイへのアクセス権を付与すると、SANサーバーによって提供される記憶域要素または物理ディスクがOracle VM Managerに表示されます。アクセス・グループの構成および管理の詳細は、次の項で説明されています。このルールの例外も、アクセス・グループの概念を使用せずに、ファイバ・チャネル・ストレージ・ネットワークに接続されているすべてのOracle VM ServerにLUNを提供する、管理対象外のファイバ・チャネル・ストレージ・アレイです。












4.6.4.2 SANサーバーのアクセス・グループ








ストレージ・アレイの検出時に、Oracle VM Serverが記憶域にアクセスできるようにするアクセス・グループを構成するオプションが提供されます。この項では、ストレージ・アレイのアクセス・グループの構成について説明します。

汎用ストレージ・アレイ以外は、要件に従って物理ディスク・アクセスを配置および制限するために、複数のアクセス・グループを作成できます。デフォルトでは、汎用iSCSIストレージ・アレイには、使用可能なアクセス・グループが1つあり、そこでOracle VM Serverからストレージ・イニシエータを追加または削除できます。

汎用ファイバ・チャネル・ストレージにはアクセス・グループがなく、常に「Unmanaged Fibre Channel Storage Array」フォルダの下にリストされます。

ストレージ・アレイのタイプに適した手順を選択します。


非汎用iSCSIストレージ・アレイのアクセス・グループを構成するには、次の手順を実行します。

	
ナビゲーション・ペインでSANサーバーを選択します。管理ペインで、「Access Groups」パースペクティブを選択します。


	
「Create Access Group」[image: 「Create Access Group」アイコン]をクリックします。 .「Create Access Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「Access Group」タブで、新しいアクセス・グループの名前を入力し、オプションで説明を指定します。

[image: この図は、「Create Access Group」ダイアログ・ボックスの「Access Group」タブを示しています。]


	
「Storage Initiators」タブを選択します。これには、環境内にあるOracle VM Server上のこのタイプの記憶域で使用可能なストレージ・イニシエータが含まれます。


	
矢印ボタンを使用して、目的のイニシエータを「Selected Storage Initiators」ボックスに移動します。   

[image: この図は、「Create Access Group」ダイアログ・ボックスの「Storage Initiators」タブを示しています。]


注意

「Servers and VMs」タブの「Storage Initiators」パースペクティブを使用しても、個々のOracle VM Serverにあるストレージ・イニシエータを表示および構成できます。この方法の使用の詳細は、6.10.13項「Oracle VM Serverでのアクセス・グループおよびストレージ・イニシエータの管理」を参照してください。




	
「Physical Disks」タブを選択します。ここには、登録中のストレージ・アレイにある使用可能な記憶域要素が含まれています。


注意

初めてこのストレージ・アレイに対するアクセスを構成する場合、使用可能な物理ディスクのリストは空の可能性があります。物理ディスクを選択するために、後でアクセス・グループを構成する必要がある場合があります。詳細は、4.8.4項「記憶域リポジトリの削除」を参照してください。




	
矢印ボタンを使用して、目的のディスクを「Selected Physical Disks」ボックスに移動します。これらのディスクは、iSCSIイニシエータがアクセス・グループの一部であるOracle VM Serverに提示されます。 

[image: この図は、「Create Access Group」ダイアログ・ボックスの「Physical Disks」タブを示しています。]


	
「OK」をクリックして、選択したイニシエータおよび物理ディスクで新しいアクセス・グループを作成します。新しいアクセス・グループが「Access Groups」表に表示されます。管理ペインの「Perspective」を「Physical Disks」に変更すると、提示されている物理ディスクのリストが表に表示されます。


	
アクセス・グループの構成後、SANサーバーをリフレッシュして、現在の記憶域レイアウトとアクセス・ルールが有効であることを確認することをお薦めします。






これで、非汎用ストレージ・アレイ内の選択した物理ディスクは、このアクセス・グループのOracle VM Serverに対して使用可能になりました。次に示すとおり、汎用iSCSIストレージ・アレイのアクセス・グループの構成はより単純です。


汎用iSCSIストレージ・アレイにアクセス・グループを構成するには、次の手順を実行します。

	
ナビゲーション・ペインでSANサーバーを選択します。管理ペインで、「Access Groups」パースペクティブを選択します。このストレージ・アレイのデフォルトのアクセス・グループはすでに存在します。


	
デフォルトのアクセス・グループを選択して、「Edit Access Group」[image: 「Edit Access Group」アイコン]をクリックします。 .「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「Access Group」タブでは、デフォルトのアクセス・グループの名前は変更できませんが、必要に応じてアクセス・グループの説明を指定できます。

[image: この図は、「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスの「Access Group」タブを示しています。]


	
「Storage Initiators」タブを選択します。これには、環境内にあるOracle VM Server上のこのタイプの記憶域で使用可能なストレージ・イニシエータが含まれます。


	
矢印ボタンを使用して、目的のイニシエータを「Selected Storage Initiators」ボックスに移動します。   

[image: この図は、「Edit Access Group」ダイアログ・ボックスの「Storage Initiators」タブを示しています。]


注意

「Servers and VMs」タブの「Storage Initiators」パースペクティブを使用しても、個々のOracle VM Serverにあるストレージ・イニシエータを表示および構成できます。この方法の使用の詳細は、6.10.13項「Oracle VM Serverでのアクセス・グループおよびストレージ・イニシエータの管理」を参照してください。



汎用ストレージ・アレイでは、追加する物理ディスクを選択できないため、すべてのディスクが、選択したOracle VM Serverに自動的に提示されます。


	
「OK」をクリックして、デフォルトのアクセス・グループへの変更を保存します。管理ペインの「Perspective」を「Physical Disks」に変更すると、提示されている物理ディスクのリストが表に表示されます。

[image: この図は、管理ペインで「Physical Disks」表が表示された「Storage」タブを示しています。]

クリックするとarray311_pdisks.png画像を拡大表示します


	
アクセス・グループを構成した後、ストレージ・アレイをリフレッシュして、現在の記憶域レイアウトとアクセス・ルールが有効であることを確認することをお薦めします。






これで、このアクセス・グループのOracle VM Serverは、ストレージ・アレイの物理ディスクを使用するのに必要な権限を持つようになり、この物理ディスクは仮想マシン(VM)のディスクとして、または、記憶域リポジトリ用にデプロイできます。物理ディスクに記憶域リポジトリを作成するには、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。

もちろん、登録した記憶域構成はいつでも変更できます。次に、これを行う際の手順およびオプションについて説明します。







4.6.4.3 SANサーバーの編集







この項では、Oracle VM Managerを介してストレージ・アレイを検出した後で使用可能な更新オプションについて説明します。


登録済のストレージ・アレイ構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
登録したSANサーバーを変更する必要がある場合は、ナビゲーション・ツリーの「SAN Servers」フォルダを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストから「SAN Servers」オプションを選択して、表で1つ以上のSANサーバーを選択し、上部のツールバーで適切なボタンをクリックして、次のいずれかのオプションを選択します。


	
[image: 「Edit SAN Server」アイコン]Edit SAN Server: 名前、説明、アクセス・ホストの追加/編集/削除などのSANサーバーの設定を変更し、管理サーバーの設定を変更します。


注意

アクセス・ホストを編集する場合は、既存のアクセス・ホストのIPアドレスまたはホスト名を変更することはできません。このパラメータを変更する必要がある場合は、指定されたIPアドレスまたはホスト名でアクセスできなくなったアクセス・ホストを削除してから、正しい情報で新しいアクセス・ホストを追加する必要があります。




	
[image: 「Delete SAN Server」アイコン]Delete SAN Server: 選択した1つ以上のSANサーバーをOracle VM環境から削除します。


	
[image: 「Refresh SAN Server」アイコン]Refresh SAN Server: サーバーで使用可能な物理ディスク構成に対して変更が行われた場合に、1つ以上のSANサーバーのストレージ・アレイ構成の更新をリクエストします。


	
[image: 「Add/Remove Admin Server」アイコン。] Add/Remove Admin Server: このSANサーバーとの情報交換を行うOracle VM Serverを決定します。







	
ストレージ・アレイの物理ディスクを変更する必要がある場合は、ナビゲーション・ペインでSANサーバーを選択し、管理ペインの「Perspective」が「Physical Disks」に設定されていることを確認します。概要表で1つ以上の物理ディスクを選択し、上部のツールバーで適切なボタンをクリックして、次のいずれかのオプションを選択します。


	
[image: 「Edit Physical Disk」アイコン。] Edit Physical Disk: 物理ディスクの名前、説明およびその他の情報を変更するか、物理ディスクを共有可能にします。


	
[image: 「Delete Physical Disk」アイコン。] Delete Physical Disk: 選択した1つ以上の物理ディスクのOracle VM環境での使用を停止します。


警告

登録済のストレージ・アレイからLUNを削除する場合は、必ず最初にOracle VM Managerで削除した後で、ストレージ・サーバーから物理的に削除してください。操作のこの順序を守らないとシステムは不明な状態となり、この状態は、削除したLUNが接続されているOracle VM Serverを再起動することによってのみ解決できます。




	
[image: 「Clone Physical Disk」アイコン。] Clone Physical Disk: 選択したターゲットの物理ディスクのシン・クローン、スパース・コピーまたは非スパース・コピーを作成します。オプションについては、次の表を参照してください。


	
クローン・ターゲット

	
シン・クローン

	
スパース・コピー

	
非スパース・コピー


	
Physical Disk

			
必要


	
Storage Array

	
必要

		
	
Storage Repository

		
必要

	
必要






[image: この図は、「Clone Physical Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]

これは、特に物理ディスクに適用されますが、VMクローニングの詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。

これらのクローン・ターゲット・タイプの定義については、用語集を参照してください。


	
[image: 「Refresh Physical Disk」アイコン]Refresh Physical Disk: 1つ以上の物理ディスクの更新をリクエストして、サイズおよび構成が変更されたかどうかを確認します。物理ディスクを変更したかどうかを確認することは、リポジトリ作成のような操作を実行したときに、Oracle VM Managerが使用可能なディスク領域を正確に判断できるようにするために重要です。







注意

ディスクが次の3つのプロパティをすべて持っている場合、クリティカル・イベントが生成され、リポジトリがエラー状態になります。


	
ディスクが縮小された


	
ディスクが拡張物理ディスクではない


	
ディスク上にOCFS2ファイル・システムがある






これはほとんどのユーザーにとって通常の操作ではありませんが、ディスク・サイズを変更する場合に留意する必要があります。

リポジトリを通常の状態に戻すには、物理ディスクのサイズをOCFS2ファイル・システムのサイズ以上に拡張し、リポジトリのイベント表でイベントを確認する必要があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。




	
[image: 「Display Servers using Physical Disk...」アイコン]Display Servers using Physical Disk...: 選択した物理ディスクを使用しているサーバーを表示します。


	
[image: 「Events」アイコン]Display Selected Physical Disk Events...: 物理ディスクのイベントを表示するための「Events」ダイアログ・ボックスが表示されます。







	
Oracle VM Serverがストレージ・アレイの物理ディスクにアクセスする方法を変更する必要がある場合は、ナビゲーション・ペインのツリー構造でSANサーバーを選択し、管理ペインの「Perspective」を「Access Groups」に設定し、変更するアクセス・グループを選択します。タブの上部近くにあるツールバーのボタンを使用して、次のいずれかのオプションを選択します。


	
[image: 「Edit Access Group」アイコン]Edit Access Group: 名前、説明、選択したストレージ・イニシエータ、物理ディスクなどのアクセス・グループの設定を変更します。


	
[image: 「Delete Access Group」アイコン。] Delete Access Group: 選択した1つ以上のアクセス・グループを削除します。


	
[image: 「Present/Unpresent Physical Disk」アイコン。] Present/Unpresent Physical Disk: このアクセス・グループがアクセスできる物理ディスクの選択を変更します。


	
[image: 「Events」アイコン]Display Selected Access Group Events...: アクセス・グループのイベントを表示するための「Events」ダイアログ・ボックスが表示されます。







注意

汎用iSCSIストレージ・アレイの場合、選択したストレージ・イニシエータのみ変更できます。他のプロパティは変更できません。














4.6.4.4 物理ディスクからのファイル・システムの削除








物理ディスクまたはSANストレージ・アレイのLUNを検出するときに、不要なファイル・システムを含むものが検出される場合があります。Oracle VMでは、物理ディスクおよびLUNにはファイル・システム情報が含まれていない、完全にクリーンであることを想定しているため、Oracle VM Managerには、物理ディスクからファイル・システムを削除する機能が提供されています。


「Servers and VMs」タブを使用して物理ディスクからファイル・システムを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、不要なファイル・システムがある物理ディスクが提示されているOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」を「Physical Disks」に変更します。


	
表でファイル・システムを削除する1つ以上の物理ディスクを選択してから、「Delete File System」[image: 「Delete File System」アイコン。]をクリックします。


	
「OK」をクリックしてファイル・システムの削除を確認し、物理ディスクに格納されているデータを破棄します。







「Storage」タブを使用して物理ディスクからファイル・システムを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブを選択します。


	
ナビゲーション・ペインで、「Shared File Systems」フォルダを選択します。


	
管理ペインの表で、削除する必要のあるストレージ・デバイスに対応する1つ以上のファイル・システムを選択します。


	
「Delete File System」[image: 「Delete File System」アイコン。]をクリックします。


	
「OK」をクリックしてファイル・システムの削除を確認し、物理ディスクに格納されているデータを破棄します。






ファイル・システムが物理ディスクから削除されると、記憶域リポジトリの作成または仮想マシンのRAW物理ディスクとして使用できます。









4.6.5 ローカル記憶域の使用








Oracle VM Serverに未使用のハード・ディスクがある場合は、それらを環境のローカル記憶域として使用できます。これらのスペア・ディスクは、完全に空である(つまり、パーティションやファイル・システムがない)ことを条件に、自動的にOracle VM Serverのローカル・ストレージ・アレイに含められます。

ローカル・ストレージ・アレイは、「Storage」タブの下にリストされないことに注意してください。ただし、ローカル記憶域エンティティは、それを使用できる場所で参照できます(記憶域リポジトリの作成時、VMの物理ディスクの選択時、Oracle VM Serverにアクセス可能な物理ディスクのリスト時、物理クローン・ターゲットの選択時など)。

[image: この図は、「Search Clone Target」ダイアログ・ボックスを示しています。]

ローカル記憶域には、高速で使いやすいという利点がありますが、このタイプの記憶域は共有できず、高可用性構成で使用できないことに注意してください。そのため、重要なデータを格納し、高度なデータ損失防止を使用して事実上連続した稼働時間が必要である重要な仮想マシンを実行する必要がある場合は、ローカル記憶域を使用せず、かわりに適切な冗長性がある接続ストレージを使用することをお薦めします。

また、ローカル記憶域は、サーバー・プール内の複数のOracle VM Serverでクラスタ化された設定において柔軟性に欠けています。ローカル記憶域に存在するリソースおよびVMディスクは、他のサーバーと共有できません(このサーバーが同じサーバー・プール内に存在する場合も同様)。これは、別のOracle VM Serverのローカル・リポジトリに格納されているテンプレート、ISOまたはVMディスクを使用できす、ローカルに格納されたディスクがあるVMのライブ・マイグレーションが不可能であることを意味します。Oracle VM環境を設計するときは、このことを考慮することを強くお薦めします。

ローカル記憶域が最も有用な構成は、クラスタ化されていないサーバー・プールにOracle VM Serverが1つのみ含まれる構成です。ローカル記憶域で記憶域リポジトリを構成することによって(4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照)、単一のサーバーで迅速かつ容易にOracle VMの仮想環境を設定でき、すべてのリソース、仮想マシンおよびそのディスクは、ローカルに格納されます。Oracle VM Serverは1つのみであるため、リソースへのアクセスは保証されます。


注意

ローカル記憶域要素の一部のプロパティは、Oracle VM Serverの管理ペインを使用して編集できます(「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインから適切なサーバーを選択し、管理ペインの「Perspective」を「Physical Disks」に設定します)。このサーバーで使用可能なディスクが表示され、使用できる操作は上部のツールバー・ボタンを使用して実行できます。









4.6.6 記憶域の削除







ストレージ・サーバーを削除する前に、記憶域リポジトリおよびそのストレージ・サーバー上のサーバー・プールのファイル・システムを削除する必要があります。

ストレージ・サーバー上に記憶域リポジトリがある場合は、仮想マシン・テンプレート、仮想ディスク、アセンブリ、ISOファイルなどのすべての仮想マシン・リソースをリポジトリから削除する必要があります。記憶域リポジトリがファイル・サーバー(NFSサーバー)上にある場合は、リポジトリを削除する前に、記憶域リポジトリの所有権をリリースする必要もあります。所有されていない記憶域リポジトリを削除すると、Oracle VM Managerデータベースからのこのリポジトリの削除のみが実行され、リポジトリ内のファイルは削除されません。記憶域リポジトリがストレージ・アレイ(物理ディスク)上にある場合は、記憶域リポジトリのすべてのコンテンツを削除する必要があります。次に、記憶域リポジトリが存在するファイル・システムも削除する必要があります。

ストレージ・サーバーにサーバー・プールのファイル・システムがある場合、サーバー・プールのファイル・システムを削除するには、サーバー・プールを削除する必要があります。

ストレージ・サーバーを停止して廃棄できます。

仮想マシン・リソースの使用の詳細は、7.5項「仮想マシン・リソース」を参照してください。サーバー・プールの削除の詳細は、6.9.8項「サーバー・プールの削除」を参照してください。記憶域リポジトリの所有権のリリースの詳細は、4.8.3項「記憶域リポジトリの編集」を参照してください。記憶域リポジトリの削除の詳細は、4.8.4項「記憶域リポジトリの削除」を参照してください。













4.7 マルチパスI/Oサポートの有効化








マルチパスは、サーバーCPUとそのストレージ・デバイス間に複数の物理パスを作成する技術です。これによってフォルト・トレランスが向上し、パフォーマンスが強化されます。Oracle VMでは、マルチパスI/Oがデフォルトでサポートされます。SANディスクがOracle VM Managerで検出される必要があるため、Oracle VM Serverはマルチパスが有効な状態でインストールされます。


注意

すべてのシステム・ディスク(/または/bootを含むディスク)はOracle VM Managerによってブラックリスト登録されるため、Oracle VM環境では使用できません。



マルチパスの構成情報は/etc/multipath.confに格納されており、よく使用されるSANハードウェアの様々な構成詳細とともに、Oracle VMの固有の設定を含みます。ほとんどの場合、ユーザーはこのファイルを変更する必要がありません(変更しないことをお薦めします)。ファイルの内容を調べることは、それがOracle VMでどのように機能するかと、SANでマルチパスが使用されず、LUNが表示されない場合に構成が必要となる可能性がある内容をより深く理解するのに役に立つ場合があります。

この項では、マルチパスを有効にするのにユーザー処理が必要な場合にこれを行う方法について説明します。必要な手順は、実装されている記憶域ハードウェアによって異なります。そのため、次の手順はガイドラインとして使用し、SANハードウェアのドキュメントを優先する必要があります。


注意

すべての手順が環境に適用されるわけではありません。手順の詳細なリスト、手順を実行する順序および固有の環境との手順の関連性については、SANハードウェア・ベンダーのドキュメントを参照してください。




マルチパスを構成する一般的な手順:

	
Oracle VM環境で使用するSANハードウェアに適用するマルチパス構成を設計して文書化します。


	
ホスト・バス・アダプタ(HBA)のドライバが存在することを確認します。存在しない場合は、ドライバをインストールします。


	
ファイバ・チャネル・スイッチで適切なゾーニングを構成します。


	
ストレージ・アレイでLUNマスキングを構成します。


	
ベンダーのドキュメントで指示されている場合は、ディスク・サブシステムでパス最適化機能(ALUAなど)を構成します。


	
SANハードウェアにアクセスできる各Oracle VM Serverでファブリック情報をチェックします。multipath -llおよび関連コマンドを使用します。


	
Oracle VM Serverのファイル/etc/multipath.confに必要な変更を加えます。


注意

環境内にあるすべてのOracle VM Serverのマルチパス構成ファイルに、まったく同じ変更を加える必要があります。




重要

構成パラメータuser_friendly_namesが/etc/multipath.conf構成ファイル内でnoに設定されたままであることが重要です。




	
マルチパス・デーモン(multipathed)を再起動します。


	
ファブリック情報を再度チェックして、構成を確認します。


	
ベンダーのドキュメントで指示されている場合は、initrdを再構築します。


	
Oracle VM Serverを再起動して、再起動後にSANおよびマルチパス構成が適切に表示されることを確認します。






詳細は、SANハードウェア・ベンダーのドキュメントを参照してください。


注意

マルチパスSANからのブートはサポートされています。













4.8 記憶域リポジトリの管理
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記憶域リポジトリを作成して構成し、サーバー・プール内のOracle VM Serverに1つ以上の記憶域リポジトリを提示するには、Oracle VM Managerを使用します。記憶域リポジトリの作成および構成中に、Oracle VM Server上のOracle VM Agentは、Oracle VM Managerから与えられる指示を実行するワーカー・コンポーネントとして機能します。この章では、サーバー・プール内のOracle VM Serverに対して記憶域リポジトリを使用可能にするために、物理記憶域ハードウェア、LUN、ファイル・システムなどの検出後に実行する操作のフローについて説明します。記憶域リポジトリがアクセス可能になると、記憶域リソースを追加して、これらのリソースでVMを構築することを開始できます。

環境内のOracle VM Serverの構成によっては、記憶域の特性のために記憶域リポジトリの作成に制限が適用される場合があります。記憶域リポジトリを使用するときは、次のガイドラインに注意してください。


	
クラスタリング機能がないサーバー・プールを使用する場合は、ファイル・サーバー(NFS)とローカル・ストレージ・アレイ内のローカルの物理ディスクの2つの記憶域オプションが使用可能です。4.6.5項「ローカル記憶域の使用」に説明するとおり、ローカル記憶域には厳しい制限があることに注意してください。


	
ローカル記憶域またはOracle VM Serverの未使用のディスクは、ローカル・ストレージ・アレイのLUNとして検出されます。ローカル記憶域で単一サーバーの設定を使用する場合は、サーバー・プールでクラスタリングを解除してください。これによって、定義上、ローカル・ディスクに配置できないサーバー・プール・ファイル・システムが必要なくなります。


	
複数のサーバー、アクティブなクラスタリングおよび接続ストレージ(NFS、iSCSI、ファイバ・チャネル)を備えたサーバー・プールのみが、高可用性、ロード・バランシングおよび同様の高度な機能を提供できます。






Oracle VM Managerを使用すると、その制御下の記憶域リポジトリで多数の管理操作を実行できます。表4.2「記憶域リポジトリの管理操作」に、記憶域リポジトリのレベルで可能な操作を示します。Oracle VM Managerのこれらの機能にアクセスするには、「Repositories」タブを開き、ナビゲーション・ペインのツリー・ビューを使用してリポジトリを選択し、次に、上部のツールバーから適切なボタンを選択します。


注意

記憶域リポジトリは個々のサーバーに提示されますが、サーバー・プール内のすべてのサーバーに提示されるわけではありません。これは、特定のサーバー上ではリポジトリを使用できない場合があることを意味します。特定のOracle VM ServerにVMをデプロイする場合は、この点に注意する必要があります。記憶域リポジトリにアクセスできるサーバーを確認するには、ナビゲーション・ペインでリポジトリを選択し、「Perspective」を「Info」に設定して、管理ペインでアクセス・ステータスを確認します。





表4.2 記憶域リポジトリの管理操作


	
操作

	
説明


	
リポジトリの作成

	
4.8.1項「記憶域リポジトリの作成」を参照してください。


	
リポジトリの提示

	

	
ツリー・ビューでリポジトリを選択し、「Present/Unpresent」[image: 「Present/Unpresent」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
「Present Repository」ダイアログ・ボックスでは、リポジトリをサーバー・プール全体に提示するか、または個々のサーバーに提示するかを選択できます。矢印ボタンを使用して、現在のリポジトリを提示する(または提示しない)サーバー・プールまたはOracle VM Serverを決定します。


注意

リポジトリをサーバー・プールに提示する場合、これは、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverを選択し、これらのサーバーにリポジトリを個別に提示するのと同じ結果になります。




	
「OK」をクリックして、変更内容を保存します。






4.8.2項「記憶域リポジトリの提示または非提示」を参照してください。


	
リポジトリの編集

	

	
ツリー・ビューでリポジトリを選択し、「Edit Selected Repository」[image: 「Edit Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
「Edit Repository」ダイアログ・ボックスには、次の2つのタブがあります。

「Repository」タブでは、次の変更を行うことができます。


	
Name: 選択したリポジトリの名前を編集します。


	
Description: 必要に応じて、選択したリポジトリの詳細な説明を入力します。


	
Release Ownership: 別のOracle VM Managerでこのリポジトリを使用できるようにする場合は、このチェック・ボックスを選択します。






「Present Repository」タブでは、リポジトリをサーバー・プール全体に提示するか、またはリポジトリを個々のサーバーに提示するかを選択できます。矢印ボタンを使用して、現在のリポジトリを提示する(または提示しない)サーバー・プールまたはOracle VM Serverを決定します。


注意

リポジトリをサーバー・プールに提示する場合、これは、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverを選択し、これらのサーバーにリポジトリを個別に提示するのと同じ結果になります。




	
「OK」をクリックして、記憶域リポジトリの変更を保存します。






4.8.3項「記憶域リポジトリの編集」を参照してください。


	
リポジトリの削除

	

	
表で1つ以上のリポジトリを選択し、「Delete Selected Repository」[image: 「Delete Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
「OK」をクリックして、削除操作を実行します。






4.8.4項「記憶域リポジトリの削除」を参照してください。


	
リポジトリのリフレッシュおよび再同期

	
表で1つ以上のリポジトリを選択し、「Refresh and Resync Selected Repository」[image: 「Refresh and Resync Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。

Oracle VM Managerによって、選択したリポジトリのディスクの内容が再度確認されます。検出された変更は、記憶域リポジトリの様々な内容のタブ(アセンブリ、ISOファイルなど)に反映されます。














4.8.1 記憶域リポジトリの作成








前述の4.6.1項「ファイル・サーバーの検出」と4.6.4.1項「SANサーバーの検出」で説明されている準備フェーズを完了すると、Oracle VM Managerでは、記憶域リポジトリとして使用可能な、基礎となる物理記憶域プロバイダが完全に認識されています。


重要

記憶域リポジトリのサイズは10GB以上である必要があります。この最小サイズ要件に加え、仮想マシン、テンプレート、ISOファイルおよびその他の仮想マシンのリソース用に十分な記憶領域が必要です。




サーバー・プールの記憶域リポジトリを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブを選択します。


	
ナビゲーション・ペイン上部のツールバーで「Create New Repository」[image: 「Create New Repository」アイコン]をクリックします。 .


	
「Create a Data Repository」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力します。


	
Repository Name: リポジトリの識別に使用する名前。


	
Repository Location: ネットワーク・ファイル・サーバーまたは物理ディスク。







	
場所として「Physical Disk」を選択した場合は、「リポジトリの場所としての物理ディスク」に進みます。場所として「Network File Server」を選択した場合は、「Search」[image: 「Search」アイコン]をクリックして 「Select Network File System」ダイアログ・ボックスで場所を選択します。


	
リストからネットワーク・ファイル・サーバーを選択します。使用可能なファイル・システムが表示されます。リフレッシュされたファイル・システムのみが使用可能であることに注意してください。


	
記憶域リポジトリをインストールするファイル・システムを選択します。「OK」をクリックします。


注意

ファイル・システムを検索する場合、「Name Filter」を指定するオプションがあります。このフィルタを使用して、表示するオブジェクトを制限する検索基準を指定できます。詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。



[image: この図は、「Repository Information」ダイアログ・ボックスを示しています。]







	
必要に応じて、次の追加情報を指定します。


	
Share Path: 選択したファイル・システム上のサブディレクトリへのパス。


	
Description: この記憶域リポジトリについて追加する情報。


	
「記憶域リポジトリのサーバーへの提示」に進みます。







	
 「Repository Location」として「Physical Disk」を選択した場合は、「Search」[image: 「Search」アイコン]をクリックして 「Select Physical Disk」ダイアログ・ボックスで場所を選択します。


	
「Storage Array」と、該当する場合は、それぞれのリストから「Volume Group」を選択します。使用可能なディスクが表示されます。


	
記憶域リポジトリをインストールする物理ディスクを選択します。「OK」をクリックします。


注意

物理ディスクを検索する場合、「Name Filter」を指定するオプションがあります。このフィルタを使用して、表示するオブジェクトを制限する検索基準を指定できます。詳細は、3.14項「名前フィルタ」を参照してください。



[image: この図は、「Repository Information」ダイアログ・ボックスを示しています。]







	
リストから、この記憶域リポジトリが提供されるサーバー・プールを選択します。必要に応じて、「Description」フィールドにこの記憶域リポジトリについての追加情報を入力します。


注意

記憶域リポジトリをLUNに作成する場合は、クラスタ化されたサーバー・プールのみが選択可能です。




	
「Next」をクリックして、ウィザードの2番目のセクションである「Present to Servers」に進みます。

記憶域リポジトリを準備して作成しても、移入するにはOracle VM Serverで使用可能にすることも必要です。通常、記憶域リポジトリはサーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverに対して提示します。ただし、記憶域を異なる方法で設定する必要がある場合、Oracle VM Managerでは、サーバー・プール全体ではなく、選択したOracle VM Serverに対してリポジトリを提示できます。4.8.2項「記憶域リポジトリの提示または非提示」も参照してください。


	
「Present to Servers」ダイアログ・ボックスで、矢印ボタンを使用して、目的のOracle VM Serverを左側から右側のペインに移動します。

[image: この図は、「Present to Servers」ダイアログ・ボックスを示しています。]


	
「Finish」をクリックして、新しい記憶域リポジトリを作成し、選択したOracle VM Serverに提示します。新しい記憶域リポジトリが管理ペインの「Repositories」表に表示されます。






この時点で、記憶域リポジトリが作成され、Oracle VM Managerは所有権を取得し、選択したOracle VM Serverは、仮想マシン、ISOファイル、テンプレートなどを格納するためのアクセス権を持っています。記憶域リポジトリへのアクセス権を持つサーバーの構成を変更するには、4.8.2項「記憶域リポジトリの提示または非提示」を参照してください。







4.8.2 記憶域リポジトリの提示または非提示








記憶域リポジトリ作成の一部として、リポジトリを使用可能にする必要のあるOracle VM Serverを選択できます。ただし、この選択は後で変更したり、新しいサーバーにリポジトリを提示したり、すでに選択したサーバーから非提示にすることもできます。

記憶域リポジトリをOracle VM Serverに提示することは、ファイル・システムをマウントすることに相当します。実質的に、リポジトリをサーバー・プール内のOracle VM Serverに提示すると、リポジトリのファイル・システムは各Oracle VM Serverのrootユーザーによってマウントされます。これは、Oracle VM設定のHA構成の重要な要素です。


記憶域リポジトリをOracle VM Serverに提示するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブを選択し、ナビゲーション・ペインでリポジトリを選択します。


	
「Present/Unpresent」[image: 「Present/Unpresent」アイコン]をクリックして (上部のツールバー)、リポジトリを提示するサーバーのリストを変更します。


	
「Present this Repository to Server(s)」ダイアログ・ボックスで、チェック・ボックスを使用して、個々のOracle VM Serverに提示するか、または1つ以上のサーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverに提示するかを選択します。次に、矢印ボタンを使用して、目的のOracle VM Serverまたはサーバー・プールをペイン間で移動します。

[image: この図は、「Present this Repository to Servers(s)」ダイアログ・ボックスを示しています。]


	
「OK」をクリックして、記憶域リポジトリを選択したOracle VM Serverに提示します。







注意

NFSベースの記憶域リポジトリは、同じOracle VM Managerによって制御される複数のサーバー・プールで共有できます。OCFS2ベースの記憶域リポジトリは、常に、クラスタ化された単一のサーバー・プールに属します。そのため、そのサーバー・プールのメンバーだけがどちらのペインにも表示されます。



これで、外部記憶域の設定が完了しました。記憶域リポジトリはOracle VM Serverに対して使用可能になっています。サーバー・プールの準備ができると、仮想マシンの作成を開始できます。詳細は、「第6章 サーバー・プールおよびOracle VM Serverの管理」を参照してください。







4.8.3 記憶域リポジトリの編集









記憶域リポジトリを編集するには、次の手順を実行します。

	
ナビゲーション・ペインのツリー・ビューでリポジトリを選択し、「Edit Selected Repository」[image: 「Edit Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
「Edit Repository」ダイアログ・ボックスで、次の変更を行うことができます。

Name: 選択したリポジトリの名前を編集します。

Server Pool: このオプションは、リポジトリの場所が「Physical Disk」である場合のみ使用可能です。これにより、リポジトリが関連付けられているサーバー・プールを変更できます。このオプションを使用すると、OCFS2リポジトリを1つのサーバー・プールから別のサーバー・プールに簡単に移動できます。通常はサーバー・プールの関連付けを変更した後に、リポジトリを提示するサーバーまたはサーバー・プールを変更する必要があります。詳細は、4.8.2項「記憶域リポジトリの提示または非提示」を参照してください。

Description: 必要に応じて、選択したリポジトリの詳細な説明を入力します。

Release Ownership: 別のOracle VM Managerでこのリポジトリを使用できるようにする場合は、このチェック・ボックスを選択します。

「Present Repository」タブをクリックすると、リポジトリを提示するサーバーまたはサーバー・プールを簡単に変更できます。詳細は、4.8.2項「記憶域リポジトリの提示または非提示」を参照してください。


	
「OK」をクリックして、記憶域リポジトリの変更を保存します。












4.8.4 記憶域リポジトリの削除








所有する記憶域リポジトリを削除するには、次の手順を実行します。

	
削除する記憶域リポジトリからすべてのコンテンツが削除されていることを確認します。


	
管理ペインの表で1つ以上のリポジトリを選択し、「Delete Selected Repository」[image: 「Delete Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
この記憶域リポジトリを削除することを確認して「OK」をクリックし、続行します。







コンテンツを削除せずに記憶域リポジトリを削除するには、次の手順を実行します。

	
管理ペインの表でリポジトリを選択し、「Present/Unpresent」[image: 「Present/Unpresent」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。


	
「Present Repository」ダイアログ・ボックスで、すべてのOracle VM Serverに対して記憶域リポジトリを非提示にします。「OK」をクリックします。


	
ナビゲーション・ペインのツリー・ビューでリポジトリを選択し、「Edit Selected Repository」[image: 「Edit Selected Repository」アイコン]をクリックします (上部のツールバー)。「Release Ownership」チェック・ボックスを選択して、「OK」をクリックします。


	
表で、所有権をリリースしたリポジトリを選択し、「Delete」をクリックします。


	
この記憶域リポジトリを削除することを確認して「OK」をクリックし、続行します。






サーバー・プールがOracle VM Server、ネットワークおよび記憶域で完全に構成されている場合は、記憶域リポジトリでのすべての管理およびメンテナンス操作にOracle VM Managerを使用します。リポジトリに存在する記憶域リソース(ISOファイル、テンプレートなど)もOracle VM Managerを介して管理します。記憶域リポジトリ内の記憶域リソースでの管理操作の詳細は、別の章(7.5項「仮想マシン・リソース」)を参照してください。仮想マシンで各種の記憶域エンティティを使用する手順の詳細は、第7章「仮想マシンの管理」を参照してください。







4.8.5 記憶域リポジトリのバックアップの有効化








Oracle VM Serverでは、サード・パーティのアプリケーションを使用して、記憶域リポジトリのコンテンツをバックアップできるように構成できます。これを行うために、Oracle VM ServerはNFS共有を提供するように構成されており、サード・パーティのバックアップ・ツールはこの共有を使用してリポジトリのコンテンツにアクセスできます。Oracle VM Serverがクラスタ化されたサーバー・プールにあり、OCFS2ベースの記憶域リポジトリがOracle VM Serverに提示されている必要があります。

リポジトリのエクスポートを作成している場合は、「Repository Path」(管理ペインの表に表示)およびOracle VM Serverのホスト名またはIPアドレスを使用して、サード・パーティのバックアップ・ソフトウェアからNFSマウント・ポイントに接続します。


リポジトリのエクスポートを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、リポジトリのエクスポートの場所を作成するOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Repository Exports」を選択します。


	
「Create Repository Export..」をクリックします[image: 「Create Repository Export..」アイコン] (ツールバー)。


	
「Create Repository Export」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: この図は、「Create Repository Export」ダイアログ・ボックスを示しています。]

次を入力または選択します。


	
Client IP/Host Name: リポジトリのコンテンツへのアクセス権を付与するコンピュータのIPアドレスまたはホスト名。多くの場合、これはサード・パーティのバックアップおよびリストア・ソフトウェアが動作しているマシンになります。


	
Repository: Oracle VM Serverに提示されるOCFS2ベースの記憶域リポジトリ。これはバックアップするリポジトリです。


	
Options: NFSマウント構成に含める次のようなパラメータ。


rw, async, no_root_squash


「OK」をクリックします。







	
リポジトリのエクスポートを編集するには、管理ペインの表でエントリを選択し、「Edit Repository Export..」をクリックします[image: 「Edit Repository Export...」アイコン] (ツールバー)。


	
リポジトリのエクスポートを削除するには、管理ペインの表でエントリを選択し、「Delete Repository Export」[image: Delete Repository Export」アイコン]をクリックします (ツールバー)。


















第5章 ネットワークの管理
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ネットワークは、多くの様々な解釈が存在する非常に広い概念です。通常、データ・センター管理者は、パフォーマンス、セキュリティおよび費用対効果における最適なネットワーク構成について、独自の考えを持ちます。物理ネットワーク接続がすぐに使用可能なためフェイルオーバーまたは大きなバンド幅を実現するためにボンディングまたはデータ・リンクの集約が選択される場合もあれば、他の構成ではネットワークのセグメント化または空いているNICの不足を補うためにVLANが使用される場合もあります。記憶域にイーサネット接続が使用される場合も、自由に使用可能な専用のファイバ・チャネル・ハードウェアがある場合もあります。

一般に、データ・センターのオペレータは、スイッチ、ルーター、ファイアウォール、ケーブル、NIC(ネットワーク・インタフェース・カード)などのハードウェアの観点から考える傾向があります。現在までに、唯一普及しているネットワーク仮想化の概念は、VLAN(仮想LAN)テクノロジです。VLANは、Oracle VMネットワークにおいても非常に頻繁に使用されます。

Oracle VM環境のネットワーク・インフラストラクチャは、次の様々なコンポーネント間の接続で構成されます。


	
Oracle VM Server間


	
Oracle VM ServerとOracle VM Manager間


	
Oracle VM Serverとそれらの記憶域サブシステム間


	
環境内にデプロイされている仮想マシン間


	
および仮想マシンと外部のプライベートまたはパブリック・ネットワーク間






これらのネットワーク接続では、Oracle VMによってサポートされる機能(ネットワーク化されたファイル・システム、クラスタリング、冗長性とロード・バランシング、ブリッジングおよび仮想LAN (VLAN)のサポートなど)を利用できます。

この章では、Oracle VMネットワークの作成および使用について説明します。











5.1 Oracle VMネットワークの概要







Oracle VMネットワークを作成する場合は、1組の論理イーサネット・ネットワークに使用可能なネットワーク・ポートをマップします。このマッピングはOracle VM Managerで実行します。

物理ネットワークとは、Oracle VM ManagerとすべてのOracle VM Serverの物理接続の集合、および宛先に情報を届けるスイッチおよびルーターです。


Oracle VMの論理ネットワークはこれらの物理接続上に構築されます。各物理接続をネットワーク・ポートといいます。この物理接続を、ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)またはネットワーク・インタフェースという場合もあります。

作成する論理ネットワークごとに、名前または別名を定義します。ネットワークを作成したら、物理ネットワーク・ポートを論理ネットワークに接続します。

Oracle VM Managerで論理ネットワークを定義する前に、VLANやサブネット使用など、使用する物理ネットワーク構成を確認する必要があります。また、Oracle VM Serverが利用できるネットワーク・ポート(NIC)の数も考慮します。単一のOracle VM Serverで必要なポートの推奨される最小数は2つですが、テストまたはデモンストレーション用には1つで十分です。Oracle VM Server上に3つ以上のポートがある環境では、より多くの冗長性またはトラフィック分離を設計できます。

Oracle VMでは、1Gビットおよび10Gビットの両方のNICがサポートされます。すべてのネットワーク機能は、専用または共有物理ネットワーク上のいずれかで使用できます(仮想マシン・イントラ・サーバーを除く)。たとえば、物理ネットワークを仮想マシンまたは記憶域のみに割り当てることも、すべてのネットワーク機能で使用することもできます。

また、次のOTNから追加のホワイトペーパー『Oracle VM 3 Networking』を確認することも可能です。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/overview/index.html











5.2 ネットワークの使用








Oracle VMのネットワークでは次の1つ以上のネットワーク機能を実行できます。


	
サーバー管理: サーバー・プール内の物理的なOracle VM Serverを管理する場合に使用されます(異なるOracle VM Server上のOracle VM Agentの更新など)。


注意

Oracle VMでは、管理ネットワーク・インタフェースおよびパブリック・インタフェース(デフォルト・ルート)は、各Oracle VM Serverで同じである必要があります。同じインタフェース上で他のタイプのネットワークを使用することはできます(VLANやネットワーク・ブリッジなどを使用)。




	
クラスタ・ハートビート: クラスタ化されたサーバー・プールのOracle VM Serverが起動され実行中であるかどうかを確認するために使用されます。ハートビート機能にはネットワーク・コンポーネントが含まれており、各Oracle VM Serverを使用してTCP/IP通信チャネルが作成されます。各Oracle VM Serverによってキープ・アライブ・パケットが定期的に送信され、各Oracle VM Serverが動作しているかどうかを確認するためにこれらのパケットが使用されます。


重要

負荷の高いネットワーク(記憶域やライブ・マイグレーションのネットワークなど)からクラスタ・ハートビート機能を切り離すことをお薦めします。バンド幅が低くなりすぎると、ハートビートの接続が中断され、仮想マシンおよびOracle VM Serverの再起動が必要になる可能性があります。クラスタ・ハートビート・ロール用ネットワークの設計の詳細は、5.9項「クラスタ・ハートビート・ネットワークの設計」を参照してください。




	
ライブ・マイグレーション: 仮想マシンのステータスを変更せずに、サーバー・プール内のOracle VM Server間で仮想マシンを移行するために使用されます。


	
記憶域: サーバー・プールのすべての記憶域のトランスポートに使用されます。イーサネット・ベースの記憶域リポジトリおよびサーバー・プール・ファイル・システムに接続するためにOracle VM Serverによって使用されます。仮想マシン・ロールと同様に、記憶域ロールを持つ複数のネットワークを使用できます。


	
仮想マシン: サーバー・プール内の異なる仮想マシン間のネットワーク・トラフィックのために使用されます。仮想マシン・ロールは、標準のインター・サーバー(標準のスイッチ経由でルーティング可能)、またはイントラ・サーバー(外部物理ネットワークを経由しない選択されたOracle VM Server専用)のいずれかです。

1つのOracle VM Manager内に、仮想マシン・ロールを持つ複数のネットワークが存在可能であることに注意してください(その可能性は高いです)。






Oracle VM環境の構成の最初の手順は、Oracle VM Serverを検出することです。Oracle VM ServerおよびOracle VM Managerは異なるサブネット上に存在できますが、この手順では、Oracle VM ManagerホストおよびすべてのOracle VM Serverが同じネットワーク上で通信できることが前提となります。最初のOracle VM Serverが検出されると、管理ネットワークが自動的に作成され、Oracle VM Serverが接続されているサブネットからその名前が付けられます。検出された追加の各Oracle VM Serverは、既知のサブネットまたは新しいサブネット上のいずれかにあります。Oracle VM Serverが新しいサブネット上にある場合は、新しい管理ネットワークが構築され、Oracle VM Serverが既知のサブネット上にある場合は、そのサブネットに追加されます。Oracle VM環境の各サーバーは、Oracle VM Managerのデータベースの単一の管理ネットワーク・オブジェクトに属し、管理用に指定されている1つのインタフェースのみを使用します。


警告

Oracle VM Managerと検出および所有されたOracle VM Serverは、相互にアクセス可能であれば異なるサブネット上で使用できますが、ネットワーク・アドレス変換(NAT)はこの構成ではサポートされません。NATを使用すると、Oracle VM Serverの実際の管理IPと検出時に提供されたIPで相違が発生します。



各Oracle VM Server上のネットワーク・ポートは、Oracle VM Serverのインストール時に管理インタフェースとして指定され、ボンディングされたインタフェースとして構成されます。ポートはこのボンドに追加または削除できます。作成された管理ネットワークは、サーバーに管理ネットワーク上のポートがない場合にのみ削除できます。

管理ネットワークの設定が完了したら、他のタイプのネットワークの作成を計画します。特定のネットワークに対して選択されたポートは、追加のネットワークの作成時に再度選択することはできません。ネットワーク・ボンディングとVLANグループを組み合せて使用すると、既存のポートを使用して環境に必要なすべてのネットワークを作成できます。ネットワーク・ボンディングの詳細は5.3項「ネットワーク環境の構築」を、VLANグループの詳細は5.7項「VLANグループおよびVLANセグメント」を参照してください。


図5.1 Oracle VMネットワークの例


[image: この図は、Oracle VM環境におけるネットワーク・アーキテクチャの例を示します。]







図5.1「Oracle VMネットワークの例」は、分割ネットワーク機能を持つOracle VM環境の例を示しています。各Oracle VM Serverは、所属先のサーバー・プールにかかわらず、管理ネットワークに接続されています。

ハートビート機能およびライブ・マイグレーションに個別のネットワークを定義することをお薦めします。これは、ライブ・マイグレーションのような機能ではネットワーク・トラフィックのピークが生成される可能性があるためです。ハートビート機能はピーク負荷による影響を受けやすいため、この機能が負荷の高いネットワークの影響を受けないようにすることが重要です。[1]これらの種類のネットワーク・トラフィックは個々のサーバー・プールのレベルで発生するため、ネットワークにゲートウェイは必要ありません。個別の機能を処理するために異なるネットワークを作成した場合でも、サーバーは同じ機能を割り当てられた複数のネットワークに属することはできないことを理解することが重要です。

通常、仮想マシン(VM)のトラフィックは専用ネットワークを経由しますが、他のネットワーク機能と組み合せることができます。この例では、専用のVMネットワークにインターネット(または企業のWide Area Network)へのルートがあります。ネットワーク・インフラストラクチャで許可されるのと同じ数の仮想マシン・ネットワークを作成できます。

最初の2つのサーバー・プールは、イーサネット・ベースの記憶域プロバイダを使用して記憶域ネットワークに接続されます。イーサネット・ベースの記憶域は、NFSファイル・サーバーまたはiSCSI LUNのいずれかとして提供されます。サーバー・プール3にはファイバ・チャネル・ストレージが割り当てられており、接続されているすべてのハードウェア・コンポーネントにファイバ・チャネル・スイッチおよびホスト・バス・アダプタ(HBA)が必要です。仮想マシンのネットワークと同様、記憶域計画を実装するのに必要な数の記憶域ネットワークを作成します。






[1] 一時的にネットワークの負荷が高くなると、サーバーに対するハートビートが失敗して、サーバーがクラスタから不必要に隔離されることがあります。















5.3 ネットワーク環境の構築








新しいネットワークを作成する場合、ネットワーク機能およびこのネットワークを構築するネットワーク要素を選択します。環境でVLANが使用されている場合、これらのネットワーク要素にはネットワーク・ポート、ボンドまたはVLANセグメントが含まれます。これらのネットワーク要素および作成したネットワークは、Oracle VM Managerデータベースにネットワーク・オブジェクトとして格納されます。Oracle VM Serverは、これらのOracle VM Managerネットワーク・オブジェクトを認識しません。Oracle VM Managerのネットワーク・オブジェクトを作成および管理することで、Oracle VM Server上に存在するネットワーク・デバイス(ポート、VLANデバイス、ブリッジなど)を構成または削除できます。

物理ネットワーク環境を確認し、論理的な配分を決定してこれらの物理オブジェクトをグループ化したら、Oracle VM Managerで論理構成を作成してネットワーク設計を実装します。これらの論理構成には次のものが含まれます。


	
ネットワーク・ボンド


	
VLANグループ


	
ネットワーク


	
ブリッジ







重要

Oracle VM Managerでは、ネットワーク・ボンドにLinux用語を使用していますが、Oracle Solarisのユーザーは、これをデータ・リンクの集約と同等のものとして理解する必要があります。




注意

ブリッジはネットワークに関連付けられています。ネットワーク・ブリッジは、仮想マシンのネットワークを作成すると自動的に作成されます。



これらのオブジェクトの概略とその使用方法については、以降の各項を参照してください。


ネットワーク設計にインタフェース・ボンディング(データ・リンクの集約)を含める場合は、最初にこれらのネットワーク・ボンドを作成します。ボンドは、ネットワーク・ポートの集約で、冗長性を提供し、ボンディング・モードに応じてパフォーマンスを向上させます。複数のVLANからのトラフィックで同じボンドの使用が許可されている場合、これらのボンドはVLANとともに使用されることがあります。


ネットワーク環境がVLANで構成される場合、次の手順でVLANグループを作成します。VLANグループを使用して、各Oracle VM Serverのどのポートまたはボンドで複数のVLANからのトラフィックを受け入れるかを決定します。次に、VLAN IDとしてVLANグループの一部であるVLANセグメントを指定します。

これらのネットワーク・ビルディング・ブロックの設定が完了したら、Oracle VM Managerを使用してネットワークを作成できます。ネットワークごとに、次の2つの質問に答える必要があります。


	
新しいネットワークで使用するネットワーク機能は何か。

ネットワーク機能については、5.2項「ネットワークの使用」を参照してください。


	
新しいネットワークのビルディング・ブロックは何か。






これらのビルディング・ブロックによって、Oracle VM Managerのネットワークの種類が決まります。ネットワークの作成には、次の選択肢があります。


	
ポートおよびボンドを使用してネットワークを作成する


	
VLANのみを使用してネットワークを作成する


	
ポートおよびボンド、VLANを使用してネットワークを作成する


	
単一のサーバーに論理ネットワークを作成する






ポートを使用してネットワークを作成する場合、そのネットワークに参加するOracle VM Server上にあるポートが既存ネットワークの一部になることはできません。ポート・ボンディングを使用する場合は、ネットワークを作成する前にボンドを作成します。1つのポートまたはボンド上の複数のVLANからのトラフィックを許可する場合は、VLANグループを作成してからネットワークを作成してください。

VLANグループを作成する場合、次の情報を入力します。


	
ネットワークに参加している各サーバーのポートまたはボンド


	
ネットワークの使用が許可されている各VLANのVLAN ID


	
IPアドレスが必要な場合は、前述の箇条書きの項目でそれぞれ指定した各ポートまたはVLANインタフェースに割り当てるIPアドレス






VLANインタフェース、ポートおよびボンドの組合せを使用してネットワークを作成することもできます。この種類のネットワークを選択した場合は、ボンドを最初に作成する必要があり、VLANインタフェースはすでに既存のVLANグループに属している必要があります。


また、単一サーバー用のネットワークを作成できます。この種類のネットワークは単一のOracle VM Serverで実行している仮想マシン間の通信を許可し、外部ネットワーク・トラフィックを許可しません。複数の仮想マシンで構成されるコンピューティング環境では、仮想マシンによってネットワーク上で相互にサービスが提供され、Oracle VM Serverにネットワーク・ポートを追加しなくてもこの種類のネットワークのメリットを得ることができます。ネットワーク・トラフィックはサーバーから離れることができないため、高速ネットワークが実現されます。この種類のネットワークを使用した仮想マシンは、ネットワーク構成が仮想マシンから削除されないかぎり、別のOracle VM Serverに移動または移行することはできません。これはイントラ・サーバー・ネットワークと呼ばれます。

次の項では、IPアドレス指定、ネットワーク・ボンディング、ネットワーク・ブリッジ、VLANグループおよびVLANセグメントの詳細について説明します。VLANグループを作成する場合は、5.11項「VLANグループの管理」を参照してください。ネットワークを作成する場合は、5.12項「ネットワークの管理」を参照してください。











5.4 IPアドレス指定およびDHCP








Oracle VM Manager内にネットワークを設定する場合、各Oracle VM Serverおよび各仮想マシンに使用するIPアドレス指定メカニズムを構成するオプションがあります。オプションには、DHCPと静的IPアドレスの2つがあります。DHCPを利用して、ネットワーク内のサーバーまたは仮想マシンにIPアドレスを自動的に割り当てる場合は、DHCPサーバーがOracle VM環境に設定されており使用可能であることを確認する必要があります。Oracle VM Manager自体はDHCPサーバーとしては機能しません。DHCPが適切に機能するためには、DHCPサーバーが、ネットワーク内の各Oracle VM Serverに指定した物理ネットワーク・ポートに接続されている必要があります。

Oracle VM Serverまたは仮想マシンに静的IPアドレスを使用する場合、Oracle VM Managerは、Oracle VM Manager内の各サーバーまたは仮想マシンに指定されたIPアドレス、ネットマスクおよびゲートウェイに従って、Oracle VM Agentを介して、各Oracle VM Serverまたは仮想マシンのネットワーク・パラメータを自動的に構成します。

仮想マシン・ネットワークとして単独で機能するネットワーク・ブリッジまたはネットワークを構成する場合は、ブリッジにIPアドレス指定メカニズムを指定しないようにすることもできます。この場合、ブリッジはこれを使用する仮想マシン用にレイヤー2スイッチとして機能します。この詳細は、5.6項「ネットワーク・ブリッジ」を参照してください。











5.5 ネットワーク・ボンディング








ネットワーク・ボンディングとは、冗長性やスループットの増加に向けて1つのホスト上でネットワーク・インタフェースを組み合せることです。冗長性は、単一の物理リンクで障害が発生した場合に仮想環境のサービスが失われないようにするという点で非常に重要です。このネットワーク・ボンディングは、Linuxネットワーク・ボンディングまたはOracle Solarisデータ・リンクの集約と同じです。Oracle VMでネットワーク・ボンディングを使用する場合はスイッチ構成が必要となる場合があります。


Oracle VMのネットワーク・ボンディングには3つのモードがあります。


	
アクティブ・バックアップ: アクティブなNICが1つと、休止状態のNICが1つ存在します。アクティブなNICが停止すると、もう一方のNICがアクティブになります。このモードではスループットは増加しませんが、障害が発生した場合に冗長性が提供されます。アクティブ・バックアップはx86環境でのみサポートされています。


	
動的リンク・ライブラリ: 集約されたNICが1つのNICとして機能する結果としてスループットが高くなりますが、NICに障害が発生した場合もフェイルオーバーが提供されます。動的リンク・ライブラリにはIEEE 802.3adをサポートしているスイッチが必要です。


	
適用可能なロード・バランシング: マシンのNICを介してネットワーク・トラフィックが均等にバランス化され、フェイルオーバーもサポートされており冗長性が提供されます。動的リンク・ライブラリとは異なり、適用可能なロード・バランシングには特定のスイッチ構成は必要ありません。適用可能なロード・バランシングはx86環境でのみサポートされています。







注意

動的リンク・ライブラリはSPARCサーバーでのみ現在サポートされています。




図5.2 ネットワーク・ボンディング


[image: この図は、ネットワーク・ボンディングを示します。]







Oracle VM Serverのインストール時、ネットワーク・インタフェース(管理ポートのプロンプトで選択)はボンディングされたインタフェースとして構成されます。このボンドは、1つのインタフェースのみを使用して作成されます。これは、Oracle VM Serverの管理インタフェースの再構成がサポートされないためです。元のインタフェースの構成に影響を及ぼすことなく、既存のボンド・デバイスに2つ目のインタフェースを追加できます。図5.2「ネットワーク・ボンディング」にこの構成が示されていますが、2つ目のネットワーク・インタフェースが、インストール時に作成されたネットワーク・ボンドであるbond0に追加されています。デフォルトでは、管理ネットワークのボンディング・モードはアクティブ・バックアップに設定されています。

図5.2「ネットワーク・ボンディング」には、2つ目のボンディングされたインタフェース(bond1)の構成も示されていますが、このボンディングされたインタフェースは仮想マシン機能などの他のネットワークに使用できます。











5.6 ネットワーク・ブリッジ








仮想マシン・ロールでネットワークを作成すると、このネットワークに参加している各Oracle VM Serverのネットワークに追加されたポートまたはボンドにブリッジが自動的に作成されます。仮想マシンで生成されるすべてのネットワーク・パケットは、仮想マシンのネットワーク用として構成されたブリッジに送信されます。ブリッジはレイヤー2スイッチとして動作し、パケットを、Oracle VM Serverで実行されている他の仮想マシンに、またはパケットの接続先がOracle VM Serverの外部にある場合はポートまたはボンドに送ります。

通常、ネットワーク内にデプロイされる各仮想マシンにはIPアドレスが静的に、またはDHCPを使用して割り当てられていますが、Oracle VM ServerのブリッジにはIPアドレスを構成する必要はありません。仮想マシン・ネットワークの構成時に、このネットワークに選択したポートまたはボンドに対してIPアドレスを指定する場合はブリッジにIPアドレスが割り当てられます。選択されたポートまたはボンドにIPアドレスを割り当てないようにすることもできます。この場合、ブリッジにアドレスは割り当てられませんが、ブリッジはレイヤー2スイッチとして機能します。


図5.3 ネットワーク・ブリッジ


[image: この図は、仮想マシン・ロールのネットワークでのブリッジ機能を示します。]







図5.3「ネットワーク・ブリッジ」では、2つのネットワーク・ポートが、仮想マシン・ロールでネットワークに指定されています。したがって、これらのポートは、ボンディングされたインタフェースとして構成される必要があります。このネットワークは仮想マシン・ロールで構成されているため、ブリッジは、ネットワークの各Oracle VM Serverに自動的に作成されます。ネットワークの作成時に必要に応じてIPアドレスを割り当てることができますが、仮想マシン・ネットワークのブリッジまたはポートのどちらにもIPアドレスは割り当てられません。

ネットワークのブリッジは、仮想マシン・ロールでのみ作成されます。











5.7 VLANグループおよびVLANセグメント








	5.7.1 VLANの構成
	5.7.2 VLANグループの構成





Oracle VMでは、同じネットワーク・ポートまたはボンドで複数の仮想LAN (VLAN)がサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。これは、異なるネットワークにデプロイされた仮想マシン(同じOracle VM Serverポートまたはボンドを介して接続)で、異なるVLANにトラフィックを送ることができることを意味します。この機能は、VLANグループを使用して実装されます。

VLANの構成時、それぞれが複数のVLANを含む1つ以上のVLAN グループが作成されます。各VLANには、個別VLAN IDが割り当てられます。VLAN IDは、アタッチされているVLANスイッチにより、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離するために使用されます。VLANは、構成後、個別の物理接続とまったく同様に機能します。





5.7.1 VLANの構成







ネットワークをサポートするには、必要なVLANを、使用する前に構成する必要があります。これは、通常、スイッチ・トランキングを使用して行われます。トランキングでは、パケットが最終的な接続先に正しく送信されるように、そのポート上で複数のVLANトラフィックを許可するようにポートが構成されます。トランキングの詳細は、スイッチ・ベンダーのドキュメントを参照してください。







5.7.2 VLANグループの構成








VLANグループは、タグ付けされているか、または、タグ付けされていないVLANの論理グループです。VLANがタグ付けされている場合、このVLANに対して送受信されている各パケットにはVLAN IDが含まれています。ネットワーク・トラフィックには、タグ付けされたパケットとタグ付けされていないパケットが混在できます。パケットにVLANタグが含まれていない場合、そのパケットは、タグ付けされていないVLANに送信されます。

VLANグループを作成して、複数のVLANからのトラフィックをサーバー・プールの各Oracle VM Serverの単一のポートまたはボンドに送信できます。たとえば、ポートまたはボンドがID 2のVLANおよびID 3のVLANのトラフィックを送信することが求められる場合、VLANを作成し、2つのVLAN(VLAN 2およびVLAN 3)を指定します。これらのVLANは、VLANグループのVLANセグメントとして表示されます。VLANグループを作成した後に、ネットワークを作成して、VLANグループに存在するVLANセグメントの1つを指定します。このネットワーク上の仮想マシンから送信される各パケットは、ネットワーク作成時に指定されたVLANセグメント用に、VLAN IDでタグ付けされます。ネットワーク作成時に、タグ付けしないことを指定した場合、VLANグループで定義されるポートまたはボンドを通して、パケットは引き続き移動できますが、パケットはタグ付けされていません。Oracle VM Serverが接続されるイーサネット・スイッチで、パケットを適切な、タグ付けされている、またはタグ付けされていないVLANに送信します。

図5.4「VLANおよびVLANグループのネットワーク」は、ネットワーク・トラフィックが同じボンディングされたインタフェースを通る、2つの仮想マシンのネットワーク例を示しています。


図5.4 VLANおよびVLANグループのネットワーク


[image: この図は、同じインタフェースを介して接続する2つの仮想マシン・ネットワークを示しています。]







図5.4「VLANおよびVLANグループのネットワーク」に示す構成をサポートするのに必要なVLANグループには、ID 2および3の、2つのVLANが含まれます。また、VLANグループには、ネットワークのOracle VM Serverごとに2つのポートが含まれます。各サーバーで、ポートはボンド・デバイスとして構成されます。VLANグループが作成されると、2つの仮想マシン・ネットワークが追加され、1つ目のネットワークはID 2のVLANセグメントを指定し、2つ目のネットワークはID 3のVLANセグメントを指定します(両方のセグメントはVLANグループで定義されます)。ネットワークごとに、指定されたVLANセグメントにブリッジが定義されますが、構成時に指定されていないため、IPアドレスはありません。VLANセグメント2にデプロイされた仮想マシンからのネットワーク・パケットは、ブリッジを経由し、VLAN 2に属するパケットを識別するタグを取得します。同様に、VLANセグメント3用にネットワークにデプロイされた仮想マシンから発行されるパケットは、VLAN3用にID 3とタグ付けされます。両方のネットワークからのパケットは、ボンドが動的リンク・ライブラリまたは適用可能なロード・バランシングに構成される場合、スイッチへのどちらのパスも使用します。イーサネット・スイッチの受信ポートは、構成の2つのVLANに対するネットワーク・トラフィックを認識するように、トランキングまたは類似したプログラムを使用して構成されます。このように、トランク・ポートはスイッチ上、または、接続された他のスイッチ上で正しいVLANにパケットを送信します。













5.8 追加ネットワークの作成








Oracle VM Server上の使用可能なネットワーク・ポートの数に応じて、また、VLANを使用するかどうかに応じて、追加のネットワークを作成し、それにネットワーク機能を割り当てることができます。管理機能は例外で、これはすでに割り当てられており、Oracle VM Serverの検出時に作成される管理ネットワークから削除することはできません。たとえば、Oracle VM Serverに2つのNICがある場合、仮想マシン・ロールを持つ2つ目のネットワークを作成します。記憶域が管理ネットワークに接続されている場合、管理ネットワークによって定義されるのと同じネットワークに記憶域が接続されていると、管理ネットワークに記憶域ロールを追加できます。

Oracle VM Serverに3つ以上のポートがある場合、または、VLANを使用している場合、記憶域ロールを持つ追加のネットワークを作成できます。これらのネットワークは、Oracle VM ServerをiSCSIまたはNFSベースのいずれかの記憶域に接続します。通常、同じプールに属するすべてのOracle VM Serverは、同じ記憶域にアクセスします。作成されるネットワークごとに、そのネットワークに参加するために各Oracle VM Serverでポート、ボンドまたはVLANインタフェースを選択します。

また、ライブ・マイグレーション機能のために別のネットワークを作成することもできます。初回のサーバー検出の後、ライブ・マイグレーション・ロールが管理ネットワークに割り当てられます。Oracle VMは、SSLを使用してマイグレーション・トラフィックを暗号化することで、機密データの悪用を防ぎ、専用ネットワークが不要になるようにします。それにもかかわらず、サーバー・プール内のOracle VM Serverで十分なネットワーク・リソースがある場合、ライブ・マイグレーション用に別のネットワークを作成することを選択できます。

同様に、クラスタ・ハートビート・ネットワーク機能が、初回のOracle VM Server検出時に、即座に、管理ネットワークに割り当てられます。ハートビート通信はネットワーク上に多くのトラフィックを生成しないため、管理ネットワークに多くの影響を及ぼすことはありません。ただし、これは待機時間に影響されやすくなります。この理由から、クラスタ・ハートビート機能のために別のネットワークを作成することを選択できます。


注意

ハートビート機能およびライブ・マイグレーション機能のためにいくつかのネットワークを作成できますが、各Oracle VM Serverは1つのハートビートおよびライブ・マイグレーションのネットワークにしか参加できません。



ネットワーク構成はサーバー・プール構成から独立していますが、全体的なネットワーク・インフラストラクチャを設計する際には、両方のエンティティを考慮する必要があります。Oracle VM Serverは、Oracle VM Serverをグループ化してサーバー・プールを形成する方法とは関係なく、管理ポートを使用して、環境内のすべてのOracle VM Serverと通信します。環境の一部のネットワーク構成が、特定のサーバー・プールが利用できる記憶域に依存している場合があります。別々のサーバー・プールからデプロイされる仮想マシンは、同じ外部ネットワークを使用する場合があります。この理由から、ネットワーク設計は、現在のネットワークおよび記憶域の設定、予測される増加に基づいて計画することが最善です。

この章の次の項では、Oracle VM Managerを使用してOracle VM環境のネットワーク構造をVLANグループおよびネットワークに変換する方法について説明します。環境でネットワーク・ポートのボンディングを使用することを考えている場合は、まず、それらを作成します。環境にVLANが含まれている場合、VLAN設定をサポートするためのVLANグループを作成します。この後、ネットワーク作成時に、これらのVLANグループに含まれるVLANセグメントを指定できます。











5.9 クラスタ・ハートビート・ネットワークの設計







Oracle VMは、基礎となるクラスタリング・ファイル・システムとしてOCFS2を使用して、その記憶域リポジトリを管理し、共有記憶域へのアクセスを提供します。

クラスタ・ハートビートは、すべてのOCFS2クラスタの必須コンポーネントです。これには、ノード(この場合のノードはOracle VM Server)を停止しているまたは動作しているとして正確に指定する役割があります。OCFS2で使用するハートビートには、次の2つのタイプがあります。


	
ディスク・ハートビート(クラスタ内のすべてのOracle VM Serverがタイム・スタンプをサーバー・プールのファイル・システム・デバイスに書き込みます)。


	
ネットワーク・ハートビート(Oracle VM Serverがネットワークを介して通信し、すべてのクラスタ・メンバーが動作していることを相互に確認します)。






クォーラムは、共有記憶域での処理が許可されている、クラスタ内のOracle VM Serverのグループです。クラスタで障害が発生した場合、Oracle VM Serverは、グループ間でではなく、各グループ内および共有記憶域と通信することができるグループに分割されることがあります。この場合、OCFS2は他のグループのフェンシングを続行および開始することができるグループを決定します。フェンシングとは、クラスタからOracle VM Serverを強制的に削除する手法です。OCFS2がマウントされたOracle VM Serverは、障害が発生したクラスタ内にクォーラムが存在しないことを認識した場合、自身のフェンシングを行います。これは、他のOracle VM Serverによるそのクラスタのリソースへのアクセスを妨げないようにするためです。Oracle VM Serverはフェンシングされると再起動され、クラスタに再度参加します。Oracle VM Serverがフェンシングされると、フェンシングされたOracle VM Serverで実行中の仮想マシンは、HAが有効な場合、他のOracle VM Serverで移行および再起動が行われます(HAが有効でない仮想マシンは移行されません)。

クラスタ・ハートビートはネットワークの中断による影響を受けやすいため、クラスタ・ハートビート・ネットワークでは特別な注意を払って個別に扱い、次のことを確認する必要があります。


	
記憶域やライブ・マイグレーションのネットワークなど負荷の高いネットワークと同じリンクを共有していない。ネットワークの作成の詳細は、5.12.1項「ネットワークの作成」を参照してください。


	
1つのネットワーク・パスに障害が発生した場合に、操作の続行を保証するボンドを使用した冗長性が提供されている。ボンドの詳細は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」および5.10項「ボンディングされたインタフェースの管理」を参照してください。






Oracle VMでのOCFS2の実装の詳細は、6.2項「サーバー・プール・クラスタ」を参照してください。











5.10 ボンディングされたインタフェースの管理








各Oracle VM Server上の管理ポートは、インストール時に指定され、ボンディングされたインタフェースとして自動的に構成されます。ネットワーク環境に冗長性と、必要に応じて、ロード・バランシングを追加するには、追加のボンドを作成します。これらのボンドは、作成されると、VLANグループまたはネットワークの構築時にビルディング・ブロックとして使用できます。この項では、ボンディングされたインタフェースの管理について説明します。


ボンド・ポートを作成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、ボンド・ポートが作成されるOracle VM Serverを選択します。Oracle VM Serverがすでにサーバー・プールの一部である場合は、「Server Pools」にリストされます。それ以外の場合は、「Unassigned Servers」フォルダでOracle VM Serverを検索して選択します。


	
管理ペインで、「Perspective」を「Ethernet Ports」に設定します。ボンド・ポートとして使用する選択したOracle VM Serverのポートが、既存のボンド、ネットワークまたはVLANグループの一部でないことを確認します。ポートが使用可能であることを確認してください。


	
管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定します。上部のツールバーで「Create Bond Port」[image: 「Create Bond Port」アイコン]をクリックして、 「Bond Port Creation」ウィザードを開始します。


	
「Create Bond Port」ウィンドウの右側部分で、新しいボンドの一部になるポートを選択します。矢印ボタンを使用して「Available Ports」ペインから「Selected Ports」ペインにポートを移動することで、これを行います。

注意: ポートにIPアドレスがある場合は、ボンドにポートを追加できません。

ここでIPアドレスをこのボンドに割り当てるか、または、後で、ボンドを使用してVLANグループまたはネットワークを作成するときにIPアドレスを割り当てるように待つこともできます。ここでIPアドレスを割り当てることを選択する場合、「Addressing」タイプと、該当する場合は、IPアドレスとネットマスクを選択します。

[image: この図は、「Create Bond Port」ダイアログ・ボックスを示しています。]


	
必要に応じて、「MTU」フィールドに最大送信単位のサイズを設定します。ネットワークで超特大フレームがサポートされている場合は、MTU値を必要なサイズに増やします。MTUはデフォルトで1500に設定されており、1GbE NICでは1500から9000の間、10GbE NICでは1500から64000の間に設定できます。MTUフィールドを設定することで最大送信レートが設定されるため、1GbE NICでMTUを9000に設定している場合は、5000パケットを送受信できます。


注意

SPARCシステムでのジャンボ・フレームのサポートは、現在使用できません。SPARCシステムでポートが構成されている場合は、MTU値を変更しないでください。




	
必要に応じて、このボンドの説明を追加します。


	
「Bonding」リストからボンディング・モードを指定します。ネットワーク・ボンディング・モードの詳細は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」を参照してください。


	
「OK」をクリックして、操作を完了します。






ボンド・ポートを作成すると、その構成を変更することができます。その説明とIPアドレスを変更するだけでなく、そのボンディング・モードを更新し、ポートを追加または削除できます。


ボンド・ポートを編集するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、ボンド・ポートが作成されるOracle VM Serverを選択します。Oracle VM Serverがすでにサーバー・プールの一部である場合は、「Server Pools」にリストされます。それ以外の場合は、「Unassigned Servers」フォルダでOracle VM Serverを検索して選択します。


	
管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定し、更新するボンドを選択します。上部のツールバーで「Edit Selected Port」[image: 「Edit Selected Port」アイコン]をクリックします。 .「Edit Port」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
IPアドレス指定、ボンディング・モード、MTU、説明、またはボンドの一部であるポートを設定または変更できます。


	
「OK」をクリックして、変更を保存して適用します。






ボンド・ポートは、どのVLANグループまたはネットワークでも使用されなくなった場合、削除できます。


ボンド・ポートを削除するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、ボンド・ポートが作成されるOracle VM Serverを選択します。Oracle VM Serverがすでにサーバー・プールの一部である場合は、「Server Pools」にリストされます。それ以外の場合は、「Unassigned Servers」フォルダでOracle VM Serverを検索して選択します。


	
管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定し、削除するボンドを選択します。上部のツールバーで「Delete Selected Port」[image: 「Delete Selected Port」アイコン]をクリックします。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしてボンド・ポートを削除します。
















5.11 VLANグループの管理
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Oracle VMでは、同じNICポートで複数の仮想LAN (VLAN)がサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。VLANを理想的な方法で使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。VLANトラフィックをサポートするネットワークの構成時に、それぞれが複数のVLANを含む1つ以上のVLAN グループが作成されます。各VLANには、個別VLAN IDが割り当てられます。VLAN IDは、アタッチされているVLANスイッチにより、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離するために使用されます。VLANは、構成後、個別の物理接続とまったく同様に機能します。

VLANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。ネットワーク環境でのVLANの使用の詳細は、5.7項「VLANグループおよびVLANセグメント」を参照してください。





5.11.1 VLANグループの作成









VLANグループを作成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Networking」タブを選択します。「VLAN Groups」をクリックして、VLAN Groups画面を表示します。


	
「VLAN Groups」ツールバーで、「Create New VLAN Group」[image: 「Create New VLAN Group」アイコン]をクリックして、 「VLAN Group Creation」ウィザードを開始します。


	
「Name」フィールドに名前を入力し、オプションでVLANグループの「Description」フィールドに説明を入力し、「Next」をクリックします。

[image: この図は、「Create New VLAN Group」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnw_vlan1.png画像を拡大表示します


	
このVLANグループのポートまたはボンドを持つOracle VM Serverを選択して、「Next」をクリックします。

[image: この図は、「Create New VLAN Group」ダイアログ・ボックスの「Select Servers」手順を示しています。]

クリックするとnw_vlan2.png画像を拡大表示します


	
ネットワークに属している各Oracle VM Serverのポートまたはボンドを選択し、「Next」をクリックします。Oracle VM Serverの名前の横にある大カッコ内の数は、Oracle VM ServerのNICと一致します。

[image: この図は、「Create VLAN Group」ダイアログ・ボックスの「Select Ports」手順を示しています。]

クリックするとnw_vlan3.png画像を拡大表示します


	
VLANグループに属すすべてのVLAN IDを追加し、オプションで「Untagged VLAN」を選択します。選択した各VLAN IDは、VLANグループの個別のVLANセグメントとして表示されます。

[image: この図は、「Create VLAN Group」ダイアログ・ボックスの「Create Segments」手順を示しています。]

クリックするとnw_vlan4.png画像を拡大表示します


	
次の画面で、ポートとボンド、または、この新しいVLANグループの一部であるVLANインタフェースのいずれかにIPアドレスを設定できます。一般に、IPアドレスは、仮想マシンのネットワークの一部であるVLANインタフェースには指定しません。

[image: この図は、「Create VLAN Group」ダイアログ・ボックスの「Configure IP Addresses」手順を示しています。]

クリックするとnw_vlan5.png画像を拡大表示します


	
「Finish」をクリックして、操作を完了します。












5.11.2 VLANグループの編集









VLANグループを編集するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Networking」タブを選択します。「VLAN Groups」をクリックして、VLAN Groups画面を表示します。


	
「VLAN Groups」表で編集するVLANグループを選択し、上部のツールバーで、「Edit Selected VLAN Group」[image: 「Edit Selected VLAN Group」アイコン]をクリックします。「Edit VLAN Group」ダイアログ・ボックスが表示されます。ウィザードの画面は、5.11.1項「VLANグループの作成」で表示されるものと同じです。


	
「Edit VLAN Group」画面で、「Name」フィールドの名前と、「Description」フィールドの説明を変更できます。「Next」をクリックします。


	
「Select Servers」画面で、このVLANグループに属するOracle VM Serverを追加または削除できます。「Next」をクリックします。


	
「Select Ports」画面で、このVLANグループのOracle VM Serverのポートまたはボンドを追加または削除できます。Oracle VM Serverの名前の横にある大カッコ内の数は、Oracle VM Serverのポートと一致します。「Next」をクリックします。


	
「Edit Segments」画面で、VLANグループからのVLAN IDを追加または削除し、オプションで「Untagged VLAN」を選択できます。選択した各VLAN IDは、VLANグループの個別のVLANセグメントとして表示されます。VLAN IDとタグ付けされていないVLANを組み合せることができるため、まず、適切な「VLAN IDs」を選択してから、「Untagged VLAN」を選択します。


	
「Configure IP Address」画面で、現在VLANグループの一部である、ポートまたはボンド・ポートとVLANインタフェースの情報を更新できます。

「Ports」タブを選択して、VLANグループの一部であるポートまたはボンド・ポートのIPアドレスを修正します。IPアドレスのタイプ、IPアドレス(静的アドレスを選択した場合)、およびネットマスクを更新できます。VLANグループにボンド・ポートが含まれている場合、ボンド・ポートのボンディング・モードも修正できます。

「VLAN Interfaces」タブを選択して、VLANグループの一部であるVLANインタフェースのIPアドレスを修正します。IPアドレスのタイプ、IPアドレス(静的アドレスを選択した場合)、およびネットマスクを更新できます。


	
「Finish」をクリックして、更新を完了します。












5.11.3 VLANグループの削除








VLANグループのVLANセグメントのいずれも現在ネットワークによって使用されていない場合、VLANグループの削除のみを実行できます。


VLANグループを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Networking」タブを選択します。「VLAN Groups」をクリックして、VLAN Groups画面を表示します。


	
表で1つ以上のVLANグループを選択し、上部のツールバーで、「Delete Selected VLAN Group」[image: 「Delete Selected VLAN Group」アイコン]をクリックします。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしてVLANグループを削除します。VLANグループが削除されます。


















5.12 ネットワークの管理
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最初のOracle VM Serverインストールでは、必要最小限のネットワーク構成が構成されます。これにより、Oracle VM Serverは、Oracle VM Managerとの通信を確立するのに十分なネットワークを設定できます。

Oracle VM Server上にユーザーが作成したネットワーク・デバイス(VLANまたはボンド)は、Oracle VM Managerによって検出されますが、これらのネットワーク・デバイスは論理ネットワークに関連付けられていません。

Oracle VMインストール時に作成される管理ネットワークには、次のネットワーク機能があります。


	
サーバー管理


	
ライブ・マイグレーション


	
クラスタ・ハートビート






Oracle VM Serverが検出されるとき、Oracle VM ManagerがOracle VM Serverを検出するポートはこの管理ネットワークに追加され、ポートはボンディングされたインタフェースとして構成されます。ネットワーク・ボンディングの詳細は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」を参照してください。このボンドにポートを追加し、このネットワークに対して管理ロール以外のネットワーク機能を追加または削除できます。VLANグループに追加したり、トラフィックの管理やその他のネットワーク機能用にVLANインタフェースを別個に構成する場合に、Oracle VM Server管理インタフェースを管理ネットワークから一時的に削除することもできます。Oracle VM Managerを使用して、管理ネットワークの構成に、許可された変更をいつでも行うことができます。Oracle VM Managerでのネットワーク構成の変更の詳細は、5.13項「ネットワーク・データの編集」を参照してください。


注意

Oracle VMでは、管理ネットワーク・インタフェースは、各Oracle VM Serverのパブリック・インタフェース(デフォルト・ルートを提供するインタフェース)で構成される必要があります。他のタイプのネットワークの使用では、同じインタフェースを共有できます(VLANやネットワーク・ブリッジなどを使用)。



検出プロセスを通して行われる構成以上の追加のOracle VMネットワーク構成は、Oracle VM Managerを使用して行う必要があります。Oracle VM Serverでのネットワーク構成ファイルの編集は手動で行わず、かわりに、Oracle VM Managerを使用してください。

HAがOracle VM Managerを必要とすることなく機能できるように、すべてのネットワーク構成は、Oracle VM Serverで永続的です。これには、Oracle VM Managerデータベースが失われた場合でもOracle VM Managerで構成の再作成が可能になるのに十分な論理情報が含まれています。すべてのネットワーク構成は、Oracle VM Managerでも永続的です。

新しいネットワークを構築する場合、ネットワークのビルディング・ブロックとしてポート、ボンド・ポートまたはVLANインタフェースを使用します。ネットワーク・ビルディング・ブロックの詳細は、5.3項「ネットワーク環境の構築」を参照してください。新しいネットワークのためにネットワークの使用を選択する必要もあります。これらに関連するネットワークの機能およびルールの詳細は、5.8項「追加ネットワークの作成」を参照してください。

この項では、ネットワークの管理について説明します。





5.12.1 ネットワークの作成









ネットワークを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Networking」タブを選択します。


	
「Create New Network」[image: 「Create New Network」アイコン]をクリックして、 「Create Network」ウィザードを開始します。このウィザードにより、次のような選択ができます。


	
ボンド/ポートのみを使用するネットワークを作成する


	
VLANのみを使用してネットワークを作成する


	
ボンド/ポートとVLANを使用するハイブリッド・ネットワークを作成する


	
単一のサーバーにローカル・ネットワークを作成する

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnw_create1.png画像を拡大表示します







	
ネットワーク・インフラストラクチャに基づき、作成するネットワークのタイプを選択します。


	
あらかじめ、ボンドを作成している場合、ネットワークを作成するために、ここでそれらを使用できます。


	
VLANのみを使用するネットワークを作成することを選択する場合、あらかじめ、VLANグループを作成しておく必要があります。VLANグループの作成方法の詳細は、5.11.1項「VLANグループの作成」を参照してください。


	
ボンドおよびポート、VLANの組合せでネットワークを作成するように選択することもできます。


	
最後の選択肢の、単一のサーバーにローカル・ネットワークを作成する場合は、単一のOracle VM Serverにイントラ・サーバー・ネットワークを作成します。イントラ・サーバー・ネットワークの詳細は、5.3項「ネットワーク環境の構築」を参照してください。単一サーバー上にイントラ・サーバー・ネットワークを作成するには、単一のOracle VM Serverにローカル・ネットワークを作成している場合に進みます。その他すべてのネットワーク・タイプの場合は、ネットワーク情報の入力に進みます。







	
 次のネットワーク情報を入力します。


	
Name: ネットワークの名前。


	
Description: ネットワークの説明。このフィールドはオプションです。


	
Network Channels: 次の1つ以上のネットワーク機能を選択します。


	
サーバー管理


	
ライブ・マイグレーション


	
クラスタ・ハートビート


	
仮想マシン


	
記憶域











[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとnw_create2.png画像を拡大表示します

ネットワーク機能の詳細は、5.2項「ネットワークの使用」を参照してください。


重要

負荷の高いネットワーク(記憶域やライブ・マイグレーションのネットワークなど)からクラスタ・ハートビート機能を切り離すことをお薦めします。バンド幅が低くなりすぎると、ハートビートの接続が中断され、仮想マシンおよびOracle VM Serverの再起動が必要になる可能性があります。クラスタ・ハートビート・ロール用ネットワークの設計の詳細は、5.9項「クラスタ・ハートビート・ネットワークの設計」を参照してください。




	
作成するために選択したネットワーク・タイプに応じて、次に示すようなウィザードの該当する画面で入力します。


	
「Select Servers」画面

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみタイプはスキップ)

このネットワークに参加するサーバーを追加します。「Next」をクリックします。

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスの「Select Servers」手順を示しています。]

クリックするとnw_create3.png画像を拡大表示します


	
「Select Ports」画面

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみタイプはスキップ)

このネットワークに参加する各Oracle VM Serverのポートまたはボンドを選択します。Oracle VM Serverの名前の横にある大カッコ内の数は、Oracle VM ServerのNICと一致します。「Next」をクリックします。

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスの「Select Ports」手順を示しています。]

クリックするとnw_create4.png画像を拡大表示します


	
「Select VLAN Segment」画面

(該当するネットワーク・タイプはVLANのみ、ハイブリッド。ボンド/ポート・タイプはスキップ)

リストからVLANグループを選択してから、リストからVLANセグメントを選択します。すべてのVLANグループを選択できますが、すでに使用されているVLANセグメントはドロップダウン・リストに表示されません。「Next」をクリックします。

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスの「Select VLAN Segments」手順を示しています。]

クリックするとnw_create5.png画像を拡大表示します


	
「Configure IP Addresses」画面 – 「Ports」タブ

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみは他のタブを選択)

ポートまたはボンドごとにIP構成を設定します。詳細は、5.4項「IPアドレス指定およびDHCP」を参照してください。

仮想マシン機能に対してのみネットワークが構成されている場合、IPデータを定義する必要はありません。仮想マシン・ネットワークのブリッジ作成の詳細は、5.6項「ネットワーク・ブリッジ」を参照してください。

ボンディングがアクティブの場合、ボンディング・モードを選択します。ボンディング・モードの説明は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」を参照してください。

ハイブリッド・タイプのネットワークを作成している場合は、「VLAN Interfaces」タブを選択してください。ボンドとポートのみのネットワークを作成している場合は、「Finish」をクリックしてウィザードを終了し、ネットワークの作成を完了します。

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスの「 Configure IP Addresses」手順の「Ports」タブを示しています。]

クリックするとnw_create6.png画像を拡大表示します


	
「Configure IP Addresses」画面 – 「VLAN Interfaces」タブ

(該当するネットワーク・タイプはVLANのみ、ハイブリッド。ボンド/ポート・タイプはスキップ)

各ポートで選択したVLANインタフェースがIPアドレス情報とともにリストされます。VLANグループの作成時にIP情報が提供された場合に、このIP情報が表示されます。VLANグループ作成時にIP情報がなかった場合は、何も表示されません。

作成しているネットワークが仮想マシン・ネットワーク機能のみを含む場合、「Vlan Interfaces」タブからIP情報を変更できません。作成しているネットワークに他のネットワーク機能が含まれる場合、単独の場合または仮想マシン・ネットワーク機能との組合せの場合は、「VLAN Interfaces」タブからIP情報を編集できます。

「Finish」をクリックしてウィザードを終了し、ネットワークの作成を完了します。

[image: この図は、「Create Network」ダイアログ・ボックスの「Configure IP Addresses」手順の「VLAN Interfaces」タブを示しています。]

クリックするとnw_create7.png画像を拡大表示します







	
 単一のOracle VM Serverにイントラ・サーバー・ネットワークを作成している場合:


	
「Create Network」画面で、新しいネットワークの名前およびオプションで説明を入力します。


	
「Select Server」画面で、ドロップダウン・リストからサーバーを選択します。







注意

VMに構成されているネットワークがイントラ・サーバー・ネットワークのみである場合、VMのコンソールによってのみアクセス可能です。コンソールを使用する以外のリモート・アクセスが必要な場合は、VMにイントラ・サーバー・ネットワーク以外の別のネットワークが構成されてている必要があります。




	
「Finish」をクリックして、ネットワーク作成を完了します。












5.12.2 ネットワークの編集








次の手順は、単一サーバーのイントラ・サーバー・ネットワークを除くすべてのタイプのネットワークに適用されます。


ネットワークを編集するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Networking」タブを選択します。


	
編集するネットワークを選択して「Edit Selected Network」[image: 「Edit Selected Network」アイコン]をクリックし、 「Edit Network」ウィザードを開始します。


	
 ネットワーク情報および構成を次のように編集します。


	
Name: ネットワークの名前を変更します。


	
Description: ネットワークの説明を追加または変更します。このフィールドはオプションです。


	
Network Usage: 次の1つ以上のネットワーク機能を選択または選択解除します。


	
サーバー管理


	
ライブ・マイグレーション


	
クラスタ・ハートビート


	
仮想マシン


	
記憶域






ネットワーク機能の詳細は、5.2項「ネットワークの使用」を参照してください。







	
編集するために選択したネットワーク・タイプに応じて、次に示すような該当する画面で変更を行います。ウィザードの画面は、5.12.1項「ネットワークの作成」で表示されるものと同じです。


	
「Select Servers」画面

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみタイプはスキップ)

このネットワークに参加するサーバーを選択または選択解除します。「Next」をクリックします。


	
「Select Ports」画面

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみタイプはスキップ)

このネットワークに参加している各Oracle VM Serverのポートまたはボンドを選択または選択解除します。Oracle VM Serverの名前の横にある大カッコ内の数は、Oracle VM ServerのNICと一致します。「Next」をクリックします。


	
「Select VLAN Segment」画面

(該当するネットワーク・タイプはVLANのみ、ハイブリッド。ボンド/ポート・タイプはスキップ)

リストからVLANグループを選択してから、リストからVLANセグメントを選択します。すべてのVLANグループを選択できますが、すでに使用されているVLANセグメントはドロップダウン・リストに表示されません。「Next」をクリックします。


	
「Configure IP Addresses」画面 – 「Ports」タブ

(該当するネットワーク・タイプはボンド/ポート、ハイブリッド。VLANのみは他のタブを選択)

各ポートまたはボンドのIP構成を設定または更新します。詳細は、5.4項「IPアドレス指定およびDHCP」を参照してください。

ネットワークに仮想マシン機能のみがある場合、IPデータを定義する必要はありません。仮想マシン・ネットワークのブリッジ作成の詳細は、5.6項「ネットワーク・ブリッジ」を参照してください。

ボンディングがアクティブの場合、ボンディング・モードを選択します。ボンディング・モードの説明は、5.5項「ネットワーク・ボンディング」を参照してください。

ハイブリッド・タイプのネットワークを編集している場合は、「VLAN Interfaces」タブを選択してください。ボンドとポートのみのネットワークを作成している場合は、2番目のタブをスキップしてネットワークの更新の完了に進みます。


	
「Configure IP Addresses」画面 – 「VLAN Interfaces」タブ

(該当するネットワーク・タイプはVLANのみ、ハイブリッド。ボンド/ポート・タイプはスキップ)

各ポートで選択したVLANインタフェースがIPアドレス情報とともにリストされます。VLANグループの作成時にIP情報が提供された場合に、このIP情報が表示されます。VLANグループ作成時にIP情報がなかった場合は、何も表示されません。

作成しているネットワークが仮想マシン・ネットワーク機能のみを含む場合、「Vlan Interfaces」タブからIP情報を変更できません。作成しているネットワークに他のネットワーク機能が含まれる場合、単独の場合または仮想マシン・ネットワーク機能との組合せの場合は、「VLAN Interfaces」タブからIP情報を編集できます。







	
 ネットワークに対して検証または必要な変更を行った後、「Finish」をクリックしてネットワークの更新を完了します。







注意

単一のOracle VM Server上の論理ネットワークでは、「Description」フィールドのみを編集できます。サーバーを変更する場合は、ネットワークを削除して別のサーバーでネットワークを再作成します。









5.12.3 ネットワークの削除








Oracle VMで論理ネットワークが廃止になる場合があります。Oracle VM環境をクリーンに維持するには、廃止ネットワークなど、すべての不要データを削除することをお薦めします。


注意

ネットワークを使用して実行中の仮想マシンがある場合は、仮想マシン・ネットワークを削除できません。




ネットワークを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Networking」タブを選択します。


	
削除する1つ以上のネットワークを選択して「Delete Selected Network」[image: 「Delete Selected Network」アイコン]をクリックします。 .


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしてネットワークを削除します。ネットワークが削除されます。












5.12.4 VLANでの管理ネットワークの構成







Oracle VM Serverのインストール時、各サーバーの管理インタフェースを構成します。これらのインタフェースは、Oracle VM Managerによってサーバーが検出されたときにデフォルトの管理ネットワークに追加されます。サーバーのインストール時に、管理ネットワーク・インタフェースとして2つの構成オプション(標準またはタグ付けされたVLANの一部として)があります。


注意

タグ付けされたVLANで管理ネットワークを取得するためにサポートされている唯一の方法は、インストール時にVLANタグを指定することです。詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』のx86でのOracle VM Serverのインストールに関する説明を参照してください。



Oracle VM ServerをVLANではなく標準ネットワーク上の管理インタフェースでインストールした場合は、サーバーを検出すると、サーバーごとに1つのイーサネット・ネットワーク・インタフェースが含まれるbond0ポートに割り当てられた管理IPアドレスを持つデフォルトの管理ネットワークが作成されます。Oracle VM Managerを使用してこの構成を変更し、管理ネットワークでタグ付けされていないVLANを使用できます。手順を次に説明します。


警告

一度VLANが管理ネットワークに関連付けられると、この関係を解除することはできません。管理ネットワークおよびインタフェースを元の状態に戻すことはできません。この再構成は慎重に計画してください。




管理ネットワークを物理からタグ付けされていないVLANに再構成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerユーザー・インタフェースで、「Networking」タブを選択します。


	
管理ネットワークを選択して「Edit Selected Network」[image: 「Edit Selected Network」アイコン]をクリックし、 「Edit Network」ウィザードを開始します。


	
管理ネットワークからOracle VM Serverの管理インタフェースを削除します。


	
「VLAN Groups」をクリックして、VLAN Groups画面を表示します。「VLAN Groups」ツールバーで、「Create New VLAN Group」[image: 「Create New VLAN Group」アイコン]をクリックして、 「VLAN Group Creation」ウィザードを開始します。


	
新しいVLANグループで、前述の手順で管理ネットワークから削除したネットワーク・ポートを追加します。管理ネットワークで必要なVLANセグメントを作成します。同じネットワーク・インタフェースを介してVLANで使用するその他のネットワークの追加のVLANセグメントを含めます。「Next」をクリックします。


	
タグ付けされていないVLANを使用する場合、IPアドレスを基礎となるネットワーク・ポートに割り当てる必要があります。管理IPアドレスは変更できないため、このウィザード手順をスキップして、「Finish」をクリックします。


	
「Networking」画面に戻り、管理ネットワークを再度編集します。タグ付けされていないVLANセグメントである管理ネットワークに関連付けるVLANセグメントを選択します。

タグ付けされていないVLANの制限(IPアドレスが基礎となるポートにある必要がある)が適用されるため、VLANインタフェースに割り当てることはできません。他のタグ付けされたVLANインタフェースを他のネットワークに含むための、物理ネットワーク・インタフェースが使用可能になります。






Oracle VM Serverをタグ付けされたVLANの管理インタフェースでインストールした場合は、bond0ポートがサーバー検出中にVLANグループに含められます。そして、VLANグループが、適切なVLANタグまたはセグメントを介して管理ネットワークと関連付けられます。管理ネットワークでのタグ付けされていないVLANや物理ネットワークの使用といったこの構成の変更は、Oracle VMリリース3.2ではサポートされていません。







5.12.5 ネットワーク操作失敗時の処理







ネットワーク構成は、物理環境および論理環境での多くの異なる要素を含む複雑な操作です。処理中に多数の指示がOracle VM Serverに送信され、ひと続きのシーケンスの1つの指示が失敗した場合、結果として生じるネットワーク構成の状態は予測できません。ネットワーク・オブジェクトが不適切または部分的に構成される(使用不能になる)のを防ぐため、Oracle VM Managerには、ネットワーク操作が失敗したときにトリガーされる機能がありますが、これは、その操作に参加していた各Oracle VM Serverでネットワーク検出が起動し、正常に完了したコマンドがOracle VM Managerユーザー・インタフェースに表示されるネットワーク・モデルに反映されるというものです。

ネットワーク操作が失敗すると、影響を受ける各Oracle VM Serverの「Events」タブにイベントが表示されます。後続の自動ネットワーク検出が完了すると、イベントも自動的に確認されます。イベントを手動で確認した場合に、検出操作が取り消されることはありません。


注意

自動ネットワーク検出は即座には実行されません。操作はジョブ失敗時に即座に開始されますが、終了には多少時間(数秒から数分)がかかる場合があります。これは、ネットワーク構成の複雑さや関与しているOracle VM Serverの数によって異なります。

ネットワーク検出中に、リソースがロックされたり、Oracle VM Serverの新しい状態を反映して変更される場合があります。リソースのロックの問題やさらなる操作の失敗を避けるため、検出操作が終了してからネットワークの再構成を開始することをお勧めします。Oracle VM Serverの「Events」タブを確認すると、操作のステータスがわかります。



ネットワーク構成で失敗したジョブが再度発生する場合は、関係するすべての物理および論理ネットワーク要素を手動で確認し、Oracle VM Managerで必要な変更を1つずつ行う必要があります。標準的なネットワーク要素には、ネットワーク・インタフェース、イーサネット・ポート、ボンド・ポート、VLANグループ、VLANセグメントおよびIPアドレスがあります。手動再構成の数はネットワーク構成の複雑さと関与するOracle VM Serverの数によって異なります。













5.13 ネットワーク・データの編集







ネットワーク機能の追加や削除、ポート定義やVLAN IDの更新など、ネットワーク・データを編集するには、Oracle VM Managerのユーザー・インタフェースの「Networking」タブのそれぞれの画面で「Edit」ボタンを使用します。


「Network Configuration」および「VLAN Groups」のウィザードを開くには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerのユーザー・インタフェースで「Networking」タブを選択します。


	
「Networking」タブで「Networks」または「VLAN Groups」画面を選択し、それぞれの管理ペインを表示します。

[image: この図は、ネットワーク表が表示された「Networks」タブを示しています。]

クリックするとnw_networktable.png画像を拡大表示します






「Edit」 ( [image: 「Edit Selected VLAN Group」アイコン] )をツールバーで使用してネットワークやVLANグループを編集すると、ネットワークまたはVLANグループの作成と同じウィザードが起動します。ウィザードの各手順でデータを更新します。これらの詳細は、前述の5.11項「VLANグループの管理」および5.12項「ネットワークの管理」に記載されています。

また、最上位のネットワーク・リソースを順に編集するのではなく、「Servers and VMs」タブの詳細パースペクティブを表示することで、これらのウィザードを使用しなくても、ボンドおよびポートのネットワーク構成データを変更できます。

[image: この図は、「Ethernet Ports」パースペクティブが表示された「Servers and VMs」タブを示しています。]

クリックするとnw_serverports.png画像を拡大表示します

次の表に、ネットワークのポートおよびボンドを編集するときに実行するいくつかのアクションを示します。ポートのIPアドレスの更新、およびネットワークのボンド・ポートの追加と削除が可能です。各タイプのネットワーク更新に使用する方法を示します。


	
機能

	
方法


	
ポートのIP情報の更新

	
「Servers and VMs」タブで、「Server Pools」または「Unassigned Servers」にポートを所有するサーバーを選択します。管理ペインで、「Perspective」を「Ethernet Ports」に設定し、更新するポートを選択します。「Edit Selected Port」[image: 「Edit Selected Port」アイコン]をクリックして、 IP情報を更新します。


	
ボンド情報の更新

	
「Servers and VMs」タブで、「Server Pools」または「Unassigned Servers」にボンドを所有するサーバーを選択します。管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定し、更新するボンドを選択します。「Edit Selected Port」[image: 「Edit Selected Port」アイコン]をクリックして、 ボンドを更新します。ボンド、ボンドの一部であるポート、およびボンディング・モードのIP情報を更新できます。


	
ボンドの追加

	
「Servers and VMs」タブで、ボンドを追加するサーバーを選択します。管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定し、「Create Bond Port」[image: 「Create Bond Port」アイコン]をクリックして、 ボンドを作成します。ボンド、ボンドの一部であるポート、およびボンディング・モードのIP情報を指定します。


	
ボンドの削除

	
「Servers and VMs」タブで、ボンドを削除するサーバーを選択します。管理ペインで、「Perspective」を「Bond Ports」に設定し、「Delete Selected Port」[image: 「Delete Selected Port」アイコン]をクリックして、 ボンドを削除します。






一方、VLAN構成では、ウィザードを介してのみ編集でき、ウィザードは「Networking」タブの「VLAN Groups」画面からアクセスできます。

[image: この図は、「VLAN Groups」表が表示された「Networking」タブを示しています。]

クリックするとnw_vlangrouptable.png画像を拡大表示します

「Servers and VMs」タブで、VLANグループと指定したイーサネット・ポートごとに関連するVLAN IDを確認できます。ただし、アドレス情報を編集するなどの変更を行う場合は、VLANグループを編集して、ウィザードの最後の手順で静的IPまたはDHCPを設定する必要があります。











第6章 サーバー・プールおよびOracle VM Serverの管理
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サーバー・プールは、仮想マシンのホスティング、仮想マシンの移行、HAなどを実行するための物理リソースおよび仮想リソースのドメインです。

この章では、サーバー・プールおよびOracle VM Serverを作成および管理する方法について説明します。











6.1 サーバー・プールの概要








サーバー・プールは、1つ以上のOracle VM Serverで構成され、仮想マシンが存在する記憶域の論理ビューを表します。

サーバー・プールはスケーラブルです。仮想マシンを実行できる十分なリソース(CPU、メモリーなど)がサーバー・プールにない場合は、Oracle VM Serverを追加することによってサーバー・プールを拡張できます。詳細は、6.9.2項「サーバー・プールへのOracle VM Serverの追加」を参照してください。

Oracle VMのデプロイメント・アーキテクチャでは、サーバー・プール内のOracle VM Server間で記憶域へのアクセスが共有されてサーバー・プールが使用されます。仮想マシンは、サーバー・プールのワークロードを均等に分散するために共有記憶域に格納され、いずれかのOracle VM Serverに配置されます。

仮想マシンはサーバー・プール内の特定のOracle VM Serverにはバインドされていないため、個々のOracle VM Serverが偶然メンテナンスのために停止していたり、そのときに使用できない状態になっていることが原因で仮想マシンの起動が妨げられることはありません。また、サーバー・プール内の仮想マシンに起動ポリシーを指定するためのオプションが提供されています。起動ポリシーは、最大のリソースを使用できるOracle VM Serverでのみ仮想マシンが起動されるようにするロード・バランシング・アルゴリズムを実装できます。ロード・バランシングは、動的電源管理(DPM)と分散リソース・スケジューラ(DRS)に使用される同じアルゴリズムを使用して実現されます。また、ロード・バランシングは、サーバー・プールの集約パフォーマンスを最大限に引き出すのにも役立っています。











6.2 サーバー・プール・クラスタ








Oracle VMはOracle OCFS2とともに動作して、OCFS2ファイル・システムに存在するサーバー・プール・リソースへの共有アクセスを提供します。クラスタ化が有効なサーバー・プールに属するOracle VM Serverで実行されている仮想マシンの高可用性(HA)を実現するには、この共有アクセス機能が重要です。

OCFS2は、オラクル社によって開発されたLinux用のクラスタ・ファイル・システムであり、複数のノード(Oracle VM Server)による同じディスクへの同時アクセスを可能にします。パフォーマンスとHAの両方を提供するOCFS2は、多くのクラスタ対応アプリケーションまたは共有ファイル・システム機能が必要なアプリケーションで使用されます。Oracle VMでは、OCFS2によって、同じサーバー・プールに属するOracle VM Serverが、制御された方法で共有リポジトリ内のリソースに対してアクセスまたは修正行うことが保証されます。

OCFS2ソフトウェアには、標準のファイル・システム・インタフェースおよび動作セマンティクスを提供するコア・ファイル・システムおよび共有ディスク・クラスタ機能をサポートするコンポーネントが含まれます。共有ディスク・コンポーネントは、ほとんどの場合カーネルに存在し、O2CBクラスタ・スタックと呼ばれます。これには、次のものが含まれます。


	
稼働しているサーバーを検出するためのディスク・ハートビート


	
ノード間の通信のためのネットワーク・ハートビート


	
クラスタ内のサーバーによる共有ディスク・リソースのロックおよび解放を可能にする分散ロック・マネージャ(DLM)






また、OCFS2では、OCFS2コンポーネントを調べてトラブルシューティングするためのサーバー・プールも提供されます。OCFS2の詳細は、次の場所にあるOCFS2のマニュアルを参照してください。

http://oss.oracle.com/projects/ocfs2/documentation/

Oracle VMでは、記憶域リポジトリがオフラインの場合でもクラスタを使用できるように、記憶域リポジトリとクラスタが分離されます。ハートビート・デバイスを1つ失っても、Oracle VM Serverによる自己フェンシングは強制されません。

サーバー・プールの作成時に、次の利点があるクラスタ機能をアクティブにすることを選択できます。


	
クラスタ内のすべてのOracle VM Serverでアクセス可能なリポジトリ内のリソースへの共有アクセス。


	
サーバー・プール内のOracle VM Serverで障害が発生した場合の仮想マシンの保護。






サーバー・プール・クラスタを構成してサーバー・プールでHAを有効にするには、サーバー・プールの作成または編集時に「Clustered Server Pool」チェック・ボックスを選択します。サーバー・プールの作成および編集の詳細は、6.8項「サーバー・プールの作成」および6.9.4項「サーバー・プールの編集」を参照してください。

サーバー・プールの作成時に、次を指定します。


	
サーバー・プールの名前および説明


	
仮想IPアドレス


	
クラスタをアクティブにするかどうか


	
グローバル・ハートビート用のサーバー・プール・ファイル・システムおよびその他のクラスタ情報







サーバー・プールの作成時、その新しいサーバー・プールに指定されたサーバー・プール・ファイル・システムは、OCFS2ファイル・システムとしてアクセスされ、フォーマットされます。このフォーマットによって、グローバル・ディスク・ハートビートの領域を含め、ファイル・システムにいくつかの管理領域が作成されます。サーバー・プール・ファイル・システムは、そのファイル・システムがNFS共有、FC LUNまたはiSCSI LUNとしてOracle VM Serverによってアクセスされるかどうかにかかわらず、OCFS2ファイル・システムとしてフォーマットされます。


仮想IPアドレスは、サーバー・プールでマスターとして設計されているサーバーと通信するためにOracle VM Managerで使用されます。マスターが変更されると、Oracle VM Managerがマスターと継続して通信できるように仮想IPアドレスが新しいマスターに転送されます。

次の手順では、新しく作成したサーバー・プールにOracle VM Serverを追加します。Oracle VM Serverを追加すると、Oracle VMは次の操作を実行します。


	
マスターOracle VM Serverを選択します。


	
プールの作成時に選択した仮想IPアドレスを仮想ネットワーク・インタフェースとしてマスターOracle VM Serverの管理インタフェースの上部に構成します。


	
クラスタ構成ファイルおよびクラスタ・タイムアウト・ファイルを作成します。


	
構成ファイルをサーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverにプッシュします。


	
クラスタを起動します。






クラスタ内の各Oracle VM Serverで、クラスタ構成ファイルは/etc/ocfs2/cluster.conf、クラスタ・タイムアウト・ファイルは/etc/sysconfig/o2cbにあります。クラスタ・タイムアウトはサーバー・プールの作成時に構成できます。タイムアウト値の設定には、サーバー・プールの作成または編集時にOracle VM Manager内で提供される機能を使用することをお薦めします。タイムアウト値の設定の詳細は、6.8項「サーバー・プールの作成」および6.9.4項「サーバー・プールの編集」を参照してください。

クラスタを起動すると、クラスタ内の各Oracle VM Serverでサーバー・サービスおよびサーバー・プロセスがアクティブになります。最も重要なプロセスおよびサービスについて、表6-1「クラスタ・サービス」に示します。


表6.1 クラスタ・サービス 


	
サービス

	
説明


	
02net

	
o2netプロセスでは、TCP/IPイントラ・クラスタ・ノードの通信チャネルがポート7777に作成され、ノードが動作しているかどうかを検証するために通常のキープ・アライブ・パッケージがクラスタ内の各ノードに送信されます。イントラ・クラスタ・ノードの通信では、クラスタ・ハートビート・ロールを持つネットワークが使用されます。デフォルトでは、これがサーバー管理ネットワークです。ただし、この機能用に別のネットワークを作成できます。クラスタ・ハートビート・ロールの詳細は、5.2項「ネットワークの使用」を参照してください。クラスタ内の各Oracle VM Serverのファイアウォールでハートビート・ネットワーク上のネットワーク・トラフィックが許可されていることを確認してください。デフォルトでは、インストール後にOracle VM Serverのファイアウォールは無効になっています。


	
o2hb-diskid

	
また、サーバー・プール・クラスタでは、ディスク・ハートビート・チェックも使用されます。o2hbプロセスは、クラスタのグローバル・ディスク・ハートビート・コンポーネントを処理します。ハートビート機能では、サーバー・プール・ファイル・システムの非表示領域内のファイルが使用されます。各プール・メンバーによって、動作していることを示す書込みがこの領域の独自のブロックに2秒おきに行われます。また、動作しているノードのマップをメンテナンスするために領域の読込みも行われます。サーバー・プール・メンバーのブロックが更新されなくなると、Oracle VM Serverは停止しているとみなされます。Oracle VM Serverが停止すると、そのOracle VM Serverはフェンシングされます。強制的にフェンシングを行うことで、停止しているメンバーをサーバー・プールから削除し、フェンシングされたOracle VM Serverのリソースへのアクセスが、アクティブなプール・メンバーの妨げにならないようにします。


	
o2cb

	
o2cbサービスはクラスタ操作の中心となります。Oracle VM Serverを起動すると、o2cbサービスが自動的に起動されます。共有リポジトリを正常にマウントするには、このサービスが稼働している必要があります。


	
ocfs2

	
ocfs2サービスは、ファイル・システムの操作を行います。このサービスも自動的に起動されます。


	
ocfs2_dlmおよびocfs2_dlmfs

	
DLMモジュール(ocfs2_dlm、ocfs2_dlmfs)およびプロセス(user_dlm、dlm_thread、dlm_wq、dlm_reco_threadなど)は分散ロックマネージャの一部です。

OCFS2では、クラスタ全体でのリソースに対するロックの追跡および管理にDLMが使用されます。これは、クラスタ内の各Oracle VM Serverが対象とするリソースのロック情報のみを保持するため、分散と呼ばれます。Oracle VM Serverがクラスタ内のリソースに対するロック(仮想マシンに対するロックなど)を保持している間に停止した場合、サーバー・プール内の残りのOracle VM Serverによって、停止したOracle VM Serverが保持しているロック状態を再構築するための情報が収集されます。











警告

クラスタ構成ファイルの変更、または、クラスタ・サービスの開始および停止を手動で行わないでください。Oracle VM Managerによって、サーバー・プールに属するOracle VM Serverのクラスタが自動的に起動されます。クラスタを手動で構成したり、操作すると、クラスタで障害が発生する場合があります。



物理ディスクにリポジトリを作成すると、OCFS2ファイル・システムが物理ディスクに作成されます。これは、ローカル・リポジトリの場合も同様です。リポジトリ内のリソース(仮想マシン構成ファイル、仮想ディスク、ISOファイル、テンプレートおよびアセンブリなど)は、サーバー・プール全体で安全に共有できます。サーバー・プールのメンバーが停止または終了すると、終了するサーバーが所有するリソースはリカバリされ、サーバー・プールのメンバーのステータスにおける変更がサーバー・プール内の残りのすべてのOracle VM Serverに伝播されます。


図6.1「OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング」に、サーバー・プールのクラスタリング、ディスクとネットワークのハートビートおよびクラスタ全体でリソースをロックするDLM機能の使用を示します。


図6.1 OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング


[image: この図は、クラスタ化されたサーバー・プールがあるOracle VMの構成を示しています。ファイバ・チャネル・ディスク・サブシステム上のアタッチされた共有記憶域とNFSサーバー上のサーバー・プール・ファイルがあります。周辺のテキストは、クラスタリングとOCFS2の機能や特徴を示します。]







図6.1「OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング」は、3つのOracle VM Serverを含むサーバー・プールを表しています。このサーバー・プールに関連付けられるサーバー・プールのファイル・システムは、NFS共有上に存在します。サーバー・プールの作成時に、NFS共有へのアクセスが行われてNFS共有上にディスク・イメージが作成され、このディスク・イメージがOCFS2ファイル・システムとしてフォーマットされます。この技術によって、基礎となる記憶域要素がNFS共有、iSCSI LUNまたはファイバ・チャネルLUNであるかどうかにかかわらず、OCFS2を使用し、同じ方法ですべてのOracle VM Serverのサーバー・プールのファイル・システムにアクセスできます。

Oracle VM環境で最初のサーバー・プールを作成する前に、Oracle VM Server間のプライベート・ネットワーク接続として示されるネットワーク・ハートビートが構成されます。サーバー・プールの作成後、Oracle VM Serverがサーバー・プールに追加されます。この時、クラスタ構成が作成され、クラスタの状態はオフライン からハートビートに変わります。最後に、サーバー・プールのファイル・システムがクラスタ内のすべてのOracle VM Serverにマウントされ、クラスタの状態はハートビートからDLM準備完了に変わります。図6.1「OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング」に示すとおり、ハートビートのリージョンは、クラスタ内のすべてのOracle VM Serverに対してグローバルであり、サーバー・プールのファイル・システムに存在します。Oracle VM Serverは、ネットワーク・ハートビートを使用して、クラスタ内の他のOracle VM Serverとの通信チャネルを確立し、キープ・アライブ・パケットを送信してチャネルの中断を検出します。

物理記憶域要素上に新しく追加された各リポジトリでは、OCFS2ファイル・システムがリポジトリに作成され、このリポジトリは通常、プール内のすべてのOracle VM Serverに提示されます。図6.1「OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング」に、リポジトリ1およびリポジトリ2がプール内のすべてのOracle VM Serverでアクセス可能であることが示されています。これは通常の構成ですが、1つのリポジトリがプール内の1つのOracle VM Serverのみによってアクセス可能であることもあります。図にリポジトリ3が示されていますが、このリポジトリにはOracle VM Server 1のみがアクセスできます。このリポジトリにリソースが存在する仮想マシンは、サーバー・プールが提供する高可用性機能を利用できません。

NFS共有に構築されたリポジトリは、OCFS2ファイル・システムとしてフォーマットされないことに注意してください。リポジトリの詳細は、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。


図6.1「OCFS2機能を使用したサーバー・プールのクラスタリング」に、共有リポジトリ1および2にリソースがあるいくつかの仮想マシンが示されています。仮想マシンの作成、起動、停止または移行が行われると、これらの仮想マシンのリソースは、このリソースを必要とするOracle VM Serverによってロックされます。各Oracle VM Serverは、サーバー・プール内のロックされているすべてのリソースのサブセットを管理することになります。リソースには、これに対して複数のロックがある場合があります。同じリソースに同時に複数の読取り専用のロックが存在できますが、リソースへの書込みが予想される場合は排他ロックがリクエストされます。図に示すように、ロックの状態は各Oracle VM Serverのメモリーに保持されます。メモリーに保持されている分散ロック・マネージャ(DLM)の情報は、/dlmにマウントされた、dlmfsと呼ばれる統合ファイル・システムのユーザー領域に公開されます。Oracle VM Serverで障害が発生した場合、そのロックは、クラスタ内の他のOracle VM Serverによってリカバリされ、障害が発生したOracle VM Serverで実行されている仮想マシンはクラスタ内の別のOracle VM Serverで再起動されます。Oracle VM Serverがハートビートを介してクラスタと通信しなくなった場合は、このOracle VM Serverをクラスタから強制的に削除できます。これはフェンシングと呼ばれます。Oracle VM Serverは、クラスタの一部でなくなったと認識した場合、自身のフェンシングを行うこともできます。Oracle VM Serverでは、マシンをリセットしてフェンシングが行われます。これは、Oracle VM Serverがクラスタに再度参加する最も速い方法です。











6.3 クラスタ化されていないサーバー・プール








サーバー・プールを作成するときに、プール内のサーバーがクラスタの一部であるかどうかを指定します。ほとんどの場合は、クラスタ化されたサーバー・プールを作成します。プール内のすべてのサーバーがリポジトリとしてNFS共有のみを使用する場合は、クラスタ化されていないプールを作成できます。Oracle VM Serverが物理ディスク上のリポジトリにもアクセスする場合、これらのサーバーはクラスタ化されたサーバー・プールの一部である必要があります。

図6.2「NFS記憶域のみを使用する、クラスタ化されていないサーバー・プール」は、クラスタ化されていない構成のサーバー・プール(NFS記憶域上のリソースへの共有アクセスがあり、サーバーのHA機能がない)を示しています。


図6.2 NFS記憶域のみを使用する、クラスタ化されていないサーバー・プール


[image: この図は、クラスタ化されていない2つのサーバー・プールがあるOracle VMの構成を示しています。NFSサーバー上のアタッチされた共有記憶域へのアクセスがあり、サーバー・プール間で記憶域リポジトリも共有(テンプレートおよびISOの共通の場所としてなど)します。サーバー・プール・ファイル・システムはクラスタ化されていないサーバー・プールでは使用されません。]







クラスタ化されていないサーバー・プールでは、サーバー・プールのファイル・システムは必要ありませんが、仮想IPは必要であり、マスター機能もサーバー・プールのいずれかのメンバーに割り当てられます。

クラスタ化されていないサーバー・プールでは、そのサーバーでデプロイされている仮想マシンに対してHAがサポートされません。サーバーで障害が発生した場合、このサーバー上の仮想マシンは、このサーバー・プール内のサーバーで、または、場合によっては、障害が発生したサーバーの仮想マシンをデプロイするのに必要なリポジトリに別のサーバー・プールがアクセスできる場合は、そのサーバー・プール内のサーバーで、手動で再起動する必要があります。クラスタ化されていないプール内のサーバー間のライブ・マイグレーションは、これらのサーバーのCPUアフィニティが同じ(同じファミリおよびタイプのCPU)である場合はサポートされます。


注意

クラスタ化されていないサーバー・プールのクラスタ化されたサーバー・プールへの変換は、リリース3.2のOracle VMではサポートされません。













6.4 高可用性(HA)








HAを設定すると、仮想マシンの安定した可用性を実現できます。HAが構成されている場合にOracle VM Serverが再起動または停止されると、そのOracle VM Serverで実行されている仮想マシンは、別のOracle VM Serverで再起動されるか、別のOracle VM Serverに移行されます。

HAの実装に必要な前提条件は次のとおりです。


	
サーバー・プールには、複数のOracle VM Serverを含める必要があります。HAは、スタンドアロンのOracle VM Serverでは実装できません。


	
サーバー・プールはクラスタ化される必要があります。


	
すべてのOracle VM ServerがOracle VM Serverリリース3.0以上である必要があります。






HAを使用するには、図6.3「HAの有効化」に示すとおり、HAを最初にサーバー・プールで有効にし、次にすべての仮想マシンで有効にする必要があります。HAをサーバー・プールで有効にしてから仮想マシンに対して有効にすると、Oracle VM Serverが停止したり、Oracle VM Serverで障害が発生した場合に、別の使用可能なOracle VM Serverで仮想マシンの移行または再起動が行われます。HAは、サーバー・プールおよび仮想マシンの両方に対して有効にする必要があります。


図6.3 HAの有効化


[image: この図はHA(高可用性)がサーバー・プールで有効化され、次にすべての仮想マシンで有効化される様子を示しています。]







サーバー・プール・クラスタを自動的に構成してサーバー・プールでHAを有効にするには、サーバー・プールの作成時に「Clustered Server Pool」チェック・ボックスを選択します。サーバー・プールの作成の詳細は、6.8項「サーバー・プールの作成」を参照してください。

仮想マシンでHAを有効にするには、仮想マシンの作成または編集時に「Enable High Availability」チェック・ボックスを選択します。仮想マシンの作成および編集の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」および7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。

HAが有効で、Oracle VM Serverを再起動、停止または削除する場合、最初にHAが有効な実行中の仮想マシンを別の使用可能なOracle VM Serverに移行する必要があります。仮想マシンの移行の詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。

使用可能なOracle VM Serverがない場合、仮想マシンは停止され(電源オフ)、Oracle VM Serverが使用可能になると再起動されます。

可能なHAシナリオは次のとおりです。


	
Oracle VM Serverを停止または再起動する場合、最初にHAが有効な仮想マシンを別のOracle VM Serverに移行する必要があります。仮想マシンの移行の詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。


	
Oracle VM Serverで障害が発生すると、実行中のすべての仮想マシンは、別の使用可能なOracle VM Serverで自動的に再起動されます。


	
Oracle VM Serverで障害が発生し、他のOracle VM Serverが使用可能ではない場合、実行中のすべての仮想マシンは、Oracle VM Serverが使用可能になったときに再起動されます。






図6.4「Oracle VM Serverでの障害発生時に有効なHA」は、Oracle VM Serverでの障害発生と、サーバー・プールの他のOracle VM Serverでの仮想マシンの再起動を示しています。


図6.4 Oracle VM Serverでの障害発生時に有効なHA


[image: この図は、Oracle VM Serverでの障害発生と、そこで実行中の仮想マシンの他のOracle VM Serverへの移行を示しています。]







HA構成をテストして、実際の障害時に適切に構成されていることを確認する必要があります。


図6.5「Oracle VM Serverでの再起動または停止時に有効なHA」は、Oracle VM Serverでの再起動と停止、およびサーバー・プールの他のOracle VM Serverへの仮想マシンの移行を示しています。この例では、仮想マシンが稼動中のため、ライブ・マイグレーションは実行できますが、仮想マシンは動作を継続し中断されません。ライブ・マイグレーションはHAの機能ではありませんが、HAとともにまたは独立して使用することができます。ライブ・マイグレーションの詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。


図6.5 Oracle VM Serverでの再起動または停止時に有効なHA


[image: この図は、Oracle VM Serverの再起動と停止、およびそこで実行中の仮想マシンの他のOracle VM Serverへの移行を示しています。]







HAを有効化しなかった場合、Oracle VM Serverを停止する前に、(標準の仮想マシンの移行またはライブ・マイグレーションのいずれかを使用して)すべての仮想マシンを別のOracle VM Serverに移行するか、サーバーをメンテナンス・モードに設定することによってそれらを自動的に移行させる必要があります。











6.5 サーバー・プールのポリシー








	6.5.1 分散リソース・スケジューラ(DRS)
	6.5.2 分散電源管理(DPM)
	6.5.3 DRS/DPMネットワーク・ポリシー





この項では、サーバー・プール、サーバー・プール内のOracle VM Serverと仮想マシンおよびサーバー・プールで使用するネットワークを管理するために設定可能なポリシーについて説明します。





6.5.1 分散リソース・スケジューラ(DRS)







分散リソース・スケジューラ(DRS)によって、サーバー・プールの仮想マシンのリソース使用率が最適化されます。指定した期間、指定したCPUしきい値をいずれかのOracle VM Serverが超えた場合は、DRSによって、実行中の仮想マシンがサーバー・プール内の別のOracle VM Serverに自動的に移動されます。DRSでは、すべてのOracle VM Serverおよびすべての仮想マシンのパフォーマンス・データが継続的にサンプリングされます。

仮想マシンの移動はポリシー駆動型です。しきい値に達すると、実行中の仮想マシンは、Oracle VM Managerによって1つのOracle VM Serverから別のOracle VM Serverにライブ・マイグレーションされ、停止時間は発生しません。Oracle VM Managerでは、サーバー・プールごとにDRSしきい値を指定して、ポリシーに含めるOracle VM Serverを選択できます。

サーバー・プールでのDRSの有効化および構成の詳細は、6.9.7項「サーバー・プールのポリシーの編集」を参照してください。







6.5.2 分散電源管理(DPM)







分散電源管理(DPM)は、リソース使用率が比較的低い期間がある場合に、より少ない数のOracle VM Serverで統合の比率を増加させるために使用されます。DPMによって、使用率の低いOracle VM Serverから仮想マシンが動的に移行されます。仮想マシンが実行されていないOracle VM Serverがある場合は、再度必要になるまでそのOracle VM Serverを停止して電力を節約できます。

DPMの目的は、必要最小限の数のOracle VM Serverのみが実行されるようにすることです。定期的なチェックでOracle VM ServerのCPU使用率がユーザーが設定したレベルを下回っていることが判明した場合、仮想マシンは同じサーバー・プール内の他のOracle VM Serverにライブ・マイグレーションされます。

すべての仮想マシンが移行されると、Oracle VM Serverは停止されます。

Oracle VM ServerがDPMポリシーのCPUしきい値を超える場合は、Oracle VM Managerによって、ビジー状態のOracle VM Serverからの仮想マシンの移行先となる他のOracle VM Serverが検索されます。電源が入ったOracle VM Serverが使用可能でない場合は、Oracle VM Managerによって、起動する停止中のOracle VM Serverが検索されて起動されます。そのOracle VM Serverが実行されていると、Oracle VM Managerによって、ビジー状態のOracle VM Serverから、新しく起動されたOracle VM Serverに仮想マシンがオフロードされます。

Oracle VM Managerでは、サーバー・プールごとにDPMしきい値を指定して、ポリシーに含めるOracle VM Serverを選択できます。

サーバー・プールでのDPMの有効化および構成の詳細は、6.9.7項「サーバー・プールのポリシーの編集」を参照してください。







6.5.3 DRS/DPMネットワーク・ポリシー







DRSポリシーおよびDPMポリシーは、サーバー・プールのOracle VM Serverが使用するネットワークにも設定できます。Oracle VM Serverが使用するネットワークがそのしきい値を超えると、使用されるリソースのバランスをとるために(DRS)、または使用される電力を削減するために(DPM)、仮想マシンが他のOracle VM Serverに移行されます。Oracle VM Server上の各ネットワークにしきい値を設定できます。しきい値は、受信データまたは送信データに適用されます。しきい値が50%に設定されている場合、Oracle VM Serverのそのネットワーク上の受信または送信トラフィックがネットワークの理論上の容量の50%を超えると、Oracle VM Serverはしきい値を超えたとみなされます。Oracle VM Server上のネットワークの理論上の容量は、Oracle VM Serverの物理イーサネット・アダプタのポート速度に等しくなります。ネットワークがフェイルオーバー構成でボンディングされている場合、ポートの容量はいずれかのイーサネット・アダプタのポート速度に等しくなります。ネットワークがリンクの集約を使用してOracle VM Serverでボンディングされている場合、ネットワークの容量はボンディングされたイーサネット・アダプタの速度の合計に等しくなります。

サーバー・プールのポリシーを設定する際、DRSおよびDPMのネットワーク・ポリシーを設定します。サーバー・プールでのネットワークDRSおよびDPMのポリシーの有効化および構成の詳細は、6.9.7項「サーバー・プールのポリシーの編集」を参照してください。













6.6 アンチアフィニティ・グループ








	6.6.1 アンチアフィニティ・グループの作成
	6.6.2 アンチアフィニティ・グループの編集
	6.6.3 アンチアフィニティ・グループの削除





アンチアフィニティ・グループでは、特定の仮想マシンが常に違うOracle VM Serverで実行される必要があることを指定します。アンチアフィニティ・グループは、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverに適用されます。アンチアフィニティ・グループは、環境で冗長性や特定のアプリケーションのロード・バランシングを構築する場合に設定します。

仮想マシンをアンチアフィニティ・グループに追加する場合に、そのグループに同じOracle VM Server上で実行中の仮想マシンがすでに存在するときは、ジョブが中断され、その仮想マシンはグループに追加されません。仮想マシンをそのアンチアフィニティ・グループに追加するには、別のOracle VM Serverに移行した後に、グループに追加します。





6.6.1 アンチアフィニティ・グループの作成








アンチアフィニティ・グループを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。ナビゲーション・ペインで、サーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドで、ドロップダウン・リストから「Anti-Affinity Group」を選択します。「Create New Anti-Affinity Group...」をクリックします[image: ｢Create New Anti-Affinity Group｣アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Create Anti-Affinity Group」ウィザードが表示されます。

[image: この図は、「Create Anti-Affinity Group」ウィザードを示しています。]

次のようなアンチアフィニティ・グループの情報を入力します。


	
Anti-Affinity Group Name: アンチアフィニティ・グループの名前を入力します。


	
Description: アンチアフィニティ・グループの説明。






「Next」をクリックします。


	
「Create Anti-Affinity Group」ウィザードの「Select Virtual Machines」手順が表示されます。

[image: この図は、「Create Anti-Affinity Group」ウィザードの「Select Virtual Machines」手順を示しています。]

アンチアフィニティ・プールに追加する仮想マシンを選択し、「Available Virtual Machines」列から「Selected Virtual Machines」列に移動します。

「Finish」をクリックします。






アンチアフィニティ・グループが作成され、管理ペインの「Anti-Affinity Group」表にリストされます。







6.6.2 アンチアフィニティ・グループの編集








アンチアフィニティ・グループを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインでアンチアフィニティ・グループが属しているサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドで、ドロップダウン・リストから「Anti-Affinity Group」を選択します。「Anti-Affinity Group」表でアンチアフィニティ・グループを選択し、「Edit Anti-Affinity Group...」をクリックします[image: 「Edit Anti-Affinity Group」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit Anti-Affinity Group: group_name」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: この図は、「Edit Anti-Affinity Group: group_name」ダイアログ・ボックスを示しています。]

必要に応じて、アンチアフィニティ・グループを編集します。アンチアフィニティ・グループ内の仮想マシンを編集するには、「Virtual Machines」タブをクリックします。

[image: この図は、「Edit Anti-Affinity Group: group_name」ダイアログ・ボックスの「Virtual Machines」タブを示しています。]

このウィザードのタブの詳細は、6.6.1項「アンチアフィニティ・グループの作成」を参照してください。

「OK」をクリックします。






アンチアフィニティ・グループが編集され、管理ペインの「Anti-Affinity Group」表にリストされます。







6.6.3 アンチアフィニティ・グループの削除








アンチアフィニティ・グループを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインでアンチアフィニティ・グループが属しているサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドで、ドロップダウン・リストから「Anti-Affinity Group」を選択します。「Anti-Affinity Group」表でアンチアフィニティ・グループを選択し、「Delete Anti-Affinity Group...」をクリックします[image: 「Delete Anti-Affinity Group」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックして、アンチアフィニティ・グループを削除します。






アンチアフィニティ・グループが削除されます。













6.7 サーバー・プロセッサの互換性グループ








	6.7.1 サーバー・プロセッサの互換性グループの作成
	6.7.2 サーバー・プロセッサの互換性グループの編集
	6.7.3 サーバー・プロセッサの互換性グループの削除





仮想マシンのライブ・マイグレーションを成功させるには、Oracle VM Managerで移行元コンピュータと移行先コンピュータのプロセッサ・ファミリおよび型番が同じである必要があります。サーバー・プロセッサの互換性グループは互換性のあるプロセッサを持つOracle VM Serverのグループで、あるOracle VM Serverで実行中の仮想マシンを別のOracle VM Serverに安全に移行し継続して実行することができます。Oracle VM Managerにはサーバー・プロセッサの互換性のルールが含まれていますが、よりスムーズな移行を実現できるようにカスタムの互換性グループを作成することができます。互換性のないプロセッサ間でライブ・マイグレーションが試行された場合、エラー・メッセージが表示されます。

すべてのOracle VM Serverは検出時にデフォルトのサーバー・プロセッサの互換性グループに追加されます。Oracle VM Managerに固有の新規のプロセッサがOracle VM Serverに含まれている場合、そのOracle VM Serverが検出されると、デフォルトのサーバー・プロセッサの互換性グループが作成されます。

各サーバー・プロセッサの互換性グループには、1つ以上のサーバー・プールのメンバーであるOracle VM Serverを含めることができます。1つのOracle VM Serverは複数のサーバー・プロセッサの互換性グループに含めることができます。サーバー・プロセッサの互換性グループを作成し、必要に応じて含めるOracle VM Serverを選択することができます。作成できるサーバー・プロセッサの互換性グループの数に制限はありません。





6.7.1 サーバー・プロセッサの互換性グループの作成








サーバー・プロセッサの互換性グループを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。ナビゲーション・ペインで、「Server Pools」を選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドでドロップダウン・リストから「Server Processor Compatibility」を選択します。「Create New Server Processor Compatibility...」をクリックします[image: 「Create New Server Processor Compatibility」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Create a Server Processor Compatibility Group」ウィザードが表示されます。

[image: この図は、「Create a Server Processor Compatibility Group」ウィザードを示しています。]

次のサーバー・プロセッサの互換性グループの情報を入力します。


	
Group Name: サーバー・プロセッサの互換性グループの名前を入力します。


	
Description: サーバー・プロセッサの互換性グループの説明。






「Next」をクリックします。


	
「Create a Server Processor Compatibility Group」ウィザードの「Select Servers」手順が表示されます。

[image: この図は、「Create a Server Processor Compatibility Group」ウィザードの「Select Servers」手順を示しています。]

サーバー・プロセッサの互換性グループに含めるサーバーを選択し、それらを「Available Servers」列から「Selected Servers」列に移動します。

「Finish」をクリックします。






サーバー・プロセッサの互換性グループが作成され、管理ペインの「Server Processor Compatibility Group」表にリストされます。







6.7.2 サーバー・プロセッサの互換性グループの編集








サーバー・プロセッサの互換性グループを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインの「Server Pools」を選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドでドロップダウン・リストから「Server Processor Compatibility」を選択します。「Server Processor Compatibility」表でサーバー・プロセッサの互換性グループを選択し、「Edit Server Processor Compatibility...」をクリックします[image: 「Edit Server Processor Compatibility」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit Server Processor Compatibility Group: group_name」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: この図は、「Edit Server Processor Compatibility Group: group_name」ダイアログ・ボックスを示しています。]

必要に応じて、サーバー・プロセッサの互換性グループを編集します。サーバー・プロセッサの互換性グループのサーバーを編集するには、「Servers」タブをクリックします。

[image: この図は、「Edit Server Processor Compatibility Group: group_name」ダイアログ・ボックスの「Servers」タブを示しています。]

「OK」をクリックします。






サーバー・プロセッサの互換性グループが編集され、管理ペインの「Server Processor Compatibility Group」表に表示されます。







6.7.3 サーバー・プロセッサの互換性グループの削除








サーバー・プロセッサの互換性グループを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインの「Server Pools」を選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドでドロップダウン・リストから「Server Processor Compatibility」を選択します。「Server Processor Compatibility」表でサーバー・プロセッサの互換性グループを選択し、「Delete Server Processor Compatibility」[image: 「Delete Server Processor Compatibility」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックして、サーバー・プロセッサの互換性グループを削除します。






サーバー・プロセッサの互換性グループが削除されます。













6.8 サーバー・プールの作成








サーバー・プールは少なくとも1つ以上(通常は複数)のOracle VM Serverで構成されています。サーバー・プール内のすべてのOracle VM ServerのCPUが同じCPUファミリのものである必要があります。これらが同じCPUファミリのものでない場合、ライブ・マイグレーションなどの一部の操作が失敗する可能性があります。CPUは同じCPUファミリのものであることが必要ですが、コアの数が異なるなど、構成が異なる場合があります。また、RAMの量やディスク・ドライブのサイズなど、ホスト・コンピュータ上の他のハードウェア・コンポーネントが異なる場合もあります。

ホスト・コンピュータの構成が異なる場合でも、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverは同一であることをお薦めします。Oracle VM Managerには、プロセッサの互換性グループのルールが含まれています。互換性のないプロセッサ間でライブ・マイグレーションが試行された場合、エラー・メッセージが表示されます。

サーバー・プールを作成する前に、次が必要です。


	
Oracle VM ServerのIPアドレス


	
仮想IPアドレスとして使用するIPアドレス


	
Oracle VM ServerにインストールしたOracle VM Agentへアクセスするためのパスワード


注意

Oracle VM Agentのパスワードは、サーバー・プール内の各Oracle VM Serverで同一である必要があります。Oracle VM ServerでのOracle VM Agentのパスワードの変更の詳細は、6.9.6項「Oracle VM ServerでのOracle VM Agentのパスワードの変更」を参照してください。








クラスタ化されたサーバー・プールは、サーバー・プールのファイル・システムとして使用する専用のファイル・システム(NASエクスポートまたはLUNのいずれか)を持つ必要があります。この記憶域は10GB以上のサイズで作成することをお薦めします。

サーバー・プールの作成時にエラーが発生した場合、Oracle VM Serverは未構成状態に戻されます。


サーバー・プールを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
「Create Server Pool」[image: 「Create Server Pool」アイコン]をクリック (ツールバー)して、「Create Server Pool」ウィザードを開始します。


	
「Create Server Pool」手順がウィザードに表示されます。

[image: この図は、「Create Server Pool」ウィザードの「Create Server Pool」手順を示しています。]

サーバー・プールの情報を入力します。


	
Server Pool Name: サーバー・プールの名前。サーバー・プール名の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。


	
Virtual IP Address for the Pool: サーバー・プール内の他のOracle VM Serverを制御するマスターOracle VM Serverを識別するために使用するIPアドレス。マスターOracle VM Serverで障害が発生した場合やメンテナンス・モードに設定された場合には、マスター・ロールを実行する他のOracle VM Serverが選択され、このIPアドレスが新しいホストに割り当てられます。


	
VM Console Keymap: 仮想マシンのコンソールに接続する際に使用するキー・マッピング。


	
VM Start Policy: 各サーバー・プールに対して、すべての仮想マシンのデフォルトの起動ポリシーを定義できます。オプションには、現在のサーバー(仮想マシンが割り当てられているサーバー)で仮想マシンを起動する機能と、(DRSおよびDPMと同じアルゴリズムを使用して決定される)利用可能な最善のサーバーで仮想マシンを起動する機能が含まれています。各仮想マシンの構成内でデフォルトのポリシーを上書きすることができます。個々の仮想マシンに対する起動ポリシーの設定の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。


	
Secure VM Migrate: 仮想マシンの暗号化移行を有効化するかどうかを選択します。「Secure VM Migrate」にチェックがついているときには、移行プロセス中のデータを保護するために、仮想マシンはSSLを使用して移行されます。データの暗号化および復号化により多くのシステム・リソースおよび時間が必要なように、仮想マシンのセキュアな移行は、移行にかかる時間に影響を与える可能性があります。


	
Hypervisor Type: サーバー・プールで使用するハイパーバイザ・タイプを選択します。


	
Clustered Server Pool: HAを有効化するために、サーバー・プール内のOracle VM Serverのクラスタリングを有効化するかどうかを選択します。HAのポリシーおよび構成の詳細は、6.4項「高可用性(HA)」を参照してください。


注意

「Hypervisor Type」がOVM/SPARCに設定されている場合は、このオプションはグレー表示されます。



 


	
Timeout for cluster: クラスタリングがサーバー・プールに対して有効である場合、このオプションを使用してタイムアウト・パラメータを設定できます。クラスタの最大タイムアウト設定は300秒です。クラスタの最小タイムアウトは12秒です。クラスタのデフォルト・タイムアウトは120秒です。ディスク・ハートビートおよびネットワーク・ハートビートは、クラスタのタイムアウト値から自動的に導出されます。

クラスタのタイムアウトは、サーバー・プールにサーバーがない場合にのみ変更が可能であるため、通常、サーバー・プールの作成時に設定することをお薦めします。HAのポリシーおよび構成の詳細は、6.4項「高可用性(HA)」を参照してください。


注意

「Hypervisor Type」がOVM/SPARCに設定されている場合は、このオプションはグレー表示されます。



 


	
Storage for Server Pool: サーバー・プールに使用するファイル・システムのタイプに「Network File System」または「Physical Disk」のいずれかを選択します。サーバー・プールのファイル・システムはサーバー・プールおよびクラスタ・データの保持に使用され、クラスタのハートビートにも使用されます。この記憶域は、NASエクスポートまたはLUNとして、12GB以上のサイズで作成することをお薦めします。

サーバー・プールのファイル・システムは、他の記憶域のように排他的です。つまり、同じエクスポート・パス上に2つの記憶域リポジトリを作成できないことと同様に、サーバー・プールのファイル・システムを他のサーバー・プールまたは記憶域リポジトリと共有することはできません。完全修飾された各エクスポート・パス(たとえば、/export/myexport/one, /export/myexport/two)は、1つのみに使用され、1つの目的(つまり、記憶域リポジトリ用またはサーバー・プールのファイル・システム用)にのみ使用される必要があります。

記憶域の作成の詳細は、第4章「記憶域の管理」を参照してください。


	
Network File System: プール・ファイル・システムとして使用するファイル・システム。「Search」[image: 「Search」アイコン]をクリックし (「Storage Location」フィールド)、ネットワーク・ファイル・システムを検索します。前述のフィールドで、「Network File System」を選択した場合に、このフィールドが表示されます。


	
Physical Disk: プール・ファイル・システムとして使用するファイル・システム。「Search」[image: 「Search」アイコン]をクリックし (「Storage Location」フィールド)、物理ディスクを検索します。前述のフィールドで「Physical Disk」を選択した場合に、このフィールドが表示されます。


	
Description:サーバー・プールの説明。このフィールドはオプションです。






「Next」をクリックします。


	
「Add Servers」手順がウィザードに表示されます。

[image: この図は、「Create a Server Pool」ウィザードの「Add Servers」手順を示しています。]

「Available Servers」列から、サーバー・プールに追加するOracle VM Serverを選択し、「Selected Servers」列に移動します。

タグを定義して、いずれかをサーバー・プールに追加する場合は、「Next」をクリックします。それ以外の場合は、「Finish」をクリックします。


	
「Tags」手順はオプションで、前の手順で「Next」をクリックした場合にウィザードに表示されます。

[image: この図は、「Create a Server Pool」ウィザードの「Tags」手順を示しています。]

以前にタグを定義している場合は、「Available Tags」列に表示されます。サーバー・プールに適用するタグを選択し、「Selected Tags」列に移動できます。

タグの作成および管理の詳細は、3.15項「タグ」を参照してください。

「Finish」をクリックします。






サーバー・プールが作成されます。











6.9 サーバー・プールの管理
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サーバー・プールを作成すると、サーバー・プール上でOracle VM Serverの追加および削除、サーバー・プールのポリシーの編集など多数のアクションを実行することができます。この項では、サーバー・プールで実行できるアクションを説明します。





6.9.1 Oracle VM Serverのロール








Oracle VM Serverのロールを使用すると、環境内でOracle VM Serverをどのように使用するかを調整できます。ロールにより、ユーティリティ関数を実行したり、仮想マシンを実行するためのOracle VM Serverを指定することができます。Oracle VM Managerは、次のサーバー・ロールをサポートしています。


	
VM Server role: VM Serverロールを使用すると、Oracle VM Serverで仮想マシンを実行できます。


	
Utility Server role: ユーティリティ・サーバーは、仮想マシンをホストする以外の操作(たとえば、仮想マシン・テンプレートおよびアセンブリのインポート、アセンブリからの仮想マシン・テンプレートの作成、およびリポジトリの作成など)を実行するのに適しています。ユーティリティ・サーバーが使用できない場合は、この操作にユーティリティ・サーバー以外のサーバーが選択されます。






サーバー・プールにOracle VM Serverを追加する際、デフォルトで「Utility Server role」および「VM Server role」の両方が自動的に選択されます。「VM Server role」は、仮想マシンを実行するのに必要です。「Utility Server role」は必要ではなく、あくまで参考です。

特定のOracle VM Serverは「Utility Server role」を持つように、その他のOracle VM Serverは「VM Server role」を持つように選択することができます。これにより、ユーティリティ操作によって仮想マシンのパフォーマンスが妨害される可能性が減少します。Oracle VM Serverのロールを編集するには、6.10.5項「Oracle VM Server情報の編集」を参照してください。

サーバー・プール内にサーバーがない場合、またはOracle VM Serverに(実行中または実行中でない)仮想マシンが存在する場合は、Oracle VM Serverの「VM Server role」を更新することはできません。「VM Server role」を変更するには、Oracle VM Serverを所有している必要があります。Oracle VM Serverの所有権を取得するには、6.10.3項「Oracle VM Serverの所有権の取得」を参照してください。


警告

サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverで「VM Server role」を無効にすると、どの仮想マシンも実行できなくなります。



Oracle VM Serverを所有しているかぎり、いつでも「Utility Server role」を変更できます。Oracle VM Serverの所有権を取得するには、6.10.3項「Oracle VM Serverの所有権の取得」を参照してください。







6.9.2 サーバー・プールへのOracle VM Serverの追加








サーバー・プールにより多くのリソースが必要な場合(CPUの数およびメモリーのサイズなど)、Oracle VM Serverを追加することができます。たとえば、より多くの仮想マシンを実行し、サーバー・プールのリソースが容量に達したときに、Oracle VM Serverを追加し、使用可能なリソースを増やします。

サーバー・プールにOracle VM Serverを追加するには、すべてのOracle VM Serverのクラスタの構成情報およびサーバー・プール情報の両方を変更する必要があります。これは自動的に実行されます。

以前、すべてのHA仮想マシンを実行するためにはリソースが不十分だった場合、サーバー・プールにOracle VM Serverを追加することで、保留中のHA操作がトリガーされる場合があります。


注意

Oracle VM Managerに対する認証の問題を避けるため、パスワードはすべてのOracle VM Serverで同一にすることをお薦めします。



サーバーをサーバー・プールに追加するには、サーバー・プールを編集し、「Servers」タブをクリックして使用可能なサーバーを追加します。詳細は、6.9.4項「サーバー・プールの編集」を参照してください。

また、Oracle VM Serverをサーバー・プール内やサーバー・プール外、および「Unassigned Servers」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、3.11項「ドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。







6.9.3 サーバー・プールからのOracle VM Serverの削除








サーバー・プール内のリソースの削除が必要な場合(他で使用するためなど)、サーバー・プールからOracle VM Serverを削除することができます。サーバー・プールからOracle VM Serverを削除すると、Oracle VM Serverは削除されるのではなく、未構成状態になります。

サーバー・プールからOracle VM Serverを削除するには、すべての仮想マシンを停止または移行する必要があります。実行中の仮想マシンを自動的に移行するには、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定します。Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定する方法は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。

サーバー・プールからOracle VM Serverを削除するには、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverのクラスタ構成情報およびサーバー・プール情報の両方を変更する必要があります。これは自動的に実行されます。

サーバーをサーバー・プールから削除するには、サーバー・プールを編集し、「Servers」タブをクリックしてサーバー・プールにすでに割り当てられているサーバーを削除します。詳細は、6.9.4項「サーバー・プールの編集」を参照してください。

また、Oracle VM Serverをサーバー・プール内やサーバー・プール外、および「Unassigned Servers」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、3.11項「ドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。







6.9.4 サーバー・プールの編集








サーバー・プール名、説明およびキー・マッピングを含むサーバー・プールの構成情報を編集できます。また、仮想マシンのセキュアな移行およびクラスタを制御するマスター・サーバーを変更することもできます。サーバー・プールに使用する仮想IPアドレスまたはファイル・システムは変更できません。

Oracle VM Serverをサーバー・プールに追加または削除する方法は、6.9.2項「サーバー・プールへのOracle VM Serverの追加」および6.9.3項「サーバー・プールからのOracle VM Serverの削除」を参照してください。


サーバー・プールを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインの「Server Pools」フォルダでサーバー・プールを選択します。「Edit Selected Server Pool...」をクリックします[image: 「Edit Server Pool」アイコン] (ツールバー)。「Edit Server Pool」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: この図は、「Edit Server Pool」ダイアログ・ボックスを示しています。]


	
サーバー・プールの情報を編集します。


	
Server Pool Name: サーバー・プールの名前。サーバー・プール名の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。


	
Description:サーバー・プールの説明。


	
Virtual IP Address for the Pool: このフィールドは変更できません。


	
Master Server: Oracle VM Managerとの通信を処理するマスター・サーバー。


	
Pool File System: このフィールドは変更できません。


	
VM Console Keymap: サーバー・プール内のすべての仮想マシンのコンソールに使用するキー・マッピング。


	
VM Start Policy: このサーバー・プールによって処理されるすべての仮想マシンのデフォルトの起動ポリシーを定義します。各仮想マシンの構成内でデフォルトのポリシーを上書きすることができます。個々の仮想マシンに対する起動ポリシーの設定の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。


	
Secure VM Migrate: 仮想マシンの暗号化移行を有効化するかどうかを選択します。


	
Timeout for cluster: クラスタリングがサーバー・プールに対して有効である場合、このオプションを使用してタイムアウト・パラメータを設定できます。クラスタの最大タイムアウト設定は300秒です。クラスタの最小タイムアウトは12秒です。クラスタのデフォルト・タイムアウトは120秒です。ディスク・ハートビートおよびネットワーク・ハートビートは、クラスタのタイムアウト値から自動的に導出されます。

クラスタのタイムアウトは、サーバー・プールにサーバーがない場合にのみ変更が可能であるため、通常、サーバー・プールの作成時に設定することをお薦めします。HAのポリシーおよび構成の詳細は、6.4項「高可用性(HA)」を参照してください。  







	
サーバー・プールのサーバーを編集するには、「Servers」タブをクリックします。

[image: この図は、「Edit Server Pool」ダイアログ・ボックスの「Servers」タブを示しています。]

提供されているコントロールを使用すると、サーバー・プールを構成するサーバーを追加または削除できます。


	
サーバー・プールに関連付けられているタグを編集するには、「Tags」タブをクリックします。

[image: この図は、「Edit Server Pool」ダイアログ・ボックスの「Tags」タブを示しています。]

提供されているコントロールを使用すると、サーバー・プールを識別し、それをOracle VM Manager内の他のオブジェクトとともにグループ化するために使用できるタグを追加または削除できます。

タグの作成および管理の詳細は、3.15項「タグ」を参照してください。


	
「OK」をクリックして、変更を適用します。






サーバー・プールの変更は、マスター・サーバーによって、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverに自動的に伝播されます。







6.9.5 マスターOracle VM Serverの選択








マスターOracle VM Serverロールを実行するには、サーバー・プールの任意のOracle VM Serverを選択できます。


サーバー・プールのマスターOracle VM Serverを変更するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ツリーから「Server Pools」を選択し、管理ペインの表のサーバー・プールを選択します。「Change Master Server」[image: 「Change Master Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Change Master Server for Server Pool」ダイアログ・ボックスが表示されます。「Master Server」ドロップダウン・リストから「Oracle VM Server」を選択します。「OK」をクリックします。






「Edit the Server Pool」ダイアログ・ボックスで、サーバー・プール内でマスターOracle VM Serverロールを実行するOracle VM Serverを選択することもできます。「Edit the Server Pool」ダイアログ・ボックスの使用の詳細は、6.9.4項「サーバー・プールの編集」を参照してください。







6.9.6 Oracle VM ServerでのOracle VM Agentパスワードの変更








Oracle VM Managerでは、各Oracle VM Server上で実行中のOracle VM Agentのパスワードを変更できます。ただし、サーバー・プール内のすべてのOracle VM ServerのOracle VM Agentのパスワードを変更する必要があります。これは、パスワードの変更がサーバー・プール・レベルでのみ実行され、サーバー・プール内のすべてのOracle VM Serverに同時に適用されるためです。


サーバー・プール内のすべてのOracle VM ServerのOracle VM Agentのパスワードを変更するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、Oracle VM Agentのパスワードを変更するサーバー・プールを選択します。「Change Servers Agent Password」[image: 「Change Servers Agent Password」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Change Agent Password for All Servers within the Server Pool」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: この図は、「Change Agent Password for All Servers within the Server Pool」ダイアログ・ボックスを示しています。]


	
現在のパスワードを最初に入力します。次に新しいパスワードを入力し、各フィールドで確認します。


	
「OK」をクリックして、操作を完了します。Oracle VM Managerは、サーバー・プール内の各Oracle VM Serverにログインし、Oracle VM Agentのパスワードを変更します。












6.9.7 サーバー・プールのポリシーの編集








ナビゲーション・ペインでサーバー・プールを選択すると、管理ペインの「Perspective」フィールドの「Policies」ビューが使用可能になり、サーバー・プールの電源およびリソース使用率ポリシーの設定が表示されます。次の2つのポリシーを設定できます。


	
分散リソース・スケジューラ(DRS): サーバー・プール内の仮想マシンのリソースの使用率を最適化します。


	
分散電源管理(DPM): リソースの使用率が比較的低い期間に、統合の比率を増加し、使用するOracle VM Serverの数を減らします。






また、このポリシーはサーバー・プールで使用するネットワークにも設定できます。サーバー・プールにDRSまたはDPMのいずれかを使用するように設定できますが、2つを同時に設定することはできません。

これらのサーバー・プールのポリシーの詳細は、6.5項「サーバー・プールのポリシー」を参照してください。


サーバー・プールのポリシーを設定および編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインの「Server Pools」フォルダでサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」フィールドでドロップダウン・リストから「Policies」を選択します。「Edit」[image: 「Edit」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Configure Policy」手順が表示されます。


	

[image: この図は、「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Configure Policy」手順を示しています。]



次のサーバー・プールのポリシーの情報を入力します。


	
Policy Control:


	
Policy Type: DRS、DPMまたはなしから選択できます。DRSおよびDPMの両方を同時にアクティブにはできません。


	
Time Period (Minutes): ポリシー・ジョブを実行する期間。これは、ポリシー・ジョブをn分ごとに実行するように設定しますが、たとえば、10に設定すると、10分ごとにポリシー・ジョブを実行します。1から60までの数字を入力できます。







	
Server CPU:


	
Enable: CPUパフォーマンスおよび使用率のロギングを有効または無効に設定します。


	
Threshold (%): ポリシーが成立する前に許可されるCPUパーセント使用率の最大量。0から99まで入力できます。







	
Servers: 選択したOracle VM Serverを「Available Servers」から「Selected Servers」シャトル・ボックスに移動することで、ポリシーを有効化するOracle VM Serverを選択します。






「Next」をクリックします。


	
「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Select Networks」手順が表示されます。


[image: この図は、「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Select Networks」手順を示しています。]



ポリシーに含めるネットワークを選択します。「Next」をクリックします。


	
「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Network Settings」手順が表示されます。

[image: この図は、「Configure DRS/DPM」ウィザードの「Network Settings」手順を示しています。]

ネットワークでポリシーを有効化するかどうかを選択し、ネットワークでポリシーが成立するしきい値を選択します。「Finish」をクリックします。






サーバー・プールにポリシーが設定されます。







6.9.8 サーバー・プールの削除







サーバー・プールを削除するには、すべての仮想マシンを削除し、サーバー・プールからすべてのOracle VM Serverを削除する必要があります。

仮想マシンを削除する方法は、7.10.13「仮想マシンの削除」を、仮想マシンを移動する方法は、7.10.10項「Oracle VM Server間での仮想マシンの移動」を、「Unassigned Virtual Machines」フォルダに仮想マシンを移動する方法は、7.10.11項「「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間での仮想マシンの移動」を参照してください。サーバー・プールからOracle VM Serverを削除する方法は、6.9.3項「サーバー・プールからのOracle VM Serverの削除」を参照してください。


サーバー・プールを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、「Server Pools」フォルダを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Server Pools」を選択します。


	
管理ペインの表で1つ以上のサーバー・プールを選択します。「Delete」[image: 「Delete」アイコン]をクリックします (ツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックして、サーバー・プールを削除します。






サーバー・プールが削除されます。


ヒント

HAが有効なサーバー・プールを削除するには、任意のNFSファイル・サーバーベースの記憶域に割り当てられた管理サーバーが必要です。管理サーバーを追加するためのファイル・サーバーの編集の詳細は、4.6.1項「ファイル・サーバーの検出」を参照してください。















6.10 Oracle VM Serverの管理
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Oracle VM Managerを使用して、Oracle VM Serverを管理します。My Oracle Supportドキュメントで指定されている場合またはOracleサポートから指示を受けた場合を除き、Oracle VM Serverコマンドラインを使用して、直接Oracle VM Serverを管理しないでください。

サーバー・プールには少なくとも1つ以上のOracle VM Serverが含まれる必要があります。Oracle VM Serverをインストールした後、Oracle VM Serverをサーバー・プールに追加する前に、Oracle VM Managerで検出する必要があります。

Oracle VM Serverを検出しサーバー・プールに追加する前に、次を実行する必要があります。


	
Oracle VM ServerのIPアドレスを識別します。静的IPアドレス(推奨)を使用してOracle VM Serverをインストールした場合、このIPアドレスを使用します。動的IPアドレスを使用してOracle VM Serverをインストールした場合、Oracle VM Serverにログオンし、IPアドレスを特定します。


	
Oracle VM Server上にインストールしたOracle VM Agentにアクセスするためのパスワードを識別します。










6.10.1 Oracle VM Serverの検出








Oracle VM Serverをインストールし起動すると、Oracle VM Managerのサーバー・プールの検出イベントをリスニングします。サーバー・プールにOracle VM Serverを追加するには、Oracle VM Serverを検出する必要があります。


Oracle VM Serverを検出するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
「Discover Servers」[image: 「Discover Servers」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Discover Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Discover Servers」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
検出するOracle VM Serverに関する情報を入力します。


	
Oracle VM Agent Port: Oracle VM Agentがリスニングするポート。これはほとんどの場合、デフォルトのポート8899です。 


	
Oracle VM Agent Password: Oracle VM Agentに接続するためのパスワード。Oracle VM Managerに対する認証の問題を避けるため、パスワードはすべてのOracle VM Serverで同一にすることをお薦めします。

誤ったパスワードを入力するとエラー・メッセージが表示され、「Unauthorized access attempt」と通知されます。


	
IP Addresses/DNS Hostnames: 検出するOracle VM ServerのIPアドレス、IP範囲またはDNSホスト名を入力します。複数のIPアドレスまたは複数のDNSホスト名をペーストできます。IP範囲を入力する場合は、192.168.10.2-10の形式にする必要があります。たとえば、192.168.10.2-4を入力した場合、Oracle VM Managerは192.168.10.2、192.168.10.3および192.168.10.4を検出します。IPアドレス、IP範囲およびDNSホスト名は、異なる行に入力する必要があります。







注意

無効な入力を行うと、ジョブの完了が失敗し、中断が必要になる可能性があります。ジョブの中断の詳細は、B.1.9項「ジョブの中断」を参照してください。



「OK」をクリックします。






Oracle VM Serverが検出され、「Unassigned Servers」フォルダに追加されます。新しく検出されたOracle VM Serverにはそれ自体に関する基本的な情報および共有SANへの即時接続性に関する情報が含まれますが、未構成状態とみなされます。Oracle VM Serverを使用して、仮想マシンまたはアクティブなクラスタ操作を実行することはできません。物理ネットワークおよび記憶域構成は実行でき、後続の記憶域検出操作を実行できる場合もあります。

管理ペインの「Servers」パースペクティブの「Utilization %」列では、「Unassigned Servers」フォルダにあるOracle VM Serverの使用率統計についてはレポートされません。このフィールドでは、Oracle VM Serverがサーバー・プールに割り当てられていないかぎり、使用率統計はレポートされません。


注意

検出されたOracle VM Serversは、サーバー・プールに含まれることによって適切に構成されるまで、仮想IPアドレスを使用しません。



Oracle VM Serverが検出されると、サーバー・プールに追加することができます。サーバー・プールへのOracle VM Serverの追加の詳細は、6.9.2項「サーバー・プールへのOracle VM Serverの追加」を参照してください。







6.10.2 Oracle VM Serverの再検出








Oracle VM ServerまたはOracle VM Serverに接続する記憶域の物理状態が変更した場合、再度検出し、Oracle VM Managerの構成情報を更新する必要があります。


Oracle VM Serverを再検出するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、Oracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択し、「Rediscover Server」[image: 「Rediscover Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。






Oracle VM Serverについての構成情報および記憶域情報がOracle VM Managerで更新されます。

Oracle VM Manager内でのロード時間を短縮するために、起動時にはOracle VM Serverの再検出は実行されないため、Oracle VM Manager内ですべてのOracle VM Serverインスタンスの構成情報の更新が必要な場合があります。これは、大規模なデプロイメントでは、リソースを消費するアクションとなる場合があります。


すべてのOracle VM Server、ファイル・サーバーおよびSANサーバーを再検出するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで「Server Pools」フォルダを右クリックし、「Refresh All」[image: 「Refresh All」アイコン]オプションを選択します (表示されるコンテキスト・メニュー)。このアイコンは、管理ペインのツールバーにも表示されます。






すべてのOracle VM Serverインスタンスについての構成情報がOracle VM Managerで更新されます。







6.10.3 Oracle VM Serverの所有権の取得








デフォルトでは、最初にOracle VM Serverを追加するOracle VM Managerのインスタンスが、そのOracle VM Serverの所有権を持ちます。Oracle VM Serverが「Unassigned Servers」フォルダにあり、ユーザーによる所有権がない場合、所有権を取得し、サーバー・プールでOracle VM Serverを使用するには、次の手順を実行する必要があります。


Oracle VM Serverの所有権を取得するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインの「Unassigned Servers」フォルダでOracle VM Serverを選択します。「Edit Server」[image: 「Edit Server」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Edit Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit Server」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
「Take Ownership」チェック・ボックスを選択し、Oracle VM Serverの所有権を取得します。「OK」をクリックします。






Oracle VM Serverの所有権を放棄するには、同じ手順を繰り返し、「Take Ownership」チェック・ボックスの選択を解除します。

Oracle VM Serverがサーバー・プールに含まれている場合は、Oracle VM Serverの所有権は放棄できないため、最初にサーバー・プールから削除する必要があります。サーバー・プールからのOracle VM Serverの削除の詳細は、6.9.3項「サーバー・プールからのOracle VM Serverの削除」を参照してください。また、リポジトリがOracle VM Serverに提示されている場合も、Oracle VM Serverの所有権を放棄できません。ただし、Oracle VM Serverがサーバー・プール内にあるかどうかに関係なく、Oracle VM Serverの所有権を取得できます。







6.10.4 Oracle VM Server情報およびイベントの表示








Oracle VM Serverの基本的な情報の表示、またはより詳細な情報にドリルダウンすることができます。基本的なOracle VM Server情報とは、たとえば、ステータス(実行中、起動中、停止中)、使用率、IPアドレス、メモリー、CPU、ソフトウェアのアップデータが可能かどうかなどの、システム管理用に定期的に確認する可能性のある情報です。この情報では十分でない場合に、より詳細な情報にドリルダウンできます。


Oracle VM Serverの基本的な情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Servers」を選択します。サーバー・プール内のOracle VM Serverの一般情報が管理ペインに表示されます。







Oracle VM Serverの詳細な情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Info」を選択します。Oracle VM Serverの詳細情報が管理ペインに表示されます。詳細は、矢印を開きます。







Oracle VM Serverのイベントを表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Events」を選択します。Oracle VM Serverに関連付けられているイベントが管理ペインの表に表示されます。イベントに関する詳細は、表でイベントを選択し、矢印を開きます。


	
Oracle VM Serverで関連付けられているエラー・イベントが発生した場合、そのイベントを確認してエラーをクリアする必要があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。












6.10.5 Oracle VM Server情報の編集








	6.10.5.1 Oracle VM Serverのバッチ編集





Oracle VM Serverの構成情報を編集して、名前、説明、サーバー・プール・ロールの変更およびオフラインにし、システムのメンテナンスを行うことができます。


Oracle VM Serverの構成情報を編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインでOracle VM Serverを選択します。「Edit Server」[image: 「Edit Server」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Edit Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit Server」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
「Configuration」タブで、Oracle VM Serverに関する次の情報を編集します。


	
Name: Oracle VM Serverの名前。


	
Description: Oracle VM Serverの説明。


	
Maintenance Mode: Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定するかどうかを選択します。Oracle VM Serverのメンテナンス・モードの詳細は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。


	
Take Ownership: Oracle VM Serverの所有権を取得することを選択します。Oracle VM Serverの所有権の詳細は、6.10.3項「Oracle VM Serverの所有権の取得」を参照してください。


ヒント

Oracle VM Serverがサーバー・プールに含まれている場合またはリポジトリがOracle VM Serverに提示されている場合、Oracle VM Serverの所有権は編集できません。 .




	
Utility Server: インポート、クローニング、記憶域のリフレッシュなどのユーティリティ機能を実行するOracle VM Serverを選択して指定します。Oracle VM Serverロールの詳細は、6.9.1項「Oracle VM Serverのロール」を参照してください。


	
VM Server: 仮想マシンを実行するには仮想マシン・ロールが必要です。Oracle VM Serverロールの詳細は、6.9.1項「Oracle VM Serverのロール」を参照してください。







	
「IPMI」タブで、「Enable Server IPMI」チェック・ボックスを選択して、Intel®ligent Platform Management Interface (IPMI)を有効化します。IPMIによって、リモートでOracle VM Serverの起動と停止を行うことができます。Oracle VM ServerでIPMIが使用できない場合または有効化されていない場合でも、Oracle VM Managerは、物理的に電源ボタンを押さずにWake on LANメッセージを使用してOracle VM Serverをリモートで起動すること、およびsystem power offメッセージを送信してOracle VM Serverを停止することができる場合があります。


[image: この図は、「Edit Server」ダイアログ・ボックスを示しています。]



IPMIを構成するには、フィールドに次の情報を入力します。



	
User Name: IPMIのユーザー名。


	
Password: IPMIのパスワード。

IPMIのパスワードを設定または変更するには、「Change Password」チェック・ボックスも選択する必要があります。


	
IP Address: IPMIのIPアドレス。







	
サーバーに関連付けられているタグを編集するには、「Tags」タブをクリックします。


[image: この図は、「Edit Server」ダイアログ・ボックスの「Tags」タブを示しています。]



提供されているコントロールを使用すると、Oracle VM Manager内でサーバーを識別して他のオブジェクトと共にグループ化するために使用できるタグの追加と削除を行うことができます。

タグの作成および管理の詳細は、3.15項「タグ」を参照してください。






「OK」をクリックします。Oracle VM Serverが更新されます。





6.10.5.1 Oracle VM Serverのバッチ編集








1つ以上のOracle VM Serverの情報を一度に編集するには、Oracle VM Managerインタフェース内で提供されている複数選択機能を使用して複数の項目を選択してから、「Edit Server」[image: 「Edit Server」アイコン]アイコンをクリックします (ツールバー)。

Oracle VM Serverのグループをバッチ・モードで編集する場合、使用できるオプションは、選択されたすべての項目に適用可能なアクションに制限されます。次のオプションが使用できます。


	
Server in Maintenance Mode: このチェック・ボックスを選択すると、選択したすべての項目がメンテナンス・モードに設定されます。


	
Take Ownership of Server: このチェック・ボックスを選択すると、Oracle VM Managerが、選択したすべての項目の所有権を取得します。


	
Utility Server: このチェック・ボックスを選択すると、選択したすべての項目のロールがユーティリティ・サーバーに変更されます。


	
VM Server: このチェック・ボックスを選択すると、選択したすべての項目のロールが仮想マシン・サーバーに変更されます。







[image: この図は、「Edit Multiple Servers」ダイアログ・ボックスを示しています。]




注意

提供されているオプションに設定された値が選択したサーバー間で異なる場合、ダイアログでは、選択した中で最初のサーバーの値が表示されます。「OK」をクリックすると、選択したすべてのサーバーが更新されて同じステータスになります。











6.10.6 Oracle VM Serverの起動








Oracle VM Serverを起動すると、Intel®ligent Platform Management Interface (IPMI)またはWake-on-LAN (WOL)を使用して起動されます。IPMIまたはWOLのいずれも構成されていない場合は、Oracle VM Serverを起動するジョブは完了されません。その場合、Oracle VM Serverを手動で起動する必要があります。IPMIの構成の詳細は、6.10.5項「Oracle VM Server情報の編集」を参照してください。

Oracle VM Serverを起動するには、次の手順を実行します。


	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、Oracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択し、「Start Server」[image: 「Start Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。






Oracle VM Serverが起動します。







6.10.7 Oracle VM Serverの停止








Oracle VM Serverを停止すると、Intel®ligent Platform Management Interface (IPMI)またはsystem power offコマンドを使用して停止されます。Oracle VM Serverを停止するには、実行中の仮想マシンをすべて停止するかまたはOracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定し、実行中の仮想マシンを自動的に移行する必要があります。


警告

IPMIがOracle VM Server上で正しく構成されていることを確認します(そうでない場合は、リモートで再び開始することができません)。IPMIの構成の詳細は、6.10.5項「Oracle VM Server情報の編集」を参照してください。また、Oracle VM Server BIOSでWake-on-LAN (WOL)機能がアクティブになっていること、およびWOL機能の正常な動作のテストが済んでいることを確認してください。IPMIまたはWOLを介してOracle VM Serverを起動できない場合は、手動で電源を切り、すぐに電源を入れ直す必要があります。




Oracle VM Serverを停止するには、次の手順を実行します。

	
実行中の仮想マシンをすべて停止または移行します。仮想マシンを停止するには、7.10.4項「仮想マシンの中止(停止)」を参照してください。仮想マシンをサーバー・プール内の他のOracle VM Serverに自動的に移行するには、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定しますが、詳細は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。


	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、Oracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択し、「Stop Server」[image: 「Stop Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。






Oracle VM Serverが停止されます。







6.10.8 Oracle VM Serverの強制終了








Oracle VM Serverの強制終了は、Oracle VM Serverの電源オフを実行することに等しく、物理マシンから電源ケーブルを抜くことと似ています。これは推奨されるOracle VM Server停止方法ではありませんが、停止コマンドでOracle VM Serverを停止できない場合に使用できます。


Oracle VM Serverを強制終了するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、Oracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択し、「Kill」[image: 「Kill」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。「Confirmation」ダイアログで「OK」をクリックします。






Oracle VM Serverが停止されます。







6.10.9 Oracle VM Serverの再起動








Oracle VM Serverを再起動すると、オペレーティング・システムの再起動コマンドが送信され、Oracle VM Serverが再起動します。Oracle VM Serverを再起動するには、実行中の仮想マシンをすべて停止するかまたはOracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定し、実行中の仮想マシンを自動的に移行する必要があります。

Oracle VM Serverが再起動し、サーバー・プールに再度参加すると、マスターOracle VM Serverはサーバー・プール内の保留中のHA操作を開始します。Oracle VM Serverがオンラインで使用可能であるとOracle VM Managerに通知されると、ポリシー・アクションが再開する前に、保留状態の変更が一致します。


Oracle VM Serverを再起動するには、次の手順を実行します。

	
実行中の仮想マシンをすべて停止または移行します。仮想マシンを停止するには、7.10.4項「仮想マシンの中止(停止)」を参照してください。仮想マシンをサーバー・プール内の他のOracle VM Serverに自動的に移行するには、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定しますが、詳細は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。


	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、Oracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択し、「Restart」[image: 「Restart」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。






Oracle VM Serverが再起動します。







6.10.10 Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定








Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定し、ハードウェアまたはソフトウェアのメンテナンスを行うことができます。Oracle VM Serverがメンテナンス・モードに設定されているときに、Oracle VM Serverで実行中のすべての仮想マシンは、サーバー・プール内の他のOracle VM Server(それらが使用可能な場合)に自動的に移行されます。そのOracle VM Serverがサーバー・プール内でマスターOracle VM Serverの場合、サーバーが停止した後、そのロールはサーバー・プール内の使用可能な他のOracle VM Serverに移動されます。これらの自動処理のいずれかが失敗した場合は、Oracle VM Serverのイベント・ログ(6.10.4項「Oracle VM Server情報およびイベントの表示」)で障害が発生した理由を確認します。


Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブで、ナビゲーション・ペインでOracle VM Serverを選択します。「Edit Server」[image: 「Edit Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。「Maintenance Mode」チェック・ボックスを選択して、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定します。「OK」をクリックします。






Oracle VM Serverがメンテナンス・モードに設定されます。ナビゲーション・ペインで、サーバーがメンテンナンス・モードになっていることは、アイコンが次のように変わることで確認できます[image: 「Maintenance Mode」アイコン]。

Oracle VM Serverのメンテナンスが完了すると、Oracle VM Serverをサーバー・プールに再度参加される準備ができたので、同じ手順を実行し、「Maintenance Mode」チェック・ボックスの選択を解除します。







6.10.11 Oracle VM Serverの更新およびアップグレード








Oracle VM Serverへの更新およびアップグレードは、Yumリポジトリを使用して、自動的に行われます。Oracle VMのパッチの更新にアクセスするには、オラクル社に問い合せ、Oracle VM Support契約を購入し、Oracle VMの更新を含むUnbreakable Linuxネットワーク(ULN)へのアクセス権を取得します。ULNへアクセス可能な場合、これを使用して、Oracle VM Serverの更新時に使用するユーザー自身のYumリポジトリを設定できます。Yumリポジトリの設定は、このマニュアルでは説明しませんが、次のOTN記事の「Yum Repository Setup」で説明されています。

http://www.oracle.com/technetwork/articles/servers-storage-admin/yum-repo-setup-1659167.html

Yumリポジトリを設定する際は、ULNのOracle VMリリース3.2チャネルをサブスクライブしていることを確認してください。

Oracle VM Server更新用にYumリポジトリを構成した場合、これをOracle VM Managerに追加し、Oracle VM Managerを使用して更新を実行します。

アップグレードの前後にOracle VM Serverを実行してるバージョンを確認するには、「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Control Domains」を選択します。


Yumリポジトリを追加するには、次の手順を実行します。

	
「Tools and Resources」タブをクリックします。


	
「Server Update Management (YUM)」サブタブをクリックします。


	
「Update」をクリックして、「Server Update Management (YUM)」ダイアログ・ボックスを表示します。Yumリポジトリに関する次の情報を入力します。


	
YUM Base URL: 次のようなYumリポジトリにアクセスするためのURL


http://example.com/OVM3/Server/



注意

「YUM Base URL」には、RPMおよびcreaterepoツールで作成されたrepodataディレクトリが含まれている必要があります。Oracle VM Server ISOからRPMをコピーする場合またはISOファイルをループ・マウントする場合は、次のように、Serverディレクトリ(repodataディレクトリが含まれる)を含めてください。

http://example.com/OVM3/Server/




	
Enable GPG Key: YumリポジトリにGPGリポジトリを使用するかどうか。GPGキー(またはGnuPGキー)は、GNUプロジェクトのOpenPGPキー管理標準の実装に使用するキーです。GPGキーは、Yumリポジトリおよびリポジトリからダウンロードされたパッケージ(RPM)の妥当性の検証に使用されます。


	
YUM GPG Key: 次のようなYumリポジトリ用のGPGキー


http://example.com/OVM3/RPM-GPG-KEY


GPGキーは、HTTP、FTP、FILEまたはHTTPSのうちの1つのプロトコルを介して使用可能である必要があります。

ULNからのオラクル社によって署名されたGPGキーの更新は、Oracle VM Serverの/etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-oracleに事前インストールされています。GPGキーを使用する場合は、次のように入力します。


file:///etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-oracle


このフィールドは、「Enable GPG Key」を選択したときのみ有効化されます。







[image: この図は、「Server Update Management (YUM)」ダイアログ・ボックスを示しています。]



「Apply」をクリックします。






YUMリポジトリが追加され、Oracle VM Serverの更新に使用する準備ができました。

YUMリポジトリでは6時間ごとに更新が確認されるため、YUMリポジトリの更新とOracle VM Managerでの通知の表示には遅延がある可能性があります。この再帰ジョブの頻度を変更するには、B.1.7項「再帰ジョブの管理」を参照してください。

Oracle VM Serverの更新が使用可能になると、イベントがOracle VM Serverに投稿され、管理ペインの「Servers」パースペクティブの「Update Required」列に表示されます。


[image: この図は、アップグレード可能なOracle VM Serverが表示されている「Update Required」列が表示された「Servers」パースペクティブを示しています。]

クリックするとyum_update.png画像を拡大表示します



Oracle VM Serverを更新するには、まずOracle VM Server上の仮想マシンを停止するか、別のOracle VM Serverに移行する必要があります。手動で仮想マシンを停止または移行すること、あるいは必要に応じてアップグレード・サーバー・ジョブで自動的に仮想マシンの移行を行うこともできます。


Oracle VM Serverを更新するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Servers」を選択します。


	
管理ペインの表でOracle VM Serverを選択し、「Update Server」[image: 「Update Server」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。

確認ダイアログが表示されます。「OK」をクリックします。各Oracle VM Serverは、メンテナンス・モードになり、更新が実行されます。Oracle VM Server上のすべての仮想マシンは、メンテナンス・モードになると、自動的に他のOracle VM Serverに移行します。Oracle VM ServerがマスターOracle VM Serverの場合、マスター・ロールはサーバー・プール内の他のOracle VM Serverに転送されます。更新が完了すると、Oracle VM Serverが再起動し、メンテナンス・モードになります。


	
Oracle VM Serverが完全に機能するメンバーとしてサーバー・プールに再度参加するには、各Oracle VM Serverを編集し、メンテナンス・モードから戻します。






仮想マシンの手動による移行の詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。Oracle VM Serverをメンテナンス・モードから戻す方法は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。







6.10.12 Oracle VM Serverでのイーサネット・ポートおよびネットワーク・ボンディングの管理









重要

Oracle VM Managerでは、ネットワーク・ボンドにLinux用語を使用していますが、Oracle Solarisユーザーは、これをIPマルチパス(IPMP)と同等のものとして理解する必要があります。



Oracle VM Serverでイーサネット・ポートおよびネットワーク・ボンディングを表示および編集するには、「Servers and VMs」タブ、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択し、「Perspective」ドロップダウン・リストで「Ethernet Ports」オプションおよび「Bond Ports」オプションを選択します。ネットワークおよびVLANグループにボンディングされているポートを確認でき、ポート上でネットワーク・アドレス指定およびMTU (最大転送単位)を設定できます。また、各イーサネット・ポートのネットワーク・ボンディングも構成できます。Oracle VM Serverでのイーサネット・ポートおよびボンディングの管理の詳細は、5.10項「ボンディングされたインタフェースの管理」を参照してください。


注意

ボンド構成の一部であるイーサネット・ポートのMTU設定は編集できません。個々のイーサネット・ポートではなく、ボンド・ポートのMTU設定を変更してください。MTU設定の詳細またはネットワークがジャンボ・フレームをサポートしている場合の詳細は、5.10項「ボンディングされたインタフェースの管理」を参照してください。









6.10.13 Oracle VM Serverでのアクセス・グループおよびストレージ・イニシエータの管理








SANサーバーの記憶域にアクセスするには、アクセス・グループが作成され、Oracle VM Server上にストレージ・イニシエータが構成されている必要があります。ストレージ・イニシエータは、Oracle VM Serverの検出中に記憶域構成に基づいて追加されます。アクセス・グループは、ストレージ・イニシエータを物理ディスクにバインドするために構成します。アクセス・グループの作成の詳細は、4.6.4.2項「SANサーバーのアクセス・グループ」を参照してください。特定のOracle VM Server用の既存のストレージ・イニシエータを表示および構成することもできます。


Oracle VM Server上のストレージ・イニシエータを表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Storage Initiators」を選択します。Oracle VM Server上に構成されているストレージ・イニシエータが管理ペインの表にリストされます。


	
表でストレージ・イニシエータを選択し、「View access groups for selected initiator」[image: 「View access groups for selected initiator」アイコン]をクリックします。 .


	
「View Access Groups for Initiator」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「View Access Groups for Initiator」ダイアログ・ボックスを示しています。]



ドロップダウン・リストから「SAN Server」および「Access Groups」を選択して、「Add」をクリックします。「OK」をクリックします。






SANサーバー・アクセス・グループの管理の詳細は、4.6.4.2項「SANサーバーのアクセス・グループ」を参照してください。







6.10.14 Oracle VM Serverでの物理ディスクの管理








Oracle VM Server上の物理ディスク、およびSANサーバーから使用可能な物理ディスクも表示および管理できます。SANサーバーのディスクが追加または削除されたときに、Oracle VM Server上の物理ディスクをリフレッシュすることもできます。


Oracle VM Server上の物理ディスクをリフレッシュするには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverが存在するサーバー・プールを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Servers」を選択します。


	
管理ペインの表でOracle VM Serverを選択し、「Rescan Physical Disks」[image: 「Rescan Physical Disks」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックします。







Oracle VM Server上の物理ディスクを表示および管理するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Physical Disks」を選択します。


	
Oracle VM Serverでアクセス可能な物理ディスクのリストが管理ペインの表に表示され、ディスク上で実行可能な管理機能がアイコンとして管理ペインのツールバーで使用可能になります。一部の管理オプションは、非汎用のStorage Connectプラグインを使用するSANサーバー・ディスクでのみ使用可能です。使用可能な物理ディスクの管理オプションを表6.2「Oracle VM Serverの物理ディスクのツールバー・アイコンのオプション」にリストします。


表6.2 Oracle VM Serverの物理ディスクのツールバー・アイコンのオプション


	
ツールバー・アイコンのオプション

	
アイコン

	
説明


	
Rescan Physical Disks

	
[image: 「Rescan Physical Disks」アイコン]

	
Oracle VM Serverで使用可能なすべての物理ディスクの更新をリクエストし、変更が行われたかどうかを確認します。


	
Edit Physical Disk

	
[image: 「Edit Physical Disk」アイコン]

	
物理ディスクの名前、説明およびその他の情報を変更、または物理ディスクを共有可能にします。


	
Delete Physical Disk

	
[image: 「Delete Physical Disk」アイコン]

	
選択した物理ディスクのOracle VM環境での使用を停止します。


警告

登録済のストレージ・アレイからLUNを事実上削除する場合は、必ず最初にOracle VM Managerで削除した後で、ストレージ・サーバーから物理的に削除してください。操作のこの順序を守らないとシステムは不明な状態となり、この状態は、削除したLUNが接続されているOracle VM Serverを再起動することによってのみ解決できます。




	
Clone Physical Disk

	
[image: 「Clone Physical Disk」アイコン]

	
選択したターゲットの物理ディスクのシン・クローン、スパース・コピーまたは非スパース・コピーを作成します。


	
Delete File System

	
[image: 「Delete File System」アイコン]

	
1つ以上のファイル・システムおよび物理ディスクのコンテンツを削除します。


	
Refresh Physical Disk

	
[image: 「Refresh Physical Disk」アイコン]

	
1つ以上の物理ディスクの更新をリクエストして、サイズおよび構成が変更されたかどうかを確認します。


	
Display Servers using Physical Disk...

	
[image: 「Display Servers using Physical Disk...」アイコン]

	
選択した物理ディスクを使用しているサーバーを示す「Servers using Physical Disk...」ダイアログ・ボックスを表示します。


	
Display Selected Storage Element Events...

	
[image: 「Display Selected Storage Element Events...」アイコン]

	
物理ディスクに関連付けられているジョブ・イベントが含まれる「Events」ダイアログ・ボックスを表示します。














SANサーバーおよびそのコンテンツの管理の詳細は、4.6.4.1項「SANサーバーの検出」を参照してください。記憶域の使用の詳細は、第4章「記憶域の管理」を参照してください。







6.10.15 Oracle VM Serverオペレーティング・システム情報および制御ドメインの表示








Oracle VM Serverを選択すると、Oracle VM Server上の基礎となるオペレーティング・システムおよびハードウェアに関する情報を「Control Domains」パースペクティブを使用して表示できます。このパースペクティブでは、各制御ドメインおよびそれに関する情報がリストされます。Xenの制御ドメインは1つのみですが、その他のハイパーバイザは複数の制御ドメインを持つことができます。Oracle VM Server、Oracle VMエージェンおよびマシンにインストールされているハイパーバイザ・カーネルの正確なバージョンを確認できるため、この情報はOracleサポート・サービスに問い合わせる際に役立つ場合があります。


制御ドメインの情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックして、ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Control Domains」を選択します。制御ドメインが管理ペインの表にリストされます。制御ドメインに関する詳細を表示するには、表で行を開きます。












6.10.16 Oracle VM ManagerからのOracle VM Serverの削除








Oracle VM Serverを削除すると、Oracle VM Managerリポジトリから削除され、管理対象外となります。Oracle VM Serverは停止しませんが、Oracle VM Serverに物理的に何かされることもありません。

Oracle VM Serverを削除するには、実行中の仮想マシンをすべて停止するかまたはOracle VM Serverをメンテナンス・モードにし、実行中の仮想マシンを自動的に移行する必要があります。


Oracle VM ManagerからOracle VM Serverを削除するには、次の手順を実行します。

	
実行中の仮想マシンをすべて停止または移行します。仮想マシンを停止するには、7.10.4項「仮想マシンの中止(停止)」を参照してください。仮想マシンをサーバー・プール内の他のOracle VM Serverに自動的に移行するには、Oracle VM Serverをメンテナンス・モードに設定しますが、詳細は、6.10.10項「Oracle VM Serverのメンテナンス・モードへの設定」を参照してください。


	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで「Unassigned Servers」フォルダを選択します。「Perspective」ドロップダウン・リストから「Servers」を選択します。


	
管理ペインで1つ以上のOracle VM Serverを選択します。「Delete」[image: 「Delete」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックして、Oracle VM Serverを削除します。






Oracle VM ServerがOracle VM Managerから削除されます。







6.10.17 Oracle VM ServerでのNTPの管理








ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)の時間ソース・サーバーにより、Oracle VM Managerに管理されているすべてのOracle VM Server間の時刻同期が有効化されます。デフォルトでは、Oracle VM Managerホスト・コンピュータが、NTPの時間ソースとして設定されます。デフォルトのオプションを使用するには、Oracle VM Managerホスト・コンピュータが正しく設定されていることを確認する必要があります。NTPサーバーとしてのOracle VM Managerホスト・コンピュータの設定の詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』のNTPサービスの構成に関する説明を参照してください。また、独自のNTPサーバーのリストを設定することもできます。

デフォルトでは、Oracle VM Serverが(再)検出されると、Oracle VM Managerホスト・コンピュータをNTPの時間ソースとして使用するように構成されます。独自のNTPサーバーのリストを構成する場合は、Oracle VM Serverが(再)検出されるたびに、カスタム・リストをかわりに使用してNTPの時間ソースが構成されます。

Oracle VM Serverに対して構成されるNTPサーバーのリストは、サーバーの情報ページで確認できます(情報ページを参照するには、「Servers and VMs」タブでOracle VM Serverが選択されているときに、「Perspective」ドロップダウンから「Info」を選択します)。


NTPサーバーを構成するには、次の手順を実行します。

	
「Tools and Resources」タブをクリックし、 [image: 「NTP」アイコン]「NTP」サブタブをクリックします。


	
「Edit」をクリックして、「Update NTP Configuration」ダイアログ・ボックスを表示します。


[image: この図は、「Update NTP Configuration」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
NTPサーバーを追加するには、「Create New NTP...」[image: 「Create New NTP...」アイコン] (ダイアログ・ボックスのツールバー)をクリックし、「Add NTP Server」ダイアログ・ボックスを表示します。「IP Address/DNS Hostname」フィールドにNTPサーバーのIPアドレスまたはホスト名を入力し、「OK」をクリックして「Update NTP Configuration」ダイアログ・ボックスに戻ります。


	
NTPサーバーを編集するには、表でサーバーを選択し、「Edit NTP...」[image: 「Edit NTP...」アイコン] (ダイアログ・ボックスのツールバー)。サーバーを削除するには、サーバーを選択し、「Delete NTP...」をクリックします[image: 「Delete NTP...」アイコン] (ダイアログ・ボックスのツールバー)。

NTPサーバーの順序が重要となる場合があるため、ダイアログ・ボックスの右にある矢印を使用してサーバーの順序を変更できます。


	
Oracle VM Managerが管理する各Oracle VM ServerにNTPサーバー構成をプッシュするには、「Save and Push to all Servers」をクリックします。以前のNTP構成はすべて上書きされます。また、「Save Only」をクリックして、NTPサーバー構成を保存し、後でOracle VM Serverにプッシュすることもできます。「Cancel」をクリックしてダイアログ・ボックスを終了します。


















第7章 仮想マシンの管理








目次

	7.1 仮想マシンの概要
	7.2 仮想化モード(ドメイン・タイプ)
	7.3 サポートされているゲスト・オペレーティング・システム
	7.4 仮想マシンのインストール・メディア
	7.5 仮想マシン・リソース
	
	7.5.1 記憶域リポジトリにおける仮想マシン・リソースの概要
	7.5.2 記憶域リポジトリのコンテンツおよび構造
	7.5.3 仮想マシン・テンプレート
	7.5.4 アセンブリ
	7.5.5 ISOファイル(CD/DVDイメージ)
	7.5.6 仮想ディスク
	7.5.7 仮想マシン構成ファイル



	7.6 VNICの管理
	7.7 仮想マシンの作成
	7.8 仮想マシンのインポート
	7.9 仮想マシンまたはテンプレートのクローニング
	
	7.9.1 クローン・カスタマイザの管理



	7.10 仮想マシンの管理
	
	7.10.1 仮想マシンの情報およびイベントの表示
	7.10.2 仮想マシンの編集
	7.10.3 仮想マシンの起動
	7.10.4 仮想マシンの中止(停止)
	7.10.5 仮想マシンの強制終了
	7.10.6 仮想マシンの再起動
	7.10.7 仮想マシンの一時停止
	7.10.8 仮想マシンの再開
	7.10.9 リポジトリ間での仮想マシンの移動
	7.10.10 Oracle VM Server間での仮想マシンの移動
	7.10.11 「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間での仮想マシンの移動
	7.10.12 仮想マシンの移行
	7.10.13 仮想マシンの削除



	7.11 仮想マシンへのメッセージの送信
	7.12 仮想マシンへの接続
	
	7.12.1 Oracle VM Managerコンソール・アプレットのWebブラウザ要件
	7.12.2 Oracle VM Server for x86用コンソール
	7.12.3 Oracle VM Server for SPARC用シリアル・コンソール



	7.13 準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール
	7.14 仮想マシンCPUのハード・パーティショニングの設定




この章では、仮想マシンのすべての種類のアクティビティについて詳しく説明します。仮想マシンは、Linux、Microsoft Windows(tm)、Oracle Solarisなどのゲスト・オペレーティング・システムとそれに関連するアプリケーション・ソフトウェアです。仮想マシンは、サーバー・プールのOracle VM Serverで実行されます。Oracle VM Managerは仮想マシンの完全な管理を提供します。

この章では、仮想マシンの作成方法および使用方法について説明します。











7.1 仮想マシンの概要







ドメイン、ゲストおよび仮想マシンは、ほぼ同じ意味に使用されていますが、若干の違いがあります。ドメインは、構成可能な一連のリソースで、メモリー、仮想CPU、仮想マシンを実行するネットワーク・デバイスおよびディスク・デバイスを含みます。ドメインには、仮想リソースが提供され、他のドメインおよびホスト・サーバー自体とは独立して起動、停止および再起動することができます。ゲストは、ドメイン内で実行される仮想化されたオペレーティング・システムです。ゲスト・オペレーティング・システムは、準仮想化、ハードウェア仮想化、または準仮想化ドライバを使用したハードウェア仮想化がなされています。同じOracle VM Serverで複数のゲストを実行できます。仮想マシンは、ゲスト・オペレーティング・システムとそれに関連するアプリケーション・ソフトウェアです。説明を簡単にするため、ドメイン、ゲストおよび仮想マシンを含むものとして仮想マシンという用語を使用します。これらは同義語であり、ほぼ同じ意味に使用されます。

Oracle VM Managerを使用して、次のものを使用した仮想マシンを作成できます。


	
リポジトリのISOファイル(ハードウェア仮想化のみ)


	
NFS、HTTPまたはFTPサーバー上のマウント済ISOファイル(準仮想化のみ)


	
仮想マシン・テンプレート(テンプレートのクローニングによる)


	
既存の仮想マシン(仮想マシンのクローニングによる)


	
仮想マシンのアセンブリ






仮想マシンでは、準仮想化ゲスト用のマウント済ISOファイルを除く大部分のインストール・リソースが、Oracle VM Managerによって管理される記憶域リポジトリに存在する必要があります。仮想マシン・リソースのインポートおよび管理の詳細は、7.5項「仮想マシン・リソース」を参照してください。

オペレーティング・システムのインストールを実行するためにネットワーク接続を必要とする仮想マシンまたはネットワーク接続を必要とする準仮想化マシンを作成する前に、VNICマネージャを使用して仮想ネットワーク・インタフェースを生成する必要があります。VNICマネージャの使用方法の詳細は、7.6項「VNICの管理」を参照してください。











7.2 仮想化モード(ドメイン・タイプ)








仮想マシンは、準仮想化(PVM)またはハードウェア仮想化(HVM)の2つの主要なモードのいずれかで実行されます。準仮想化モードでは、ゲスト・オペレーティング・システムのカーネルが、仮想環境を認識するように再コンパイルされます。これによって、ほとんどのメモリー、ディスクおよびネットワーク・アクセスが最大のパフォーマンスで最適化されるため、ほぼネイティブの速度で準仮想化ゲストを実行できます。

ハードウェア仮想化サポートを利用できる(Intel® VTまたはAMD-V(tm))ときは、そのゲスト・オペレーティング・システムを修正せずに実行できます。このハードウェア仮想化ゲストは、Oracle VM Serverで詳細に監視され、他のゲストまたはdom0との分離に違反する命令が実行されるとトラップされます。現在の実装では、特定のタイプのゲストとアクセス・タイプにおいてパフォーマンスが低下する場合がありますが、ハードウェアの仮想化によって様々なMicrosoft Windows(tm)オペレーティング・システムとレガシー・オペレーティング・システムを修正せずに実行できます。

3つ目の仮想化モードは、準仮想化ドライバを使用したハードウェア仮想化(PVHVM)です。このモードはハードウェア仮想化と同様ですが、仮想マシンのパフォーマンスを向上させるために、ゲストのオペレーティング・システムに追加の準仮想化ドライバがインストールされています。

準仮想化仮想マシンの方がハードウェア仮想化ゲストよりパフォーマンスが優れているため、可能な場合は、準仮想化仮想マシンを作成することをお薦めします。

表7.1「ドメイン・タイプ」に示すとおり、多数の仮想マシン仮想化モード(ドメイン・タイプ)があります。仮想マシン・ウィザードを使用して仮想マシンを作成するときに、どのモードを使用するかを選択する必要があります。


表7.1 ドメイン・タイプ


	
ドメイン・タイプ

	
説明


	
ハードウェア仮想化(HVM)

	
ハードウェア仮想化または完全仮想化。HVMゲストを作成するときに、仮想マシンの作成元リポジトリにISOファイルを格納する必要があります。リポジトリへのISOファイルのインポートの詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。

HVMゲストを作成するには、Oracle VM Serverのインストール先サーバーのBIOSで、ハードウェア仮想化を有効にする必要がある場合があります。


	
準仮想化ドライバを使用したハードウェア仮想化(PVHVM)

	
HVMと同様ですが、仮想マシンのパフォーマンスを向上させる追加の準仮想化ドライバが含まれます。準仮想化ドライバの使用の詳細は、7.13項「準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール」を参照してください。このドメイン・タイプは、許容可能なパフォーマンス・レベルでのMicrosoft Windows(tm)ゲスト・オペレーティング・システムの実行に使用されます。


	
準仮想化(PVM)

	
準仮想化。仮想マシンの作成元となる、マウントされたISOファイルの場所を選択できます。準仮想化メソッドを使用して仮想マシンを作成する前に、NFS共有、あるいはHTTPまたはFTPサーバーにISOファイルをマウントします。マウントされたISOファイルの場所は、ウィザードの「Boot Options」手順で指定します。

マウントされるISOファイルの作成の詳細は、7.4項「仮想マシンのインストール・メディア」を参照してください。


	
Oracle VM Server for SPARC (OVM/SPARC)

	
このモードは、サーバー・プールおよびハイパーバイザで、Oracle VM Server for x86ではなくOracle VM Server for SPARCをハイパーバイザとして使用する場合に選択する必要があります。











注意

PVHVMまたはPVMを作成する場合、仮想マシンが構成されるすべてのディスクが準仮想デバイスとして構成される必要があり、そうしないとディスクが仮想マシンに認識されない場合があります。ディスクまたは仮想CDROMデバイスが仮想マシンに認識されていないことが判明した場合、仮想マシン用のvm.cfgファイルを直接編集する必要がある場合があります。これを行うには、仮想マシンのUUIDを確認し、たとえばOracle VM Serverのリポジトリにある構成ファイルを検索します。


# vi /OVS/Repositories/UUID/vm.cfg


hda、hdbまたはhdcなどのハードウェア・デバイスを含む各diskエントリを検索し、xvda、xvdb、xvdcなどのxvdマッピングと置き換えます。

新しい構成で仮想マシンを再起動し、ディスクまたは仮想CDROMデバイスを検出できることを確認します。













7.3 サポートされているゲスト・オペレーティング・システム







仮想マシンにインストールされているオペレーティング・システムはゲスト・オペレーティング・システムと呼ばれます。Oracle VMでは、Linux、Oracle Solaris、Microsoft Windows(tm)などの様々なゲスト・オペレーティング・システムがサポートされています。サポートされているゲスト・オペレーティング・システムのリストについては、『Oracle VMリリース・ノート』を参照してください。











7.4 仮想マシンのインストール・メディア







仮想マシンには、テンプレート、アセンブリ、ISOファイル、マウント済ISOファイルなど、なんらかの形式のインストール・メディアが必要です。ドメイン・タイプによって、必要なインストール・ソース・ファイルが若干異なります。表7.2「仮想マシンのインストール・ソース」に、HVMゲストおよびPVMゲストで使用可能なインストール・ソースをリストします。


表7.2 仮想マシンのインストール・ソース


	
インストール・ソース

	
HVM

	
PVM


	
テンプレート(クローン)

	
必要

	
必要


	
リポジトリのISOファイル

	
必要

	
不要


	
NFS、HTTPまたはFTPサーバー上のマウント済ISOファイル

	
不要

	
必要


	
アセンブリ

	
必要

	
必要










ISOファイルからHVMゲストを作成するときに、仮想マシンのデプロイ先Oracle VM Serverに示されている記憶域リポジトリに事前にロードされているISOファイルを指定する必要があります。ISOファイルのインポート方法の詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。

ISOファイルからPVMゲストを作成するときに、リポジトリのISOファイルを使用してオペレーティング・システムをインストールすることはできません。Oracle VMでは、その内部ファイル・システムのコンテンツがPVMゲストのオペレーティング・システムのインストールの際に使用できるように、ISOファイルがマウントされている必要があります。マウント済ISOファイルは、NFS、HTTPまたはFTPサーバーを介して使用できるようにすることができます。「Create Virtual Machine」ウィザードの「Network Boot Path」フィールドでインストール・メディアの場所を指定する場合は、マウント済ISOファイルへのNFS、HTTPまたはFTPパスを入力します。NFS共有およびHTTPサーバーでのマウント済ISOファイルの作成および使用方法の例は、次のとおりです。


例7.1 NFS共有でのインストール・ツリーの作成


この例では、ISOファイルをマウントすることによって、準仮想化ゲスト用のインストール・ツリーが作成されます。インストール・ツリーは、NFS共有を介して使用できるようになります。NFSサーバーで次のように入力します。


# mkdir -p /isos/EL5u6-x86_64
# mount -o ro,loop /path/Enterprise-R5-U6-Server-x86_64-dvd.iso /isos/EL5u6-x86_64
# exportfs *:/isos/EL5u6-x86_64/


仮想マシンの作成時に、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Network Boot Path」フィールドに、インストール先を次のように指定します。


nfs:example.com:/isos/EL5u6-x86_64








例7.2 HTTPサーバーでのインストール・ツリーの作成


この例では、HTTPを介してアクセスできるISOファイルからインストール・ツリーが作成されます。HTTPサーバーで次のように入力します。


# cd /var/www/html
# mkdir EL5u6-x86_64
# mount -o ro,loop /path/Enterprise-R5-U6-Server-x86_64-dvd.iso EL5u6-x86_64


仮想マシンの作成時に、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Network Boot Path」フィールドに、インストール先を次のように指定します。


http://example.com/Enterprise-R5-U6-Server-x86_64-dvd.iso/








ヒント

複数のISOファイルがある場合は、各ISOファイルをマウントし、内容を1つのディレクトリにコピーできます。これによって、すべてのISOファイルが同じ場所から使用できるようになります。













7.5 仮想マシン・リソース
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仮想マシンの作成に必要なリソースは、記憶域リポジトリに格納されています。この項は記憶域リポジトリの構造に関する情報を示し、記憶域リポジトリで仮想マシン・リソースを管理する方法を説明します。記憶域リポジトリの作成および管理の詳細は、4.8項「記憶域リポジトリの管理」を参照してください。





7.5.1 記憶域リポジトリにおける仮想マシン・リソースの概要







記憶域リポジトリは仮想マシン・リソースを格納するために使用され、これにより、これらのリソースを各Oracle VM Serverにコピーすることなく、サーバー・プールのOracle VM Serverで使用できるようにすることができます。サーバー・プールのOracle VM Serverでは、記憶域リポジトリをOracle VM Serverに表示することによって、これらの仮想マシン・リソースにアクセスできるようになります。記憶域がファイル・ベースの記憶域である場合、複数のサーバー・プールに記憶域リポジトリを表示できます。また、記憶域が物理ディスクベースである場合、1つのサーバー・プールにのみ記憶域リポジトリを表示できます。

仮想マシン・リソースのタイプは、次のようにカテゴライズされます。


	
仮想マシン・テンプレート: 複数の仮想マシンの作成に使用される再利用可能な仮想マシン・テンプレート。


	
アセンブリ: 複数の仮想マシンのほか、その仮想ディスクおよびこれらの相互接続性が含まれるテンプレート。


	
ISOファイル: インストール・メディアを使用して仮想マシンを最初から作成するのに使用されるDVD/CDイメージ・ファイル。


	
仮想ディスク: 仮想マシンによる起動操作の実行、オペレーティング・システムの実行および仮想マシンの記憶域機能の拡張に使用される仮想ディスク。


	
仮想マシン・ファイル: 仮想マシンの構成ファイル。






「Repositories」タブを使用して、記憶域リポジトリ内の仮想マシン・リソースにアクセスおよび管理します。

サード・パーティのバックアップ・ツールで記憶域リポジトリのコンテンツへのアクセスを可能にするには、4.8.5項「記憶域リポジトリのバックアップの有効化」を参照してください。

この後の項では、記憶域リポジトリの構造およびそのコンテンツの管理方法について説明します。







7.5.2 記憶域リポジトリのコンテンツおよび構造








各記憶域リポジトリには、事前定義されている構造(Oracle VM Managerに表示される)および基盤となる物理記憶域のディレクトリ構造へのマップがあります。図7.1「記憶域リポジトリのコンテンツのグラフィカル・ユーザー・インタフェース表示」に、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースを介したリポジトリの表示を示します。表7.3「記憶域リポジトリのディレクトリ構造」には、ディレクトリ構造を示します。


図7.1 記憶域リポジトリのコンテンツのグラフィカル・ユーザー・インタフェース表示



[image: この図は、「Repositories」タブが表示された状態を示しています。]









表7.3「記憶域リポジトリのディレクトリ構造」に表示されているディレクトリは、記憶域リポジトリのファイル・システムのサブディレクトリです。実際のディスクでは、次のパスに存在します。

/OVS/Repositories/repository_id/...


表7.3 記憶域リポジトリのディレクトリ構造


	
ディレクトリ名

	
説明


	
Templates

	
これは、ゲスト仮想マシン・テンプレートを含むディレクトリです。仮想マシン・テンプレートの使用方法の詳細は、7.5.3項「仮想マシン・テンプレート」を参照してください。


	
Assemblies 

	
事前に構成された仮想マシン(通常はOracle Assembly Builderを使用して作成される)のセットを含みます。アセンブリの使用の詳細は、7.5.4項「アセンブリ」を参照してください。


	
ISOファイル

	
仮想マシンに仮想CD/DVDドライブとしてマウントできるISOファイルを含みます。ISOファイルの使用の詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。


	
VirtualDisks 

	
仮想マシン専用の仮想ディスクまたは複数の仮想マシンで共有される仮想ディスクを含みます。仮想ディスクの使用の詳細は、7.5.6項「仮想ディスク」を参照してください。


	
VirtualMachines 

	
仮想マシン構成ファイルを含みます。仮想マシン構成ファイルの使用の詳細は、第7.5.7項「仮想マシン構成ファイル」を参照してください。















7.5.3 仮想マシン・テンプレート








	7.5.3.1 仮想マシン・テンプレートの使用
	7.5.3.2 仮想マシン・テンプレートのインポート
	7.5.3.3 仮想マシン・テンプレートの作成
	7.5.3.4 仮想マシン・テンプレートの編集
	7.5.3.5 仮想マシン・テンプレートの削除
	7.5.3.6 仮想マシン・テンプレートのクローニング
	7.5.3.7 仮想マシン・テンプレートの移動
	7.5.3.8 仮想マシン・テンプレートのクローン・カスタマイザの管理




仮想マシン・テンプレートは、新しい仮想マシンの作成に繰り返し使用できる、完全に事前にインストールおよび構成される仮想マシンです。標準的な仮想マシン・テンプレートには次が含まれます。


	
オペレーティング・システム。


	
基本的な構成情報(仮想CPUの数、メモリーの量、ディスクのサイズなど)を含むファイル。


	
事前インストール済のアプリケーション。






仮想マシン・テンプレートには、1つ以上の仮想マシンの構成を含めることができます。ほとんどの場合、テンプレートには、単一の仮想マシンのみが含まれます。仮想マシン・テンプレートは、新しい仮想マシンを作成するためにユーザー間で共有されます。新しい仮想マシンは、テンプレートから同じ内容および構成を継承します。

仮想マシン・テンプレートは次の方法で取得または作成できます。


	
Oracle Technology NetworkからOracle VMテンプレートをダウンロードし、Oracle VM Managerにインポートします。テンプレートのダウンロードの詳細は、2.11項「Oracle VMテンプレート」を参照してください。テンプレートのインポートの詳細は、7.5.3.2項「仮想マシン・テンプレートのインポート」を参照してください。


	
Oracle Technology Networkからアセンブリ・ファイル(.ovf file)が含まれているOracle VMテンプレートをダウンロードし、Oracle VM Managerにアセンブリとしてインポートし、そのアセンブリからテンプレートを作成します。アセンブリのインポートの詳細は、7.5.4項「アセンブリ」を参照してください。


	
仮想マシンまたはテンプレートを、Oracle VM Managerのテンプレートとしてクローニングします。仮想マシン・テンプレートのクローニングの詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。


	
テンプレートを最初から作成します。テンプレートの作成の詳細は、7.5.3.3項「仮想マシン・テンプレートの作成」を参照してください。










7.5.3.1 仮想マシン・テンプレートの使用








仮想マシン・テンプレートを使用して、仮想マシンを作成したり、元のテンプレートに基づく新しいテンプレートを作成したりすることができます。テンプレートから仮想マシンを作成する場合は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。







7.5.3.2 仮想マシン・テンプレートのインポート








仮想マシン・テンプレートには、様々なコンポーネント(仮想マシンの構成情報、オペレーティング・システムとアプリケーション・ソフトウェアを含む仮想ディスクなど)が含まれます。これらのコンポーネントは、Oracle VMテンプレート・ファイルとしてパッケージ化されています。アセンブリは仮想マシン・テンプレートと似ていますが、オープン・スタンダードのOpen Virtualization Format (OVF)形式です。古いOracle VMテンプレート・ファイルはOracle VMテンプレート・ファイルとしてパッケージ化されていて、より最近のテンプレートは、アセンブリとしてOVF形式でパッケージ化されています。インポートしたテンプレートでOVF形式を使用している場合、アセンブリのインポートおよびアセンブリからのテンプレートの作成の詳細は、7.5.4項「アセンブリ」を参照してください。

仮想マシン・テンプレートを使用するには、Oracle VM Managerにテンプレートをインポートし、サーバー・プールで使用可能にする必要があります。仮想マシン・テンプレートは、WebサーバーからOracle VM Managerにインポートすることによって、サーバー・プールの記憶域リポジトリに格納されます。

記憶域リポジトリでは、テンプレートは通常、アーカイブとしてインポートされます(.tgz、.tarなど)。アーカイブには、仮想マシン構成ファイル(.cfgファイル)および少なくとも1つの仮想ディスク・イメージ(.imgファイル)が含まれます。

ディスクでは、テンプレート・アーカイブがインポート後に解凍されます。仮想マシンの.cfgファイルは常にTemplatesフォルダから参照されますが、仮想ディスクのイメージ・ファイル(.img)はVirtualDisksフォルダに配置されます。これによって、テンプレートからの仮想マシンの作成が大幅に速くなるほか、仮想マシンのクローニングも速くなります。

Oracle Software Delivery Cloudからtemplate.tgzファイルが含まれるOracle VMテンプレートをダウンロードした場合は、この手順を使用してテンプレートをインポートする必要があります。テンプレートのこの形式は、Oracle VMテンプレートを発行するためにOracleで使用される古い形式です。


仮想マシン・テンプレートをインポートするには、次の手順を実行します。

	
HTTP、HTTPSまたはFTPのいずれかのプロトコルを使用してOracle VM環境からアクセス可能な場所に、Oracle VMテンプレートを含むアーカイブを配置します。


	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートを格納するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」を選択します。


	
「Import VM Template...」を選択します[image: 「Import VM Template...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Import VM Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。



	[image: この図は、「Import Template」ダイアログ・ボックスを示しています。]






次を選択するか、編集します。


	
Repository: テンプレートのインポート先記憶域リポジトリ。


	
Server: テンプレートのインポートの実行に使用されるOracle VM Server。


	
VM Template URLs: テンプレートのURL。サポートされているURLスキームはHTTP、HTTPSおよびFTPです。FTPを使用してテンプレートをインポートするには、次のように、標準のFTP構文を使用します。

ftp://user:password@server/path/filename.tgz

各テンプレートのコンポーネントは新しい行にリストする必要があります。各URLは、完全ファイルへの参照である必要があります。テンプレート・ファイルが複数の圧縮ファイルに分割されている場合は [2] 、それらのファイルを連結して、その連結したファイルへのURLを入力しますが、たとえば、複数の圧縮ファイルを1つの圧縮ファイルに連結するには、次のように入力します。


 $ cat template.tgz.1of3 template.tgz.2of3 template.tgz.3of3 > template.tgz


次に、単一の圧縮されたテンプレート・ファイルへのURL(この場合、template.tgz)を入力します。

単一のファイルに圧縮されていないテンプレートをインポートするには、各コンポーネントが完全ファイルである必要があり(そうでない場合は、それらを1つのファイルに連結する)、たとえば、合わせることで完全テンプレートとなる仮想ディスク・イメージおよび仮想マシン構成ファイルを入力する場合、次のように入力します。


http://myexample.com/System-sda.img
http://myexample.com/vm.cfg






「OK」をクリックし、テンプレートをインポートします。インポート・ジョブが完了すると、新しいテンプレートが管理ペインの表に表示されます。テンプレートに関する詳細を表示するには、表で行を開きます。



	[image: この図は、「Repositories」タブの「VM Templates」フォルダのインポートした仮想マシン・テンプレートを示しています。]

クリックするとrepo_templ_imported.png画像を拡大表示します











テンプレートからの仮想マシンの作成の詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。







7.5.3.3 仮想マシン・テンプレートの作成







仮想マシン・テンプレートを作成するには、仮想マシン作成時と同じ方法ですべてのパラメータを指定するか、既存のテンプレートをクローニングできます。この項では、これらの2つの仮想マシン・テンプレートの作成方法を説明します。

また、テンプレートとして仮想マシンをクローニングすることによって、既存の仮想マシンから直接テンプレートを作成することもできます。仮想マシンからのテンプレートの作成の詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。


テンプレートを使用してテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートを作成するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」をクリックします。


	
「Create VM Template...」をクリックします[image: 「Create VM Template...」アイコン]。


	
「Create VM Template」ウィザードが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードを示しています。]

クリックするとvm_template_create.png画像を拡大表示します



「Clone from an existing VM Template」オプションを選択します。

次を入力または選択します。


	
Clone Count: テンプレートから作成するテンプレートの数。


	
Repository: 仮想マシン構成ファイルの作成先リポジトリを選択します。


	
VM Template: テンプレートの作成に使用するテンプレート。


	
VM Name: テンプレートの名前。名前の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。名前は一意である必要はありません。各クローンの末尾には、ドット(.)と0から始まるクローン番号(MyVMTemplate.0、MyVMTemplate.1など)が付けられます。


	
Server Pool: 仮想マシンのデプロイ先のサーバー・プール。


	
Description: テンプレートの説明。






「Finish」をクリックします。テンプレートが作成され、リポジトリに保存されます。







新規テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。

	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートを作成するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」をクリックします。


	
「Create VM Template...」をクリックします[image: 「Create VM Template...」アイコン]。


	
「Create VM Template」ウィザードが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードを示しています。]

クリックするとvm_template_create_new1.png画像を拡大表示します



「Create a new Template」オプションを選択します。「Next」をクリックします。


	
ウィザードの「Create VM Template」手順が表示されます。


[image: この図は、ウィザードの「Create VM Template」手順を示しています。]

クリックするとvm_template_create_new2.png画像を拡大表示します



次を入力または選択します。


	
Repository: 仮想マシン構成ファイルの作成先リポジトリを選択します。


	
VM Template Name: テンプレートの名前。名前の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。名前は一意である必要はありません。


	
Enable High Availability: 選択すると高可用性が有効になります。高可用性の詳細は、6.4項「高可用性(HA)」を参照してください。


	
Description: テンプレートの説明。


	
Operating System: テンプレートのオペレーティング・システム。この設定は、ゲスト・オペレーティング・システムで必要とされることがある特定の仮想マシン設定を有効または無効にします。


	
Mouse Device Type: テンプレートで使用するマウスのタイプ。次のいずれかを選択します。


	
Default


	
PS2 Mouse


	
USB Mouse


	
USB Tablet






SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。


	
Domain Type: テンプレートのドメイン・タイプ。準仮想化仮想マシンの方がハードウェア仮想化ゲストよりパフォーマンスが優れているため、可能な場合は、準仮想化仮想マシンを作成することをお薦めします。


	
Xen HVM: ハードウェア仮想化または完全仮想化。このオプションを選択するときに、(ウィザードの記憶域の作成手順で)仮想マシンの作成元リポジトリにISOファイルを格納する必要があります。リポジトリへのISOファイルのインポートの詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。


	
Xen HVM, PV Drivers: Xen HVMと同様ですが、仮想マシンのパフォーマンスを向上させる追加の準仮想化ドライバが含まれます。準仮想化ドライバの使用の詳細は、7.13項「準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール」を参照してください。このドメイン・タイプは、許容可能なパフォーマンス・レベルでのMicrosoft Windows(tm)ゲスト・オペレーティング・システムの実行に使用されます。


	
Xen PVM: 準仮想化。仮想マシンの作成元となる、マウントされたISOファイルの場所を選択できます。準仮想化メソッドを使用して仮想マシンを作成する前に、NFS共有、あるいはHTTPまたはFTPサーバーにISOファイルをマウントします。マウントされたISOファイルの場所を、ウィザードの「Boot Options」手順の「Network Boot Path」フィールドで指定します。マウントされるISOファイルの作成の詳細は、7.4項「仮想マシンのインストール・メディア」を参照してください。


	
OVM/SPARC: このドメイン・タイプは、サーバー・プールおよびハイパーバイザでOracle VM Server for x86ではなくOracle VM Server for SPARCをハイパーバイザとして使用する場合に選択する必要があります。


	
Unknown: ドメイン・タイプが不明の場合はこのハイパーバイザを選択する必要があります。







	
Max. Memory (MB): 仮想マシンに割り当てられるメモリーの最大サイズ。実行中の仮想マシンを編集する場合、これが割当て可能なメモリーの最大量になります。


	
Memory (MB): 仮想マシンに割り当てられるメモリーのサイズ。これが仮想マシン起動時に使用されるメモリー割当てになります。実行中の仮想マシンの編集時に、これを前述のフィールドで設定した最大メモリーの値まで変更できます。HVMゲストの場合、メモリーを増減するには仮想マシンの再起動が必要です。PVMゲストの場合、再起動は不要です。


	
Max Processors: 仮想マシンで使用されるプロセッサの最大数。プロセッサの数は物理CPUコアの数で表現され、上限は128です。


	
Processors: 仮想マシンで使用されるプロセッサの数。プロセッサの数は物理CPUコアの数で表現され、上限は128です。


	
Priority: 仮想マシンのCPU優先度。スライダを移動することによって、仮想CPUに高(100)、中(50)または低(1)優先度、または自ら定義した優先度を選択できます。優先度が高いほど、より多くの物理CPUサイクルが仮想マシンに与えられます。

SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。


	
Processor Cap %: 仮想CPUがスケジュール時間を使用できる割合を増減します。このパラメータは、仮想CPUがスケジュール時間を使用できる割合の最大値を定義します。スライダを移動することによって、仮想CPUのスケジュール時間として高(100)、中(50)または低(1)割合、またはカスタム割合を選択できます。このパラメータを使用して、低優先度の仮想マシンが仮想マシン・サーバーで非常に多くのCPUサイクルを使用するのを防止します。

SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。






「Priority」および「Processor Cap %」パラメータは、これら2つのパラメータを組み合せるアルゴリズムを使用して、使用可能なすべての物理CPUでゲストVCPUのロード・バランシングを自動的に行うcreditスケジューラで使用するXenハイパーバイザに渡されます。したがって、これらのパラメータは、x86ハードウェア上の仮想マシンのパフォーマンスに大きく影響します。

SPARCでは、各仮想マシンは専用の物理CPUのスレッドを使用し、CPUは単一の仮想マシンに排他的に割り当てられ、仮想マシン間で共有されません。

「Next」をクリックします。


	
「Setup Networks」手順がウィザードに表示されます。


[image: この図は、「Create Template」ウィザードの「Setup Networks」手順を示しています。]

クリックするとvm_template_create_new3.png画像を拡大表示します



使用するネットワークを「Available Ethernet Networks」フィールドから選択して、「Selected Ethernet Networks」フィールドに追加します。「Next」をクリックします。


	
ウィザードの「Arrange Disks」手順が表示されます。


[image: この図は、「Create Template」ウィザードの「Arrange Disks」手順を示しています。]

クリックするとvm_template_create_new4.png画像を拡大表示します



仮想ディスク、物理ディスク、ISOファイルなど、テンプレートに必要な記憶域構成を選択します。別のスロットで、次のディスク・タイプを1つ以上追加します。


	
Empty: 空のスロット。


	
Virtual Disk: これにより仮想ディスクを追加または作成できます。仮想ディスクは仮想マシンで共有できます。


	
Physical Disk: 物理ディスクはストレージ・アレイのディスクです。物理ディスクは仮想マシンで共有できます。


	
CD/DVD: これによってISOファイルが記憶域リポジトリに追加され、HVMおよびPVHVM仮想マシンの作成に使用できます。ISOファイルから仮想マシンを作成するときは、1つのファイルを使用する必要があります。複数のISOファイルにまたがるインストールはサポートされていません。ISOファイルは、PVM仮想マシンの作成には使用できません。






仮想マシンのハード・ディスクとして使用する仮想ディスクを追加または作成し、追加する物理ディスクを選択し、仮想マシンの作成に使用するISOファイルを選択します。仮想マシンに表示される順にディスクを追加します。ブート・パーティションまたはインストール・メディアのあるディスクが、表示される最初のディスクである必要があります。HVMには、空のCD/DVDドライブを含む4つまでのディスクを設定できます。PVMゲストまたはPVHVMゲストには、最大52のディスクを設定できます。空のCD/DVDを含むことができるのは1スロットのみです。


仮想ディスクを作成または追加するには、次の手順を実行します。

	
仮想ディスクを作成するには、「Disk Type」ドロップ・ダウン・リストで「Virtual Disk」を選択し、「Create a Virtual Disk」[image: 「Create a Virtual Disk」アイコン]をクリックします。 .


	
「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードの「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスの手順を示しています。]



仮想ディスクを作成するには、次を入力または選択します。


	
Repository: 仮想ディスクの作成先のリポジトリ。


	
Virtual Disk Name: 作成されるとともに、仮想マシンで使用できるようにされる仮想ディスクの名前。仮想ディスクの使用の詳細は、7.5.6項「仮想ディスク」を参照してください。


	
Size (GiB): 仮想ディスクのディスク・サイズ(GiB単位)。


	
Description: 仮想ディスクの説明。


	
Shareable: 仮想ディスクを他の仮想マシンで共有(読取り/書込み)可能にするかどうか。


	
Allocation Type: ディスクの「Sparse Allocation」または「Non-sparse Allocation」を使用するかどうか。「Sparse Allocation」ではスパース・ディスクが作成されるため、ディスクのサイズは最初は小さく、使用するにつれて増加します。仮想マシンの作成時は、スパース割当ては「Non-Sparse Allocation」の使用に比べ、高速です。「Non-Sparse Allocation」では、仮想マシンの作成時にディスク全体が作成されるため、スパース・ディスクの作成より遅くなります。






「OK」をクリックします。


	
仮想マシンに追加する既存の仮想ディスクを検索するには、「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select a Virtual Machine Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードの「Select a Virtual Disk」手順を示しています。]



使用する仮想ディスクを選択して、「OK」をクリックします。







物理ディスクを追加するには、次の手順を実行します。

	
物理ディスクを仮想マシンに追加するには、「Disk Type」ドロップダウン・リストから「Physical Disk」を選択します。「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select a Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードの「Select a Physical Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]



物理ディスクを選択して、「OK」をクリックします。







ISOファイルを追加するには、次の手順を実行します。

	
ISOファイルを仮想マシンに追加するには、「Disk Type」ドロップダウン・リストから「CD/DVD」を選択します。「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select an ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードの「Select an ISO」ダイアログ・ボックスを示しています。]



ISOファイルを選択して、「OK」をクリックします。






仮想マシンのディスクを設定したら、「Next」をクリックします。


	
「Boot Options」手順がウィザードに表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ウィザードの「Boot Options」手順を示しています。]

クリックするとvm_template_create_new5.png画像を拡大表示します



仮想マシンのブート・メディアの順序を選択します。

ハードウェア仮想化仮想マシン(HVM)を作成している場合は、「PXE」起動オプションを選択できます。その場合、「Select your boot options」フィールドの先頭にPXEを置き、インストール後、仮想マシンの再起動の前に起動順序を再び変更してください。PXEを使用する場合は、必要なブート・メディアと手順を仮想マシンに提供するために、PXE/tftp環境を構成する必要があります。

準仮想化仮想マシン(PVM)を作成している場合にも、「Network」オプションを使用できます(ここには表示されていません)。その場合は、「Network」が右側の列の先頭になるように指定し、オペレーティング・システムのインストールの実行元となるマウント済ISOファイルの場所を「Network Boot Path」フィールド(ここには表示されていません)に、次のように入力します。



http://example.com/Enterprise-R6-U1-Server-x86_64-dvd.iso/



マウントされるISOファイルの作成の詳細は、7.4項「仮想マシンのインストール・メディア」を参照してください。

「Network Boot Path」フィールドは、PXEを使用した仮想マシンの起動には使用できません。このフィールドは、PVMゲストのインストール時に、マウント済ISOファイルへのパスの指定にのみ使用できます。

「Finish」をクリックします。テンプレートが作成され、リポジトリに保存されます。












7.5.3.4 仮想マシン・テンプレートの編集







仮想マシン・テンプレートを編集して、構成、ネットワーク、ディスクおよびブート順序を変更できます。


仮想マシン・テンプレートを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートが保存されているリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」をクリックします。


	
管理ペインの表で編集するテンプレートを選択し、「Edit Selected VM Template...」をクリックします[image: 「Edit Selected VM Template...」アイコン]。


	
「Edit VM Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit VM Template」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_template_edit.png画像を拡大表示します



テンプレートに対して必要な変更を行い、「OK」をクリックして、テンプレートを保存します。このダイアログ・ボックスの各フィールドの詳細は、7.5.3.3項「仮想マシン・テンプレートの作成」を参照してください。












7.5.3.5 仮想マシン・テンプレートの削除







仮想マシン・テンプレートおよびテンプレートに関連付けられた仮想ディスクを削除できます。


仮想マシン・テンプレートを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートが保存されているリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」をクリックします。


	
管理ペインの表で1つ以上のテンプレートを選択し、「Delete Selected VM Template...」をクリックします[image: 「Edit Selected VM Template...」アイコン]。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。削除するテンプレートに関連付けられている仮想ディスクを(ある場合は)選択します。「OK」をクリックして、テンプレートを削除します。












7.5.3.6 仮想マシン・テンプレートのクローニング







仮想マシン・テンプレートをクローニングして新しいテンプレートの作成や、元のテンプレートから仮想マシンをクローニングできます。テンプレートのクローニングの詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。







7.5.3.7 仮想マシン・テンプレートの移動







仮想マシン・テンプレートのリソース(仮想ディスク、仮想マシン構成ファイル)を別の記憶域リポジトリに移動したり、テンプレート内で使用するディスクおよびネットワークの場所を変更できます。使用するディスクおよびネットワークの場所は、クローン・カスタマイザを使用して仮想マシン・テンプレートを移動するときに変更できます。


仮想マシン・テンプレートを移動するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。テンプレートが保存されているリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「VM Templates」をクリックします。


	
管理ペインの表で移動するテンプレートを選択し、「Clone or Move」[image: 「Clone or Move」アイコン]をクリックします。 .


	
「Clone or Move Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone or Move」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとrepo_templ_move.png画像を拡大表示します



「Move this Template」を選択します。

「Clone Customizer」ドロップダウン・リストからクローン・カスタマイザを選択します。クローン・カスタマイザが表示されていない場合や、新しく作成する場合は、「Create」をクリックします。クローン・カスタマイザの作成の詳細は、7.9.1.1項「クローン・カスタマイザの作成」を参照してください。

「Repository」ドロップダウン・リストからリポジトリを選択します。このリポジトリは、テンプレートの仮想マシン構成ファイルの移動先です。

「Finish」をクリックして、テンプレートを移動します。












7.5.3.8 仮想マシン・テンプレートのクローン・カスタマイザの管理







クローン・カスタマイザの作成、編集または削除の詳細は、7.9.1項「クローン・カスタマイザの管理」を参照してください。









7.5.4 アセンブリ








アセンブリはインフラストラクチャのテンプレートの一種で、1つ以上の仮想マシンの構成が、その仮想ディスクとそれら相互の内部接続性とともに含まれています。アセンブリは、.ovf (Open Virtualization Format)および.img (ディスク・イメージ)のセット、またはすべてを1つのファイルにまとめた.ova (Open Virtualization Format Archive)ファイルとして作成できます。ディスク・イメージ・ファイルは、RAWディスク・イメージの他に、VMDK、VHD、VDIなどの別の形式にすることもできます。アセンブリのインポート後、ディスク・イメージは、Oracle VMテンプレートおよび仮想マシンで使用されるRAWディスク・イメージに変換されます。

アセンブリを使用するには、最初にアセンブリをリポジトリにインポートしてから、アセンブリから1つ以上のテンプレートを作成する必要があります。アセンブリで仮想マシンごとに1つの仮想マシン・テンプレートを作成します。その後、このテンプレートを使用して、アセンブリから作成された仮想マシンをデプロイできます。1つの手順ですべての仮想マシンをアセンブリにデプロイできるわけではなく、各仮想マシンを個別にデプロイする必要があります。すべての仮想マシンおよび関連するネットワーク構成のデプロイを実行するには、Oracle Enterprise Managerを使用する必要があります。

使用しやすくするため、Oracle VMでアセンブリを操作するときには、1つの.ovaファイルを使用してください。関連したディスク・イメージ・ファイルを含む.ovf形式を使用することもできますが、アセンブリを使用してテンプレートを作成できるようにするには、すべてのディスク・ファイルを仮想ディスクとして個別にインポートしてから、.ovfファイルをアセンブリとしてインポートする必要があります。

アセンブリには、VMWareなどの別の仮想化ソフトウェア・ベンダーの仮想マシンを含めることができます。これにより、他の仮想化ソフトウェア・プロバイダから仮想マシンをインポートできます。インポートされる仮想マシンがOVF標準を使用して正しく保存または作成されていること、およびすべてのファイルがOVFアーカイブ・ファイル形式を使用してアセンブリ・ファイルに保存されていることを確認してから、他のアセンブリ・ファイルと同様に.ovaファイルをOracle VM Managerにインポートしてください。

アセンブリを使用している仮想マシンを表示するには、管理ペインでアセンブリを選択し、表の行を開きます。


アセンブリをインポートするには、次の手順を実行します。

	
アセンブリ・ファイルを作成または検索します。これは、.ovf説明ファイル、およびアセンブリのディスク・イメージ・ファイルを含む単一の.ovaファイルである必要があります。アーカイブ(.ova)形式のアセンブリがなく、かわりに一連の仮想ディスク・イメージおよび.ovfファイルがある場合、最初にすべての仮想ディスク・ファイルをインポートしてからこの手順を続行して.ovfファイルをインポートする必要があります。


注意

バージョン0.9形式のOVFファイル(ESX 3.5で使用されていた)はサポートされていません。インポートするアセンブリがサポートされていない形式を使用している場合、VMwareのコンバータまたはOVFツールを使用して新規バージョンに変換するか、qemu-imgを使用してvmdkファイルをRAWディスク・ファイルに変換してVMを手動で再作成できます。



仮想ディスク・ファイルのインポートの詳細は、7.5.6項「仮想ディスク」を参照してください。


	
HTTP、HTTPSまたはFTPのいずれかのプロトコルを使用して、Oracle VM Managerホスト・コンピュータからアクセス可能な場所にアセンブリを配置します。


	
「Repositories」タブをクリックします。アセンブリ・ファイルを格納するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Assemblies」を選択します。


	
「Import VM Assembly...」を選択します[image: 「Import VM Assembly...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Import VM Assembly」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Import VM Assembly」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Server: アセンブリ・ファイルのインポートの実行に使用されるOracle VM Server。


	
VM Assembly download location: アセンブリ・ファイルのURL。サポートされているURLスキームはHTTP、HTTPSおよびFTPです。次に例を示します。

http://example.com/assemblies/myassembly.ova






「OK」をクリックしてアセンブリ・ファイルをインポートします。インポート・ジョブが完了すると、新しいアセンブリが管理ペインの表に表示されます。







アセンブリから仮想マシン・テンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。アセンブリ・ファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Assemblies」を選択します。


	
「Create VM Template...」を選択します[image: 「Create VM Template...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Create VM Template」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create VM Template」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Assembly Virtual Machines: テンプレートの作成元となるアセンブリにある仮想マシン。


	
VM Template Name: テンプレートの名前。


	
Description: オプションのテンプレートのテキスト説明。






「OK」をクリックして、テンプレートを作成します。テンプレートは、元のアセンブリがある場所と同じリポジトリに作成されます。アセンブリからテンプレートを作成した場合は、テンプレートを使用して仮想マシンを作成およびデプロイできます。テンプレートを使用した仮想マシンの作成の詳細は、7.5.3.1項「仮想マシン・テンプレートの使用」を参照してください。







アセンブリ・ファイルを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。アセンブリ・ファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Assemblies」を選択します。


	
管理ペインの表でアセンブリを選択します。「Edit Selected VM Assembly...」をクリックします[image: 「Edit Selected VM Assembly...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Name」または「Description」を編集します。「OK」をクリックします。







アセンブリ・ファイルを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。アセンブリ・ファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Assemblies」を選択します。


	
管理ペインの表で1つ以上のアセンブリ・ファイルを選択します。「Delete Selected VM Assembly」[image: 「Delete Selected VM Assembly」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックします。







アセンブリ・ファイルをリフレッシュするには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。アセンブリ・ファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Assemblies」を選択します。


	
管理ペインの表で1つ以上のアセンブリ・ファイルを選択します。「Refresh Selected VM Assembly」[image: 「Refresh Selected VM Assembly」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
アセンブリ・ファイルのコンテンツが記憶域リポジトリからリフレッシュされます。












7.5.5 ISOファイル(CD/DVDイメージ)








仮想マシンは、物理DVDまたはCD-ROMドライブにアクセスできません。DVDまたはCD-ROMのイメージが含まれるISOファイルを提供することにより、仮想ドライブを仮想マシンに割り当てることができます。これらのイメージ・ファイルは、記憶域リポジトリの「ISOs」フォルダにあります。

WebサーバーからOracle VM ManagerにISOファイルをインポートします。これによって、仮想マシンの作成時に、ISOファイルとしてインストール・メディアを選択できます。ISOファイルを使用して仮想マシンを作成するには、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。

仮想マシンでISOファイルを使用できるようにするには、最初に、適切な記憶域リポジトリ(すなわち、仮想マシンの作成先サーバー・プールによってアクセス可能な記憶域リポジトリ)にファイルをインポートする必要があります。記憶域リポジトリでファイルベースのストレージが使用される場合、リポジトリを複数のサーバー・プールで利用可能にすることができ、その結果、複数のサーバー・プールでISOファイルを使用できるようになります。ストレージ・アレイ・ベースのストレージを使用している場合、リポジトリは1つのサーバー・プールでのみ使用できるようにすることができます。仮想マシンは、仮想マシンが属するサーバー・プールに割り当てられているリポジトリ上のISOファイルにのみアクセスできます。

ISOファイルを同じリポジトリ、別のリポジトリ、ファイル・システムまたはストレージ・アレイにコピーするには、ISOファイルをクローニングします。ISOファイルをクローニングする場合、ファイルが実行中の仮想マシンまたは他のクローニング・ジョブで使用されていない必要があります。

ISOファイルを使用している仮想マシンを表示するには、管理ペインでISOファイルを選択し、表の行を開きます。

ISOファイルを削除する場合、ファイルが仮想マシンで使用されていない必要があります。


ISOファイルをインポートするには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。ISOファイルを格納するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「ISOs」を選択します。


	
「Import ISO...」を選択します[image: 「Import ISO...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Import ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Import ISO」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Server: ISOファイルのインポートの実行に使用されるOracle VM Server。


	
ISO download location: ISOファイルのURL。サポートされているURLスキームはHTTP、HTTPSおよびFTPです。次に例を示します。

http://example.com/isos/myiso.iso






「OK」をクリックし、ISOファイルをインポートします。インポート・ジョブが完了すると、新しいISOが管理ペインの表に表示されます。







ISOファイルを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。ISOファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「ISOs」を選択します。


	
管理ペインの表でISOを選択します。「Edit Selected ISO」[image: 「Edit Selected ISO」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。「ISO Name」または「Description」を編集します。「OK」をクリックします。







ISOファイルを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。ISOファイルがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「ISOs」を選択します。


	
管理ペインの表で1つ以上のISOファイルを選択します。「Delete Selected ISO」[image: 「Delete Selected ISO」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックします。







ISOファイルをクローニングするには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。ISOがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「ISOs」を選択します。


	
管理ペインの表でISOを選択します。「Clone ISO」[image: 「Clone ISO」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Clone ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone ISO」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Clone Target Type: ISOのクローニング先の記憶域型を次のいずれかから選択します。


	
Repository


	
Physical Disk


	
Storage Array







	
Clone Target: ISOのクローニング先。「Search Clone Target」[image: 「Search Clone Target」アイコン]をクリックし、 宛先を選択します。

「Search Clone Target」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Search Clone Target」ダイアログ・ボックスを示しています。]



ISOのクローニング先を選択して、「OK」をクリックします。


	
Clone Type: 「Sparse Copy」または「Non-sparse Copy」を使用するかどうか。「Sparse Copy」ではスパース・ディスクが作成されるため、ディスクのサイズは元のディスクより小さくなります。スパース・コピーは「Non-Sparse Copy」より高速です。「Non-Sparse Copy」では、ISO全体がコピーされるため、スパース・ディスクの作成より遅くなります。






「OK」をクリックして、ISOファイルをクローニングします。












7.5.6 仮想ディスク








仮想マシンには少なくとも1つのディスク(つまり、ブート元となり、オペレーティング・システムを実行するディスク)が必要です。仮想ディスクはテンプレートやアセンブリの一部であることも、仮想マシン作成プロセスの一部として作成されることも、記憶域リポジトリ内で独立して作成されることもあります。仮想ディスクは仮想マシン全体で共有されるか、1つの仮想マシン専用になります。記憶域リポジトリで使用できるすべての仮想ディスクは、作成方法に関係なく、記憶域リポジトリの選択時に「Virtual Disks」タブに表示されます。

仮想マシンを最初から作成する場合、新しい仮想ディスクを作成するか、既存のものを使用できます。この項では、仮想ディスクの作成、インポート、編集、削除およびクローニング方法を説明します。ゼロからの仮想マシンの作成の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。

仮想ディスクを使用している仮想マシンを表示するには、管理ペインで仮想ディスクを選択し、表の行を開きます。


新しい仮想ディスクを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。仮想ディスクを格納するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Virtual Disks」を選択します。


	
「Create Virtual Disk...」をクリックします[image: 「Create Virtual Disk...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を入力または選択します。


	
Virtual Disk Name: 仮想ディスクの名前。


	
Size (GiB): ディスクのサイズ(GiB単位)。


	
Description: 仮想ディスクの説明。


	
Shareable: 仮想ディスクが共有可能であるかどうか。共有可能なディスクは、複数の仮想マシンでの読取り/書込み権限を持っており、使用の際には注意が必要です。


	
Allocation Type: ディスクのスパースまたは非スパース仮想ディスクを使用するかどうか。






「OK」をクリックして新しいディスクを作成します。ディスクを使用している仮想マシンを表示するには、管理ペインで表の行を開きます。







新しい仮想ディスクをインポートするには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。仮想ディスクを格納するリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Virtual Disks」を選択します。


	
「Import Virtual Disk...」をクリックします[image: 「Import Virtual Disk...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Import Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Import Virtual Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Server: 仮想ディスク・ファイルのインポートの実行に使用されるOracle VM Server。


	
Virtual Disk download location: 仮想ディスク・ファイルのURL。サポートされているURLスキームはHTTP、HTTPSおよびFTPです。次に例を示します。

http://example.com/vdisks/myvdisk.img






「OK」をクリックして仮想ディスク・ファイルをインポートします。インポート・ジョブが完了すると、新しい仮想ディスクが管理ペインの表に表示されます。







仮想ディスクを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。仮想ディスクがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Virtual Disks」を選択します。


	
管理ペインの表で仮想ディスクを選択します。「Edit Virtual Disk...」をクリックします[image: 「Edit Virtual Disk...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit Virtual Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を入力または選択します。


	
Virtual Disk Name: 仮想ディスクの名前。


	
Size (GiB): ディスクのサイズ(GiB単位)。


	
Description: 仮想ディスクの説明。


	
Shareable: 仮想ディスクが共有可能であるかどうか。共有可能なディスクは、複数の仮想マシンでの読取り/書込み権限を持っており、使用の際には注意が必要です。






「OK」をクリックして、変更内容を保存します。


警告

ディスクのサイズを変更するときには、データ破損の危険性が常にあります。また、仮想ディスク上のファイル・システムではサイズ変更操作が認識されていない場合があるため、ディスク・サイズの変更をゲスト仮想マシンに認識させるために、操作に固有の手順を実行する必要がある場合があります。









仮想ディスクを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。仮想ディスクがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Virtual Disks」を選択します。


	
管理ペインの表で1つ以上の仮想ディスクを選択します。「Delete Selected Virtual Disk」[image: 「Delete Selected Virtual Disk」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。「OK」をクリックします。







仮想ディスクをクローニングするには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。仮想ディスクがある場所のリポジトリを選択します。ナビゲーション・ツリーで「Virtual Disks」を選択します。


	
管理ペインの表で仮想ディスクを選択します。「Clone Virtual Disk」[image: 「Clone Virtual Disk」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Clone Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone Virtual Disk」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Clone Target Type: 仮想ディスクのクローニング先の記憶域型を次のいずれかから選択します。


	
Repository


	
Physical Disk


	
Storage Array







	
Clone Target: 仮想ディスクのクローニング先。「Search Clone Target」[image: 「Search Clone Target」アイコン]をクリックし、 宛先を選択します。

「Search Clone Target」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Search Clone Target」ダイアログ・ボックスを示しています。]



仮想ディスクのクローニング先を選択して、「OK」をクリックします。


	
Clone Type: 「Sparse Copy」または「Non-sparse Copy」を使用するかどうか。「Sparse Copy」ではスパース・ディスクが作成されるため、ディスクのサイズは元のディスクより小さくなります。スパース・コピーは「Non-Sparse Copy」より高速です。「Non-Sparse Copy」では、仮想ディスク全体がコピーされるため、スパース・ディスクの作成より遅くなります。






「OK」をクリックして、仮想ディスクをクローニングします。












7.5.7 仮想マシン構成ファイル








記憶域リポジトリのナビゲーション・ツリーの最後のフォルダは、「VM Files」です。このフォルダには、記憶域リポジトリにあるすべての仮想マシン構成ファイルがリストされます。「Create Virtual Machine」ウィザードで、仮想マシンの構成ファイルの格納にどの記憶域リポジトリを使用するかを指定します。「VM Files」フォルダを、選択された記憶域リポジトリで作成されたすべての仮想マシンのホームの場所とみなします。仮想マシン構成ファイルに対してアクションは実行できません。これらのファイルの名前の変更、移動または削除をする場合は、仮想マシン構成ファイルに対してだけでなく、仮想マシンに対してそれらの操作を実行する必要があります。

仮想マシンの編集の詳細は7.10.2項「仮想マシンの編集」を、仮想マシンの削除の詳細は7.10.13項「仮想マシンの削除」を参照してください。








[2] テンプレートは非常に大きくなる場合があるため、テンプレートを管理可能なチャンクに分割することは珍しいことではありません。この分割は、まったく構造を保存せずに行われるため、インポートの前に様々なファイルを再度合併して構造を再構築する必要があります。















7.6 VNICの管理








VNICとは、仮想マシンによってネットワーク・インタフェースとして使用される仮想ネットワーク・インタフェース・カードのことです。VNICには、MACアドレスが割り当てられます。各MACアドレスは、仮想マシンで使用される単一の仮想NICに対応します。VNICは、仮想マシンの作成時に、または「Networking」タブの「Virtual NICs」サブタブを使用していつでも作成できます。


VNICを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Networking」タブをクリックします。「Virtual NICs」サブタブをクリックします。


注意

「Create VNICs...」[image: 「Create VNICs...」アイコン] (「Servers and VMs」タブのツールバー)をクリックしても、VNICを作成できます。




	
「Create Virtual NICs」領域で、「Initial Address」フィールドにMACアドレスを入力するか、「Auto Fill」をクリックして使用する最初のMACアドレスをランダムに選択します。


	
Createリストで作成するアドレスの数を選択して、「Create」をクリックします。VNICが作成され、「Virtual NIC」表にリストされます。


	
VNICを削除するには、表で1つ以上のVNICを選択し、「Delete Selected VNICs」[image: 「Delete Selected VNICs」アイコン]をクリックします (ツールバー)。「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。VNICが削除されます。






VNICの作成後、仮想マシンの作成時にVNICを使用できます。仮想マシンの作成の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。


注意

MACアドレスの範囲が重複しないようにすることが重要です(これにより、ネットワークの問題を追跡する際に問題が発生する可能性があるためです)。Oracle VM Managerでは一意のMACアドレスを生成することによって、このようなことが起こる可能性を防ぎます。ただし、複数のOracle VM Managerインスタンスを実行する場合は、重複したMACアドレスが生成される可能性があります。Oracle VM ManagerデータベースにすでにあるMACアドレスを作成する場合は、エラー・メッセージが表示されます。













7.7 仮想マシンの作成








新しい仮想マシンを作成する前に、次のリソースが使用可能なことを確認します。


	
サーバー・プール。サーバー・プールの作成の詳細は、6.8項「サーバー・プールの作成」を参照してください。


	
サーバー・プールの一部としてのOracle VM Server。


	
仮想マシンの作成元リポジトリのソース・ファイル。ソース・ファイルは、次のどれでもかまいません。


	
インポートされたISOファイル。ISOファイルのインポート方法の詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。


	
仮想マシン・テンプレート。仮想マシン・テンプレートのインポート方法の詳細は、7.5.3項「仮想マシン・テンプレート」を参照してください。


	
仮想マシン・アセンブリ。アセンブリのインポート方法の詳細は、7.5.4項「アセンブリ」を参照してください。











この項では、テンプレートを使用した仮想マシンの作成、およびISOファイルまたは物理ディスクや仮想ディスクからの仮想マシンの作成について説明します。


テンプレートを使用して仮想マシンを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
「Create Virtual Machine」[image: 「Create Virtual Machine」アイコン]をクリックします (ツールバー)。


	
「Create Virtual Machine」ウィザードが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードを示しています。]

クリックするとvm_create_from_template.png画像を拡大表示します



「Clone from an existing VM Template」オプションを選択します。

次を入力または選択します。


	
Clone Count: テンプレートから作成する仮想マシンの数。


	
Repository: 仮想マシン構成ファイルの作成先リポジトリを選択します。


	
VM Template: 仮想マシンの作成に使用するテンプレート。


	
VM Name: 仮想マシンの名前。名前の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。名前は一意である必要はありません。各クローンの末尾には、ドット(.)と0から始まるクローン番号(MyVM.0、MyVM.1など)が付けられます。


	
Server Pool: 仮想マシンのデプロイ先のサーバー・プール。


	
Description: 仮想マシンの説明。






「Finish」をクリックします。仮想マシンが作成され、サーバー・プールにデプロイされます。







その他すべてのメディアを使用して仮想マシンを作成するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
「Create Virtual Machine」[image: 「Create Virtual Machine」アイコン]をクリックします (ツールバー)。


	
「Create Virtual Machine」ウィザードが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードを示しています。]

クリックするとvm_create1.png画像を拡大表示します



「Create a new VM」オプションを選択します。「Next」をクリックします。


	
「Create Virtual Machine」手順がウィザードに表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Create Virtual Machine」手順を示しています。]

クリックするとvm_create2.png画像を拡大表示します



次を入力または選択します。


	
Server Pool: 仮想マシンの作成先サーバー・プール。


	
Server: 仮想マシンを実行するOracle VM Server。優先して使用したいOracle VM Serverがない場合は、「Any」を選択すると、使用できるリソースが最大のOracle VM Serverが仮想マシンのホストとして選択されます。


	
Repository: 仮想マシン構成ファイルの作成先リポジトリを選択します。


	
Name: 仮想マシンの名前。名前の長さは最大で256文字で、任意の文字を含むことができます。名前は一意である必要はありません。


	
Enable High Availability: 選択すると高可用性が有効になります。高可用性の詳細は、6.4項「高可用性(HA)」を参照してください。


	
Description: 仮想マシンの説明。


	
Operating System: 仮想マシンのオペレーティング・システム。この設定は、ゲスト・オペレーティング・システムで必要とされることがある特定の仮想マシン設定を有効または無効にします。


	
Mouse Device Type: テンプレートで使用するマウスのタイプ。次のいずれかを選択します。


	
Default


	
PS2 Mouse


	
USB Mouse


	
USB Tablet






SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。


	
Keymap: 仮想マシンで使用するキーボード・マッピング。


	
Domain Type: 仮想マシンのドメイン・タイプ。準仮想化仮想マシンの方がハードウェア仮想化ゲストよりパフォーマンスが優れているため、可能な場合は、準仮想化仮想マシンを作成することをお薦めします。


	
Xen HVM: ハードウェア仮想化または完全仮想化。このオプションを選択するときに、(ウィザードの記憶域の作成手順で)仮想マシンの作成元リポジトリにISOファイルを格納する必要があります。リポジトリへのISOファイルのインポートの詳細は、7.5.5項「ISOファイル(CD/DVDイメージ)」を参照してください。


	
Xen HVM, PV Drivers: Xen HVMと同様ですが、仮想マシンのパフォーマンスを向上させる追加の準仮想化ドライバが含まれます。準仮想化ドライバの使用の詳細は、7.13項「準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール」を参照してください。このドメイン・タイプは、許容可能なパフォーマンス・レベルでのMicrosoft Windowsゲスト・オペレーティング・システムの実行に使用されます。


	
Xen PVM: 準仮想化。仮想マシンの作成元となる、マウントされたISOファイルの場所を選択できます。準仮想化メソッドを使用して仮想マシンを作成する前に、NFS共有、あるいはHTTPまたはFTPサーバーにISOファイルをマウントします。マウントされたISOファイルの場所を、ウィザードの「Boot Options」手順の「Network Boot Path」フィールドで指定します。マウントされるISOファイルの作成の詳細は、7.4項「仮想マシンのインストール・メディア」を参照してください。


	
OVM/SPARC: このドメイン・タイプは、サーバー・プールおよびハイパーバイザでOracle VM Server for x86ではなくOracle VM Server for SPARCをハイパーバイザとして使用する場合に選択する必要があります。


	
Unknown: ドメイン・タイプが不明の場合はこのハイパーバイザを選択する必要があります。







	
Start Policy: 仮想マシンの起動に使用されるポリシー。次のいずれかを選択します。


	
Start on best server: DRSおよびDPMに使用されているアルゴリズムによって決定される利用可能な最善のサーバーで、仮想マシンが起動されます。


	
Start on current server: 仮想マシンが割り当てられている現在のサーバーで、仮想マシンが起動されます。


	
Use server pools VM start policy: サーバー・プール全体に定義されている「Start Policy」を使用して、仮想マシンが起動されます。サーバー・プールの「Start Policy」の設定の詳細は、6.8項「サーバー・プールの作成」を参照してください。







	
Max. Memory (MB): 仮想マシンに割当て可能なメモリーの最大サイズ。


	
Memory (MB): 仮想マシンに割り当てられるメモリーのサイズ。仮想マシンを作成する場合、これが仮想マシン起動時に使用されるメモリー割当てになります。これは、実行中のPVMの編集時に変更でき、仮想マシンの再起動は不要です。HVMゲストの場合、メモリーを増減するには、仮想マシンを停止する必要があります。


	
Max. Processors: 仮想マシンに割当て可能なプロセッサの最大数。プロセッサの数は物理CPUコアの数で表現され、上限は128です。これは、実行中の仮想マシンの編集時には変更できません。この値を編集するには、まず仮想マシンを停止する必要があります。


	
Processors: 仮想マシンに割り当てられるプロセッサの数。プロセッサの数は物理CPUコアの数で表現され、上限は128です。これは、実行中の仮想マシンの編集時に変更できます。最大値は「Max. Processors」の値です。


	
Priority: 仮想マシンのCPU優先度。優先度が高いほど、より多くの物理CPUサイクルが仮想マシンに与えられます。

SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。


	
Processor Cap %: 仮想CPUがスケジュール時間を使用できる割合を増減します。このパラメータは、仮想CPUがスケジュール時間を使用できる割合の最大値を定義します。このパラメータを使用して、低優先度の仮想マシンが仮想マシン・サーバーで非常に多くのCPUサイクルを使用するのを防止します。

SPARCハイパーバイザを使用している場合、このオプションは無視されます。






「Priority」および「Processor Cap %」パラメータは、これら2つのパラメータを組み合せるアルゴリズムを使用して、使用可能なすべての物理CPUでゲストVCPUのロード・バランシングを自動的に行うcreditスケジューラで使用するXenハイパーバイザに渡されます。したがって、これらのパラメータは、x86ハードウェア上の仮想マシンのパフォーマンスに大きく影響します。

SPARCでは、各仮想マシンは専用の物理CPUのスレッドを使用し、CPUは単一の仮想マシンに排他的に割り当てられ、仮想マシン間で共有されません。

「Next」をクリックします。


	
「Setup Networks」手順がウィザードに表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Setup Networks」手順を示しています。]

クリックするとvm_create3.png画像を拡大表示します



VNICごとに仮想マシンに追加する場合は、「Unassigned VNICs」ドロップダウンリストから「VNIC」を選択します。使用するネットワークを「Network」ドロップダウン・リストから選択して、「Add VNIC」をクリックします。ここで指定したVNICの順序は、仮想マシンに表示される順序を決定するため重要です。VNICの順序は、パネルの右側にある上下矢印を使用して制御できます。

停止している既存の仮想マシンのネットワークを編集する場合は、「Network」ドロップダウン・リストを使用して、VNICが属しているネットワークに変更できます。VNICが実行可能なサーバーにすでに関連付けられているネットワークに属していることが重要で、そうでない場合は、仮想マシンを起動できません。サーバーのネットワークへの関連付けの詳細は、5.12.1項「ネットワークの作成」および5.12.2項「ネットワークの編集」を参照してください。また、仮想マシンのVNICの順序は、パネルの右側にある上下矢印ボタンを使用して変更できます。

実行中の既存の仮想マシンを編集する場合、仮想マシンにVNICを追加できますが、すでに使用しているVNICを削除することはできません。また、実行中の仮想マシンでVNICの順序を変更することはできません。実行中のマシンにVNICを追加する場合は、「Network」ドロップダウン・リストから適切なネットワークを選択することによって、VNICが実行可能なサーバーにすでに関連付けられているVMネットワークに属していることを確認する必要があります。サーバーのネットワークへの関連付けの詳細は、5.12.1項「ネットワークの作成」および5.12.2項「ネットワークの編集」を参照してください。

「Unassigned VNICs」ドロップダウン・リストに使用可能なVNICがない場合は、「Create VNICs」をクリックして「Create Virtual NICs」ダイアログ・ボックスを表示させます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Create Virtual NICs」手順を示しています。]

クリックするとvm_create3a.png画像を拡大表示します



「Auto Fill」をクリックし、次に「Create」をクリックしてVNICを作成します。「Close」をクリックします。

仮想マシンには、エミュレートされたゲストの場合は最大8つ、PVMゲストの場合は最大31の仮想ネットワーク・インタフェースを設定できます。PVMゲストには、オペレーティング・システムのインストールを実行するネットワーク接続が必要で、VNICが存在する必要があります。

「Next」をクリックします。


	
ウィザードの「Arrange Disks」手順が表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Arrange Disks」手順を示しています。]

クリックするとvm_create4.png画像を拡大表示します



仮想ディスク、物理ディスク、ISOファイルなどの、仮想マシンに必要な記憶域構成を選択します。別のスロットで、次のディスク・タイプを1つ以上追加します。


	
Empty: 空のスロット。


	
Virtual Disk: これにより仮想ディスクを追加または作成できます。仮想ディスクは仮想マシンで共有できます。


	
Physical Disk: 物理ディスクはストレージ・アレイのディスクです。物理ディスクは仮想マシンで共有できます。


	
CD/DVD: これによってISOファイルが記憶域リポジトリに追加され、HVMおよびPVHVM仮想マシンの作成に使用できます。ISOファイルから仮想マシンを作成するときは、1つのファイルを使用する必要があります。複数のISOファイルにまたがるインストールはサポートされていません。ISOファイルは、PVM仮想マシンの作成には使用できません。






仮想マシンのハード・ディスクとして使用する仮想ディスクを追加または作成し、追加する物理ディスクを選択し、仮想マシンの作成に使用するISOファイルを選択します。仮想マシンに表示される順にディスクを追加します。ブート・パーティションまたはインストール・メディアのあるディスクが、表示される最初のディスクである必要があります。HVMには、空のCD/DVDドライブを含む4つまでのディスクを設定できます。PVMゲストには、最大104のディスクを設定できます。PVHVMゲストには、最大107のディスクを設定できます。空のCD/DVDを含むことができるのは1スロットのみです。


ヒント

実行中の仮想マシンを編集する場合は、このダイアログ・ボックスを使用してCD/DVDを変更し、オペレーティング・システムにCD/DVDがマウントされます。




仮想ディスクを作成または追加するには、次の手順を実行します。

	
仮想ディスクを作成するには、「Disk Type」ドロップ・ダウン・リストで「Virtual Disk」を選択し、「Create a Virtual Disk」[image: 「Create a Virtual Disk」アイコン]をクリックします。 .


	
「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Create Virtual Disk」ダイアログ・ボックスの手順を示しています。]



仮想ディスクを作成するには、次を入力または選択します。


	
Repository: 仮想ディスクの作成先のリポジトリ。


	
Virtual Disk Name: 作成されるとともに、仮想マシンで使用できるようにされる仮想ディスクの名前。仮想ディスクの使用の詳細は、7.5.6項「仮想ディスク」を参照してください。


	
Size (GiB): 仮想ディスクのディスク・サイズ(GiB単位)。


	
Description: 仮想ディスクの説明。


	
Shareable: 仮想ディスクを他の仮想マシンで共有(読取り/書込み)可能にするかどうか。


	
Allocation Type: ディスクの「Sparse Allocation」または「Non-sparse Allocation」を使用するかどうか。「Sparse Allocation」ではスパース・ディスクが作成されるため、ディスクのサイズは最初は小さく、使用するにつれて増加します。仮想マシンの作成時は、スパース割当ては「Non-Sparse Allocation」の使用に比べ、高速です。「Non-Sparse Allocation」では、仮想マシンの作成時にディスク全体が作成されるため、スパース・ディスクの作成より遅くなります。






「OK」をクリックします。


	
仮想マシンに追加する既存の仮想ディスクを検索するには、「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select a Virtual Machine Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Select a Virtual Disk」手順を示しています。]



使用する仮想ディスクを選択して、「OK」をクリックします。


注意

仮想マシンに1つ以上のディスクが必要な場合、後でリポジトリにディスクを作成し、仮想マシンに追加できます。詳細は、7.5.6項「仮想ディスク」を参照してください。









物理ディスクを追加するには、次の手順を実行します。

	
物理ディスクを仮想マシンに追加するには、「Disk Type」ドロップダウン・リストから「Physical Disk」を選択します。「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select a Physical Disk」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Select a Physical Disk 」ダイアログ・ボックスを示しています。]



物理ディスクを選択して、「OK」をクリックします。







ISOファイルを追加するには、次の手順を実行します。

	
ISOファイルを仮想マシンに追加するには、「Disk Type」ドロップダウン・リストから「CD/DVD」を選択します。「Select a Virtual Machine Disk」[image: 「Select a Virtual Machine Disk」アイコン]をクリックします。 .「Select an ISO」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Select an ISO」ダイアログ・ボックスを示しています。]



ISOファイルを選択して、「OK」をクリックします。


注意

ISOファイルを既存の仮想マシンに追加する場合、そのISOファイルはオペレーティング・システムで使用できますが、マウントすることはできません。ISOファイルにアクセスするには、たとえば次のようにマウントする必要があります。


# mkdir /cdrom
# mount -o loop /dev/xvdb /cdrom








仮想マシンのディスクを設定したら、「Next」をクリックします。


	
「Boot Options」手順がウィザードに表示されます。


[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Boot Options」手順を示しています。]

クリックするとvm_create5.png画像を拡大表示します



仮想マシンのブート・メディアの順序を選択します。

ハードウェア仮想化仮想マシン(HVM)を作成している場合は、「PXE」起動オプションを選択できます。その場合、「Select your boot options」フィールドの先頭にPXEを置き、インストール後、仮想マシンの再起動の前に起動順序を再び変更してください。PXEを使用する場合は、必要なブート・メディアと手順を仮想マシンに提供するために、PXE/tftp環境を構成する必要があります。

準仮想化仮想マシン(PVM)を作成している場合にも、「Network」オプションを使用できます(ここには表示されていません)。その場合は、「Network」が右側の列の先頭になるように指定し、オペレーティング・システムのインストールの実行元となるマウント済ISOファイルの場所を「Network Boot Path」フィールド(ここには表示されていません)に、次のように入力します。



http://example.com/Enterprise-R6-U1-Server-x86_64-dvd.iso/



マウントされるISOファイルの作成の詳細は、7.4項「仮想マシンのインストール・メディア」を参照してください。

「Network Boot Path」フィールドは、PXEを使用した仮想マシンの起動には使用できません。このフィールドは、PVMゲストのインストール時に、マウント済ISOファイルへのパスの指定にのみ使用できます。

タグを定義して、いずれかをこの仮想マシンに追加する場合は、「Next」をクリックします。それ以外の場合は、「Finish」をクリックして、仮想マシンを作成し、サーバー・プールにデプロイします。


	
「Tags」手順はオプションで、前の手順で「Next」をクリックした場合にウィザードに表示されます。


注意

この時点で、仮想マシンはすでに作成され、サーバー・プールにデプロイされています。この手順は完全にオプションです。この画面内の操作を取り消すことによって、仮想マシンの作成が妨げられることはありません。




[image: この図は、「Create Virtual Machine」ウィザードの「Tag」手順を示しています。]

クリックするとvm_create6.png画像を拡大表示します



以前にタグを定義している場合は、「Available Tags」列に表示されます。仮想マシンに適用するタグを選択し、「Selected Tags」列に移動できます。

タグの作成および管理の詳細は、3.15項「タグ」を参照してください。

「Finish」をクリックします。






仮想マシンにアクセスするには、ナビゲーション・ツリーで、作成した仮想マシン上のサーバー・プールを選択し、管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストで「Virtual Machines」を選択します。操作を行う仮想マシンを表から選択します。構成情報の詳細を参照するには、表で仮想マシンを開きます。


[image: この図は、「Servers and VMs」タブの「Virtual Machines」パースペクティブの仮想マシンを示しています。]

クリックするとvm_created.png画像を拡大表示します



PVMを作成した場合、オペレーティング・システムのインストールの完了後に行う必要のある手順があります。


	
仮想マシンを停止します。


	
仮想マシンを編集し、「Edit Virtual Machine」ウィザードの「Boot Options」手順の「Boot Order」列から「PXE」を削除します。


	
仮想マシンを開始し、必要に応じてインストールを完了します。






仮想マシンの構成情報を編集するには、7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。











7.8 仮想マシンのインポート








仮想マシンをOracle VM Managerにインポートし、サーバー・プールにデプロイするか、またはデプロイしない場合には、「Unassigned Virtual Machines」フォルダに配置することができます。仮想マシンは、FTPまたはWebサーバー上に、個々のファイルとして、または単一のアーカイブ・ファイルに圧縮した状態(.tgzまたは.zipファイルなど)で配置する必要があります。仮想マシンのアーカイブは仮想マシン・テンプレートとも呼ばれるため、この処理を使用して古い形式のOracle VM仮想マシン・テンプレートをインポートすることもできます。この処理は、新しいOVF/OVA形式のテンプレートに対しては機能しません。

仮想マシンをサーバー・プールにインポートする場合は、サーバー・プール内の少なくとも1つのOracle VM Serverに提示される任意の記憶域リポジトリに仮想マシンを保存することも可能です。仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダにインポートする場合は、仮想マシンを任意の記憶域リポジトリに保存できます。


仮想マシンをインポートするには、次の手順を実行します。

	
仮想マシンを構成するファイルまたはこれらのファイルのアーカイブを、Oracle VM ManagerがHTTP、HTTPSまたはFTPのいずれかのプロトコルを使用してアクセスできる場所に配置します。


	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
サーバー・プールに仮想マシンをインポートしてデプロイする場合は、ナビゲーション・ツリーで「Server Pools」を選択し、次に、管理ペインの表のサーバー・プールを選択します。

仮想マシンをデプロイしない場合は、「Unassigned Virtual Machines」フォルダを選択します。


	
「Import Virtual Machine...」を選択します[image: 「Import Virtual Machine...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。


	
「Import Virtual Machine」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Import Virtual Machine」ダイアログ・ボックスを示しています。]



次を選択するか、編集します。


	
Destination Repository: 仮想マシンの保存先の記憶域リポジトリ。


	
Utility Server: 仮想マシンのインポート・ジョブの実行に使用されるOracle VM Server。このフィールドは、「Destination Repository」フィールドで選択した記憶域リポジトリに割り当てられている管理サーバーのリストから移入されます。


	
VM URLs: 仮想マシンのURL。サポートされているURLスキームはHTTP、HTTPSおよびFTPです。FTPを使用して仮想マシンをインポートするには、次のように、標準のFTP構文を使用します。

ftp://user:password@server/path/filename.tgz

各仮想マシンのコンポーネントは新しい行にリストする必要があります。各URLは、完全ファイルへの参照である必要があります。仮想マシン・ファイルが複数の圧縮ファイルに分割されている場合は、それらのファイルを連結して、その連結したファイルへのURLを入力しますが、たとえば、複数の圧縮ファイルを1つの圧縮ファイルに連結するには、次のように入力します。


 $ cat vm.tgz.1of3 vm.tgz.2of3 vm.tgz.3of3 > vm.tgz


次に、単一の圧縮された仮想マシン・ファイルへのURL(この場合、vm.tgz)を入力します。

単一のファイルに圧縮されていない仮想マシンをインポートするには、各コンポーネントが完全ファイルである必要があり(そうでない場合は、それらを1つのファイルに連結する)、たとえば、合わせることで完全仮想マシンとなる仮想ディスク・イメージおよび仮想マシン構成ファイルを入力する場合、次のように入力します。


http://myexample.com/System-sda.img
http://myexample.com/vm.cfg






「OK」をクリックし、仮想マシンをインポートします。仮想マシンが、サーバー・プールに停止状態でデプロイされます。または、仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダにインポートします。






仮想マシンの起動の詳細は7.10.3項「仮想マシンの起動」を、仮想マシンの編集の詳細は7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。











7.9 仮想マシンまたはテンプレートのクローニング








	7.9.1 クローン・カスタマイザの管理





仮想マシンまたはテンプレートをクローニングすると、元の仮想マシンまたはテンプレートに基づいて複数の仮想マシンまたはテンプレートを作成できます。クローニングには、単純なクローンと高度なクローンの2つの方法があります。単純なクローンでは、クローン元と同じ構成情報でクローンが設定されます。高度なクローンでは、クローン元とは異なる構成のクローン・カスタマイザを作成および使用できます。たとえば、クローン・カスタマイザを使用して、メモリー、仮想CPU数、ネットワーク設定などを変更し、異なるサーバー・プールまたはリポジトリにデプロイできます。図7.2「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」は、仮想マシンまたはテンプレートのクローン作成処理を表します。


図7.2 仮想マシンまたはテンプレートのクローニング


[image: この図は、仮想マシンまたはテンプレートのクローン作成処理を示しています。]







仮想ディスク、ネットワーク、メモリーなどのクローン・パラメータを変更するには、クローン・カスタマイザを使用する必要があり、そのクローン・カスタマイザを使用してクローニングを実行します。クローニング中にクローン・カスタマイザを作成するには、7.9.1項「クローン・カスタマイザの管理」を参照してください。


コールド・クローンは、停止した仮想マシンから作成されるクローンです。コールド・クローンでは、安全で一貫性のある状態の仮想ディスクを持つ仮想マシンのクローンが実行されます。これは、元の仮想マシンから仮想マシンまたはテンプレートを作成する場合に役立ちます。ホット・クローンは、実行中の仮想マシンから作成されます。ホット・クローンはOCFS2ベースのファイル・システムでのみ使用できるため、ソース・リポジトリおよびターゲット・リポジトリにはiSCSIベースまたはファイバ・チャネルベースの記憶域のいずれかを使用する必要があります。ホット・クローンでは一貫性のないディスク状態のクローンが作成され、その使用は、たとえば常に稼働することが要求され停止できない仮想マシンにおける仮想マシンのスナップショットまたはバックアップとしての使用に限定する必要があります。ホット・クローニングされた仮想マシンを使用する場合、最初にfsckなどのディスク修復ユーティリティを使用して任意の仮想ディスクを修復する必要があります。Oracleデータベースを実行している仮想マシンには、ホット・クローニングを使用しないでください。かわりに、rmanユーティリティなどのOracle Databaseのバックアップ計画を使用する必要があります。


シン・クローンでは仮想マシン・ファイルがコピーされ、指定されたディスク・サイズ全体ではなく、実際に使用されているディスク領域の量のみが対象になります。シン・クローニングは、同じOCFS2ベースのリポジトリに対するクローニングを行う場合および記憶域リポジトリに使用される記憶域が汎用的でない場合(Sun 7000またはNetApp Storage Connectプラグインなど)にのみ使用できます。シン・クローニングは、最も速くて最も効率的なクローニング方法です。


注意

汎用の記憶域では物理ディスクのシン・プロビジョニングはサポートされていません。




クローニングは、他の2つのファイル・コピー方法(スパース・コピーおよび非スパース・コピー)を使用して実行することもできます。これらの2つのクローニング方法は、異なるリポジトリに対してクローニングを行う場合および記憶域リポジトリに使用される記憶域で汎用的なStorage Connectプラグインが使用される場合に使用できます。これらのクローニング方法はシン・クローニングより低速ですが、より用途が広いです。


仮想マシンまたはテンプレートのクローンを作成するには、次の手順を実行します。

	
クローニングする仮想マシンまたはテンプレートを選択して、「Clone or Move」ダイアログ・ボックスを表示します。このダイアログ・ボックスは、仮想マシンをクローニングするのかテンプレートをクローニングするのかに応じて、異なる場所から表示します。


	
仮想マシン: 「Servers and VMs」タブをクリックします。ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインでクローニングする仮想マシンを選択し、「Clone or Move」[image: 「Clone or Move」アイコン]をクリックします。 .


	
仮想マシン・テンプレート: 「Repositories」タブをクリックします。ナビゲーション・ツリーで、テンプレートが存在するリポジトリを選択し、次に「VM Templates」を選択します。管理ペインでテンプレートを選択し、「Clone or Move Template...」をクリックします[image: 「Clone or Move Template...」アイコン]。







	
「Clone or Move」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone or Move」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_clone1.png画像を拡大表示します



「Create a clone of this (VM or Template)」オプションを選択します。「Next」をクリックします。


	
「Clone or Move (Virtual Machine or Template)」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone or Move」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_clone2.png画像を拡大表示します



次を選択または入力します。


	
Clone to a: 「Virtual Machine」または「Template」のいずれかのクローン・タイプを選択し、クローンから作成するオブジェクトを指定します。


	
Clone Count: 作成するクローンの数。


	
Clone Name: 仮想マシンまたはテンプレートの名前。


	
Target Server Pool: クローンのデプロイ先サーバー・プール。


注意

ドロップダウンで使用可能なサーバー・プールのリストは、クローニングを正しく処理できる有効なサーバー・プールに制限されています。これにより、リクエストの処理に失敗する可能性のあるサーバー・プールへのクローニングを防ぎます。このリストが空である場合は、このダイアログ画面の「Why don't I see other server pools to clone to?」要素の下に表示されている表を参照する必要があります。




	
Description: 仮想マシンまたはテンプレートの説明。


	
Advanced Clone: クローン操作のプリファレンスを設定するためにクローン・カスタマイザを使用するかどうか。


	
Clone Customizer: クローンの作成に使用するクローン・カスタマイザ。「Create...」をクリックして、新しいクローン・カスタマイザを作成します。クローン・カスタマイザの作成の詳細は、7.9.1項「クローン・カスタマイザの管理」を参照してください。「Advanced Clone」が選択されているときのみ有効化されます。


	
Target Repository: 仮想ディスクなどのクローン・ファイルを格納するリポジトリ。「Advanced Clone」が選択されているときのみ有効化されます。


	
Why don't I see other server pools to clone to?クローン・リクエストを受け入れる要件を満たしていないサーバー・プールの表を提供する、閉じられたウィンドウ要素。この表のエントリを開くと、そのサーバー・プールが適格ではない理由が表示されます。


[image: この図は、クローニング処理中に無効なサーバー・プールの例を示しています。]









ヒント

クローン・カスタマイザを使用せずに仮想マシンまたはテンプレートをクローニングする場合、クローニング・ジョブの実行中は記憶域リポジトリがロックされます(状況によっては少し時間がかかります)。クローンをすばやく作成し、記憶域リポジトリをロックしないようにするには、クローン・カスタマイザを使用します。



「OK」をクリックします。






仮想マシンが作成され、サーバー・プールにデプロイされます。テンプレートが記憶域リポジトリに作成されます。





7.9.1 クローン・カスタマイザの管理








	7.9.1.1 クローン・カスタマイザの作成
	7.9.1.2 クローン・カスタマイザの編集
	7.9.1.3 クローン・カスタマイザの削除




仮想マシンまたはテンプレートのクローニングは、元の仮想マシンまたはテンプレートから複数の仮想マシンまたはテンプレートを作成できるように、それらのコピーを作成することを意味します。クローン・カスタマイザを作成して、ネットワーク、仮想ディスク、ISOリソースなどのクローン・パラメータを設定できます。クローン・カスタマイザは、仮想マシンまたはテンプレートを移動する際にも使用できます。





7.9.1.1 クローン・カスタマイザの作成








クローン・カスタマイザを作成するには、次の手順を実行します。

	
仮想マシンまたはテンプレートを選択し、次の方法で「Manage Clone Customizers for (Virtual Machine or Template)」ダイアログ・ボックスを表示します。


	
仮想マシン: 「Servers and VMs」タブをクリックします。ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインでクローニングする仮想マシンを選択し、「Manage Clone Customizers...」をクリックします[image: 「Manage Clone Customizers...」アイコン]。


	
仮想マシン・テンプレート: 「Repositories」タブをクリックします。ナビゲーション・ツリーで、テンプレートが存在するリポジトリを選択し、次に「VM Templates」を選択します。管理ペインでテンプレートを選択し、「Manage Clone Customizers」[image: 「Manage Clone Customizers」アイコン]をクリックします。 .







[image: この図は、「manage Clone Customizers」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
「Create Clone Customizer...」を選択します[image: 「Create Clone Customizer...」アイコン]。


	
「Create a Clone Customizer」ウィザードが表示されます。


[image: この図は、「Create a Clone Customizer」ウィザードの「Name and Description」手順を示しています。]

クリックするとvm_clone_customizer_new2.png画像を拡大表示します



ウィザードの「Name and Description」手順で、クローン・カスタマイザの名前および説明を入力して、「Next」をクリックします。


	
ウィザードの「Storage Mappings」手順が表示されます。


[image: この図は、「Create a Clone Customizer」ウィザードの「Storage Mappings」手順を示しています。]

クリックするとvm_clone_customizer_new3.png画像を拡大表示します



次の記憶域マッピングを選択します。


	
Disk: クローンに含めるディスク。


	
Clone Target Type: ディスクが作成される記憶域の場所のタイプ(「Repository」または「Physical Disk」のいずれか)。


	
Clone Target: ディスクが作成される記憶域型の場所。


	
Clone Type: ディスクのスパース・ファイルまたは非スパース・ファイルを使用するかどうか。






「Next」をクリックします。


	
ウィザードの「Network Mappings」手順が表示されます。


[image: この図は、「Create a Clone Customizer」ウィザードの「Network Mappings」手順を示しています。]

クリックするとvm_clone_customizer_new4.png画像を拡大表示します



クローン・カスタマイザに含む仮想NIC、および属している必要のあるイーサネット・ネットワークを選択します。


注意

ネットワーク構成は、仮想マシンまたはテンプレートの移動時には変更されません。仮想マシンまたはテンプレートのクローニング時にのみ使用されます。



「Finish」をクリックします。






これで、仮想マシンまたはテンプレートの作成にクローン・カスタマイザを使用できるようになりました。クローン・カスタマイザを使用した仮想マシンまたはテンプレートの作成の詳細は、7.9項「仮想マシンまたはテンプレートのクローニング」を参照してください。







7.9.1.2 クローン・カスタマイザの編集







クローン・カスタマイザを編集するには、次の手順を実行します。


	
クローン・カスタマイザが属しているオブジェクト(仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレート)を選択します。「Manage Clone Customizers...」をクリックします[image: 「Manage Clone Customizers...」アイコン]。


	
「Manage Clone Customizers for (VM or Template)」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Manage Clone Customizer」ダイアログ・ボックスを示しています。]



編集するクローン・カスタマイザを選択し、「Edit Clone Customizer...」をクリックします[image: 「Edit Clone Customizer...」アイコン]。


	
「Edit Clone Customizer」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit Clone Customizer」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_clone_customizer_edit.png画像を拡大表示します



クローン・カスタマイザを編集します。各クローン・カスタマイザのオプションの詳細は、7.9.1.1項「クローン・カスタマイザの作成」を参照してください。

「OK」をクリックします。クローン・カスタマイザへの変更が保存されます。












7.9.1.3 クローン・カスタマイザの削除








クローン・カスタマイザを削除するには、次の手順を実行します。

	
クローン・カスタマイザが属しているオブジェクト(仮想マシンまたは仮想マシン・テンプレート)を選択します。「Manage Clone Customizers...」をクリックします[image: 「Manage Clone Customizers...」アイコン]。


	
「Manage Clone Customizers for (VM or Template)」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Manage Clone Customizer」ダイアログ・ボックスを示しています。]



削除するクローン・カスタマイザを選択し、「Delete Clone Customizer」[image: Delete Clone Customizer」アイコン]をクリックします。 .


	
クローン・カスタマイザを削除するかどうかの確認を求めるダイアログ・ボックスが表示されます。クローン・カスタマイザを削除することを確認し、「OK」をクリックします。クローン・カスタマイザが削除されます。




















7.10 仮想マシンの管理








	7.10.1 仮想マシンの情報およびイベントの表示
	7.10.2 仮想マシンの編集
	7.10.3 仮想マシンの起動
	7.10.4 仮想マシンの中止(停止)
	7.10.5 仮想マシンの強制終了
	7.10.6 仮想マシンの再起動
	7.10.7 仮想マシンの一時停止
	7.10.8 仮想マシンの再開
	7.10.9 リポジトリ間での仮想マシンの移動
	7.10.10 Oracle VM Server間での仮想マシンの移動
	7.10.11 「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間での仮想マシンの移動
	7.10.12 仮想マシンの移行
	7.10.13 仮想マシンの削除




仮想マシンを作成した場合、仮想マシンに対してOracle VM Managerで実行できる多数のアクションがあります。この項では、仮想マシンで実行できるアクションについて説明します。





7.10.1 仮想マシンの情報およびイベントの表示








構成、ネットワーク、ディスクおよび仮想マシンに関連付けられているジョブに関する情報を表示できます。

仮想マシンの詳細を編集するには、7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。


仮想マシンの詳細を表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択します。


	
表の仮想マシン名の左側にある拡張矢印をクリックします。


[image: この図は、仮想マシンの詳細を示しています。]



仮想マシンの情報を表示する3つのタブが表示されます。各タブをクリックすると、仮想マシンについての次の情報が表示されます。


	
Configuration: メモリーとプロセッサの最小および最大サイズ、オペレーティング・システム、ドメイン・タイプ、高可用性の状態などの仮想マシンに関する一般情報。


	
Networks: 使用するネットワークとvNIC。


注意

仮想マシンのIPアドレスは、準仮想化ドライバがインストールされている場合にのみ表示されます。準仮想化ドライバのインストールの詳細は、7.13項「準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール」を参照してください。




	
Disks: 仮想マシンにアタッチされている仮想ディスクと物理ディスクおよびISO。












仮想マシンのイベントを表示するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択し、「Display Selected VM Events」[image: 「Display Selected VM Events」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Events」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、仮想マシンの「Events」ダイアログ・ボックスを示しています。]



仮想マシンで関連付けられているエラー・イベントが発生した場合、そのイベントを確認してエラーをクリアする必要があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。「Close」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。












7.10.2 仮想マシンの編集









仮想マシンを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択し、「Edit...」[image: 「Edit...」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Edit Virtual Machine」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Edit Virtual Machine」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_edit.png画像を拡大表示します



各タブを選択して、仮想マシンの構成を編集します。各タブの詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。「OK」をクリックして、変更内容を保存します。


注意

最初にVM自体でdrdサービスを有効にせずに、Oracle Solaris VMのプロセッサの数または割り当てられたメモリーなどのリソースを動的に変更することはできません。これらの変更を可能にするには、VMに接続し、次のようにdrdサービスが有効であることを確認します。


# svcadm enable -s drd
# svcs drd          


これらのコマンドは、サービスがオンラインであることを通知します。一度これらのアクションを実行すると、Oracle VM Managerを使用して、リソースの割当てを動的に変更することができます。














7.10.3 仮想マシンの起動








仮想マシンの作成後、仮想マシンを起動できます。仮想マシンの起動は、電源ボタンを押すことによってコンピュータを起動する場合と類似しています。


仮想マシンを起動するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Start」[image: 「Start」アイコン]をクリックします。 .






仮想マシンが起動されます。







7.10.4 仮想マシンの中止(停止)








仮想マシンが使用中でない場合は、仮想マシンを停止してシステム・リソースを解放する必要があります。仮想マシンの停止は、物理コンピュータの通常の停止に類似しています。

仮想マシンの状態を保存する場合は、仮想マシンを一時停止する必要があります。仮想マシンの一時停止の詳細は、7.10.7項「仮想マシンの一時停止」を参照してください。

たとえば、仮想マシンの起動ジョブなど別のジョブが仮想マシンで進行中の間に仮想マシンを停止しようとした場合など、状況によっては、仮想マシンを停止することができない場合があります。このタイプの状況を解決するには、進行中のジョブを中断してから仮想マシンを強制終了する必要があります。ジョブの中断の詳細は、B.1.9項「ジョブの中断」を、仮想マシンの強制終了の詳細は、7.10.5項「仮想マシンの強制終了」を参照してください。


仮想マシンを停止するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Stop」[image: 「Stop」アイコン]をクリックします。 .







注意

物理コンピュータを停止する場合と同様に、仮想マシン内から仮想マシンを停止することもできます。

停止コマンドを発行後、仮想マシンのステータスが「Stopped」に変わります。ただし、これはコマンドが確認されたことのみを示します。仮想マシンが正しく効率的に停止されたという保証はありません。物理PC上で実行されているオペレーティング・システムも、停止シーケンスの間ハングする場合があるため、これは想定された動作です。



仮想マシンの停止に失敗した場合は、仮想マシンの強制終了オプションを使用して電源を切ることができます(これは物理マシンから電源ケーブルを抜くのに似ています)。仮想マシンの電源オフ(強制終了)を実行するには、7.10.5項「仮想マシンの強制終了」を参照してください。







7.10.5 仮想マシンの強制終了








仮想マシンの強制終了は、仮想マシンの電源オフを実行することに等しく、物理マシンから電源ケーブルを抜くことと似ています。これは推奨される仮想マシン停止方法ではありませんが、停止コマンドで仮想マシンを停止できない場合に役立ちます。


仮想マシンを強制終了するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Kill」[image: 「Kill」アイコン]をクリックします。 .






仮想マシンが終了します。







7.10.6 仮想マシンの再起動








仮想マシンの再起動は、コンピュータの再起動と類似しています。Microsoft Windows(tm)の更新などのオペレーティング・システムの更新で仮想マシンの再起動が要求される場合、仮想マシンを再起動する必要があることがあります。


仮想マシンを再起動するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Restart」[image: 「Restart」アイコン]をクリックします。 .






仮想マシンが再起動されます。


注意

仮想マシンが完全に起動していない場合、仮想マシンはリクエストを初期化する準備ができていない可能性があるため再起動リクエストは成功しません。この場合、再起動ジョブを停止し、後で再実行することが必要な場合があります。または、仮想マシンを終了し再起動します。









7.10.7 仮想マシンの一時停止








仮想マシンの一時停止は、コンピュータをスリープ・モードにするのと類似しています。仮想マシンが一時停止されると、オペレーティング・システムおよびアプリケーションの現在の状態が保存され、仮想マシンが一時停止モードになります。仮想マシンを再開すると、オペレーティング・システムおよびアプリケーションは、仮想マシンを一時停止した時点から継続されます。


仮想マシンを一時停止するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Suspend」[image: 「Suspend」アイコン]をクリックします。 .






仮想マシンの状態が保存され、仮想マシンが一時停止されます。

仮想マシンを再開するには、7.10.8項「仮想マシンの再開」を参照してください。







7.10.8 仮想マシンの再開








一時停止された仮想マシンの再開は、スリープ・モードになっていたコンピュータの復帰に類似しています。一時停止された仮想マシンを再開すると、オペレーティング・システムおよびアプリケーションは、仮想マシンを一時停止した時点から継続されます。


仮想マシンを再開するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで起動する仮想マシンを選択し、「Resume」[image: 「Resume」アイコン]をクリックします。 .






仮想マシンの状態が取得され、仮想マシンが開始されます。







7.10.9 リポジトリ間での仮想マシンの移動









重要

仮想マシンのファイルを手動でリポジトリ間で移動しないでください。この操作によって、1つの仮想マシンに重複するUUIDが発生し、Oracle VM環境で問題が生じる可能性があります。仮想マシンを別の記憶域リポジトリに移動する必要がある場合は、必ずOracle VM Managerで提供されているツールを使用してください。



実行中でない仮想マシンについては、リポジトリ間で移動できます。移動中、クローン・カスタマイザを使用してディスクの移動先を指定できます。クローン・カスタマイザをデフォルト設定のまま(元の仮想マシンと同様)にする場合、移動は、仮想マシンの別のOracle VM Serverへの移行と基本的に同じです。ディスクおよび仮想マシン構成ファイルの場所は、クローン・カスタマイザを使用して仮想マシンを移動するときに、別の記憶域リポジトリに変更できます。


注意

ネットワーク情報は、仮想マシンの移動時には変更されないため、ネットワーク間でVNICを移動することはできません。クローン・カスタマイザで行ったネットワークの変更はすべて、仮想マシンの移動時には無視されます。これにより、構成ファイルおよび記憶域を異なるリポジトリに移動する際に、仮想マシンを元の状態で保存できます。




仮想マシンを移動するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択し、「Clone or Move」[image: 「Clone or Move」アイコン]をクリックします。 .


	
「Clone or Move」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Clone or Move」ダイアログ・ボックスを示しています。]

クリックするとvm_move.png画像を拡大表示します



「Move this VM」を選択します。

「Clone Customizer」ドロップダウン・リストからクローン・カスタマイザを選択します。クローン・カスタマイザが表示されていない場合や、新しく作成する場合は、「Create」をクリックします。クローン・カスタマイザの作成の詳細は、7.9.1.1項「クローン・カスタマイザの作成」を参照してください。

「Target Repository」ドロップダウン・リストからリポジトリを選択します。ここが新しい仮想マシン構成ファイルの場所です。

「Finish」をクリックして、仮想マシンを移動します。












7.10.10 Oracle VM Server間での仮想マシンの移動








1つ以上の仮想マシンを他のOracle VM Serverにドラッグ・アンド・ドロップして、仮想マシンが実行されるOracle VM Serverを変更することができます。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、3.11項「ドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。

この機能は移行とも呼ばれます。詳細は、7.10.12項「仮想マシンの移行」を参照してください。

また、1つ以上の仮想マシンを、「Unassigned Virtual Machines」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップして、その仮想マシンがどのOracle VM Serversでも実行されないようにできます。詳細は、7.10.11項「「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間での仮想マシンの移動」を参照してください。







7.10.11 「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間での仮想マシンの移動








実行中でない1つ以上の仮想マシンを、Oracle VM Serverまたはサーバー・プールから「Unassigned Virtual Machines」フォルダに、およびその逆方向に移動できます。仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダに配置すると、その仮想マシンは起動できませんが、別のサーバー・プールに移動することは可能です。仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダに移動する際に、クローン・カスタマイザを指定する必要はなく、複数の仮想マシンを一度に移動できます。仮想マシンを、「Unassigned Virtual Machines」フォルダからサーバー・プールまたはOracle VM Serverに移動する場合も同様です。


仮想マシンを「Unassigned Virtual Machines」フォルダ間で移動するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、それらを「Unassigned Virtual Machines」フォルダにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「Unassigned Virtual Machines」フォルダから1つ以上の仮想マシンを移動するには、フォルダを選択してから管理ペインの1つ以上の仮想マシンを選択し、それらをナビゲーション・ツリーのOracle VM Serverまたはサーバー・プールにドラッグ・アンド・ドロップします。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、3.11項「ドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。












7.10.12 仮想マシンの移行








仮想マシンの移行は、あるOracle VM Serverまたはサーバー・プールから別のOracle VM Serverまたはサーバー・プールへ仮想マシンを移動する処理です。移行中に仮想マシンが稼動している場合、アプリケーションは動作を継続し、中断されません(これはライブ・マイグレーションと呼ばれます)。(HAが有効で、)既存のOracle VM Serverが動作していない場合またはメンテナンスを目的として計画的に停止されている場合に、この機能は重要かつ便利です。ライブ・マイグレーションは同じサーバー・プール内でのみ実行可能なため、実行中の仮想マシンをそのサーバー・プールから外へ移動することはできません。ライブ・マイグレーションではHAを有効化する必要はありません(サーバー・プールがクラスタ化されているかどうか、または仮想マシンがそのHAフラグ・セットを持っているかどうかに関係なく、このマイグレーションは、実行中の仮想マシンを選択し移行するだけでサーバー・プール内で実行されることがあります)。

一度に1つ以上の仮想マシンを移行できます。複数の仮想マシンを移行する場合、移行は同時にではなく順次行われるため、すべての移行が完了するまで、1つの移行が実行されてから次の移行が実行されます。サーバー・プール間での移行は許可されますが、最初に仮想マシンを停止する必要があります。また、仮想マシンは「Unassigned Virtual Machines」フォルダに移行される前に、「stopped」状態である必要があります。仮想マシンを別のサーバー・プールに移行する際、仮想マシンは起動するまで特定のOracle VM Serverにデプロイされず、仮想マシンの配置計画は、Oracle VM Serverロールおよび、分散リソース・スケジューラ(DRS)や分散電源管理(DPM)などの移行先サーバー・プールのポリシーによって異なります。Oracle VM Serverロールの詳細は6.9.1項「Oracle VM Serverのロール」を、サーバー・プールのポリシーの詳細は6.5項「サーバー・プールのポリシー」を参照してください。

ライブ・マイグレーションを実行するには、移行元コンピュータと移行先コンピュータのCPUファミリおよび型番に互換性がある必要があります。これは、たとえば、仮想マシンをx86ベースのサーバー・プールからSPARCベースのサーバー・プールに、またはその逆方向に移行できないことを意味します。同様に、サーバーのCPUファミリまたは型番が異なる場合、同じx86サーバー・プール内でライブ・マイグレーションを実行することはできません。CPUの互換性の詳細は、6.7項「サーバー・プロセッサの互換性グループ」を参照してください。

次の手順は、仮想マシンがOracle VM Serverにデプロイされることを前提としています。仮想マシンが「Unassigned Virtual Machines」フォルダにある場合、そのフォルダから仮想マシンを選択して移行を実行します。


1台の仮想マシンを移行するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで移行する仮想マシンを選択し、「Migrate」[image: 「Migrate」アイコン]をクリックします。 .


	
「Migrate Virtual Machine」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Migrate Virtual Machine」ダイアログ・ボックスを示しています。]



仮想マシンの移行先を選択します。


	
Unassigned Virtual Machines Folder: 仮想マシンをサーバー・プールから削除し、「Unassigned Virtual Machines」フォルダに移動します。このオプションを使用するには、仮想マシンが「stopped」状態である必要があります。実行中の仮想マシンを移行する場合、このオプションは有効になりません。


	
Compatible Server: 仮想マシンを選択したOracle VM Serverに移動します。停止している仮想マシンは、同じリポジトリを共有する他のサーバー・プール内のOracle VM Serverに移行できるため、他のサーバー・プールのOracle VM Serverがここにリストされます。


	
Server Pool: 仮想マシンを選択したサーバー・プールに移動します。停止している仮想マシンは他のサーバー・プールに移行できます。仮想マシンは移行先プール内の特定のOracle VM Serverにはデプロイされません(移行先サーバー・プール内の仮想マシンをOracle VM Serverにデプロイするには、その仮想マシンを起動する必要があります)。実行中の仮想マシンを移行する場合、このオプションは有効になりません。






希望のOracle VM Serverがリストされていない場合は、「Why don't I see other servers to migrate to?」の隣にある矢印をクリックします。Oracle VM Managerに登録されているすべてのOracle VM Serverが表示されます。移行先として使用できない理由を確認したいOracle VM Serverの隣の矢印をクリックします。

「OK」をクリックします。

仮想マシンが移行されます。







複数の仮想マシンを移行するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで移行する仮想マシンを選択し、ナビゲーション・ツリーで仮想マシンの移行先となるOracle VM Server、サーバー・プールまたは「Unassigned Virtual Machines」フォルダにそれらをドラッグ・アンド・ドロップします。ドラッグ・アンド・ドロップ機能の使用の詳細は、3.11項「ドラッグ・アンド・ドロップ」を参照してください。


	
仮想マシンが移行されます。












7.10.13 仮想マシンの削除








仮想マシンを削除すると、この仮想マシンに関連付けられているすべてのファイルおよびデータはOracle VM Managerから削除されます。仮想マシンを削除する前に、それらが必要ないことを確認してください。仮想マシンのステータスが「Stopped」または「Error」である場合にのみ、仮想マシンを削除できます。


仮想マシンを削除するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Delete」[image: 「Delete」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
「Delete Confirmation」ダイアログ・ボックスが表示されます。削除する仮想マシンに関連付けられている仮想ディスクを選択します。「OK」をクリックして、仮想マシンおよび選択した仮想ディスクを削除します。


















7.11 仮想マシンへのメッセージの送信








仮想マシンへのメッセージの送信は、仮想マシン・テンプレートの開発や起動などの特定の状況で役立つ場合があります。メッセージは仮想マシンのオペレーティング・システムに渡され、オペレーティング・システムまたはテンプレートが認識する任意のキー/値ペアとなります。たとえば、DHCPを使用するように仮想マシン・テンプレートを設定するために、仮想マシンに次のキー/値ペアを送信できます。


com.oracle.linux.network.device.0       eth0
com.oracle.linux.network.onboot.0       yes
com.oracle.linux.network.bootproto.0    dhcp
com.oracle.linux.root-password          password



注意

root-passwordはパラメータとして常に必須であり、すべてのメッセージで最終パラメータとして送信する必要があります。



認識されないメッセージはすべてオペレーティング・システムにより破棄されて無視されます。パスワードなどの機密情報のメッセージを非表示にすることができるので、ユーザー・インタフェースには機密情報のかわりに一連のアスタリスクが表示されます。

必要に応じてメッセージのログを保存できます。この機能は、仮想マシンへメッセージを送信するテンプレートまたはアプリケーションの開発者にとって特に役立ちます。メッセージ・ログはOracle VM Manager APIに格納され、ログ・ファイルまたはデータベース問合せを介して使用することはできません。これらのメッセージにアクセスするには、APIを使用する必要があります。メッセージのロギングが選択されている場合、メッセージは1024バイトに制限され、ロギングが選択されていない場合は8192バイトに制限されます。キーは256バイトに制限されます。

仮想マシンに送信される各メッセージは、それぞれ独自のジョブ内に格納されます。複数のメッセージを複数の仮想マシンに送信する場合は、各メッセージがそれぞれ独自のジョブを持つため、10個のメッセージを100台の仮想マシンに送信すると1000個のジョブが作成されます。

メッセージの送信が完了した場合またはメッセージング・ダイアログ・ボックスを取り消した場合、入力したすべてのメッセージは保持されず破棄されます。

移入される実行中の仮想マシンを選択するために、仮想マシンにメッセージを送信するために使用するダイアログ・ボックスで、1つ以上の仮想マシン、Oracle VM Serverまたはサーバー・プールを選択できます。

仮想マシンにメッセージを送信するには、最初に仮想マシンにOracle VM Guest Additionsをインストールする必要があります。Guest Additionsのインストールの詳細、および仮想マシンのメッセージング・メカニズムとその用途の詳細は、『Oracle VMユーティリティ・ガイド』を参照してください。


仮想マシンにメッセージを送信するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで1つ以上の仮想マシンを選択し、「Send VM Messages...」をクリックします[image: 「Send VM Messages...」アイコン] (管理ペインのツールバー)。

「Send Messages to Virtual Machines」ダイアログ・ボックスが表示されます。


[image: この図は、「Messages」タブが表示された「Send Messages to Virtual Machine」ダイアログ・ボックスを示しています。]




	
メッセージを作成するには、「Create Message...」をクリックし[image: 「Create Message...」アイコン] (管理ペインのツールバー)、「Create VM Message」ダイアログ・ボックスを表示します。


[image: この図は、「Create VM Message」ダイアログ・ボックスを示しています。]



メッセージのキー/値ペアを「Key」および「Message」フィールドに入力します。メッセージのログを保持する場合は、「Log Message」フィールドを選択します。ユーザー・インタフェースでキー/値ペアのメッセージを非表示にする場合は、「Hide Message」フィールドを選択します。「OK」をクリックしてメッセージを保存し、「Send Messages to Virtual Machines」ダイアログ・ボックスに戻ります。


	
メッセージを編集するには、メッセージを選択し、「Edit...」をクリックします[image: 「Edit...」アイコン] (ダイアログ・ボックスのツールバー)。メッセージを削除するには、メッセージを選択し、「Delete」[image: 「Delete」アイコン]をクリックします (ダイアログ・ボックスのツールバー)。


	
「Virtual Machines」タブを選択し、メッセージを受け取る実行中の仮想マシンを選択します。


[image: この図は、「Virtual Machines」タブが表示された「Create VM Message」ダイアログ・ボックスを示しています。]



「OK」クリックし、仮想マシンにメッセージを送信します。
















7.12 仮想マシンへの接続








	7.12.1 Oracle VM Managerコンソール・アプレットのWebブラウザ要件
	7.12.2 Oracle VM Server for x86用コンソール
	7.12.3 Oracle VM Server for SPARC用シリアル・コンソール





コンソールを使用して仮想マシンに接続できます。コンソールは、Oracle VMのリモート制御システムで、仮想マシンとの連携および対話を可能にします。

Oracle VM Managerには、2つのタイプの仮想マシン・コンソール(x86ベースのサーバー・プール内の仮想マシンに接続するために使用されるコンソール、およびSPARCベースのサーバー・プール内にある仮想マシンに接続するために使用されるシリアル・コンソール)があります。この項では、両方のコンソール・タイプについて説明します。


注意

シリアル・コンソールを使用してx86ベースのサーバー・プール内にあるLinuxゲスト仮想マシンに接続することは可能ですが、このコンソールは読取り専用モードであるため仮想マシンと対話することはできません。







7.12.1 Oracle VM Managerコンソール・アプレットのWebブラウザ要件







Oracle VM Managerに含まれているコンソール・アプレットはJavaを使用するため、ブラウザ内でコンソール・アプレットを正しくロードするために満たしておく必要のある要件がいくつかあります。これらのアプレットを使用するために、様々なブラウザ設定を編集する必要がある場合があります。

コンソール・アプレットが正しく機能するためには、クライアント・システム上にJavaランタイム環境がインストールされている必要があります。一貫性と信頼性の最も高い動作を得るために、Oracle Java SE6 Update 35をインストールすることをお薦めします。Mac OS XシステムからOracle VM Managerにアクセスするユーザーには、Java SE7 Update 9をお薦めします。これらのJavaランタイム環境はどちらもhttp://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.htmlからダウンロードできます。

ブラウザのプリファレンス内でJavaアプレットおよびJavascriptを無効化できるブラウザもあります。Oracle VM Managerおよびそのコンソール・アプレットを機能させるためには、これらの一般的に使用されているWeb機能の使用が許可されていることが重要です。

一部のブラウザには、組込みのポップアップ・ブロッカが含まれています。初めてコンソールを開こうとすると、ポップアップ・ウィンドウがブロックされたことをブラウザが通知する場合があります。今後正常にコンソールを開くことができるようにするためには、ポップアップ・ブロッカ管理ダイアログの許可されているリストにOracle VM ManagerホストのIPアドレスまたはURLを追加する必要があります。


注意

WebブラウザにSafariを使用しているMac OS Xシステム上では、ポップアップ・ウィンドウがブロックされたことが通知されません。ポップアップを許可するようにブラウザを構成していることを確認してください。



Microsoft Internet Explorerバージョン7以上を使用するユーザーの場合、セキュリティ設定を調節して、「信頼済みサイト」内にOracle VM ManagerインスタンスのURLが含まれるようにすること、および「信頼済みサイト」のセキュリティ・レベルを「低」に設定することが重要です。Internet Explorerのデフォルトのセキュリティ設定の中には、アプリケーションがJavaアプレットを開くことができないものもあります。







7.12.2 Oracle VM Server for x86用コンソール







VNC Viewer(RealVNCから)またはTightVNC Viewerがクライアント・コンピュータにインストールされている場合、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースはそのインストールを検索し、仮想マシンとの接続の作成に使用します。RealVNCのほうがTight VNCよりレンダリング速度が速く、優れたキーボード・サポートがあり、マウス制御の問題が少ないため、クライアント・コンピュータにはRealVNCをインストールすることをお薦めします。

クライアント・ビューアが使用可能でない場合、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースはOracle VM Managerホスト・コンピュータでTightVNCを検索し、これを仮想マシンとの接続の作成に使用します。Oracle VM Managerホスト・コンピュータへのTightVNCのインストールの詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。

各VNCセッションのキー・マッピングは、仮想マシンの作成または編集時に「Keymap」フィールドで設定します。仮想マシンの作成および編集の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」および7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。


仮想マシンのコンソールに接続するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択し、「Launch Console」[image: 「Launch Console」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
ダイアログ・ボックスが表示され、仮想マシンに接続するためにJavaプロキシを起動するように要求される場合があります。「OK」をクリックします。


[image: この図は、仮想マシンに接続するために開かれたJavaプロキシのダイアログ・ボックスを示しています。]




	
VNCビューアが見つかると、ビューアが起動されます。

Java RASプロキシ・ウィンドウの「Options」→「Configuration」メニュー項目を使用して、使用するVNCビューアを構成できます。ホスト・コンピュータのVNCクライアントへのパスを入力します(空白が含まれる場合は、パスを引用符で囲みます)。パラメータ$hostおよび$portを追加で指定することもできます(VNCクライアントがこれらのパラメータを、デフォルトのhost:portとは別の形式で必要とした場合で、例としては-host=$host -port=$portなど)。「OK」をクリックします。


ヒント

コンソールが起動されない場合は、Webブラウザでポップアップ表示が許可されているか確認します。Microsoft Internet Explorerを使用している場合は、Oracle VM ManagerのベースURL (たとえば、http://example.com)をセキュリティ設定の信頼済みサイトのリストに追加します。信頼済みサイトのゾーンのセキュリティ・レベルを中から中低にダウングレードする必要がある場合もあります。



別のユーザーによって仮想マシンのコンソールが使用中の場合は、接続を引き継ぐかどうかを確認するメッセージが表示されます。接続を引き継ぐ場合は、他のユーザーのセッションが切断され、クライアント・コンピュータ上でVNCセッションが開始されます。

仮想マシン・コンソールが表示されます。他のVNCセッションと同様に、ログインし、仮想マシンと対話します。この例は、Oracle Linuxオペレーティング・システムのISOファイルを使用して作成した仮想マシンの初回のインストール画面を示します。


[image: この図は、仮想マシンのコンソール画面を示しています。]



必要に応じて、ゲスト・オペレーティング・システムのユーザー名およびパスワードを入力してオペレーティング・システムにログインします。






仮想マシンを作成した方法によっては、仮想マシンを使用する前に、さらにいくつかのタスクを続行する必要がある場合があります。


	
テンプレートに基づいて仮想マシンを作成した場合、ゲスト・オペレーティング・システムおよび事前にインストールされたアプリケーションを、追加の構成をせずにすぐに使用できます。


	
完全仮想化の方法を使用して仮想マシンを作成した場合、ゲスト・オペレーティング・システムのインストールは最初のログインの後トリガーされます。インストール・ウィザードに従ってゲスト・オペレーティング・システムをインストールします。完全仮想化の方法を使用した仮想マシンの作成の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。


注意

単一のISOファイルを使用してゲスト・オペレーティング・システムをインストールする必要があります。オペレーティング・システム・インストーラが複数のISOファイルで構成される場合、インストールできません。



サポートされるゲスト・オペレーティング・システムの詳細は、『Oracle VMリリース・ノート』を参照してください。












7.12.3 Oracle VM Server for SPARC用シリアル・コンソール







標準的なVNCベースのコンソールを使用して、SPARCベースのサーバー・プール上にある仮想マシンに接続することはできません。かわりに、Telnetベースのシリアル・コンソールを使用します。シリアル・コンソールの動作はx86コンソールとは異なり、このコンソールは、Oracle VM Managerホスト・コンピュータ上にインストールされたJava Telnet Application (JTA2)パッケージを使用して表示する必要があります。Oracle VM Managerホスト・コンピュータへのJTA2のインストールの詳細は、『Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド』を参照してください。

各VNCセッションのキー・マッピングは、仮想マシンの作成または編集時に「Keymap」フィールドで設定します。仮想マシンの作成および編集の詳細は、7.7項「仮想マシンの作成」および7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。


仮想マシンのシリアル・コンソールに接続するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、仮想マシンが存在するサーバー・プールを選択します。


	
「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。管理ペインで仮想マシンを選択し、「Launch Serial Console」[image: 「Launch Serial Console」アイコン]をクリックします (管理ペインのツールバー)。


	
ダイアログ・ボックスが表示され、仮想マシンに接続するためにJavaプロキシを起動するように要求される場合があります。「OK」をクリックします。


[image: この図は、仮想マシンに接続するために開かれたJavaプロキシのダイアログ・ボックスを示しています。]




	
仮想マシン・コンソールが表示されます。他のTelnetコンソール・セッションと同様に、ログインして仮想マシンと対話します。必要に応じて、ゲスト・オペレーティング・システムのユーザー名およびパスワードを入力してオペレーティング・システムにログインします。


















7.13 準仮想化ゲストへの変換または準仮想化ドライバのインストール








パフォーマンスを最適化するために、ハードウェア仮想化マシンに準仮想化ドライバをインストールできます。準仮想化ドライバは最適化され、仮想マシンのオペレーティング・システムのパフォーマンスを向上させます。これらのドライバによって、Oracle VM Serverホスト上でゲスト・オペレーティング・システムのI/O操作のスループットが高くなります。

ハードウェア仮想化マシンの作成では、ゲスト・オペレーティング・システムにハードウェア用の準仮想化ドライバをインストールする必要がある場合があります。

Oracle Solaris 10およびOracle Solaris 11オペレーティング・システムはハードウェア仮想マシン(HVM)として実行されますが、基礎となるハードウェア・プラットフォーム上にHVMサポート(Intel® VTまたはAMD-V(tm))が必要です。デフォルトでは、Oracle Solaris 10またはOracle Solaris 11オペレーティング・システムには、必要な準仮想化ドライバがオペレーティング・システムの一部としてすでにインストールされています。

HVMゲストは継続して使用できますが、準仮想化I/Oドライバが利用されます。詳細は、ゲスト仮想化モード(HVM、PVMおよびPVHVM)の比較、PVHVMへの構成およびモード検証、変換に関する説明を参照してください。

Microsoft Windows(tm)オペレーティング・システム用の準仮想化ドライバをインストールするには、『Oracle VM Paravirtual Driversインストレーション・ガイドfor Microsoft Windows』を参照してください。


Oracle Linuxゲスト・オペレーティング・システムに準仮想化ドライバをインストールするには、次の手順を実行します。

	
仮想マシンに準仮想化カーネルをダウンロードします(次に示すのは、Oracle Enterprise Linux 5.5 64-bitゲストの場合の例です)。

http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/5/base/x86_64/kernel-xen-2.6.18-194.el5.x86_64.rpm


	
仮想マシンに準仮想化カーネルをインストールします。


# rpm -ivh kernel-xen-version.type.rpm
 Preparing...                ########################################### [100%]
    1:kernel-xen             ########################################### [100%]


	
古いinitrdファイルをバックアップし、xennet、xenblkドライバを使用して新しいものを作成します。


# mv initrd-oldversion.el5xen.img initrd-oldversion.el5xen.img.old
# mkinitrd initrd-newversion.el5xen.img newversion.el5xen --with=xenblk --with=xennet \
  --preload=xenblk --preload=xennet



注意

次のようなエラーが表示された場合:


No module xen_vbd found for kernel version.el5xen, aborting


前述のmkinitrdコマンドを次のように置き換えます。


# mkinitrd -f --allow-missing initrd-newversion.el5xen.img \
newversion.el5xen --with=xenblk --with=xennet --preload=xenblk \
--preload=xennet




	
/boot/grub/grub.confファイルを次のように編集します。


default=0
timeout=5
splashimage=(hd0,0)/grub/splash.xpm.gz
hiddenmenu
title Enterprise Linux Enterprise Linux Server (version.el5xen)
        root (hd0,0)
        kernel /vmlinuz-version.el5xen ro root=LABEL=/
        initrd /initrd-version.el5xen.img



注意

前の手順で問題が発生し、mkinitrdコマンドのパラメータを変更する必要がある場合は、ルートのカーネル・イメージへの実際のパスを指定してください。たとえば、root=LABEL=/パレメータをroot=/dev/VolGroup00/LogVol00のように変更します。




	
/etc/modprobe.confファイルを変更して次を含めます。


alias scsi_hostadapter xenblk
alias eth0 xennet


	
仮想マシンを停止します。仮想マシンの停止の詳細は、7.10.4項「仮想マシンの中止(停止)」を参照してください。


	
仮想マシンを編集し、「Domain Type」を「Xen PVM」に変更します。仮想マシンの編集の詳細は、7.10.2項「仮想マシンの編集」を参照してください。


	
仮想マシンを起動します。仮想マシンの起動の詳細は、7.10.3項「仮想マシンの起動」を参照してください。
















7.14 仮想マシンCPUのハード・パーティショニングの設定








Oracle VMでは、CPU固定とも呼ばれる、ハード・パーティショニングの高度な機能が提供されています。ハード・パーティショニングとは、仮想マシンのCPUを物理CPUまたはコアにバインドし、指定したコア以外の他の物理コア上で仮想マシンが動作するのを防ぐものです。これは、Oracle VMはCPUごとにライセンスが供与されるために、Oracle CPUライセンスの目的で行われます。

Oracleの特別なライセンス・ポリシーの詳細は、Oracle Technology Networkで、次の場所にあるパーティショニングに関する説明のPDFドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/specialty-topics/index.html

ハード・パーティショニングは、それ自身についてのホワイトペーパーでスペシャリストのトピックとして説明されています。ハード・パーティショニングの詳細は、次の場所にあるOracle VM Server for x86でのハード・パーティショニングのPDFドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/ovm-hardpart-168217.pdf


警告

CPUが固定された仮想マシンの別のOracle VM Serverへのライブ・マイグレーションは、ライセンス条件では認められていません。そのため、CPU固定されたゲストを含むサーバー・プールでは、DRSおよびDPMポリシーを有効化することはできません。




注意

Oracle VM ServerでNUMA (不均一メモリー・アクセス)がサポートされている場合は、システムがNUMAモードで正常に動作していることを確認してください。クラスタ化の設定では、CPUは、ローカル以外のメモリーおよび共有メモリーよりも高速にローカル・メモリーにアクセスできます。NUMAの性能の利点を十分に活用するには、仮想VCPUをOracle VM Serverの同じ物理CPUに固定してください。NUMAの詳細は、サーバー・ハードウェアのドキュメントを参照してください。













第8章 ホストの変換
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この章では、Oracle VMでサポートされているいずれかのオペレーティング・システムを実行している既存の物理コンピュータからハードウェア仮想化ゲスト・イメージを作成する方法について説明します。











8.1 ホストの変換








	8.1.1 P2Vユーティリティの使用方法
	8.1.2 kickstartファイルによるP2Vユーティリティの使用




物理マシンから仮想マシンへの変換(P2V)ユーティリティを使用すると、コンピュータ上のオペレーティング・システムおよびアプリケーション・ソフトウェアをOracle VM ハードウェア仮想化ゲスト・イメージに変換できます。P2Vユーティリティは、Oracle VM ServerのCDに含まれています。オペレーティング・システムは、Oracle VMがサポートされているゲスト・オペレーティング・システムのいずれかである必要があります。サポートされているゲスト・オペレーティング・システムのリストについては、『Oracle VMリリース・ノート』を参照してください。P2V変換を実行するには、PAE(物理アドレス拡張)をサポートするCPUがホスト・コンピュータに必要です。

P2V変換プロセスによって、仮想マシン構成ファイル(vm.cfg)が作成され、仮想マシン・ハードウェアのサイズ設定に関する修正が可能になり、その後、物理イメージがレプリケートされ、Oracle VM Managerによってネットワークを介して記憶域リポジトリに転送されます。物理コンピュータ上のイメージに変更が加えられることはありません。

P2Vユーティリティは、コンピュータ上のディスクを仮想ディスク・イメージに変換します。最初の4つの仮想ディスク・イメージは、元のディスク名を使用して、ゲスト上にIDEディスク(hda、hdb、hdcおよびhdd)として作成されます。最大で7つの追加ディスク(sda、sdb、sdcなど)がSCSIデバイスとして作成されます。vm.cfgファイルのディスク・エントリは、次のようになります。


disk = ['file:System-sda.img,hda,w',
'file:System-sdb.img,hdb,w',
'file:System-sdc.img,hdc,w',
'file:System-sdd.img,hdd,w',
'file:System-sde.img,sda,w',
'file:System-sdf.img,sdb,w',
'file:System-sdg.img,sdc,w',
'file:System-sdh.img,sdd,w',
'file:System-sdi.img,sde,w',
'file:System-sdj.img,sdf,w',
'file:System-sdk.img,sdg,w',
]


P2Vユーティリティで作成したハードウェア仮想化ゲストには、専用のネットワーク構成を使用する必要があります。元のコンピュータと同じネットワーク構成を使用すると、そのネットワーク上で2つのコンピュータが同じIPアドレスおよびMACアドレスを使用するため、ネットワークがクラッシュすることがあります。ゲストの起動時に、ネットワーク・デバイスが検出されて、新しいネットワーク・デバイスが構成されることを確認してください。

P2Vユーティリティは、対話形式で実行するか、kickstart構成ファイルを使用して自動化プロセスとして実行することができます。kickstartファイルを使用してP2Vユーティリティを実行すると、ユーザーが介入する必要はありません。





8.1.1 P2Vユーティリティの使用方法







P2Vユーティリティを使用すると、すべての必要な情報を要求するプロンプトが表示されます。


コンピュータの仮想マシン・イメージを作成するには、次の手順を実行します。

	
イメージを作成するコンピュータのCD-ROMドライブにOracle VM ServerのCD-ROMを挿入します。


注意

この手順は64ビットのコンピュータ用です。32ビットのホスト・コンピュータを仮想マシン・テンプレートに変換する場合は、Oracle VM 2.xのCDを使用する必要があります。




	
Oracle VM ServerのCD-ROMが挿入されているコンピュータを起動します。


	
「Oracle VM Server」画面が表示されます。


[image: Oracle VM Serverのインストール画面。]



boot:プロンプトで、次を入力します。


p2v


[Enter]を押します。


	
「CD Found」画面が表示されます。


[image: Oracle VM Serverの「CD Found」画面]

クリックするとp2v02.gif画像を拡大表示します



CD-ROMにエラーがないことを確認するには、インストーラを使用してエラー・テストを実行します。CD-ROMをテストするには、「OK」を選択し、[Enter]を押します。CD-ROMがテストされ、エラーが通知されます。

メディア・テストをスキップしてインストールを続行するには、「Skip」を選択し、[Enter]を押します。


	
「P2V Network Configuration」画面が表示されます。


[image: 「P2V Network Configuration」画面]

クリックするとp2v03.gif画像を拡大表示します



表示されたリストからイーサネット・ドライバを選択します。

コンピュータでDHCPを使用してIPアドレスを割り当てる場合は、「Automatically obtain via DHCP」を選択します。

コンピュータで静的IPアドレスを使用する場合は、「Manually configure」を選択して、コンピュータのIPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、ドメインおよびネームサーバーを入力します。

「OK」を選択し、[Enter]を押します。


	
ディスクの選択画面が表示されます。


[image: 「Disk selection」画面。]



コンピュータ上で、ゲスト・イメージに含めるディスク・パーティションを選択します。「OK」を選択し、[Enter]を押します。


	
「Other parameters for VM」画面が表示されます。


[image: 「Other parameters for VM」画面]

クリックするとp2v05.gif画像を拡大表示します



ゲスト・イメージについて、次の情報を入力します。


	
VM(ゲスト)名


	
VM(ゲスト)メモリー


	
仮想CPUの数


	
コンソールのパスワード。これは必要なくなりましたが、値を入力する必要があります。






「OK」を選択し、[Enter]を押します。


	
セキュアなWebサーバー(HTTPS)が起動されます。コンピュータのIPアドレス、およびWebサーバーを使用できるポート番号が表示されます。


[image: 「Web server」画面。IPアドレスおよびポート番号を表示します。]



別のコンピュータでWebブラウザを開き、P2Vユーティリティを実行しているコンピュータに表示される情報を使用して作成したURLを、たとえば次のように入力します。

https://192.168.2.6/

これがHTTPs接続用のデフォルトのポート番号であるため、ポート番号を入力する必要はありません。P2Vユーティリティで作成したファイルを含むディレクトリのリストが表示されます。次の手順で仮想マシンをOracle VM Managerにインポートするときにvm.cfgおよび*.imgファイルのURLを使用するため、それらを書き留めます。


[image: この図は、P2Vユーティリティを実行しているコンピュータのディレクトリのリストを示します。]



Oracle VM Managerにログインし、テンプレートのインポート機能を使用してゲストをインポートします。ゲストをインポートする場合は、次の例のとおり、「Import Template」ダイアログの「Template URLs」フィールドの新しい行に、各仮想ディスク・イメージおよび仮想マシン構成ファイルのURLを追加する必要があります。

https://192.168.2.6/System-sda.img

https://192.168.2.6/vm.cfg


[image: P2Vユーティリティを使用する際に入力する仮想マシンのURLが表示されている「Import Template」ダイアログ・ボックス。]



テンプレートのインポートの詳細は、7.5.3.2項「仮想マシン・テンプレートのインポート」を参照してください。


	
仮想マシン・テンプレートがリポジトリに追加されたら、ホスト・コンピュータ上のP2Vユーティリティを終了する必要があります。[Ctrl]を押しながら[C]を押して、コンピュータ上のP2Vユーティリティを終了します。Oracle VM ServerのCD-ROMをCD-ROMドライブから取り出します。コンピュータを再起動します。






ゲスト・イメージが作成され、ハードウェア仮想化仮想マシン・テンプレートとしてリポジトリで使用できます。







8.1.2 kickstartファイルによるP2Vユーティリティの使用







kickstartファイルを使用すると、P2Vユーティリティによる物理コンピュータのゲスト・イメージの作成を自動化できます。kickstartファイルを使用してP2Vユーティリティを実行すると、ユーザーが介入する必要はありません。kickstartファイルにパラメータが不足している場合は、入力を求めるプロンプトが表示されます。

P2V kickstartファイルを使用するには、P2Vの構成オプションおよびパラメータを使用してファイルを作成し、そのファイルをkickstartサーバーに配置する必要があります。kickstartサーバーを使用可能にするには、NFS、FTPまたはHTTPを使用します。kickstartサーバーの設定方法は、標準のOracle LinuxまたはRed Hat kickstartサーバーと同じですが、このマニュアルの対象外です。

次に示すP2V kickstartファイルの例では、このファイルが起動されると、DHCPを使用してIPアドレスを取得したネットワーク・デバイスeth0を介して、ゲスト・イメージがOracle VM Managerのインスタンスに送信されます。


p2v
cdrom
lang en_US.UTF-8
keyboard us
target --ovmmanager
network --device eth0 --bootproto dhcp
diskimage --device /dev/sda --type IDE
vm_options --name myGuest --mem 1024 --vcpus 1 --consolepasswd mypassword


P2V kickstartファイルのオプションおよびパラメータの詳細は、付録A「P2Vのパラメータ」を参照してください。


kickstartファイルを使用したP2Vユーティリティの実行によってコンピュータのOracle VM仮想マシン・イメージを作成するには、次の手順を実行します。

	
P2V kickstartファイルを作成し、kickstartサーバーにコピーします。


	
イメージを作成するコンピュータのCD-ROMドライブにOracle VM ServerのCD-ROMを挿入します。


	
Oracle VM ServerのCD-ROMが挿入されているコンピュータを再起動します。


	
「Oracle VM Server」画面が表示されます。boot:プロンプトで、p2vと入力し、kickstartファイルのプロトコルおよび場所を入力します。たとえば、http://example.comというHTTPサーバーでks.cfgというkickstartファイルを使用するには、次を入力します。


p2v ks=http://example.com/mypath/ks.cfg


[Enter]を押します。


	
kickstartファイルにパラメータが不足している場合は、入力を求めるプロンプトが表示されます。


	
kickstartファイルに、ゲスト・イメージをOracle VM Managerにインポートするディレクティブが含まれている場合は、セキュアなWebサーバー(HTTPS)が起動されます。画面にコンピュータのIPアドレス、およびWebサーバーを使用できるポート番号が表示されます。Oracle VM Managerへのログインおよびテンプレートのインポート機能を使用したゲストのインポートの詳細は、8.1.1項「P2Vユーティリティの使用方法」を参照してください。


	
仮想マシン・テンプレートがリポジトリに追加されたら、ホスト・コンピュータ上のP2Vユーティリティを終了する必要があります。[Ctrl]を押しながら[C]を押して、コンピュータ上のP2Vユーティリティを終了します。Oracle VM ServerのCD-ROMをCD-ROMドライブから取り出します。コンピュータを再起動します。






ゲスト・イメージが作成され、ハードウェア仮想化仮想マシン・テンプレートとしてリポジトリで使用できます。
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この付録には物理マシンから仮想マシンへの変換(P2V)ユーティリティに関する情報が含まれており、使用方法、構文およびパラメータの詳細が説明されています。









A.1 P2V








	A.1.1 オプション




P2V変換ユーティリティを使用して、コンピュータのオペレーティング・システム(LinuxおよびMicrosoft Windows(tm))およびアプリケーションをOracle VMハードウェア仮想化ゲスト・イメージに変換できます。P2Vユーティリティは、Oracle VM ServerのCDに含まれています。Oracle VM ServerのCDを使用してコンピュータを再起動することによって、P2Vユーティリティにアクセスできます。Oracle VM Serverの起動画面が表示されます。boot:プロンプトで、次を入力します。


p2v


P2V kickstartファイルを使用すると、物理コンピュータのハードウェア仮想化ゲスト・イメージの作成を自動化できます。この項では、P2V kickstartファイルのオプションおよびパラメータについて説明します。

P2Vユーティリティは、コンピュータ上のディスクを仮想ディスク・イメージに変換します。仮想ディスク・イメージは、元のディスク名を使用して、ゲスト上にIDEディスク(hda、hdb、hdc、hddなど)として作成されます。P2V kickstartファイルを使用すると、最大で4つのディスクがゲストに自動的にデプロイされます。それ以上のディスクは、デプロイはされませんが、変換されてゲスト構成ファイル(vm.cfg)に追加されます。ゲストに追加ディスクをデプロイするには、ゲスト構成ファイルを編集し、ディスク・エントリからコメントを削除して、その追加ディスクをSCSIデバイス名(sda、sdb、sdcなど)にマップします。ブート・ディスクは、常にデバイスhdaにマップする必要があります。ゲストのファイルのうち、これらのデバイスを参照しているファイルも変更する必要があります(たとえば、/etc/fstabファイルは/dev/hda1、/dev/sda1などを参照している場合があります)。

P2V kickstartファイルを使用する際は、1つ以上のネットワーク・インタフェースでDHCPを使用する必要があります。これは、P2Vユーティリティを実行しているコンピュータがネットワーク経由でkickstartファイルを読み込む場合に必要です。このネットワーク・インタフェースのネットワーク構成は、kickstartファイルからは変更できません。

kickstartセッションの開始に使用したネットワーク・インタフェース以外のネットワーク・インタフェースを使用して、P2VユーテリティのWebサーバーでリスニングする場合は、そのネットワーク・インタフェースのネットワーク構成(DHCPまたは静的IPアドレス)をkickstartファイルに指定できます。

kickstartファイルを使用してP2Vユーティリティを起動する前に、複数の画面が表示される場合があります。P2Vユーティリティを完全に自動化するため、これらの画面を表示しないようにすることができます。P2Vユーティリティを起動する前に、最大で次の4つの画面が表示されます。


	
「P2V Network Configuration」画面 


	
「Language selection」画面 


	
「Keyboard selection」画面 


	
「Installation source」画面 






これらの画面を表示しないようにする方法の例を次に示します。


例A.1 「P2V Network Configuration」画面の非表示


「P2V Network Configuration」画面を表示しないようにするには、次のように、コマンドラインでイーサネット・デバイスを指定します。


p2v ks=http://example.com/ks.cfg ksdevice=eth0








例A.2 「Language Selection」画面の非表示


「Language selection」画面を表示しないようにするには、次のように、言語のkickstartパラメータを指定します。


lang en_US.UTF-8








例A.3 「Keyboard Selection」画面の非表示


「Keyboard selection」画面を表示しないようにするには、次のように、キーボードのkickstartパラメータを指定します。


keyboard us








例A.4 「Installation Source」画面の非表示


「Installation source」画面を表示しないようにするには、次のように、ソースのkickstartパラメータを指定します。


cdrom








例A.5 P2V Kickstartファイル


次にP2V kickstartファイルの例を示します。


p2v
cdrom
lang en_US.UTF-8
keyboard us
target --ovmmanager
network --device eth0 --bootproto dhcp
diskimage --device /dev/sda --type IDE
vm_options --name myGuest --mem 1024 --vcpus 1 --consolepasswd mypassword











A.1.1 オプション







P2V kickstartファイルでは次のパラメータを使用できます。


	p2v
	
kickstartファイルがP2V変換の自動化を目的としていることを示します。このパラメータは自動化されたP2V変換を実行するために必要であり、install、updateまたはrescueではなく、Oracle VM Serverのboot:プロンプトで指定する必要があります。パラメータは使用しません。







	target [option]
	
ゲスト・イメージの宛先を設定します。

optionパラメータには、次のオプションのみを指定できます。



--ovmmanager


P2VユーティリティをHTTPSサーバー・モードで動作するように設定し、ゲスト・イメージをOracle VM Managerの実行中のインスタンスに転送します。




	diskimage [option...]
	
ゲスト・イメージに含めるディスクを指定します。P2Vユーティリティでは、デバイス・マッパー・ベースのスナップショット機能を使用して、ディスクをsystem-*.imgファイルとしてターゲット・コンピュータにコピーします。P2V kickstartファイル内に複数のdiskimageディレクティブが存在する場合があり、ディレクティブごとにゲスト・イメージにディスク・イメージが作成されます。--deviceパラメータは、イメージ化する必要があるデバイスを示すdiskimageディレクティブとともに使用する必要があります。

optionパラメータは、次に示す1つ以上のオプションで構成されます。



--device path


イメージ化するデバイスです。pathにはデバイスのフルパスを指定します。次に例を示します。


diskimage --device /dev/sda





--type [IDE | SCSI | LVM | MDRAID]


ディスクの種類を設定します。IDE、SCSI、LVMまたはMDRAIDのいずれかである必要があります。デバイス/dev/hda、/dev/hdb、/dev/hdcおよび/dev/hddはIDEである必要があります。デバイス/dev/sd[a-zz]はSCSIである必要があります。論理ボリュームはLVMである必要があります。デバイス/dev/md[a-zz]はMDRAIDである必要があります。次に例を示します。


diskimage --device /dev/hda --type IDE




	network [option...]
	
コンピュータのネットワーク情報を構成します。

optionパラメータは、次に示す1つ以上のオプションで構成されます。



--bootproto [dhcp | bootp | static]


ネットワーク構成を判別する方法を設定します。dhcp、bootpまたはstaticのいずれかである必要があります。デフォルトはdhcpです。bootpおよびdhcpは同様に処理されます。

dhcpでは、次のように、DHCPサーバーを使用して、ネットワーク構成を取得します。


network --bootproto dhcp


staticではすべてのネットワーク情報が必要です。名前が示すとおり、この情報は静的であり、インストール中およびインストール後に使用されます。すべてのネットワーク構成情報を1行に含める必要があるため、静的ネットワークのエントリはより複雑です。次のように、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイおよびネームサーバーを指定する必要があります。


network --bootproto static --ip 10.0.2.15 --netmask 255.255.255.0 
--gateway 10.0.2.254 --nameserver 10.0.2.1



staticの方法には次の制限があります。


	
静的ネットワーク構成情報は、すべてを1行に指定する必要があり、バックスラッシュを使用して行をラップすることはできません。


	
ネームサーバーは1つのみ指定できます。








--ip ipaddress


コンピュータのIPアドレスです。





--gateway ipaddress


デフォルト・ゲートウェイのIPアドレスです。





--nameserver ipaddress


プライマリ・ネームサーバーのIPアドレスです。





--netmask netmask


コンピュータのネットマスクです。




	vm_options [option...]
	
ゲストの構成オプションを設定します。



--name name


ゲストの名前です。





--mem size


ゲストのメモリーの割当て(MB)です。





--vcpus number


ゲストのVCPUの数です。





--consolepasswd password


ゲストのコンソール・パスワードです。次に例を示します。


vm_options --name myGuest --mem 1024 --vcpus 1 
--consolepasswd mypassword
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この章では、ジョブ・フレームワークの使用とOracle VMのトラブルシューティングについて説明します。

詳細は、Oracleがサポートしている次のWebサイトを参照してください。


	
My Oracle Support: http://support.oracle.com


	
Oracle仮想化フォーラム: http://forums.oracle.com/forums/forum.jspa?forumID=823














B.1 ジョブ・フレームワークの使用








	B.1.1 ジョブの概要
	B.1.2 ジョブとリソースのロック
	B.1.3 ロックと複数のユーザー
	B.1.4 ジョブの失敗とロールバック
	B.1.5 ジョブとイベント
	B.1.6 ジョブの状態
	B.1.7 再帰ジョブの管理
	B.1.8 ジョブの開始
	B.1.9 ジョブの中断
	B.1.10 ジョブの失敗原因の特定
	B.1.11 イベント/エラーの確認




Oracle VM Managerは、物理および仮想オブジェクトの構成の柔軟な方法をサポートするジョブ操作フレームワークを使用します。Oracle VM Managerは、ユーザーが個別のジョブを同時に実行する間、仮想環境の正確で一貫性がある表示を維持します。それぞれの構成変更(単一のユーザーによって実行されるトランザクション)はジョブとみなされます。

次の項では、ジョブ、各ジョブの開始および終了時のリソースのロックおよび解除方法、およびジョブの管理方法について説明します。





B.1.1 ジョブの概要







ジョブとは、1つ以上の物理または仮想オブジェクトに影響する構成の変更のことです。ジョブに含めることができるユーザー操作の例は、次のとおりです。


	
サーバー・プールの追加または削除


	
仮想マシンへのVNICの追加






単一のジョブには1つ以上の個々の操作を含めることができます。ジョブの処理中、ジョブに含まれているリソースの左側に黄色のロックが表示されます。







B.1.2 ジョブとリソースのロック








単一のジョブには1つ以上の個々の操作を含めることができます。ジョブの処理中、ジョブに含まれているリソースの左側に黄色のロックが表示されます。

ジョブに関連するオブジェクトは、ジョブが完了または中断されるまで、他のすべてのOracle VM Managerユーザーに対してロックされます。オブジェクトの同じ権限レベルのユーザーのみがロック解除できます。これによって、一貫性のある正確な表示がすべてのユーザーに対して維持されます。

ロックされているオブジェクトの状態は、ロックが解除されるまで確認できません。Oracle VM Managerの状態は、ロックされていないオブジェクトの状態によって常に正確に反映されます。







B.1.3 ロックと複数のユーザー







様々なオブジェクトに対するジョブを実行する場合に、多くの様々なユーザーがジョブを同時に実行することがあります。たとえば、ユーザーAがFinance-Oneサーバー・プールを作成し、Oracle VM Serverを別のサーバー・プールに移動してジョブを開始するとします。同時に、ユーザーBがCommoditiesサーバー・プールのリソースを変更します。各ユーザーには、ジョブの個別のジョブ・ペインがあり、互いのオブジェクトはロックされていると表示されます。オブジェクトは、ジョブが完了するまでロックされたままになります。

ジョブを完了する前に、ロックを次の2つの方法で解除できます。


	
ロックを開始したユーザーがログアウトする。この操作はユーザーまたはOracle VM Manager管理者が実行できます。


	
Oracle VM Manager管理者が直接操作する。






ジョブが完了するときに、進行状況が「Jobs」タブに表示されます。ジョブが完了すると、すべてのロックが解除されます。







B.1.4 ジョブの失敗とロールバック








ジョブ操作は、「Job」タブに追加されるときに、Oracle VM Managerによって検証されます。操作の失敗によって次が発生します。


	
ジョブは取り消されます。


	
ジョブによって指定されたすべての操作は取り消されます。


	
Oracle VM Managerの状態は、ジョブ開始以前の状態にロールバックされます。


	
操作のすべてのロックは解放されます。












B.1.5 ジョブとイベント








ジョブ操作が失敗すると、1つ以上のイベントが生成され、Oracle VM Managerに表示されます。イベントは、ナビゲーション・ツリーで黄色または赤色のアイコンのフラグが付けられます。エラーをクリアするには、イベントを確認する必要があります。イベントの確認の詳細は、B.1.11項「イベント/エラーの確認」を参照してください。

失敗したイベントの情報を取得するには、「Failed」[image: 「Failed Job」アイコン]をクリックします (「Jobs」タブまたは「Job Summary」ペイン)。







B.1.6 ジョブの状態








「Job」タブにリストされたジョブは表B.1「ジョブの状態」で定義されているのいずれかの状態になることがあります。


表B.1 ジョブの状態


	
ジョブの状態

	
定義


	
「Completed」

	
ジョブは完了しました。


	
「In Progress」

	
ジョブは進行中です。


	
「Aborted」

	
ジョブは中断されました。Oracle VM Managerは以前の状態にロールバックされ、すべてのロックが解除されました。


	
「Failed」

	
ジョブは失敗しました。Oracle VM Managerは以前の状態にロールバックされ、すべてのロックが解除されました。















B.1.7 再帰ジョブの管理








Oracle VM Managerは、再帰ジョブ(リポジトリやファイル・システムのリフレッシュ、Oracle VM ServerのYumの更新など)を定期的に実行します。これらのジョブの設定を表示および編集するには、「Jobs」タブを選択して、「Recurring」サブタブを選択します。

再帰ジョブは表B.2「再帰ジョブ」にリストされています。


表B.2 再帰ジョブ


	
再帰ジョブ

	
定義


	
Refresh Repositories' File System Task

	
Oracle VM Managerは、ファイル・システムの変更と同期を維持するために、Oracle VM Managerが所有するリポジトリを含んでいるすべてのファイル・システムに対してリフレッシュ操作を実行します。Refresh Repositories' File System Taskでは、ファイル・システムがロックされる時間が最小化されます。ファイル・システム・サイズまたは空きサイズが変更すると、この変更はリポジトリ内に反映され、ファイル・システムのサイズがOracle VM Managerユーザー・インタフェース内に表示されます。このジョブのデフォルト設定は、1時間の間隔で無効化されます。


	
Yum Update Checker Task

	
Yum Update Checker Taskは、Oracle VM Managerで認識される所有するすべてのOracle VM Serverが、YUMリポジトリで使用可能な最新版であることを定期的に確認します。このジョブのデフォルト設定は、6時間の間隔で有効化されます。











再帰ジョブを編集するには、次の手順を実行します。

	
「Jobs」タブを選択して、「Recurring」サブタブを選択します。


	
「Recurring Jobs」表でジョブを選択します。


	
「Edit」をクリックします[image: 「Edit」アイコン] (ツールバー)。


	
「Edit Recurring Job: job_name」ダイアログ・ボックスが表示されます。必要に応じて再帰ジョブを編集して、「OK」をクリックします。












B.1.8 ジョブの開始








Oracle VM Managerで変更を行うと、ジョブが開始します。実行した各変更は、別々の操作として「Job Summary」ペインに表示されます。仮想マシンの名前の変更など、ジョブ操作は、比較的小さなアクションである場合があります。新しいネットワークまたはストレージ・デバイスの作成など、操作の有効範囲がより広い場合もあります。これらのアクションのどれを実行しても、Oracle VM Managerの構成は変更されます。新しいジョブが開始されると、ジョブの進捗状況を示すために、ジョブについての情報が管理ペインの下部にある「Job Summary」ペインに表示されます。







B.1.9 ジョブの中断








ジョブが実行中であるか、完了に失敗した場合、取り消すためにジョブを中断できます。たとえば、仮想マシンまたはOracle VM Serverが応答しない状態になったり、開始リクエストまたは停止リクエストへの応答に失敗する場合があります。適切なアクションはジョブを中断することです。管理者は、すべてのユーザーのジョブを中断できます。

ジョブを中断する場合、キューに入っているすべての操作はジョブ開始以前の状態にロールバックされます。オブジェクトの名前の変更など、一部のジョブ操作はすぐに完了します。仮想マシンで使用されるメモリーの調節など、他の操作は、より長くかかります。

ジョブを中断するには2つの方法があります。


	
「Jobs」タブの使用


	
「Job Summary」ペインの使用






ジョブを中断するための両方のプロシージャを次に示します。


「Jobs」タブを使用してジョブを中断するには、次の手順を実行します。

	
「Jobs」タブを選択します。


	
「Jobs」表で1つ以上のジョブを選択します。


	
「Abort Job」[image: 「Abort Job」アイコン]をクリックします (ツールバー)。


	
「Abort Job Confirmation」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしてジョブを中断します。







「Job Summary」ペインを使用してジョブを中断するには、次の手順を実行します。

	
「Job Summary」ペインでジョブを選択します。


	
「Abort」列の「Abort」をクリックします。


	
「Abort Job Confirmation」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックしてジョブを中断します。












B.1.10 ジョブの失敗原因の特定







ジョブが成功する場合、それに関連付けられているすべての操作はOracle VM Managerで実行されています。「Job Succeeded」メッセージが「Job Progress」領域に表示されます。

ジョブが失敗する場合、Oracle VM Managerの状態はジョブ開始以前の状態に戻ります。「Details」をクリックして、ジョブのすべての操作の詳細を参照してください。

仮想マシンが開始または停止するたびにジョブがハングまたは進行中のままになる場合があります。仮想マシンは様々な理由で応答しない状態になり、結果として開始または停止リクエストへの応答に失敗することがあります。この場合の適切なアクションはジョブを中断することです。たとえば、無効なネットワークURLを指定したPXEタイプの起動を使用してPVM仮想マシンを起動すると、仮想マシンのステータスが進行中のままになります。これを解決するには、仮想マシンの起動ジョブを強制終了します。仮想マシンを編集し、正しいURLを指定します。







B.1.11 イベント/エラーの確認








オブジェクトで関連付けられているエラー・イベントが発生した場合、そのイベントを確認してエラーをクリアし、オブジェクトを通常操作に戻す必要があります。たとえば、Oracle VM Serverまたは仮想マシンの状態が「Stopped (Error)」と認識されている場合にこの処理が発生します。エラーになっているオブジェクトには、ナビゲーション・ツリーで赤色のアイコンのフラグが付けられます。Oracle VM Server、仮想マシン、リポジトリおよび記憶域オブジェクトでは、それぞれに関連付けられたエラー・イベントが発生する可能性があります。エラーのクリア方法およびオブジェクトを正常操作に戻す方法を次に示します。


Oracle VM Serverのエラー・イベントを確認するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーでOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Events」を選択します。


	
エラー・イベントを選択して「Acknowledge」[image: 「Acknowledge」アイコン]をクリックするか、 「Acknowledge All」 [image: 「Acknowledge All」アイコン]をクリックして、 すべてのエラーをクリアします。







仮想マシンのエラー・イベントを確認するには、次の手順を実行します。

	
「Servers and VMs」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、サーバー・プールまたは仮想マシンが存在するOracle VM Serverを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Virtual Machines」を選択します。


	
管理ペインの表で仮想マシンを選択します。「Display Selected VM Events...」をクリックします[image: 「Display Selected VM Events...」アイコン]。


	
「Events」ダイアログ・ボックスが表示されます。エラー・イベントを選択して「Acknowledge」[image: 「Acknowledge」アイコン]をクリックするか、 「Acknowledge All」 [image: 「Acknowledge All」アイコン]をクリックして、 すべてのエラーをクリアします。「Close」をクリックします。







記憶域リポジトリのエラー・イベントを確認するには、次の手順を実行します。

	
「Repositories」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーでリポジトリを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Events」を選択します。


	
エラー・イベントを選択して「Acknowledge」[image: 「Acknowledge」アイコン]をクリックするか、 「Acknowledge All」 [image: 「Acknowledge All」アイコン]をクリックして、 すべてのエラーをクリアします。







記憶域のエラー・イベントを確認するには、次の手順を実行します。

	
「Storage」タブをクリックします。


	
ナビゲーション・ツリーで、「File Servers」、「SAN Servers」または記憶域サーバーを選択します。


	
管理ペインの「Perspective」ドロップダウン・リストから「Events」を選択します。


	
エラー・イベントを選択して「Acknowledge」[image: 「Acknowledge」アイコン]をクリックするか、 「Acknowledge All」 [image: 「Acknowledge All」アイコン]をクリックして、 すべてのエラーをクリアします。


















B.2 Oracle VM Serverのトラブルシューティング
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この項では、Oracle VM Serverの使用時に発生する可能性があるいくつかの問題およびその解決方法について説明します。

Oracleサポート・サービスに問合せが必要な場合、この項で説明するログ・ファイルの提供を求められます。各Oracle VM構成要素の正確なバージョンを提供する必要がある場合もあります。Oracle VM Managerのバージョンを確認するには、「Help」メニューをクリックし、次に「About」をクリックします。Oracle VM ServerおよびOracle VM Agentのバージョンを確認するには、6.10.15項「Oracle VM Serverオペレーティング・システム情報および制御ドメインの表示」を参照してください。





B.2.1 デバッグ・ツール








	B.2.1.1 Oracle VM Serverのディレクトリ
	B.2.1.2 Oracle VM Serverのログ・ファイル
	B.2.1.3 Oracle VM Serverのコマンドライン・ツール




仮想マシンの作成に失敗した場合、Oracle VM Serverのログ・ファイルを確認し、コマンドライン・ツールを使用して問題の原因を特定してください。Oracle VM Serverの問題をトラブルシューティングする際に使用する多くの便利なコマンドライン・ツールや、確認する必要のある重要なディレクトリおよびログ・ファイルがあります。この項では、次の内容を説明します。


	
Oracle VM Serverのディレクトリ


	
Oracle VM Serverのログ・ファイル


	
Oracle VM Serverのコマンドライン・ツール










B.2.1.1 Oracle VM Serverのディレクトリ







表B.3「Oracle VM Serverのディレクトリ」に、Oracle VM Serverの問題をトラブルシューティングする際に確認する必要がある重要なOracle VM Serverのディレクトリを示します。


表B.3 Oracle VM Serverのディレクトリ


	
ディレクトリ

	
目的


	
/etc/xen

	
Oracle VM Serverデーモンと仮想化ゲストのOracle VM Server構成ファイルを含みます。


	
/etc/xen/scripts

	
ネットワーク関連スクリプトを含みます。


	
/var/log

	
Oracle VM Agentのログ・ファイルのovs-agent.logを含みます。

仮想マシン・ライフ・サイクル・イベントを記録するovmwatch.logを含みます。

リモートVNCコンソール・アクセスを記録し、Oracle VM Managerとのすべての通信を記録するovm-consoled.logを含みます。


	
/var/log/xen

	
Oracle VM Serverのログ・ファイルを含みます。


	
/var/log/messages

	
Oracle VM Serverのメッセージを含みます。















B.2.1.2 Oracle VM Serverのログ・ファイル








表B.4「Oracle VM Serverのログ･ファイル」に、Oracle VM Serverの問題をトラブルシューティングする際に確認する必要があるOracle VM Serverのログ・ファイルを示します。


表B.4 Oracle VM Serverのログ・ファイル


	
ログ・ファイル

	
目的


	
xend.log

	
Oracle VM Serverデーモンのすべてのアクションのログを含みます。アクションは、通常の条件またはエラー条件です。このログ・ファイルには、xm logコマンドによる出力と同じ情報が含まれます。このファイルは/var/log/xenディレクトリにあります。


	
xend-debug.log

	
Oracle VM Serverデーモンのアクションの詳細ログを含みます。このファイルは/var/log/xenディレクトリにあります。


	
xen-hotplug.log

	
ホットプラグ・イベントのログを含みます。デバイスまたはネットワーク・スクリプトが起動しない、または使用できない場合、ホットプラグ・イベントがログに記録されます。このファイルは/var/log/xenディレクトリにあります。


	
qemu-dm.pid.log

	
各ハードウェア仮想化ゲストのログを含みます。このログは、quemu-dmプロセスによって作成されます。psコマンドを使用してpid(プロセス識別子)を検索し、これをファイル名に置き換えます。このファイルは/var/log/xenディレクトリにあります。


	
ovs-agent.log

	
Oracle VM Agentのログを含みます。このファイルは/var/log/ディレクトリにあります。


	
osc.log

	
Oracle VM Storage Connectプラグインのログを含みます。このファイルは/var/log/ディレクトリにあります。


	
ovm-consoled.log

	
Oracle VM仮想マシン・コンソールのログを含みます。このファイルは/var/log/ディレクトリにあります。


	
ovmwatch.log

	
Oracle VM監視デーモンのログを含みます。このファイルは/var/log/ディレクトリにあります。















B.2.1.3 Oracle VM Serverのコマンドライン・ツール








表B.5「Oracle VM Serverのコマンドライン・ツール」に、Oracle VM Serverの問題をトラブルシューティングする際に使用する必要があるOracle VM Serverのコマンドライン・ツールを示します。


表B.5 Oracle VM Serverのコマンドライン・ツール


	
コマンドライン・ツール

	
目的


	
xentop

	
Oracle VM Serverおよびドメインのリアルタイム情報を表示します。


	
xm dmesg

	
ハイパーバイザのログ情報を表示します。


	
xm log

	
Oracle VM Serverデーモンのログ情報を表示します。










Oracle VM Serverの組込みユーティリティとは異なる、追加のOracle VMコマンドライン・ユーティリティのセットをダウンロードできます。これらのOracle VMユーティリティは、Oracle VM環境のOracle VM Serverおよび仮想マシンでの一連の基本的な管理タスクの実行が可能なコマンドライン・スクリプトのコレクションです。これらのユーティリティは、特定の操作を迅速にまたは繰り返し行う必要のある管理者にとって特に便利です。コマンドライン・スクリプトを使用することで、これらのタスクをすばやく簡単に実行できます。これらのユーティリティの詳細は、『Oracle VMユーティリティ・ガイド』を参照してください。









B.2.2 DHCPの使用








Oracle VM Serverは、静的IPアドレスのコンピュータにインストールすることをお薦めします。コンピュータでDHCPを使用する場合は、DHCPサーバーを構成して静的DHCPアドレスを割り当てる必要があります。これによって、ホストは常に同じIPアドレスを受信できます。DHCPのリース期間によってIPアドレスが変わる可能性のある環境で使用すると、Oracle VM Serverホストの動作が不確定になります。







B.2.3 ゲストのクロックの設定








準仮想化ゲストが、NTPD(ネットワーク・タイム・プロトコル・デーモン)などを使用して、固有のシステム・クロック管理を実行するか、または、ハイパーバイザが、すべてのゲストのシステム・クロック管理を実行します。

/etc/sysctl.confファイルのxen.independent_wallclockパラメータを1に設定すると、固有のシステム・クロックを管理するために準仮想化ゲストを設定できます。次に例を示します。


"xen.independent_wallclock = 1"


ハイパーバイザを設定して準仮想化ゲストのシステム・クロックを管理する場合、xen.independent_wallclockを0に設定します。ゲストの時間の設定または変更の処理は失敗します。

/procファイルの設定を一時的に変更できます。次に例を示します。


"echo 1 > /proc/sys/xen/independent_wallclock"



注意

この設定は、ハードウェア仮想化ゲストに適用されません。









B.2.4 wallclock時刻のずれの問題








ゲストのインストール後に特定のオペレーティング・システム・バリアントのブート・ローダー(grub.conf)構成ファイルに追加のパラメータが必要になる場合があります。特に、最適かつ正確なクロックには、Linuxゲスト・ブート・パラメータを指定して、pitクロック・ソースを使用する必要があります。ほとんどのゲストにclock=pit nohpet nopmtimerを追加することで、ゲストのクロック・ソースとしてpitが選択されます。Oracle VM用に公開されているテンプレートには、これらの追加パラメータが含まれます。

仮想時間を正確に保守することは困難です。様々なパラメータが仮想時間の管理と補完のチューニングを行いますが、ゲスト内で実行されるntp時間サービスの代わりにはなりません。ntpdサービスが実行され、/etc/ntpd.conf構成ファイルが有効な時間サーバーを示していることを確認してください。







B.2.5 マウス・ポインタ追跡の問題







マウス・ポインタがハードウェア仮想化ゲストのVNC Viewerセッションのカーソルを追跡しない場合、次を/etc/xen/xend-config.sxpのOracle VM Server構成ファイルに追加して、デバイス・モデルで絶対(タブレット)座標が使用されるようにします。


usbdevice='tablet'


変更を有効にするには、Oracle VM Serverを再起動します。サーバー・プールのOracle VM Serverごとに、これを実行する必要がある場合があります。







B.2.6 ハードウェア仮想化ゲストの停止







ハードウェア仮想化ゲストを実行すると、  QEMUプロセス(qemu-dm)のメモリー使用量が特に負荷の高いI/Oで大幅に増加する可能性があります。このため、メモリーが不足してハードウェア仮想化ゲストが停止する場合があります。ゲストが停止した場合は、dom0のメモリーの割当てを(たとえば、512MBから768MBに)増加します。







B.2.7 大規模なハードウェア仮想化ゲストの移行はCPUソフト・ロックになる







SUN FIRE X4170 M2サーバーなどの一部のハードウェアでは、ハードウェア仮想化を使用して非常に大規模な仮想マシンを移行すると、仮想マシンが応答しない状態になるソフト・ロックアップになる場合があります。このロックは、移行により仮想マシンのカーネルがクロック・ソースを失った場合に起こります。仮想マシンのコンソールにアクセスすると、次のような一連のエラー・メッセージが表示されます。


BUG: soft lockup - CPU#0 stuck for 315s! [kstop/0:2131]


これを解決するには、仮想マシンを再起動し、HVMゲスト・カーネル・コマンドラインにclocksource=jiffiesオプションを追加し、再度仮想マシンを再起動する必要があります。


重要

このオプションは、実際にCPUソフトロックになったHVMゲスト・システムにのみ使用する必要があります。









B.2.8 ハードウェア仮想化ゲスト・デバイスが正常に動作しない







サウンド・カードなどの一部のデバイスがハードウェア仮想化ゲストで正常に動作しない場合があります。ハードウェア仮想化ゲストでは、物理メモリー・アドレスを必要とするデバイスが、代替として仮想化されたメモリー・アドレスを使用するため、正しくないメモリー位置の値が設定される可能性があります。これは、ハードウェア仮想化ゲストではDMA(ダイレクト・メモリー・アクセス)が仮想化されるためです。

ハードウェア仮想化ゲストのオペレーティング・システムは、アドレス0以上のメモリーにロードされます。これは、最初にロードされるハードウェア仮想化ゲストに対してのみ実行されます。Oracle VM Serverは、メモリー・アドレス0を割り当てられたメモリーのサイズに仮想化しますが、ゲスト・オペレーティング・システムは、実際には別のメモリー位置にロードされます。違いがシャドウ・ページ・テーブルで修正されますが、オペレーティング・システムはこれを認識しません。

たとえば、100MBのアドレスでMicrosoft Windows(tm)を実行しているハードウェア仮想化ゲストのメモリーに音声がロードされると、目的の音声ではなく、サウンド・カードによってガベージが生成されることがあります。これは、実際の音声が100MB+256MBの位置でロードされるためです。サウンド・カードは100MBのアドレスを受け取りますが、実際は256MBの位置です。

コンピュータのメモリー管理単位のIOMMU(I/Oメモリー管理ユニット)では、仮想アドレスと物理アドレスをマッピングし、ハードウェア仮想化ゲストからハードウェアに直接アクセスできるようになるため、この問題はなくなります。







B.2.9 ファイアウォールでのNFSアクセスのブロック








Oracle VM Serverは、デフォルトで外部コンピュータ(またはゲスト)からのNFSアクセスをブロックします。このため、NFS接続を使用してゲストを作成する場合に問題が発生することがあります。これを解決するには、次のコマンドでファイアウォールを無効にします。


# service iptables stop







B.2.10 仮想マシンの移行







同等ではないハードウェアを使用するコンピュータの仮想マシンは移行できません。仮想マシンを移行するには、同じ型および同じモデルのハードウェアおよび同じCPUファミリのCPUを使用する必要があります。また、同じリリース番号のOracle VM Serverも必要です。













B.3 Oracle VM Managerのトラブルシューティング
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この項では、Oracle VM Managerの使用時に発生する可能性があるいくつかの問題およびその解決方法について説明します。





B.3.1 デフォルトのUI動作の変更








	B.3.1.1 ログイン画面でOracle VM ManagerサーバーURIを表示できない
	B.3.1.2 タイムアウトのためストレージ・サーバーの検索時にファイル・システムが見つからない





この項では、Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの動作の構成に対して可能な変更について説明します。





B.3.1.1 ログイン画面でOracle VM ManagerサーバーURIを表示できない








「showLoginCoreServerUri」のデフォルト値がfalseに設定されている可能性があります。Oracle VM Managerの「Tools and Resources」タブの「Preferences Pane」にある「Show Management Server URI」チェック・ボックスを選択します。

Oracle VM Manager UIのプリファレンスの詳細は、3.10項「デフォルトのUI動作の変更」を参照してください。







B.3.1.2 タイムアウトのためストレージ・サーバーの検索時にファイル・システムが見つからない








使用可能なファイル・システムが大量にあるストレージ・サーバーでは、使用可能なファイル・システムのリストのリフレッシュ中にUIがタイムアウトし、「No File Systems Available」のメッセージが表示される場合があります。これは通常、UIがリフレッシュする必要のあるファイル・システムの数に対して、タイムアウト値の設定が低すぎることを意味します。Oracle VM Managerユーザー・インタフェースの「Tools and Resources」タブの「Preferences Pane」にある「Refresh Timeout Value」の設定を変更します。

Oracle VM Manager UIのプリファレンスの詳細は、3.10項「デフォルトのUI動作の変更」を参照してください。









B.3.2 ログ・ファイル








Oracle VM Managerのエラー・メッセージは、ユーザー・インタフェース、「Jobs」タブおよびオブジェクトの「Events」リストに表示され、さらにログ・ファイルでも確認できます。ログ・ファイルは、Oracle VM Managerホスト・コンピュータの次のディレクトリに格納されます。

/u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/logs

ここには、次のいくつかの関連ファイルがあります。


	
access.log: Oracle VM ManagerのWebインタフェースおよび基礎となるWebLogic HTTPインタフェースへのHTTPアクセスを追跡するのに使用されます。このログは、アクセス問題のデバッグおよびOracle VM Managerへのアクセスの監査を目的とする、Oracle VM Manager内のアクセスとHTTP操作の追跡に使用できます。


	
AdminServer.log: 基礎となるWebLogicフレームワーク内のイベント(Oracle VM Managerによってトリガーされるイベントを含む)を追跡するために使用されます。このログは、Oracle VM Manager内の様々な問題(TLS/SSL証明書の問題、サーバーの可用性の問題、Oracle VM Manager内で実行されるすべてのアクションを含む)の追跡に使用することができ、通常、これらの問題は文字列「com.oracle.ovm.mgr」を含む項目の検索で特定できます。(不正な資格証明とは対照的に)ロックされたアカウントが原因のログイン障害も、このファイルに格納されます。


	
AdminServer-diagnostic.log: 基礎となるWebLogicフレームワーク内の例外(不正な資格証明が原因のログイン障害など、Oracle VM Managerによってトリガーされる特定のイベントを含む)の追跡に使用されます。このログは、結果として例外またはログイン障害になったOracle VM Managerの動作の追跡に対して使用でき、これらは文字列「An incorrect username or password was specified」の検索により追跡できます。






ログ・ファイル形式はWebLogicによって決定されるため、これらのファイルの多くは読取りが困難な場合があります。実際のログ・ファイルから役立つ情報を抽出するために、Oracle VM Managerにはログ解析ツールが含まれています。ログ解析ツールの名前はOvmLogTool.pyであり、次の場所にあります。

/u01/app/oracle/ovm-manager-3/ovm_shell/tools

OvmLogTool.pyは、次の3つの役立つ処理を行うことができます。


	
すべてのAdminServerログ・ファイルを、より判読性の高い1つのファイルに変換して組み合わせます。


	
エラーのみをリストする、フィルタ処理されたサマリー・ログ・ファイルを作成します。


	
AdminServerログを処理し、オンザフライでフィルタ処理を適用します。






通常、ログの分析は、エラー・サマリー・ログの生成によって開始されます。サマリー・ファイルは、フィルタ処理されたファイルの索引として機能し、エラーの調査と分析を行うことが可能であり、詳細調査が必要となる可能性のある各エラーのタイムスタンプおよび短いサマリーを提供します。サマリー・ログ・ファイルを生成するには、次の手順を実行します。


# python OvmLogTool.py -s -o summary
processing input file: /u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/
  logs/AdminServer.log00001
processing input file: /u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/
  logs/AdminServer.log


これにより、summaryという名前のファイルがローカル・ディレクトリに生成されます。これを使用して、Oracle VM Manager内で発生したエラーを検索できます。

Oracle VM Manager内のすべてのイベントおよびエラーの完全なログを取得するには、次の手順を実行します。


# python OvmLogTool.py -o filteredlog
processing input file: /u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/
  logs/AdminServer.log00001
processing input file: /u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/
  logs/AdminServer.log


これにより、filteredlogという名前のファイルがローカル・ディレクトリに生成されます。これを使用して、Oracle VM Manager内で発生したすべてのイベントを検索できます。

最後に、OvmLogTool.pyを使用して、ログの処理中にオンザフライで結果をフィルタ処理できます。


# python OvmLogTool.py -t
tailing log file: /u01/app/oracle/ovm-manager-3/machine1/base_adf_domain/servers/AdminServer/
  logs/AdminServer.log


ログ・ファイルの処理が完了した後、[Ctrl]を押しながら[C]を使用してプログラムを終了します。







B.3.3 コマンドライン・ツール







Oracle VMコマンドライン・ユーティリティのセットをダウンロードできます。これらのOracle VMユーティリティは、Oracle VM環境のOracle VM Serverおよび仮想マシンでの一連の基本的な管理タスクの実行が可能なコマンドライン・スクリプトのコレクションです。これらのユーティリティは、特定の操作を迅速にまたは繰り返し行う必要のある管理者にとって特に便利です。コマンドライン・スクリプトを使用することで、これらのタスクをすばやく簡単に実行できます。これらのユーティリティの詳細は、『Oracle VMユーティリティ・ガイド』を参照してください。

また、ユーザー・インタフェースの機能を反映したOracle VM Managerへのコマンドライン・インタフェースを使用して、Oracle VM環境への非定型でスクリプト化されたプログラムによるアクセスを有効化することもできます。コマンドライン・インタフェースの詳細は、Oracle VMコマンドライン・インタフェース・ユーザーズ・ガイドを参照してください。







B.3.4 仮想マシン・コンソールを起動できない







Oracle VM Managerの仮想マシン・コンソールを起動するとエラーが表示される場合、Oracle VM Managerホスト・コンピュータにVNC Viewerをインストールしていない可能性があります。この問題を解決するには、Oracle VM Managerホスト・コンピュータにVNC Viewerをインストールします。詳細は、仮想マシン・コンソール・ユーティリティのインストールと構成に関する説明を参照してください。

Oracle VM Managerユーザー・インタフェースにアクセスするクライアントにVNC Viewerをインストールすることもできます。クライアントにVNC Viewerがない場合でも、この問題が発生しないように、Oracle VM Managerホスト・コンピュータにVNC Viewerをインストールすることをお薦めします。







B.3.5 インストール・メディアから仮想マシンを作成できない







「Error: There is no server supporting hardware virtualization in the selected server pool.」というメッセージが表示されます。

この問題を解決するために、Oracle VM Serverがハードウェア仮想化をサポートしていることを確認します。

確認するには、次の手順を実行します。


	
次のコマンドを実行して、ハードウェア仮想化がCPUでサポートされているかどうかを確認します。


# cat /proc/cpuinfo |grep -E 'vmx|smx'


vmxまたはsmxを含む情報が表示される場合、CPUはハードウェア仮想化をサポートしています。返されるメッセージの例は、次のとおりです。


flags : fpu tsc msr pae mce cx8 apic mtrr mca cmov pat pse36 clflush dts acpi mmx fxsr 
sse sse2 ss ht tm pbe nx lm constant_tsc pni monitor ds_cpl vmx est tm2 cx16 xtpr lahf_lm



注意

Linux 2.6.15 (Intel®)およびLinux 2.6.16 (AMD)以降、/proc/cpuinfoコマンドは仮想化機能のみを示します。カーネルのバージョンを問い合せるには、uname -rコマンドを使用します。




	
BIOSのハードウェア仮想化が有効になっていることを確認します。


	
次のコマンドを実行して、オペレーティング・システムがハードウェア仮想化をサポートしているかどうかを確認します。


# xm info |grep hvm


返されるメッセージの例は、次のとおりです。


xen_caps : xen-3.0-x86_64 xen-3.0-x86_32p hvm-3.0-x86_32 hvm-3.0-x 






CPUでハードウェア仮想化がサポートされていない場合は、準仮想化の方法を使用して仮想マシンを作成してください。詳細は7.7項「仮想マシンの作成」を参照してください。







B.3.6 仮想マシンのCDを変更できない







仮想マシンのCDを変更するには、次の手順を実行します。


	
最初のCDをアンマウントします。


# umount mount-point


	
2番目のISOファイルを選択し、「Change CD」をクリックします。


	
2番目のCDをマウントします。


# mount /dev/cdrom mount-point












B.3.7 Oracle VM 2.xテンプレートからの仮想マシンのクローニングが保留中のままである







Oracle VM 2.xテンプレートから仮想マシンを作成する場合、クローン・ジョブは失敗し、次のエラーが表示されます。


OVMAPI_9039E Cannot place clone VM: template_name.tgz, in Server Pool: server-pool-uuid.
That server pool has no servers that can run the VM.


これは、仮想マシンの構成ファイルのvif = ['bridge=xenbr0']エントリとのネットワーク構成の不一致が原因です。

この問題を解決するには、仮想マシン・テンプレートの既存のネットワークを削除し、仮想マシン・ロールを持つ有効なネットワークで置換します。クローン・ジョブを開始すると、仮想マシン・クローンが作成されます。または、テンプレートの既存のネットワークをすべて削除し、クローン・ジョブを再開し、クローン・ジョブの完了後に任意のネットワークに追加します。
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この付録では、Oracle VMの一部として含まれているサード・パーティ・ソフトウェア製品のソフトウェア・ライセンスを説明します。









C.1 Apache MINA SSHD







Oracle VM Managerには、Apache MINA SSHDが含まれています。

Apache MINA SSHD

Copyright 2008-2011 The Apache Software Foundation

この製品には、The Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)によって開発されたソフトウェアが含まれています。

この製品には、ソフトウェアSLF4J (www.slf4j.org)が含まれています。

Copyright (c) 2004-2008 QOS.ch All rights reserved.

この製品には、ソフトウェアThe Legion Of The Bouncy Castle (http://www.bouncycastle.org)が含まれています。

Copyright (c) 2000 - 2006 The Legion Of The Bouncy Castle (http://www.bouncycastle.org)

Apache License Version 2.0 (「ライセンス」)に従わない場合は、これらのファイルを使用することができない場合があります。

ライセンスのコピーは、http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0から入手できます。ライセンスのコピーは次の条件で複製することができます。

適用法により求められた場合、または書面をもって同意された場合を除き、ライセンスに基づいて配布されたソフトウェアは、明示的、黙示的を問わず一切の保証または条件なしに「現状のまま」で提供されています。

特定の言語下のライセンス許諾事項および制限事項については、ライセンスを確認してください。

Apache MINA SSHDライセンス


                               Apache License
                           Version 2.0, January 2004
                        http://www.apache.org/licenses/

   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

   1. Definitions.

      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction,
      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by
      the copyright owner that is granting the License.

      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all
      other entities that control, are controlled by, or are under common
      control with that entity. For the purposes of this definition,
      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the
      direction or management of such entity, whether by contract or
      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the
      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity
      exercising permissions granted by this License.

      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications,
      including but not limited to software source code, documentation
      source, and configuration files.

      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical
      transformation or translation of a Source form, including but
      not limited to compiled object code, generated documentation,
      and conversions to other media types.

      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or
      Object form, made available under the License, as indicated by a
      copyright notice that is included in or attached to the work
      (an example is provided in the Appendix below).

      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object
      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the
      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications
      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes
      of this License, Derivative Works shall not include works that remain
      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of,
      the Work and Derivative Works thereof.

      "Contribution" shall mean any work of authorship, including
      the original version of the Work and any modifications or additions
      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally
      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner
      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of
      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted"
      means any form of electronic, verbal, or written communication sent
      to the Licensor or its representatives, including but not limited to
      communication on electronic mailing lists, source code control systems,
      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the
      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but
      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise
      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity
      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and
      subsequently incorporated within the Work.

   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of,
      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the
      Work and such Derivative Works in Source or Object form.

   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      (except as stated in this section) patent license to make, have made,
      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work,
      where such license applies only to those patent claims licensable
      by such Contributor that are necessarily infringed by their
      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s)
      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You
      institute patent litigation against any entity (including a
      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work
      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct
      or contributory patent infringement, then any patent licenses
      granted to You under this License for that Work shall terminate
      as of the date such litigation is filed.

   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the
      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without
      modifications, and in Source or Object form, provided that You
      meet the following conditions:

      (a) You must give any other recipients of the Work or
          Derivative Works a copy of this License; and

      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices
          stating that You changed the files; and

      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works
          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and
          attribution notices from the Source form of the Work,
          excluding those notices that do not pertain to any part of
          the Derivative Works; and

      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its
          distribution, then any Derivative Works that You distribute must
          include a readable copy of the attribution notices contained
          within such NOTICE file, excluding those notices that do not
          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one
          of the following places: within a NOTICE text file distributed
          as part of the Derivative Works; within the Source form or
          documentation, if provided along with the Derivative Works; or,
          within a display generated by the Derivative Works, if and
          wherever such third-party notices normally appear. The contents
          of the NOTICE file are for informational purposes only and
          do not modify the License. You may add Your own attribution
          notices within Derivative Works that You distribute, alongside
          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided
          that such additional attribution notices cannot be construed
          as modifying the License.

      You may add Your own copyright statement to Your modifications and
      may provide additional or different license terms and conditions
      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or
      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use,
      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with
      the conditions stated in this License.

   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise,
      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work
      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of
      this License, without any additional terms or conditions.
      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify
      the terms of any separate license agreement you may have executed
      with Licensor regarding such Contributions.

   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade
      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor,
      except as required for reasonable and customary use in describing the
      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.

   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or
      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each
      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS,
      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or
      implied, including, without limitation, any warranties or conditions
      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A
      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the
      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any
      risks associated with Your exercise of permissions under this License.

   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory,
      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise,
      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly
      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be
      liable to You for damages, including any direct, indirect, special,
      incidental, or consequential damages of any character arising as a
      result of this License or out of the use or inability to use the
      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill,
      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all
      other commercial damages or losses), even if such Contributor
      has been advised of the possibility of such damages.

   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing
      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer,
      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity,
      or other liability obligations and/or rights consistent with this
      License. However, in accepting such obligations, You may act only
      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf
      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify,
      defend, and hold each Contributor harmless for any liability
      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason
      of your accepting any such warranty or additional liability.

   END OF TERMS AND CONDITIONS

   APPENDIX: How to apply the Apache License to your work.

      To apply the Apache License to your work, attach the following
      boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]"
      replaced with your own identifying information. (Don't include
      the brackets!)  The text should be enclosed in the appropriate
      comment syntax for the file format. We also recommend that a
      file or class name and description of purpose be included on the
      same "printed page" as the copyright notice for easier
      identification within third-party archives.

   Copyright [yyyy] [name of copyright owner]

   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");
   you may not use this file except in compliance with the License.
   You may obtain a copy of the License at

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software
   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,
   WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.
   See the License for the specific language governing permissions and
   limitations under the License.



Copyright (c) 2000 - 2006 The Legion Of The Bouncy Castle (http://www.bouncycastle.org)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy,
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software,
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the
following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all
copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION
OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.



Copyright (c) 2004-2008 QOS.ch
All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining
a copy of this software and associated documentation files (the
"Software"), to deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,
distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to
permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be
included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE
LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION
OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.











C.2 Open-OVF







Open-ovfは、Oracle VM Serverに含まれています。

次に示すファイルは、次のサイトのEclipseパブリック・ライセンスのもとに、ソース・コード形式で利用可能です。

http://www.eclipse.org/org/documents/epl-v10.php

このEPLライセンスは、このページの後半に転載されています。

過去のすべてのOpen-OVFへのコントリビュータは、明示黙示を問わず、権利と非侵害性に関する保証や条件、商業的な使用可能性と特定の目的に対する適合性に関する暗黙の保証や条件を含め、いかなる保証および条件も否認します。また、このようなコントリビュータは、利益の損失やその他の、直接損害、間接損害、特別損害、偶発的損害、結果的損害を含め、あらゆる損害に対しても責任を負わないものとします。

次のファイルについては、オラクル社による変更が行われています。

	setup.py
	py/ovf/__init__.py
	py/ovf/Ovf.py
	py/ovf/OvfCertificate.py
	py/ovf/OvfPlatform.py
	py/ovf/OvfFile.py
	py/ovf/OvfManifest.py
	py/ovf/OvfReferencedFile.py
	py/ovf/OvfSet.py
	py/ovf/OvfLibvirt.py
	py/ovf/OvfTransport.py
	py/ovf/env/EnvironmentSection.py
	py/ovfapi/__init__.py
	py/ovfapi/ovfapi.py
	py/ovfapi/ovfova.py
	py/scripts/chovf
	py/scripts/lsovf
	py/scripts/mkovf
	py/scripts/rmovf
	py/scripts/ova
	schemas/README.ORACLE
	schemas/ovf-envelope.xsd
	schemas/ovf-environment.xsd
	schemas/CIM_ResourceAllocationSettingData.xsd
	schemas/CIM_VirtualSystemSettingData.xsd
	schemas/ovf-envelope-ovm.xsd


これらのファイルの変更内容は、次のとおりです。


	
OVF仕様1.1.0へのバージョンおよびスキーマの更新


	
OVM拡張のサポート


	
エンベロープ・ファイルおよび環境ファイル内の要素へのXMLネームスペースの追加


	
ファイル要素のchunksize/compression属性のサポート


	
ユーザー提供のX509証明書と秘密鍵を使用した証明書ファイル作成のサポート


	
ovaパッケージ検証の一貫としての証明書の確認


	
アプライアンス検証後の、指定場所へのアプライアンスのコンテンツの解凍


	
Oracle VMに固有のVirtualSystemTypesの追加


	
xenpvの場合は、'DMTF:Oracle:OracleVM:PVM'


	
xenfvの場合は、'DMTF:Oracle:OracleVM:HVM'







	
libvirtの依存性の削除


	
その他のマイナーな修正






Eclipseのライセンス


Eclipse Public License - v 1.0
 
THE ACCOMPANYING PROGRAM IS PROVIDED UNDER THE TERMS OF THIS ECLIPSE PUBLIC 
LICENSE ("AGREEMENT"). ANY USE, REPRODUCTION OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM 
CONSTITUTES RECIPIENT'S ACCEPTANCE OF THIS AGREEMENT.
 
1. DEFINITIONS
 
"Contribution" means:
 
   a) in the case of the initial Contributor, the initial code and
   documentation distributed under this Agreement, and
 
   b) in the case of each subsequent Contributor:
    i) changes to the Program, and
    ii) additions to the Program;
 
where such changes and/or additions to the Program originate from and are
distributed by that particular Contributor. A Contribution 'originates' from a
Contributor if it was added to the Program by such Contributor itself or
anyone acting on such Contributor's behalf. Contributions do not include
additions to the Program which: (i) are separate modules of software
distributed in conjunction with the Program under their own license agreement,
and (ii) are not derivative works of the Program.
 
"Contributor" means any person or entity that distributes the Program.
 
"Licensed Patents " mean patent claims licensable by a Contributor which are
necessarily infringed by the use or sale of its Contribution alone or when
combined with the Program.
 
"Program" means the Contributions distributed in accordance with this
Agreement.
 
"Recipient" means anyone who receives the Program under this Agreement,
including all Contributors.
 
2. GRANT OF RIGHTS
 
   a) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants
   Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free copyright license to
   reproduce, prepare derivative works of, publicly display, publicly perform,
   distribute and sublicense the Contribution of such Contributor, if any, and
   such derivative works, in source code and object code form.
 
   b) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants
   Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license under
   Licensed Patents to make, use, sell, offer to sell, import and otherwise
   transfer the Contribution of such Contributor, if any, in source code and
   object code form. This patent license shall apply to the combination of the
   Contribution and the Program if, at the time the Contribution is added by
   the Contributor, such addition of the Contribution causes such combination
   to be covered by the Licensed Patents. The patent license shall not apply
   to any other combinations which include the Contribution. No hardware per
   se is licensed hereunder.
 
   c) Recipient understands that although each Contributor grants the
   licenses to its Contributions set forth herein, no assurances are provided
   by any Contributor that the Program does not infringe the patent or other
   Intel®lectual property rights of any other entity. Each Contributor
   disclaims any liability to Recipient for claims brought by any other
   entity based on infringement of Intel®lectual property rights or otherwise.
   As a condition to exercising the rights and licenses granted hereunder,
   each Recipient hereby assumes sole responsibility to secure any other
   Intel®lectual property rights needed, if any. For example, if a third party
   patent license is required to allow Recipient to distribute the Program,
   it is Recipient's responsibility to acquire that license before
   distributing the Program.
 
   d) Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient
   copyright rights in its Contribution, if any, to grant the copyright
   license set forth in this Agreement.
 
3. REQUIREMENTS
 
A Contributor may choose to distribute the Program in object code form under
its own license agreement, provided that:
 
   a) it complies with the terms and conditions of this Agreement; and
 
   b) its license agreement:
    i) effectively disclaims on behalf of all Contributors all warranties
    and conditions, express and implied, including warranties or conditions of
    title and non-infringement, and implied warranties or conditions of
    merchantability and fitness for a particular purpose;
 
    ii) effectively excludes on behalf of all Contributors all liability
    for damages, including direct, indirect, special, incidental and
    consequential damages, such as lost profits;
 
    iii) states that any provisions which differ from this Agreement are
    offered by that Contributor alone and not by any other party; and
 
    iv) states that source code for the Program is available from such
    Contributor, and informs licensees how to obtain it in a reasonable manner
    on or through a medium customarily used for software exchange.
 
When the Program is made available in source code form:
 
   a) it must be made available under this Agreement; and
 
   b) a copy of this Agreement must be included with each copy of the Program.
 
Contributors may not remove or alter any copyright notices contained within
the Program.
 
Each Contributor must identify itself as the originator of its Contribution,
if any, in a manner that reasonably allows subsequent Recipients to identify
the originator of the Contribution.
 
4. COMMERCIAL DISTRIBUTION
 
Commercial distributors of software may accept certain responsibilities with
respect to end users, business partners and the like. While this license is
intended to facilitate the commercial use of the Program, the Contributor who
includes the Program in a commercial product offering should do so in a manner
which does not create potential liability for other Contributors. Therefore,
if a Contributor includes the Program in a commercial product offering, such
Contributor ("Commercial Contributor") hereby agrees to defend and indemnify
every other Contributor ("Indemnified Contributor") against any losses,
damages and costs (collectively "Losses") arising from claims, lawsuits and
other legal actions brought by a third party against the Indemnified
Contributor to the extent caused by the acts or omissions of such Commercial
Contributor in connection with its distribution of the Program in a commercial
product offering. The obligations in this section do not apply to any claims
or Losses relating to any actual or alleged Intel®lectual property
infringement. In order to qualify, an Indemnified Contributor must: a)
promptly notify the Commercial Contributor in writing of such claim, and b)
allow the Commercial Contributor to control, and cooperate with the Commercial
Contributor in, the defense and any related settlement negotiations. The
Indemnified Contributor may participate in any such claim at its own expense.
 
For example, a Contributor might include the Program in a commercial product
offering, Product X. That Contributor is then a Commercial Contributor. If
that Commercial Contributor then makes performance claims, or offers
warranties related to Product X, those performance claims and warranties are
such Commercial Contributor's responsibility alone. Under this section, the
Commercial Contributor would have to defend claims against the other
Contributors related to those performance claims and warranties, and if a
court requires any other Contributor to pay any damages as a result, the
Commercial Contributor must pay those damages.
 
5. NO WARRANTY
 
EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, THE PROGRAM IS PROVIDED ON AN
"AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR
IMPLIED INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OR CONDITIONS OF TITLE,
NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. Each
Recipient is solely responsible for determining the appropriateness of using
and distributing the Program and assumes all risks associated with its
exercise of rights under this Agreement , including but not limited to the
risks and costs of program errors, compliance with applicable laws, damage to
or loss of data, programs or equipment, and unavailability or interruption of
operations.
 
6. DISCLAIMER OF LIABILITY
 
EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, NEITHER RECIPIENT NOR ANY
CONTRIBUTORS SHALL HAVE ANY LIABILITY FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING WITHOUT LIMITATION
LOST PROFITS), HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM OR THE
EXERCISE OF ANY RIGHTS GRANTED HEREUNDER, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY
OF SUCH DAMAGES.
 
7. GENERAL
 
If any provision of this Agreement is invalid or unenforceable under
applicable law, it shall not affect the validity or enforceability of the
remainder of the terms of this Agreement, and without further action by the
parties hereto, such provision shall be reformed to the minimum extent
necessary to make such provision valid and enforceable.
 
If Recipient institutes patent litigation against any entity (including a
cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Program itself
(excluding combinations of the Program with other software or hardware)
infringes such Recipient's patent(s), then such Recipient's rights granted
under Section 2(b) shall terminate as of the date such litigation is filed.
 
All Recipient's rights under this Agreement shall terminate if it fails to
comply with any of the material terms or conditions of this Agreement and does
not cure such failure in a reasonable period of time after becoming aware of
such noncompliance. If all Recipient's rights under this Agreement terminate,
Recipient agrees to cease use and distribution of the Program as soon as
reasonably practicable. However, Recipient's obligations under this Agreement
and any licenses granted by Recipient relating to the Program shall continue
and survive.
 
Everyone is permitted to copy and distribute copies of this Agreement, but in
order to avoid inconsistency the Agreement is copyrighted and may only be
modified in the following manner. The Agreement Steward reserves the right to
publish new versions (including revisions) of this Agreement from time to
time. No one other than the Agreement Steward has the right to modify this
Agreement. The Eclipse Foundation is the initial Agreement Steward. The
Eclipse Foundation may assign the responsibility to serve as the Agreement
Steward to a suitable separate entity. Each new version of the Agreement will
be given a distinguishing version number. The Program (including
Contributions) may always be distributed subject to the version of the
Agreement under which it was received. In addition, after a new version of the
Agreement is published, Contributor may elect to distribute the Program
(including its Contributions) under the new version. Except as expressly
stated in Sections 2(a) and 2(b) above, Recipient receives no rights or
licenses to the Intel®lectual property of any Contributor under this Agreement,
whether expressly, by implication, estoppel or otherwise. All rights in the
Program not expressly granted under this Agreement are reserved.
 
This Agreement is governed by the laws of the State of New York and the
Intel®lectual property laws of the United States of America. No party to this
Agreement will bring a legal action under this Agreement more than one year
after the cause of action arose. Each party waives its rights to a jury trial
in any resulting litigation.
 
 ___________________________________________











C.3 Python-hashlib







Python-hashlibは、Oracle VM Serverに含まれています。

オラクル社によるファイルの変更ありません。

 Python Software Foundationのライセンス


PYTHON SOFTWARE FOUNDATION LICENSE VERSION 2
--------------------------------------------
 
1. This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation
("PSF"), and the Individual or Organization ("Licensee") accessing and
otherwise using this software ("Python") in source or binary form and
its associated documentation.
 
2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF
hereby grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide
license to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly,
prepare derivative works, distribute, and otherwise use Python
alone or in any derivative version, provided, however, that PSF's
License Agreement and PSF's notice of copyright, i.e., "Copyright (c)
2001, 2002, 2003, 2004, 2005, 2006 Python Software Foundation; All Rights
Reserved" are retained in Python alone or in any derivative version 
prepared by Licensee.
 
3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on
or incorporates Python or any part thereof, and wants to make
the derivative work available to others as provided herein, then
Licensee hereby agrees to include in any such work a brief summary of
the changes made to Python.
 
4. PSF is making Python available to Licensee on an "AS IS"
basis.  PSF MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR
IMPLIED.  BY WAY OF EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND
DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS
FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF PYTHON WILL NOT
INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.
 
5. PSF SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON
FOR ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS
A RESULT OF MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON,
OR ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.
 
6. This License Agreement will automatically terminate upon a material
breach of its terms and conditions.
 
7. Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any
relationship of agency, partnership, or joint venture between PSF and
Licensee.  This License Agreement does not grant permission to use PSF
trademarks or trade name in a trademark sense to endorse or promote
products or services of Licensee, or any third party.
 
8. By copying, installing or otherwise using Python, Licensee
agrees to be bound by the terms and conditions of this License
Agreement.
 
____________________________________________











C.4 Python-zope-interface







Python-zope-interfaceは、Oracle VM Serverに含まれています。

オラクル社によるファイルの変更ありません。

Zopeのライセンス


Zope Public License (ZPL) Version 2.1
 
A copyright notice accompanies this license document that identifies the
copyright holders.
 
This license has been certified as open source. It has also been designated
as GPL compatible by the Free Software Foundation (FSF).
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:
 
   1. Redistributions in source code must retain the accompanying copyright
      notice, this list of conditions, and the following disclaimer.
   2. Redistributions in binary form must reproduce the accompanying copyright
      notice, this list of conditions, and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
   3. Names of the copyright holders must not be used to endorse or promote
      products derived from this software without prior written permission from
      the copyright holders.
   4. The right to distribute this software or to use it for any purpose does
      not give you the right to use Servicemarks (sm) or Trademarks (tm) of the
      copyright holders. Use of them is covered by separate agreement with the
      copyright holders.
   5. If any files are modified, you must cause the modified files to carry
      prominent notices stating that you changed the files and the date of any
      change.
 
Disclaimer
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO
EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT,
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.











C.5 Multiprocessing







Multiprocessingは、Oracle VM Serverに含まれています。

Multiprocessingのライセンス


Multiprocessing
Copyright (c) 2006-2008, R Oudkerk and Contributors
 
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions
are met:
 
1. Redistributions of source code must retain the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer.
2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
3. Neither the name of author nor the names of any contributors may be
   used to endorse or promote products derived from this software
   without specific prior written permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE
ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY
OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF
SUCH DAMAGE.











C.6 Python-twisted-core







Python-twisted-coreは、Oracle VM Serverに含まれています。

Python-twisted-coreのライセンス


python-twisted-core:
Copyright (c) 2001-2008
Allen Short
Andrew Bennetts
Apple Computer, Inc.
Benjamin Bruheim
Bob Ippolito
Canonical Limited
Christopher Armstrong
David Reid
Donovan Preston
Eric Mangold
Itamar Shtull-Trauring
James Knight
Jason A. Mobarak
Jean-Paul Calderone
Jonathan Lange
Jonathan D. Simms
Jürgen Hermann
Kevin Turner
Mary Gardiner
Matthew Lefkowitz
Massachusetts Institute of Technology
Moshe Zadka
Paul Swartz
Pavel Pergamenshchik
Ralph Meijer
Sean Riley
Software Freedom Conservancy
Travis B. Hartwell
Thomas Herve
Eyal Lotem
Antoine Pitrou
Andy Gayton
 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining
a copy of this software and associated documentation files (the
"Software"), to deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,
distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to
permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:
 
The above copyright notice and this permission notice shall be
included in all copies or substantial portions of the Software.
 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE
LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION
OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.











C.7 PyYAML







PyYAMLは、Oracle VM ServerおよびOracle VM Managerに含まれています。

PyYAMLのライセンス


PyYAML
 
Copyright (c) 2006 Kirill Simonov
 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in
the Software without restriction, including without limitation the rights to
use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies
of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do
so, subject to the following conditions:
 
The above copyright notice and this permission notice shall be included in all
copies or substantial portions of the Software.
 
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE
AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER
LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM,
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE
SOFTWARE.











C.8 Unzip







Unzipは、Oracle VM Serverに含まれています。

Unzipのライセンス


This is version 2009-Jan-02 of the Info-ZIP license.
The definitive version of this document should be available at
ftp://ftp.info-zip.org/pub/infozip/license.html indefinitely and
a copy at http://www.info-zip.org/pub/infozip/license.html.
 
 
Copyright (c) 1990-2009 Info-ZIP.  All rights reserved.
 
For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as
the following set of individuals:
 
   Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois,
   Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian Gorman, Chris Herborth,
   Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz,
   David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko,
   Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs,
   Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda,
   Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine Verheijen, Paul von Behren,
   Rich Wales, Mike White.
 
This software is provided "as is," without warranty of any kind, express
or implied.  In no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable
for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages
arising out of the use of or inability to use this software.
 
Permission is granted to anyone to use this software for any purpose,
including commercial applications, and to alter it and redistribute it
freely, subject to the above disclaimer and the following restrictions:
 
    1. Redistributions of source code (in whole or in part) must retain
       the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list
       of conditions.
 
    2. Redistributions in binary form (compiled executables and libraries)
       must reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer,
       and this list of conditions in documentation and/or other materials
       provided with the distribution.  Additional documentation is not needed
       for executables where a command line license option provides these and
       a note regarding this option is in the executable's startup banner.  The
       sole exception to this condition is redistribution of a standard
       UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive;
       that is permitted without inclusion of this license, as long as the
       normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled.
 
    3. Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating
       systems, existing ports with new graphical interfaces, versions with
       modified or added functionality, and dynamic, shared, or static library
       versions not from Info-ZIP--must be plainly marked as such and must not
       be misrepresented as being the original source or, if binaries,
       compiled from the original source.  Such altered versions also must not
       be misrepresented as being Info-ZIP releases--including, but not
       limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP"
       (or any variation thereof, including, but not limited to, different
       capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the
       explicit permission of Info-ZIP.  Such altered versions are further
       prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP
       e-mail addresses or the Info-ZIP URL(s), such as to imply Info-ZIP
       will provide support for the altered versions.
 
    4. Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip,"
       "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its
       own source and binary releases.











C.9 GPLおよびLGPLのライセンス







次の製品は、GPL(GNU General Public License)およびLGPL(GNU Lesser General Public License)のもとで、Oracle VM Serverに含まれています。


	
liblockfile


	
lsscsi


	
pypxeboot


	
python-crypto


	
python-paramiko


	
python-pycurl


	
python-urlgrabber


	
socat


	
udhcp






(i)物理メディアでオラクル社から受け取ったか、またはバイナリのダウンロード時にソース・コードを使用可能でなかったバイナリ、(ii) 任意のバージョンのGNU General Public License(GPL)またはGNU LGPLのもとでライセンスされたバイナリについては、次の住所に書面でリクエストを送付することで、機械が読取り可能なソース・コードの完全なコピーを受け取ることができます。

Oracle America, Inc. Attn: Associate General Counsel, Development and Engineering Legal 500 Oracle Parkway, 7th Floor Redwood Shores, CA 94065

リクエストには、(i)対象のバイナリの名前、(ii)対象のバイナリを含むOracle製品の名前とバージョン番号、(iii)リクエスト者の名前、(iv)必要に応じて会社名、および(v)返送先と電子メール・アドレス(ある場合)を記載してください。

メディアおよび配布の費用として、わずかですが料金を請求する場合があります。

リクエストは、GPLまたはLGPLの対象となるバイナリを含む物理メディアを受け取った日から3年以内に送付される必要があります。

便宜上、ソース・コードの一部またはすべてを、次のURLで入手できる場合もあります。

https://edelivery.oracle.com/oraclevm

http://oss.oracle.com/oraclevm/server/3.0/SRPMS

GPL v3またはLGPL v3ではなく、GPL v2またはLGPL v 2.1を使用する選択(適用可能な場合)

LGPLv2.1/GPLv2またはそれ以上の任意のバージョンを使用できると示されている言語でLGPL/GPLライセンス・バージョンを選択できるソフトウェア、または適用するLGPL/GPLのバージョンの選択が指定されていないソフトウェアについては、GNU Lesser General Public Licenseバージョン2.1 (LGPL)/GNU General Public Licenseバージョン2 (GPL)のみを使用することをオラクル社は選択します。GPLまたはLGPLおよびその他のライセンスから選択できる場合で、特定のコンポーネントに関して特定の選択が行われていないとき、オラクル社はその他のライセンスを選択します。

GNUライセンス


                    GNU GENERAL PUBLIC LICENSE
                       Version 2, June 1991
 
 Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc.,
 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA
 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies
 of this license document, but changing it is not allowed.
 
                            Preamble
 
  The licenses for most software are designed to take away your
freedom to share and change it.  By contrast, the GNU General Public
License is intended to guarantee your freedom to share and change free
software--to make sure the software is free for all its users.  This
General Public License applies to most of the Free Software
Foundation's software and to any other program whose authors commit to
using it.  (Some other Free Software Foundation software is covered by
the GNU Lesser General Public License instead.)  You can apply it to
your programs, too.
 
  When we speak of free software, we are referring to freedom, not
price.  Our General Public Licenses are designed to make sure that you
have the freedom to distribute copies of free software (and charge for
this service if you wish), that you receive source code or can get it
if you want it, that you can change the software or use pieces of it
in new free programs; and that you know you can do these things.
 
  To protect your rights, we need to make restrictions that forbid
anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights.
These restrictions translate to certain responsibilities for you if you
distribute copies of the software, or if you modify it.
 
  For example, if you distribute copies of such a program, whether
gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that
you have.  You must make sure that they, too, receive or can get the
source code.  And you must show them these terms so they know their
rights.
 
  We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and
(2) offer you this license which gives you legal permission to copy,
distribute and/or modify the software.
 
  Also, for each author's protection and ours, we want to make certain
that everyone understands that there is no warranty for this free
software.  If the software is modified by someone else and passed on, we
want its recipients to know that what they have is not the original, so
that any problems introduced by others will not reflect on the original
authors' reputations.
 
  Finally, any free program is threatened constantly by software
patents.  We wish to avoid the danger that redistributors of a free
program will individually obtain patent licenses, in effect making the
program proprietary.  To prevent this, we have made it clear that any
patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all.
 
  The precise terms and conditions for copying, distribution and
modification follow.
 
                    GNU GENERAL PUBLIC LICENSE
   TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION
 
  0. This License applies to any program or other work which contains
a notice placed by the copyright holder saying it may be distributed
under the terms of this General Public License.  The "Program", below,
refers to any such program or work, and a "work based on the Program"
means either the Program or any derivative work under copyright law:
that is to say, a work containing the Program or a portion of it,
either verbatim or with modifications and/or translated into another
language.  (Hereinafter, translation is included without limitation in
the term "modification".)  Each licensee is addressed as "you".
 
Activities other than copying, distribution and modification are not
covered by this License; they are outside its scope.  The act of
running the Program is not restricted, and the output from the Program
is covered only if its contents constitute a work based on the
Program (independent of having been made by running the Program).
Whether that is true depends on what the Program does.
 
  1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's
source code as you receive it, in any medium, provided that you
conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate
copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the
notices that refer to this License and to the absence of any warranty;
and give any other recipients of the Program a copy of this License
along with the Program.
 
You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and
you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee.
 
  2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion
of it, thus forming a work based on the Program, and copy and
distribute such modifications or work under the terms of Section 1
above, provided that you also meet all of these conditions:
 
    a) You must cause the modified files to carry prominent notices
    stating that you changed the files and the date of any change.
 
    b) You must cause any work that you distribute or publish, that in
    whole or in part contains or is derived from the Program or any
    part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third
    parties under the terms of this License.
 
    c) If the modified program normally reads commands interactively
    when run, you must cause it, when started running for such
    interactive use in the most ordinary way, to print or display an
    announcement including an appropriate copyright notice and a
    notice that there is no warranty (or else, saying that you provide
    a warranty) and that users may redistribute the program under
    these conditions, and telling the user how to view a copy of this
    License.  (Exception: if the Program itself is interactive but
    does not normally print such an announcement, your work based on
    the Program is not required to print an announcement.)
 
These requirements apply to the modified work as a whole.  If
identifiable sections of that work are not derived from the Program,
and can be reasonably considered independent and separate works in
themselves, then this License, and its terms, do not apply to those
sections when you distribute them as separate works.  But when you
distribute the same sections as part of a whole which is a work based
on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of
this License, whose permissions for other licensees extend to the
entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it.
 
Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest
your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to
exercise the right to control the distribution of derivative or
collective works based on the Program.
 
In addition, mere aggregation of another work not based on the Program
with the Program (or with a work based on the Program) on a volume of
a storage or distribution medium does not bring the other work under
the scope of this License.
 
  3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it,
under Section 2) in object code or executable form under the terms of
Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following:
 
    a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable
    source code, which must be distributed under the terms of Sections
    1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or,
 
    b) Accompany it with a written offer, valid for at least three
    years, to give any third party, for a charge no more than your
    cost of physically performing source distribution, a complete
    machine-readable copy of the corresponding source code, to be
    distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium
    customarily used for software interchange; or,
 
    c) Accompany it with the information you received as to the offer
    to distribute corresponding source code.  (This alternative is
    allowed only for noncommercial distribution and only if you
    received the program in object code or executable form with such
    an offer, in accord with Subsection b above.)
 
The source code for a work means the preferred form of the work for
making modifications to it.  For an executable work, complete source
code means all the source code for all modules it contains, plus any
associated interface definition files, plus the scripts used to
control compilation and installation of the executable.  However, as a
special exception, the source code distributed need not include
anything that is normally distributed (in either source or binary
form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the
operating system on which the executable runs, unless that component
itself accompanies the executable.
 
If distribution of executable or object code is made by offering
access to copy from a designated place, then offering equivalent
access to copy the source code from the same place counts as
distribution of the source code, even though third parties are not
compelled to copy the source along with the object code.
 
  4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program
except as expressly provided under this License.  Any attempt
otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is
void, and will automatically terminate your rights under this License.
However, parties who have received copies, or rights, from you under
this License will not have their licenses terminated so long as such
parties remain in full compliance.
 
  5. You are not required to accept this License, since you have not
signed it.  However, nothing else grants you permission to modify or
distribute the Program or its derivative works.  These actions are
prohibited by law if you do not accept this License.  Therefore, by
modifying or distributing the Program (or any work based on the
Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying
the Program or works based on it.
 
  6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the
Program), the recipient automatically receives a license from the
original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to
these terms and conditions.  You may not impose any further
restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein.
You are not responsible for enforcing compliance by third parties to
this License.
 
  7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent
infringement or for any other reason (not limited to patent issues),
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or
otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not
excuse you from the conditions of this License.  If you cannot
distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you
may not distribute the Program at all.  For example, if a patent
license would not permit royalty-free redistribution of the Program by
all those who receive copies directly or indirectly through you, then
the only way you could satisfy both it and this License would be to
refrain entirely from distribution of the Program.
 
If any portion of this section is held invalid or unenforceable under
any particular circumstance, the balance of the section is intended to
apply and the section as a whole is intended to apply in other
circumstances.
 
It is not the purpose of this section to induce you to infringe any
patents or other property right claims or to contest validity of any
such claims; this section has the sole purpose of protecting the
integrity of the free software distribution system, which is
implemented by public license practices.  Many people have made
generous contributions to the wide range of software distributed
through that system in reliance on consistent application of that
system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing
to distribute software through any other system and a licensee cannot
impose that choice.
 
This section is intended to make thoroughly clear what is believed to
be a consequence of the rest of this License.
 
  8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in
certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the
original copyright holder who places the Program under this License
may add an explicit geographical distribution limitation excluding
those countries, so that distribution is permitted only in or among
countries not thus excluded.  In such case, this License incorporates
the limitation as if written in the body of this License.
 
  9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions
of the General Public License from time to time.  Such new versions will
be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to
address new problems or concerns.
 
Each version is given a distinguishing version number.  If the Program
specifies a version number of this License which applies to it and "any
later version", you have the option of following the terms and conditions
either of that version or of any later version published by the Free
Software Foundation.  If the Program does not specify a version number of
this License, you may choose any version ever published by the Free Software
Foundation.
 
  10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free
programs whose distribution conditions are different, write to the author
to ask for permission.  For software which is copyrighted by the Free
Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes
make exceptions for this.  Our decision will be guided by the two goals
of preserving the free status of all derivatives of our free software and
of promoting the sharing and reuse of software generally.
 
                            NO WARRANTY
 
  11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY
FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW.  EXCEPT WHEN
OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES
PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED
OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS
TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU.  SHOULD THE
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING,
REPAIR OR CORRECTION.
 
  12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING
WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES,
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED
TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY
YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER
PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.
 
                     END OF TERMS AND CONDITIONS
 
            How to Apply These Terms to Your New Programs
 
  If you develop a new program, and you want it to be of the greatest
possible use to the public, the best way to achieve this is to make it
free software which everyone can redistribute and change under these terms.
 
  To do so, attach the following notices to the program.  It is safest
to attach them to the start of each source file to most effectively
convey the exclusion of warranty; and each file should have at least
the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found.
 
    <one line to give the program's name and a brief idea of what it does.>
    Copyright (C) <year>  <name of author>
 
    This program is free software; you can redistribute it and/or modify
    it under the terms of the GNU General Public License as published by
    the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or
    (at your option) any later version.
 
    This program is distributed in the hope that it will be useful,
    but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of
    MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the
    GNU General Public License for more details.
 
    You should have received a copy of the GNU General Public License along
    with this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc.,
    51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA.
 
Also add information on how to contact you by electronic and paper mail.
 
If the program is interactive, make it output a short notice like this
when it starts in an interactive mode:
 
    Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author
    Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type `show w'.
    This is free software, and you are welcome to redistribute it
    under certain conditions; type `show c' for details.
 
The hypothetical commands `show w' and `show c' should show the appropriate
parts of the General Public License.  Of course, the commands you use may
be called something other than `show w' and `show c'; they could even be
mouse-clicks or menu items--whatever suits your program.
 
You should also get your employer (if you work as a programmer) or your
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if
necessary.  Here is a sample; alter the names:
 
  Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program
  `Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker.
 
  <signature of Ty Coon>, 1 April 1989
  Ty Coon, President of Vice
 
This General Public License does not permit incorporating your program into
proprietary programs.  If your program is a subroutine library, you may
consider it more useful to permit linking proprietary applications with the
library.  If this is what you want to do, use the GNU Lesser General
Public License instead of this License.
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